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第 4回 バ ズ学習 研究集 会

自 己 実 現 を め ざ す 学 習

「 バ ズ 学 習 の て び き 」 の 作 成 と そ の 実 践

愛知県春 日井市立東部中学校
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|ま じめ に

バズ学習にとりくんで 7年目をむかえた太校の

実践の歩みを焦点的に整理 してみると

①バズの形態を「 短学活 」にとり入れ・ バズの

言‖1東 と定着をはかつた時期。

②バズを授業にとり入れ,話 し合いの方法や技

術を問題にした時期の

③パズを効果的にするために,班の編成や学級

づくりの指道が必要であることを問題にした

時期。

②課題の意味,役害」,妥当性はどうであるかを

問題にした曜調EQ

⑤効果的な課題をとり出すには,教材を構造的

にみきわめてかかる必要があることを問題に

した時期。

③課題のねうちを教材の構造面からみるアますで

なく,い きたもの として授業のひとこまに位

置 づけ,パズを組織化していくにはどうした

らいいのかを問題にした時期。

①「 認知 と態度の同時達成 Jと いう場合のF態

度 Jと はなにか。態度的轟標を認知的過程を

通 して達成していくにはどんなてだてが有効

かを問題にした時期Q

の 7段階 にまとめられよう。

その間,全教師が同じ基盤にたつて研究がすす

められるよう,「 小集団による学習……指導資料

zl, 2,(昭禾口44年 4月 )「 小集団による学習

……指導のでびき」(昭和 45年 3月 ),「 バズ

学Fのために」(昭和 46年 4月 )等の資料をつ

くってきたっ

ところが,「 態度的轟標を授業のなかで追求す

るJ実践をしているうちに, いろいろな問題点が

指摘されるようになった。

・意識的な面や技術的な面で,教師の期待 と生徒

のパズ活動の間にずれがあるのではないか。

・単年を1豊 って積あ上げられているはずのバズ活

動の技術や意識が,必ずしもそうでなけ ことも

ある。

・バズが日常の生活場面にまで深化・拡大 されて

いない。これは生活場面におけるとりくみの不

十分 さによるのではないか。

・教師と生徒でつくりあげようとするバズ学習へ

のとりくみがおろそかl‐Cな り,形式を踏袋しが

ちの傾向がありはしないから

,態度的目標の達成 も,教師と生徒がバズ学習の

基本にたちもどることを忘れては,かけ声だけ

に終わつてしまうのではないかc

などが,そのおもなものであった。

一方,毎年,新しく本校へ赴任してくる教師が

十数名あるところから,今までにつくってきた資

料だけでは,「 どうも自信をもってバズ学習とい

うものを指導できない。 どうとり組ませていった

らいいのか」という声もさかんにき力)れ るように

なった。

こうした現状 を打解するためには,過去の実践
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をふりかえ り,そ れ らを集大成 することを通 して

生徒用のてびき書 をつ くることも一つの方法では

ないか。 この ことによって,今までひとりの教師

ひ とりの生徒の実践 にすぎなかった ものが,全教

師 ,全生徒の今後の実践へつながっていくのでは

ないか。 と考えた。       '
この考えにたって作成 されたのが「

バズ学習の

て びき」である
^

そして,本年度 は

(1)「 てびき」の実践化 をはかり,そ れを記録 し,

評価 し,蓄積し,みんなの財産を豊かにしてぃ

く。

②学級を集団性 をもった組織にし,ひ とりひとり

の生徒 を成長 させていく.

0生活のなかへのバズ活動の応用 と発展をはかる^

を方針 として研究をすすめることにしたo

このような研究方針の うら:こ ′ま,「 自分がどう

成長すべ きかを真allに 考え,目 標 を達成していこ

、うとする意欲 ある姿勢 」を養いたいとい うわたし

たちの願いうゞ こめ られている。

わたしたら教自雨も,研究体制 をよりしっか りし

た ものとし,共同研究のなかで,あすの指導に生

かせるものをつかんでいこうと申しあわせた。

画 「 て び き 』の 作 成 に つ しヽ て

「 てびき」の作成には,全教師が直接,執筆作

業をすることを最重要視 した。

というのは,今までにも数名の委員によって指

`導資料が作成 されたことはあった。 しかし,一部

の者のしごととしては,時FE5釣 にも,能力的に も

おのずから限界があり,全校の生徒や教師にいき
たものとして浸透するほど充実したものとはなり

得 なか ったからである。また,前に述べたような

現実への もどかしさゃ,着任者のとまどぃを解消

するとい う意味あいか らいっても,全員のとりく

みを必要 としたのである。

「 てびき Jに もりこむ内容の柱立てをし,各 パ

ー トに分かれて実際に執筆にかかったのは 2月 ～

3月 にかけてのなにかにつけ多忙な時期であった。

に もかかわらず,各 パー トにおいて持 ちよった

た くさんの実践の資料 についての討議がしばしば

なされた。それが,全体会の場 に提供 され,検討
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が加 えられた。たとえば

`バ ズ学習にかけるわれわれの願いゃ,バ ズ学習

のめざす教育 的意義 をもつと明確 にすべ きでぁ

る。 (「 バズ学習をはじめるにあたって」の項

と関連 して)

・話 し合 うということの本質的な意味について記

述 した らどうか。 (「 話 し合いについて 」の項

と関連 して)

・短学活は自分たちの時間であるとい う性格 を強

調し,短学活の意義を考えさせたい。(「 短学
活 Jの項 と関連 して)

などと問題提起がなされ,そ の内容についていろ

いろな角度か ら意 見が出し合われた。

わたしたちは,各 パー トでの討議,全体会にぉ

ける検討,そ の こと自体が,み のりある研究であ

った と自負している。また,各 パー トの資料集め,

記述を終わったとき,一っのことをなしとげた満

足感 を味あわない ものはひとりとしてなか ったと

いえる。

それぞれのパー トが全力をつ くして書 きあげた

原稿は貴重な ものであった。 しかし、このままコ

尋Jし て生徒に持たせることには不安が残 った。そ

こで,各 パー トの代表 により編集委員会を華成 し

て,そ れぞれの執筆者の精神を生かし,文体など

の表言己上のこと,内 容的な重複や編集技術上の問

題 につぃて調整 したらこの委員会のしごとをすす

めるうちに も,新たな問題点が発堀 されたが,原
稿の〆切期 目が追 っていたこともあって,それ ら

については実践 を通 して検討 し,改訂の際に生か

すこと|こ した。

轟 Fて び き Jの 内 容 に つ い て

(1)「 てびき Jの作成にあたって配 :意 したこと。

`「 てびきJは ,8っの項目と資料 か らできてぃ

るが, この項 目の順序に従ってゃっていくとい

う意図ではな く,必要 に応じてどこからで も使

うことができるようにした。

。
「 てびき」の内容ゃその説明が新入生にも理解

でき,入学時のガイダンスとしても役立つよう

に,具体的な事例 の引用 をした。

・事夕」の引用には,生徒の作文ゃ班 日記おょび授

業 中の話 し合いの記録 など過去の体験 にもとづ
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いて寵 を婆彗準軸勺にとりあげたQ

。「てびき」のあら

"る

場面で,「 すべての人が
学習に参カロでき,友だちどうしが励まし合いな

がら, ひとりひとりが伸びていくJと いうこと

を考えさせるように配慮 した。

・内容や方法についても「 こうしなさい Jと いう

のではなく,「 例ぇば○○のような夕Jがありま

す 」とか「 ○○をすると～～になるでしょうJ

というように,生徒や教師の今後のくふうのた

いせつさを強調しようとした。

・「 リーダーをもりたてようJと か「 他の班にも

働きかけようJあ るいは「 きびしさをもとう」

などのように,呼びかけのことばを多 くし<自
分たちの力を合わせて,よ りよい ものを作 りあ

げていこうとする気持ちを育てようとした。

・「 班編成 J「 話し合い」「 短学活 J「班 日記 」

などについては, 目的,方法,形式など一応の

説明をするが,「 そうすることがなぜよいのか」

あるいは「 どんな点で不者Б合なのか」を考えた

り,話 し合わせることに重点をおいた。

・余自の部分を作って,簡単なメモや反省を書き

カロえることができるようにした
^

②「 てびき」の具体的な内容

「 てびき」のはじめには,「 てびき」にこめら

れている願い,および,活用する心構えについて

<先生 も生徒 もいっしょになって,学校生活の中

味を充実させていこう>と 呼びかけた。

つ ぎに,新 しい学級の出発にあたって,生徒が

まず統一に考えることは, 自分たちの学級をより

よい学級にしたいということであろう。このとき

に「 すばらしい仲聞 J「 自慢したいわたしの学級」

というある先輩の作文によって,問題提起 を試み

た。

以後の「 てびきJの具体的な内容について,F・5

題提起の形で書き直してみると

<バズ学習のねらいゃ内容について>
・バズ学習は, どんな形の学習をいうのか

。バズ学習は,一斉学習とどこがちがうか, また

どんな禾J点 があるのか

<班編成について>
・なぜ班をつくるのか

・
「 よい班,わ るい班 」とは, どんな班をいうの

力)

,班編成にはどんな方法があるか,ま た,そ れぞ

れ どんな特徴があるか

・班長の選び方および班長の役害Jは何か

。班 の人数や期 FB5は どの くらいが適当か

<バズの効果 をあt舞爵こめの心構えについて>
・ チームワークづ くりには何 がたいせつか

・ 自分やホロ手にきびしくとは,ど のよ うな ことか

。よい習慣 とは何か,また,そ れ らはどうすれば

身につけることができるのか

<話し合いについて>
0話 し合 うとは,ど ういうことか

。話 し合いには, どんな場面や形があるか

。話 し合いを深 めるには, どうすればよいか

。みんなが話し合いに参加するためには,ど うす

ればよいか

。司会者になったら,ど うすればよいか

・班の意 見を全体に発表するとき, どんな ことに

注意 した らよいか

。話 し合いを効果的にすすめるために, どんな約

束 をしたらよいか

<短学活・班 日記について>
・短学活は, どのような時間か

。短学活 を生かすには, どうすればよいか

。班 日記には, どんなことを書けばよいか

ら班 日言己をどう生かしたらよい力>

「 てびき」のおわりには, 2つの資料 をのせた。

<バ ズ学習における参加度調査>で は,「 先輩

の調査の統計 を参考にして,よ い面はいっそう伸

ばし,よ くない面についてはあらためていこうJ

と呼びかけた。

<バズを生かそう」では, バズ活動 を「 学校給

食 」「 清掃 」「 タラブ活動 」の場面に積極的に拡

大 しようと呼びかけた。 (し かし, この項につい

ては,今 までバズ活動 を意図的に位置づけた難

が浅かったので一つの素材 として提供 し,今後の

実践に期待 している。 )

Ⅳ 『 て び き 』に よ る指 導 の 実 際

バズ学習について,「 てびき」を利用 して指導

をはじめてみたが, さまざまな問題 にぶつかった。

学年の話し合いにおいても「 てびきはどうも使い

にくいJと いう声がきかれた。一方には,「 実り

ある実践ができたと思う」という報告もなされた。
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いずれにしても,そ のような声をそのまま埋れさ

せるのではな く,今後の発展のための共有財産 と

しなければな らない。

そこで (1)「 てびき」を使いたくなった状況

②「 てびき」をどのよ うに使 ったか

f3)生徒はどのような意識をもったか

(4)「 て びき Jを どう改めたらよいか

とい う内容の用紙 をつくり,実践記録 を全員で書

き合 った。 この方法では,個々の教師が実践の直

後に記録でき,記録することによって問題がはっ

きり把握できるとい う意味において役立 った。そ

の記録 をもとにした学年部会の討議は,今までに

な く具体的な実践の出し合いによって学び合 うこ

とが多かった。

そ うしたなかで,「 てびき」の指導 に関する共

通理解 を深 めながら, さまざまなFH5題 を浮きぼり

に してきた。

以下は,「 てびきJに ょる指導の実践の一例 で

あ る。

1 「 バズ学習 J ttF号期における指導の実践

新一年生 も,小学校で STや反省会の場で,一
日の生活の反省や係・教師か らの連絡 という内容

は してきている。 しかし,本校で実施 してしヽる短

学活 とは,内容的にも,そ こにこめられている願

いにおいて も異 なってぃる。 したがって「 てびき」

によって,本校が意図 している短学活の目的,内

容,方法などについてわか りやす く説明する必要

があったQ

ひとりひとりが「 てびき」を手にとって読み,

疑問点や意見を出し合い理解 させていった。つま

り,短学活は自分たちの力で学級を向上させてい

くためのいろいろな話 し合 いを もつこと,授業に

対 する予習や復習について自分たちで計画 し,自
分たちで活用していく時F85で あるとい うことなど

を,生徒ひとりひとりになげかけ、意識化の契機

にしようとした。

その結果,生徒たちは,例えば「 帰 りの短学活 」

について

,友 だち同志 で清掃や生活上の諸問題 にっぃて気

軽 に話 し合 うことがで き,おたがいの気持 ちが

よ くわか る。

・授業 でわか らなか った ことを聞 き合 った り,確
かめ合 った りして楽 しく学習で きる。
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・疑問点がはっきりし,家 に帰 って勉強す る内容

がはっきりする。

などのすば らしさを感じとった。そうした生徒た

ちは,積極的に短学活を運営 しようと努力 しはじ

めた。

入学時における一年生の短学活は「 てびきJに

よるところが大 きく,早期に軌道にのせることが

できた点では効果的であった。

しかし,入学以来 2ケ月が経過 し,バズ活動に

も慣れて,だれ とも気軽 に話 し合える好 ましい雰

囲気が作 られてきた反面.た だなん となく,学習

のポイントを話 し合 った り,一 日の反省をしてい

るという傾向が目につきはじめた。また,生徒の

なか力)ら も

・むだ□が多 くなった

。自分勝手 なことをする人が多 くなった
ら協力 しなぃ人や無関心な人がいる。

・わか らない ところを聞いて も教えて くれない

などの短学活に対する不満 もきかれるようになっ

た。

ここで,教師は,生徒たちに自分たちをとりま

けている問題状況 に気づかせ,「 てびき」の<短
学活はどのような時蘭か>を読 ませ,短 学活の基

本的な意義について確認 させた。

そして,現在おこなってぃる短学活 で くふ うす

るところはなぃかを話 し合わせ

むポイントの記入 (背 面黒板にある)は ,今ま

で書記がひとりで書いていたが,多 くの人が

参加するために教科 ごとに分担 して書 く。

・ ポイントを各 自が口でい うだけでな く,短学

活 ノー トlr_書 くようにする。

。これまで一斉に時F85を 決めて進行 していたが

班によって進み方がらが うので班 ごとにおこ

なってみるの

などが出された。

「 てびき」を読んで,短学活のすばらしさを感

じつつ も,いっのまにか活動 内容が形式的,画一

的にながれ,自 分たちに与 えられ,義務 づけ られ

た ものと受身的にとらえるようになって 1ノ まって

いた。しかし,「 てびき」は問題の提供 であって

「 短学活は自分たちで計画し,活用していく時間

なのだ」とぃぅことを改めて確認して,学級や班

のくふうでどのようにでもやっていけるのだとい

うことがわかり,取 り組み方 も変ってきた。



2  教師が問題 を把握させ考えさせてい く実践

〔その1〕

バズ学習になれた 2年生あた りの段階 では晴性

的に毎 日同じ活動が くり返 され,本来のねらいや

意味が失われてしま う場合 がある。そんなとき問

題が どこにひそんでいるかを教師がよく見きわめ

″ゅさぶ り〃をかけ目ざめさせることが大切であ

る。

◎問題 になった場面 (朝の短学活の時間)

朝の職 員打合せ中, どうも各教室がさわがし

い。 どうみても短学活にとり組んでいるような

状態ではない ように思われた。巡視 した らつぎ

のようであつた。

どうしてこんな状況が生まれて来るのであろう

か。それは活動のね らいや意味を生徒 たちがつか

んでいないのではないか。 このような ことは短学

活にかざらず全ての場 にこのような ことが反映 さ

れて くるだろう。そうした意味で徹底した指導の

必要 を感 じ「 てびきJを使 うことにした。

◎ ゆさぶ り

◎ まとめ

このよ うな 〃ゆさぶ り〃を通 して問題をつか

みかけたようである。そこで「 てびき」鰻 学活

を生かそう。すばらしいイ中FEq.P7の班 日記 )

な読 むことによって整理 させようとしたのであ

る。

これは問題提起・……ゆさぶり……・まとめ, とい

う展開で実践 した ものであるが,そ の過程におい

て「 てびき」で簡単にまとめてしまうときれいご

とに終 ってしまう危険が多分にある。

わたしたちの「 てびき」に対する読みが不充分

だと中味の うすい形式の指導に終 ってしまうので

ある。また「 てびきJは パズ活動の場面 ごとに編

集 されていて問題に応じて展開するという配慮が

なされていない。教師はそのっど組みかえをくふ

うして生徒にぶつけていかなければならない。

生徒が意識し実行 してい く姿勢 をもつように何

回 も観察 と指導 をくり返 していかねばならないの

である。

〔その場

1 国語の時FE5だが,い つも静かである。 どう

| した ら意見や発表 が活発 になるだろう。やは

| り自分か ら進んでやるべ きだ……。

このよ うな内容の班 日記が毎日のように書かれ

る。みんなが同 じように考えているなら,学級は

活発になって もよさそうな ものだが,依然 として
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④それではどうし

たらいいのだろ

うか

ているからお くれて

しまう

ガヤ9 ガヤと各 グル

ープが話 し合 う

①君たちにとって

短学活は役立っ

ているか

②じゃやめてしま

お うか

③役立っていない

のにどうしてや

めてしまおうと

いわないのか

役立 っている。…・・2名

役立 っていない… 38名

やめよう

やめないほ

0名

よい     …・…・25名

A… や り方によっては

効果があると思 う

B…短学活は決 められ

ているからやめるこ

とはできない

C…他のクラスがやっ

・ トインヘ行 って友人と話 しこんでいる

・用があるか らといって職彙室の廊下をうろ う

ろしてい る。

・席を立 って大声で話 している

。他人のことにかまわず,自 分だけで自習をし

てい る

・班長 としてまとめようと努力していない

・いつ もよリー生けんめいやったら短学活 も

早 く終 ったような気がしてたのしか った。

・教科班長制にした ら責任感ができてチーム

ヮークがでて きたようだ。

,自 分 もさわぐことがあるので注意 lノ なかつ

たが, これか らは気のついたことは言 うつ

もりまご           …"…珂五日言己力>ら・・・―・

教師の発問



静かなままである。学級のFntが,自 分には関係

のない他人事のようにしか考えられていないので

ある。

学級担任は, こうしたムー ドがひとりひとりの

責任 の問題 であると考 え,学級の全員を共犯者 と

して きびしく追求することにした。その方法 とし

て「 てびき」を読 ませることか ら始めた。

きびしさのある班,き びしさのある等級に

するための方法 を 2つばか りあげてみましょ

う。 これ以外 にもいろいろな方法があると思

いますQみんなで考えてみましょう。

a)お互いの活動 を評価 しよう
。 きょうの司会者のよか った点,悪か

った点

・ きょうの班活動でプラスになったの

はだれで, マイナスになったのは一。

② 班の糸策 をつくろう。

(以下略)  「 てびき JP19

生徒たちにしてみれば,「 きびしさJが必要な

ことをわか っているつ もりであった。いゃ,そ ん

なことは当然だと思 っていたのだ。 しかし,実際

問題 として, どのよ うな場面で, どのような きび

しさを要求 し合 っていたのか,具体的にはなに も

していなかった ことに気づいて,かれ らは驚いた。

「 でびき」を読 むことによって問題提起がなされ

たのである。ある班 の 日記には次のように書かれ

ている。

1 わたしたちの班 では,今日の道徳の時 :

1間 に約束 ごとについて話 し合いました。 i

l F12の 目標 である「 一時間一発言」を一 日 i

:一 日確実にしていこうとぃぅことになり :

|ま した,やは り,は じめのうちは少 した 1

:め らうような気がしましたが, わたしの i

:班 は勇気を出してサッと手をあげましたょ
i しかし,そ れでも班の中に手をあげな |

:い人がいる。班でせっか く意 見を出し合 |

:っ たのに,他の班の人にどうして発表で
:

|き ないのだろう。          :

翌 日, この班 日記 を もとにして簡単な話 し合
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がなされた。

昨 日の日記に書いてあるように,なく

もそれと同じ疑間をもっている。先生の

指示で班の話 し合いがはじまる。意 見を

もっている人が話 しかける。するとほか

の人が自分の意 見とたたかわせた り,闘
いたりする。 さて,そ のあといよいょ発

表するときが くる。みんなで話 し合 い ,

一応 この班 としての意見を液 とめている

ので全員が発表 できるはずだ。 しかし全

員の手があがっていないのである。おか

しい。 ここが問題だと思 う。話し合いの

ときはみんな真剣に参加 しているのに発

表できないはずはないのだ。

学級全体に対 して発言できない生徒をきびしく

つきあ |ブている姿がここにある。 し力)し , ではど

うするのかとい うことにはふれ られていない。教

師は,そ れを問題 として残 してぉきながら,ふ た

たび「 てびきJを読 ませた。

1 月曜 日にきめた「 一時閣一発言」が, |

1こ の 2日 閣〕あまつ徹底することができ |

iま せんでした。そこで, これではいけな :

:い と思 って,大曜 日か らは表 をっ くって
|

|一時閣に 1回以上発表 した り質問 した人 |

|だけを○をっけることにしました。だか :

|ら ,そ の日の社会の時閣など,わたした |

:ち の班の人は話 し合いが終 ってから 6人 |

:がサ ット手 をあげることができました⌒ |

:ど の班の人たちより早 く手をあげること |

|が できました^こ のよ うに,そ の後,順 |

1調 にぃってぃます。しかし…。……   |
|   (以 下略)        |

と,学級全体に眼が向け られることになる。

「 てびき J―→班 日記 一→全体の前で読み合 う

一 班 目記 ―→ 全体 とい ぅ学級の動 きの一伊」

である。そして,「 をか暮」なっ走嶺尭違としそ
の重要な役害」を担っている。

この例は,比較的 うまくいきかけた班のようす

であるが,「 てびきJを読んで約束ごとをきめて

そのままという班 もある。「 てびきJの内容 と自
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分たちの現実とを,っねに対比させながら活動 し

ていくことの重要 さが強調 されねばな らない。そ

うした意味においては,「 てびき」その ものが実

際 の活動についての点検ができるように,(た と

えば,「 約束 ごとは守れていますか。 どんなこと

が障害 になっていますから今の約束 ごとだけでじ

ゅうぶんですか 」)編集 されるべ きだったか もし

れない。

〔その3〕

新 3年生の学級が編成されて,担任 は「 個々の

生徒はバズ学習の体験 を通 して多 くの ものをつか

んで きていることは確かだが, それが学級集団の基

基盤 となるまで熟していない Jと 痛感した。 そし

て,生徒の倶」から問題 として提起 され るのを期待

し, ひそかにそφ機会をうかがっていた。

生徒の一部にも,学級のムー ドに疑問をいだき

不満 そうなようす がみられた。 しかし, それは声

として全体の前にうちだされ るほど強力な もので

はなかった。

五月の中旬になって,班替 えの希望 がクラス全

体からだされた とき,担任 は, これを「 学級を集

団性を もった組織 として成長 させてい く」ための

絶好のチャンスに しよ うととりくんだ。

しかし,生徒たちの班替 え希望の理義のなかに

は,班替 えの意義を認識し
｀
ているもの もあったが,

「 そろそろ替 えてもいいじゃないか Jと い う程度

の考え方が数多 くなられた。学級のなにどとにつ

け適当lr_すましておけばいい, とぃう考な方がク

ラスの ムー ドを支配 していたのである。

「 君 たちは班をどのように考 えているのか」の

間に対 して

・簡単なことでも質問できる。

・発言 しやすいから3… …

・友だちに教 えることによって, 自分が さらに

よく理解できる。

など,一応 もっともらしい答えがかえって きた。

事実,だれしも過去 2年間の経験 によって班で

活動することのよさは認めている。しかし,なん

となく,パズにのっかかってここまできた ことに

・対する不満 もないではない。

・ バズ学習では,甘 えが出てきて,他人により

かか つてしまうからだめだ。

・班で話 し合 って学習しているが,表面的で中

味がない。班 を解体 して一斉学習にしてはど

うか。

など,真向か らバズ学習を否定するかのような意

見まででてきた。

これ らの発言は,従来からバズ学習に熱心 にと

りくんできた生徒 の ものであつた。その裏には,

パズ学習におけるきびしさの必要性 を主張 してい

るものであつた。

そこで,「 バズ学習とは何であったのか。 バズ

活動 の効果 をあげ るためには どうしたらよいか 」

を考 えなが ら「 てびき」を読むように指示した。

Fバ ズ学習から, きびしさをとり去ったら,

バズ活動は成り立たない 』といっても,言い

すぎではあ りません。

それほど「 きびしさ」は,バ ズ活動にとっ

て欠 くことのできないたいせつなことなので

す。

(以下略)   「 てびき」P19

「 てびき」を読み終 えた生徒たちは,パズをは

じめた。 そして,

0自分 たちのしてきたのは,ほ んとうのバズ学

習ではないのではないから

。ほん とうのバズ学習をやっていないのに,バ

ズ学習をやめて一斉 にした方がよい とい うの

はおか しいのではないか。

ということが,全体に対 してなげかけられてきた

「 なぜ,ほ んとうのパズ学習をしてこなかった

といえるのか 」の問い返 しに対して

。人にたよりすぎて, 自分であまり考えようと

していなかった。

・ パズ学習に対 して,楽 しさしか期待 していな

かった。

・知 らぬ うちに勉強 のことだけが中心にな り,

お互いに理解 し合 ったり,助 け合 った りする

ことを忘れていた。

・お互いにきびしさを要求 し合わなか った。

など,「 きびしさJの問題に焦点がしぼられてき

た。

教師は「 バズ学習に必要 なきびしさとは一体何

であるか。今まで, 自分たちが考えて きた きびし

さとは どんなことであったか」について論議 を展

開 しよ うとしたのであるが,論議は混舌Lし,「 何
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「 てびき Jに は,き びしさの中味まではふれ ら   これは根気のいることであり,教育 それ自体で

れていない。 これは「 てびき」のもつ弱点である  あるとい ってよい。

ともいえようが , このような結果 をもた らした実    このことを忘れると,教条主義,技千ほ主義に堕

践 は,「 てびき」の性格や活用のしかたに一つの  することになろう。

示唆 を与 えたものであろう。            よ りよい「 てびき Jの生かし方 をくふ うし,実

践 を倉J造 していきたい。

2 「 てびき Jは あくまで もわたしたちが, バ

V 今 後 の 実 践 の た め の 問 題        ズ学習の指導実践 を進める上での一助に過 ぎぬ。

「 てびき」の実践化が,わたしたちのバズ学習

今大会に向けての発表原稿 をまとめなが ら痛感  指導に こめ られたねがいに合致 してい くためには

したことは,昨年度までの場合 と比べて,原稿の  「 てびき Jだけを 見ているのではいけないぅ

なかみが書き易か ったことである。 これは一体な   「 授業構造 でのパズの組織化 Jや「 授業のなか

ぜだろうか。わたしたちが思い当 った ことは,今  での態度的目標の追求のあり方 」などの過去何年

年は具体的に各自の実践 を記録 し,蓄積 していく  来,蓄積 されてきた実践 と理論 の総合白サ巴握が,

努力 を一斉に始めたことと,そ の実践 り手掛 りと  バズ学習を推進 してい く実践の根底にあることの

なった Fて びきJが存在 していることの二つが,  大事 さを強調したいぅ

有効なはた らきをしている ということである。     3 「 てびきJのあ容 をさらに改善し,豊かに

具体的な実践 を大墓にし,具体的な事実を直視  していく″F業 を進めねばならないっ

し, そのなかか ら問題 を見出 し,多くの体験を集   そのために,わ た したちはすでにすべての教目雨

めて整理 lノ ながら,理論化 してい く実践的研究の  たちの, どんな ささいな実践をも大事に とりあげ,

正 しさを改めて認識しているのである。      蓄積 し,共有財産 として学びあっていく具体的方

がほん とうのきびしさであるかJについての共通

的な考え方 を明確にすることはできなかった。し

かし,今後の毎日の学校生活のなかで,お互いの

活動 を通 して「 きびしさJを追求 していき,ほ ん

とうの自分の学級をつくりあげよ うと申し合わす

ことができた。 このことに,こ の一時F85の 実践の

意義 を見出せるのではないか。

牛歩 の如 く遅 々として目立つことの少ないわた

したらの研究であるが,今 日までをふ りかえって

みれば,やはり前を向いて進んでいるのである。

この実践の成果に評価 を与えることに,わ たした

ちは躊躇 していない。 しかし,わた しずこちの実践

や彗論 は, まだまだ未熟な ものをい っぱいもって

い る。

今後わたしたちが実践的にのりこえていかねば

ならぬ問題はたくさんあるだろうが,か なめとな

る大事なこ。とは, どこに存在 しているのかを明 ら

かにしておきたい。

1「 てびき」を作 り,「 てびき」を使 って話

をしていけば, うまく指導 できるに違いないと思

っていた見通 しの甘 さが,わ たしたちにあったの

ではないから

「 てびき」を使 って指導す るとは,「 てびき」

の文章を読んで,そ のなかみを教ぇるのでなく,

ひ とりの生徒 自身が, 自分たちの班が, 自分たち

の学級が,直面している具体的なFn4状況 に対 し

て,「 てびきJの精神 を応用 し,自 己を変革する

意欲ある姿勢をつ くりだし,持続 した努力 をして

い くようにすることであると考 えたい。

法を確立 しようとしているぃ

それをさらにおし進めて, これか らもっと多彩

な方法 を教師集団の力で生みだしていきたいっ

4 「 でびき 」ができた ことは,確かにわたし

たちの実践の成果であると認 めたい⌒

しかし,「 てびき」のあることによって,実叢

上の レールが敷かれたかのように考える1頃 向がな

い とはいえない。「 てびき」は大墓だが,「 てび

き」によ りかかる安易 さは自戒せねばならぬら

わたしたちがバズ学習の指導 にとりくんだ初期

の,誰 もが,手探 りで,がむしゃらに求めあって

いた「 熱 っぽさ」を,いつまでも絶やす ことなく,

日々新たに実践 を続 けていきたいぅ

-8-



第 4回 バ ズ学習全国研究集会

菫ま しい覺間関係 を育 てるバズ鶉けの実轟

1.全領域を通じてパズ学習をとり入れた理由   ○躍 46.9。 以降の歩み

O学習意欲は低調で、能力差大 きく、発表や自主   (1)実践法の研究

的行動が不活発で、全生徒が心から学習に参加     毎月 2名 づつ校内研究授業。反省し意見交

していないことを確横し、ひとりひとりの学習     換。

意欲を高めるために、集団づくりに努力した。     毎週水躍饉パズ学習の理論研究、討議反省

……0(昭 43)    会をもつ。

o学習と生活を統‐した集団づくりにより陶治と  (2)先 進校の参観

謝1育の二側面か らの指導を進め、民主的集団の   (⇒ 評価法の研究

中で、ひとりひとりを伸ばそうとした。        バズ学習の効果をあげるための評価法はい

・̈・̈ (昭 44)      かにあるべきか。

○民主的集団の中で競争、分裂を打破し、個を伸   (→  校内研究組織  〇理 論 部

ばt/て行くためには、人間尊重教育の根幹に位             ○学 習 部

置する同和学習こそすべての教育の根底である             ○生活指導部

として、焦点化して取 りくむ。…… (昭 45)             ○父母対策部

○上記の反省にたち、今後の課題として仲間意識     全教師がいずれかに属して研究し、会蓼域

を強め、何でも話しあえる人間関係が第―f・ あ     の中ヘバズ学習をとり入れる。

ることを確認し、バズ学習の本質と指導形態の′  以上低調であるが大体の校内組織はできたが、

研究に取りくんできた。   …… (昭 46) 昭和46年の反省として、他校の模倣や理論の究

特設の道徳祠和授業と各教科の授業、学校行事、 明に明けくれし、実践的な面が非常に33か つたこ

クラブ活動等を入間関係と言う― の太い線で結  とを、反省して本年度の方針をきめた。

び、学力を向上させつっ真の人間教育達成に、実

践的研究とあいまって、理論と統合していき効果   反省点と本年の努力点

を上げる発想で。取 りくんできた。結果は個人の   ① ひとりひとりを伸ばすための仲間意識を強

完成であうても、その過程の中に、教師を含めた    イヒする。

学級集団の成員と相互作用 。交流から集団そのも   ② バズ学習実施で個人がどれだけ伸びたかの

のの発達過程なくしては、真の成果は上らない。    追跡調査に重点をおく。

この集団指導に自主的な話し合を基礎に、手をと   ③ そのために何でも言える学級づくりは、ど

うて前進する、バズ学習こそ人間関係を深め、質    うして作るかの研究、実践に重点をおく。

を向上させつつ目標に向って成果を上げる効果的   ④ おちこぼれる子のない学級経営

授業形態である、と考えこの研究にとりくんだ。    (仲 間はずれを作らないことこそ同和の心で

ある。 )
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以上の項目を中心に木年度は
'ヾ

ズ学習を研究し、 c)斑 編成

指導形態を整え、生徒の実態を把握しながら、斑   o 一般的に等質異種男女混合とした。
づくりよう出発し、基礎訂1練から内容の向上を目   o 斑長は学級全員でえらんだことになる。
ざしつつ、実践をかさねていくことにした。その   o 発表の得意不得意のかたよりは、教師の指:

第一がHRャ学活の時間にもパズ方式をとり入れ    示で等分する。
生活指導と■体となって、非行防止と学力の向上  以上を約束して分けた。
をめざして行くことにした。           (a 朝の短学活にバズ学習方式をとり入れる。考え方

    l_(:耐警皇穐)   
係
                鼻魯こ単喜退[二    i

)バ ズは生徒相互の昨用を生かした活動形態

人間尊重    でぁるから自主性が身につく。
非行防止   ○ 生徒が質的に望ましい方向へ変ってくる。
学力向上   ○ 人間関係を高めながら、学力が向上する。

2.斑づくりの実践について(1年生を中心に )  以上を期待して実践にうつった。
1年生の斑編成については、 2地区ょり入学す   計画

8 : 30る関係で最初の 1ケ 月間は、わからないま にゝ編・
・ ｀

 8:lt職
員朝礼 ):20成した。                   .

5月 に入つて塩田先生ょりの「学級の社会心理l  委員長司会        教師入室

的構造をしらべる」テス トを禾L用 して、学級の生    出欠しらべ      挨拶

徒相互の構造を大まかにつかみ、斑分けをした。   各斑長司会        提出物

各係 。服装 忘れ物   先生の話

・ 宿題しらべ     伝達事項

・ 斑ごとの教えあい  訓話

家庭学習の発表   注意

(3)留意点

○ 家庭学習のないもの、規員J違反のものが重

荷を感じるムー ド作 り。

○ 人間味のある忠告ができ、それをすなおに

受けられる人間関係づ くり。

○ 責任のなすりあい、 こづきあいにならぬよ

うに先づ斑長の養丸

0 基礎訓棒の必要から初歩的であるが、パズ

学習 10ル ールを作 り必ず守 ることを約束す

る。

① 聞く態度、発表態度、話しあいの態度の

区切りをはっきりつける。

② 発表の言葉を使い終りまではつきと言う     "
こと。

③ 他人の発表をひやかしたり、笑ったりし
ない。

④ 人の言葉をさえぎらない。
5月 調査 その結果を参考に斑長をえらんだ。    ⑤ 斑員は同じ問題について考える。

次頁参照                      ⑥ 発言や話しあいの途中でも合図があれば
-2-

テス ト用紙の構成

1類
L_

号 内 容 得点形式 質問形式
問

題

得

点

A 生 徒 間 CCX自由 あなたは

２

１

０

C 対 教 師
い
い
え

ど

ち

ら

と

も

は
　
い

//

２

１

０

Al 教 師外 〃
″

A2 同 認 知 // みんなは

Bl 教  科 ″ あなたは

２

１

０

B2 同 認 知 ″ みんなは

膿
‐近
‐構
盤

Ⅲ

　

　

　

一

A
コミニ ケ

ーション
◎0×自由 あなたは

CI 雰 躍 気
い
い
え

ど

ち

ら

と

も

は
　
い

みんなは



IA学級 リーダーとして信用りある人 亜A友 人 として話 しやすい人 雛
点

|

%| 評
番

号 氏 名(男子 25名 ) 評 懸
鶴

好
鶴

録 % 鑢 奪
斑 i

量_|

257 47 ◎ ◎ 71 9露 5亀 友達が多い 明襲 ○

209 39 ◎ ○ 53 74 礁量 温厚 誠実 ○

92 驚7 X 41 49 27 気が/」Rさい 不平多い

68 12 礁ざ 議0 68 38 言葉が荒も`

59 XX 32 4量 23 楽天的 無責任

92 17 X 瑾7 26 自分勝釜

84 50 59 33 気むら

6S 13 X 39 菫機 49 27 無責任

76 14 ◎ 58 21 79 44 すなお

77 14 10 XX 39 45 25 利己的

127 24 ○ 55 63 25 茶目気 不まじめ 〇
一64 41 50 28 気が弱い

74 14 60 33 無 口

397 74 ◎ 14 ◎ 77 92 51 責任感強い 明朗 ○

40 Ж 15 44 52 29 身体的 精神的欠かん

70 13 16 轟◎ 52 32 明朗なれど短気

83 16 17 52 14 66 37 やや無責任

53 10 XX 18 XX 34 40 22 陰気である

64 19 45 18 63 35 無邪気 幼稚

ら3 XX 20 43 53 29 気力にかける

67 12 21 45 20 65 36 楽天的 まじめ

72 13 22 ◎ 64 13 77 43 まじめ 温和

77 14 23 50 10 60 まレめ

240 45 ◎ 24 47 16 63 35 責任感強い ○

78 25 ○ 60 16 76 42 明るい 話しすぎ

(女子 )略
女子

4名 ―l

(51

すぐやめる。

① 私語をしない。

③ ぜひと思うときは発言のあとすぐ手を上

げる。

⑨ 提案事項は整理して、はっきりと言う。

⑩ みんなが平等に発言するように考える。

指導上の反省と問題点

○ 斑活動を押し進めるための基礎訓練は、 1

つのしつけであるから、習慣イヒであるから教

師が生徒に守 らせると言 う態度がいかに能率

の悪い指導法かを確認した。

O 生徒の態度から

相互のつきあい、責任の押しつけあい、

自分勝手な行動などが非常に斑活動を阻害

していることを、生徒自身に問題としてとら

えさせることが、第一である。

― (議 ト

―(暑
葉[露嘉∴

p―向上ヘ

生徒にやらせる

失敗させる

討議する

この方法がまわり道の如くで近道だ。

(0 斑会議の結果を斑長会ヘ ー→学級会で

今までの斑活動を総反省して新しく始まった朝

の短学活を有意議に運営するための、討議を行

った。

結果

①  さわがない。

② 自分勝手なことを言わない。

③ 自分勝手なことをしない。

④ みんな同じ問題について考えること。

⑤ 毎日の反省は必ず斑ノートにかく。
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自分たちが困ったこと

自分たちがみつけた問題



:^躍 ξ で

⑥ 各係の当番をきめ1週間交代とする

⑦ 各係の仕事、点検t伝達は協力してはゃく
終るようにする.

③ 斑学習は教科をきめて答合せ、教えあい家
庭学習の発表を行う。

以上具体的なことを約束した。

(つ 仲間意識の調査

人間関係を深め共に学習する、バズ学習におい
ては、仲間意識の変化発達がなければならない。
6月現在の仲間意識を〔バズ学習実践的研究〕
より項目をえらび調査した。

〔考察〕

① 困つたとき相談する友達や友達と二緒の方
がすきである。又教えたり教えられたりする
ことにより、伸のよい友達が増加 していくょ
い傾向が表われている。

② 進んで参加し、信頼 されて相談をうけ、友
達の世話もでき、男女を問わず本当の正しぃ
人間関係にあって、友達を作っていく積極性
をバズ学習の中でもっともっと伸ばして行きご

たし`。 (2.3。 7.11)

〔斑会議学級会での討議〕
O 議題

斑学習を活発にし、みんながよく学習できる
ためにはどんな点に気るつけたらよいか、考え
よう。

O 結編

① 自分かってなことかせずバズ学習 loル ー
ルをよく守ろう.

② みんなが斑長や係に協力する雰囲気を作ら
,4-

■

ｉ
‘
十
，‥

査調す対に達友 )(1の 1 5名

Z I X_J

なくてはうまくゆかない。

③ ひやかしたり、笑った りすると発言がへる

から困る。

④ 自分だけ先亀進まない。

⑤ 斑長は発言の少ない人に発表させてあげる

ように、気を使うこと。

③ 斑員は家で予習復習を、しっか りしてきて

だれもが自分の考えを言 うようにする。
○ 以上の結論を得た。これで斑ごとの約束ご

とを徹底的に各自理解できたと思 う。
0 6項 目の意見がかなり多く出てきたことは

始めてで、自主的な学習態度が芽ばえてきた

と思われる。

(8)話しあいすることについての調査
バズ学習はひとりひとりが学習活動に積極的に

参加するため、相互のコミニュケーションを促
進し、擬集性やモラ‐ルを変客させると考えて、
調査した。

「蕃
1号

目項
は

い

不

明

い
い
え

一傾

向
わからない

けます
"ゝ

。
29 ○

前とくらべて皆んな、よく発言
できるようにな りましたか。

18
一
〇

発言する

か。
14 23 ×

人にきかれたら親切に教えら
れますか.

28 ◎

人に聞いて得をし百百T下
りますか。

26 ◎す豊LIi二三二ll正三三1:±1上lttPJ

番

号 項 目
は ど

もな
い
い
え

傾

向
盤主互担主主狙談す曇友達がぃますか 33

26 13
Ｖ
Ｘ

24 16 ×

40 〇

21
６

一
７

25 19

17 26 X
8

28 15
すきでなし`友蓮

=藩
題=藉 ,こ憂1不1事 う覆丁万1 24 17

10

11 男子 (女子 )と 気楽に話_レあえますか
34 ○

25 X

一人でぃるより友達と‐緒にいる_■ がぼ基ですが
甕亜撃塞量型壁盗金L_をしますか

友達のよい意見をすなおにみとめます力「
~

学級で誰とでも話をすることができますか



人に聞かれて得をしたことがあ
りますか

24 13

人がやってくれるから、よいと

思ったことがありますか。
バズ学習は無駄国が多くて学習
のじやまになりますか。

自分の考えや行動をじやまされ

たことがあるか。
13

10
先生の話をききもらしたときパ

ズと一斉とどちらが聞きやすし恥ゝ

バ

34
◎

みんなでやったからできたんだ

と思ったことがありますか。
◎

これからも斑で学習をつづけた

方がよいと思いますか。
37 ◎

友の忠告をすなおに聞くように

なったと思いますか。
23 ○

〔考察〕

① バズ学習が態度を通じて定着しだしたと考

えられるので、今後は質的向上をはか りたい。

(5.10.11。 12)

② 問題をみつけて討議し解決へと基礎的訓練

をつづけて行きたいっ (7.8。 9)

③ バズ学習にとりくむ傾向が強くなりつつあ

ると考えられる。 (13。 1)

斑会議、学級会での討議

パズ学習はなぜよいのか。斑学習でバズ方式を

とり入れた目的について討議し整理して全員に理

解させることを試みた。

1つの調査のあと必ず問題意識をもたせ、定着

させるための討議を行い、今後の方向を考 えさせ

る。

〔議題〕
バズ学習はどんなときに役立つか

〔結論〕

① 親切に教えてもらえる。斑でわからない所

をきく方がよい.

② 先生の話をききもらしたとき、すぐ斑でき

ける。

③ 斑でなら言いにくいことでも、よく言える

し、意見も出しやすい
`④ 人に教えるとよく身につく。

⑤ 自分の考えに不安があるとき斑の意見でた

しかめられる.

話しあいのときに困ることは

○ 自分勝手なことをする人がいるとき

○ 一人がわからず、みんなが先へ進むとき

(9)生活ノー トよりの声

A‐教えあいをした方がわか りやすく、わかっ

ていても、もう一度口に出して教えたらよ

く身につくのでためになる。

B―先生の話がよくわからなかつたときに質問

して聞きにくいけれど、パズ学習だと人数

が少いので、聞きやすく、よくわかるので

よい。

Cふ私は斑長だけれど、よく忘れものをして、

斑長らしくありません。で も私は私な りに

頑張って、こうゆう斑にしたいと思ってい

るのに、斑長のくせにとか何とかいいます。

でもみんながえらんでくれたのだから、う

れしいけれど、失敗があって も、みんな協

力して皆んなのためのよい班になるように

心がけてほ しいと思います。

(10)人 間関係の調査

望ましい人間関係を発展させるには、集団の中

で、生徒自身がどのような行動する人を志向して

いるであろうかを調べること、又教師の志向する

人間像とのずれはないだろうかを調べる必要があ

る。人間性豊かな指導がどの程度定着しているか、

教師自身が適切な観点と方法で指導するにあた り、

教師との意識は共通しているか等、この問題点を

追求して、今後の指導に萬全を期す目的で 36項

目について行った。

〔方法〕
りっばな中学生とは、どんな人だと思いますか。

その理想の項目を 5～ 8選んで○印をつけなさ

い 。

以下昨年 3年生 とくらべて変化がみとめられ

たと思われるものを抽出してみた。
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番

号
項  目 (1年 1組 45名 ) 舞

難

1年

物ごとに寛大な人 19

常に進んで行動する人 14

19 友達に親切な人

23 人に悪τギ所を注意してやれる人 18

25 ごんな時でも正しく行動する人 20

28
他人のよい点を見習らて自分を

よりよくレようと努力する人
10

31 他人の立場でもの事を考える人 10

34 親しみやすく何でも話せる人 15



〔考察〕
① 昨年9月 より始めたバズ学習研究は理論の

究明とヤト入の模倣に汲々として、その具体的

指導の手だてが33かったごての結果、個人に

対する人間関係の意識は低調であり、集団意

識はあまり表われなかった。

② _L記反省に立って本年度は、初歩的にも実

践に、着手してきた。バズ学習の成果を上げ

るためにも今後共追跡調査の必要があると思

う。

③ 調査項目の整理、自主的生活態度、仲間意

識、基礎的学習態度等に大別して調査する方

がよい。

3.バ ズをとり入れた教科指導実践

学習指導の場はきわめて復雑で、 1つの要因で

割 り切れるものではない。バズ方式 も、ある1つ

の要因に着目して、これを浮きばりにした形態概

念である。そのため学習の要因を全体的、包活的

に表現した方法原理はない。

〔基本型〕

I 問題をつかむ

学習要因

① 学習自体としての要因

学習者の教材に対する対し方のちがいとして

主体的学習の如 く、学習自体の、行動様式が

重視される。

② 人間関係としての要因

学習者の人間関係からのちがいから、教師を

含めた学習者相互の人間関係が、強調 される6

(バズ学習 )

(1)バズをとり入れた教科指導のねらい。

個人の思考を深め、創造的能力の開発を目標に

将来生きてはたらく学力を、学習指導展開の中

で導き出し、学習の仕方を主体的に学びとらせ

る。そのために、

個人思考 一→集団思考 ―→個人の考え確立の過

程をとる。

ねらい

① 個人の思考を深める。

② 積極的な授業への参加を高める。

③ 組織の中で生きる人間を育成する。

① 具体的事実を提示する

② 問題を発見させる

Ⅱ 仮設を立てる

どこに問題がある力1

導入として強い関心を、やる気をおこさせる

興味、疑間、矛盾から問題意識をもたせる

・科学者の研究コースに準じて発見までの段階を

重視する。

e生徒の勘や憶則 を大いに発表させる

・ 相互に仮説を確認しあい、次の検証のための計

画を話しあわせる

・ 資料の集収、調査、視聴覚教材等で

各種活動が活発に展開

。集められた事実、情報からの遂次結論ヘ

愈響霞}からみあい一翻

1何
が問題か

こうではなかろうか。それはどうしたらわかるだろうか

③ 予想を立てる

④ 仮説を立てる

菫 検i証 す る

|ど んな方法で結論をみ ちびこうか (解決への相談 )

⑤ 資料を集める

⑥ 結編ヘ

Ⅳ 適 用 す る

ヽ
メ

る

る

す

す

習

味

練

吟

⑦
1         翻

|  :鍵曇L雲菫種ゴ電冨雲6更Fよめる
itr!-LtHffi-&afr.F,tfrF( nffia) 

- 

.ry
-6-



鬱) 教科指導の具体例

数学 1年 1組

〔教科書〕 啓林館

主題 文字式 は)

数学 I

数量を表わす式

段   階 教師の活動と学習内容

① 問題をつかむ

② 仮説を立てる

③ 検証する

これでたしか

だろうか

|

適 用 ヘ

問題発見ヘ

授業の反省
6月 28日  1の 1 5名

6月 28日 指導者 小 林 昌 義

生徒の活動と留意点

記号, アルファベットの文字

分 析 総 合

|

但し

例 1～例 4

色々な文字を考える

約束が必要

友達に説明してみよう

。言葉の式と文字の関

係が説明できるか

(1)自 分で

(2)友達と意見の交換

(3)自分の考えの適否をたしかめる

・ 自己の考え方の適否に気

付かせる
。手llIを はっきりとおさえ

ながら進む

言葉 と文字を結びつけな

が ら進む

どこでまちが つたか自己

評価 さす

文字式をかくときの約束しらべ

よく次時までにしらべよう

A子 の場合……意見

1務 らなかっI訴
‐
1

(21

□

に)

(2)

0)

(41

二 7-

どんなことを考 えた らよいか _
三角形の面積の公式の簡単な

かき方

文字は―lt的 な表担重

この方法でたしかめてみよう1

・ 言葉で表わした式を

文字式に・…・方法ほ正しいか

(1)平均速度

12)

(31

(4)10進法の表わし方

問題回 を

ll)

12)

(3)

(41

□ 自分で約束を作る

適当な文字をみつける

例 5 単位をそろえる

もっと簡単な方法は、

ないだろうか

項 目 キ ○
|

傾同
|

今の授業はたのしくできたか 31 ◎

のの授業は一生けんめいやれたか 29 13 ○

今の授業はうちとけた気持でやれたか 28 ○

ょく学習できて満足だったか 26 ○

たヵン ◎

今の授業はためになったと思うか 30 ◎

一◎34

先生のことでいやなことはなかったか 32

先生は親切だったが

仲間のことでいやなことはなかったか 齢 ×

予習は充分であったか 14 15 |×
×

12 自分としてはよく発表できたか 17 15 ×

友だちに教えたか 23 15

友だちに教えられたか 14

④

十 ○
|

○

○

○

○

○

〇

○

○

¨
○

○

○



3.〔 考察と今後の留意点〕

(1)表面的には授業 :ま たのしくよくわかったこ

とになるが、A子の場合の指導を忘れてはな

らなも、 ともすれば学級、斑全体の指導ゃ表

面的な傾向にとらわれて個人の指導が うすれ

がらになる。本校では毎遇周曜爾を個人面接

日として数人づつの指導にあたっているが、

パズ学習の中での指導方法 も考えねばならな

も`。

(a 家庭学習の不足が考えられる。今後短学活

で家庭学管の計画、方法、目的などを充分に

理解 させて放課後の短学溝実施復習バズの研

究の必要性がみとめられる。

(鶴 斑員が異種編成のため特に数学では能力差

による悪考脅深める限界の個人差が大きい。

《声 )畿 一人がわからずみんなが先へ進むときに

困る。

縮一人だけ先へ進まなけではしい、

《鑢 教師は話しあいの時間に巡回し、斑員の参

加度をし らべ、特に選進児生徒の参加への追

い込み指導の必要がある。
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傷)斑員の違反者、怠け者への忠告と遅進児ヘ

の協力、援助の態度の指導が必要である。出

来、不出来の評価から、ともすれば責任追求

のみの面に走 り、努力している生徒を不愉快

にする。

俗)斑藪誌、生活ノー トの指導から侍聞作 り協

力態度を伸ばしていきたいふ斑日誌やノー ト

の指導は毎轟の教師の努力のっみかさねが大

切だ。

おわりに

バズ学習を進めて1年たらずの初歩的な実践の

あゆみではあるが、生徒ひとりひとりの学習への

参加 |ま、少しづつではあるが高まりつつある。自

分の思ったことを伺でも言える方向へ進みつつあ

ることは事実である。本年度の努力点 として、望

ましい集団づくりゃ、かとりひとりがどれだけ集

懸翁申で伸びたか評価翁逸隣を中心 l・
L学 習方法を

研究し、改善してい鷺たしヽもそうして将来生きて

働く学力を学びとつ集国の中でりっぱに生きてい

けるすなわち自主性、協調性、創造性のある人作

りに邁進してい くつもりである。



英語科 におけ るバズの実践的研究

■ は じめ に

従来、英語滲斗においてはwhat to teach
(言語材料 )、 how to teach(学 習活動 )

の両面が学習指導の支配的地位を占め、「学習の

場のメカニズム」については関心がうすく、等閑

視されてきたきらいがあるように思われる。教科

の性質上          的側面そ還求する

運塁涯聖霊目墜二重⊥乙 KLき JL膨 監壬通ね滋登⊥ュ 2≧国暖豪壺甕 x■慶凛る 。

私自身、本校に着任するまで、過去三十数年の英

語教育歴の殆どが手段的側面のみから授業の効率

をねらつていたことを反省している。また、それ

までは、

0

教師は常に発音を磨き、研修に努め、ユーモア

を身につけることが魅力ある授業への道 と考え、

更に効率ある授業には

ヽ

しかし、本校就任以来バズ学習に身をもって接

することができ、ここに私自身の教師としての内

的〃変身〃が始まったと考えている。

まだ一年数力月にしかならないが、学校の大経

営方針のもと、先輩諸先生の指導と生徒たちの協

力を得て、試行錯誤しつつも何とか私なりのパズ

学習体系ができてきたように思う。以下はいわゆ

る一斉学習と対比しつつ、その具体的実践例のい

くつかを提示してみようとするものである。

2 学 習 集団 の形 態 と その意義

一斉学習においては、自然学級にしろ、能力別

学級にしろ、学習の場の集団形態は常に全体が一

つの単体であり、廻堕⊇堂量の撒盗胸集全体と考

なる。したがつて、クラスー 個人の学習活動が

多 く、二人以上の組 を作 るにしても全 く恣意的■

やや固定した ものとしては、せいぜい、

イ 男子グループー 女子グルー プ

ー 1-

姫 路 市 立 高 丘 中 学 校

伊 勢 田  耕  一

口、列 (FOW)ご と

の練習ぐらいであろう。

「手段的側面を重視する授業は進度中心の授業

であ り、所二の監聞内にいか件しで予むは自警ま

でコ嵯羹と二塁
=Lと

上
=聾

こ之→劇斗標提要嘉与丁」目寿た

「
そ■2)観点か ら

‐」 (河野重男「生涯教育と学校教司 )

こうした一方通行的学習のみによっても、指導

の工夫と熱意によってそれなりの効果をあげるこ

とはできる。

しかし、系重崖罐量2二重巳整塵幽艶盤匿証■る教

育へと視点の移りつつある現在、どうしても自己

実現的側面からのアプローチの必要になることは

否めない。これは参加中心の授業であり、自主協

同の学習であるから、学習のしかたを学習するこ

とが前提条件となる。

「同内容での一斉注入教育は、教師の側から見

てたとえすぐれたものであったとしても、生徒側

か ら見た場合、個々の生徒にとって果してよい授

業といえるのであろうか、」 (千 田一彦 )「自主

協同学習を中心とする学校経営」 )

生徒たちは隣の生徒と話し合う時間がほしいの

である。〃対話〃と〃主体性〃 ―― ここにこそバ

ズを取入れる意義があり、小集団を形成する必要

の決定的要因がある。

5 グ ルー プ 編 成 と英語 科

グループ編成上の問題点の一つは人員構成であ

るが、このことは教師の指導性とのかねあいで、

案外重要な鍵をにぎっている。第 3回バズ学習研

究集会発表要項の中で、熊本市立三和中学校の坂

梨昭吾先生は、

「集団思考の深まりからいえば 6人～7人位が理

想的だと言えるが、ひとりひとりの学習への参加

度や意欲を考えると4人～ 5人が最適である。」

と言っておられる。

本校においても、まだ4人制グループの支持者



はかな り多いのであるが、学習バズはもちろんの

こと、生活バズ、復習バズ、集会など学校生活全

般 を通 じ、バズ精神がかなり滲透 し、その方法に

も一貫性が出てきたので、昨年来 4人制を 6人制

にきりかえている。これを主 として英語科にあて

はめて考察 してみると、 4人制に くらべ、次のよ

うない くつかの長所があげ られ る。

(1)学 習 の 場 におけるリーダーの指導性の点

か ら各班の活動能力がほぼ均質 となる。

(2)活動能力が均質であ るため、情報交換のパ

ズや助け合いが大差なく実施できる.

(3)班の数が多過 ぎることはな く、班毎の練習

での回転率が高い。

group l― gFOup 7
に)班毎の練習では声量が大 きくなるため、遅

れがらな生徒 も自信 をもって参加できるので、

かえって 4人制よりまとまりがよくなる。

(5)グループ内の単位人数の拡大、縮小に変イヒ

をつけることができる。

個 人 班全体

＼
トァ_同ォ1/

ペア3、 トリオー 2 を組むことができる。

私は これを 4人制 グループの発展的段階として

取扱っていきたい.

4 6人 制 グ ルー プ の活 動 サ イ クル

およそ語学の習得には、理論面もさることなが

ら、 skill(技能 )の面を見逃すわけにはいか

ない。 skillと 練習量との間には、きわめて密

接な相関関係がみられるが、一般に一斉授業のク

ラス集団より小集団の方がはるかに活動与イクル

を高めることができる。

グループー 個人の活動サイクルの外に、ペア、

トリオを中心としたバズ学習形態を示すことにし

よう。

※枠内の一 、― は班メンパーの活動対応

関係 を、枠外の― 、
―

は班内動 の流

れを示す。

(1)グ ループメンバー構成とリーダーの位置
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男女ちどりの構成により、男

|:「 I:傷舞£:菖星禁曇霧
IT重レーは中央男女いずれか

の位置を占めることにより、

どのグループメンバー とも隣接することにな り、

速やかに直接的な指示を与えることができる.

イ、班全体活動

口、ペアによる活動

ハ、 トリオによる活動

二、個人活動 (左廻 り、右廻 り、任意 )

(2)ペ アサィクル

イ、往復   口、任意

lst 2nd 3rd a. b.

C. d。



(3)ト リオサイクル

a。

イ、
1往
復 b.1:t'二 c' Lst

女チーム

ニ
口、任意

男チーム

トリオ (3人チーム)シ ステムをとり入れてみ

ると、より自主共同作業的となり、かなり効果が

あると思 う。

その実践例のいくつかを示すと、

イ、問題 → 答 → 訳

(英語 )(英語 )(日 本語 )

口、英語→{冥Ъ}→英語のくり返し

ハ、基本文→{li:}→ {忌竜登}

ホ:テ↑琴了対トリオ)による練習
へ、ペア+ヘ ルパー (助力者 )

等工夫によりいろいろ考えられる。

また各自が自発的に役割を分担することにより、

言語活動が活発 となり、新指導要領の精神が生か

されることにもなる。このような理由から、私は

6人制グループは4人制グループの発展的段階と

考え、バズ学習指導の実践を試みてきた。

5 英語 科 のバ ズ学 習

言語としての英語教育を効果的にするために、

バズをいつ、どこで、どのようにとり入れたらよ

いかが問題となるが、以下私の実践例のいくつか

を紹介しよう。

(1)宿題合わせバズ

生徒たちが学力を高めるため写は適切で十分な

家庭学習の背景がなければ効果を期待できないの

は衆知のとおりである6 1

「 自宅学習は学校の授業との関係においてなさ

れるものではあるが、本来、自発的 :自 主的にな

されるものであり、自由が与えられ時間的に強制

されるものではない。能動的、総合的、実際的活

動である。 (爾津義範「 自宅学習指導の試み」 )

したがって、すべての生徒に画T的に強制され

るものではないが、新指導要領で英語科の標準時

数が削減した今日では、家庭学習に毎日の継続的

努力が特に要求される。継続して努力する基本的

態度・習慣を形成していくためには、また班学習

の場にもちこむ予備的手だてとして、ある程度の

指示・方向づけが必要であろう。

そのためには、宿題に一貫性をもたせ、家庭学

習の習慣化、リズム化をはかりたい。学校では音

声面を、家庭では書写面を中心とした指導をして

はどうであろうか。 もちろんこの両者は〃車の両

輪〃ではあるが、家庭学習の一部に宿題としての

writingを 課すのである。

一見単純なありきたりの方法のようであるが、

これを続けさせること事態がむつかしいことに気

づかなければならない。

私はまず、下級学年では学校での復習内容 (主

として教科書 )を、上級学年に進むにつれて、復

習内容→予習内容 (主として教科書と辞割 )活用)

を書写させることとし、次時の班学習バズの最初

の材料としてみた。

イ、バズの順序と方法

① ペアによるノー ト交換

(ペ アをリーダーが指示する。 )

② 指定箇所の点検

③ あやまりや不足のところがあれば訂正

又は記入

(赤鉛筆又は赤ペン使用 )

④ ノー ト返還

⑤ 班別反省と学習内容の確認

口、生徒たちの反応

① だれもが参加でき、目的意識がはっき

りする。

② 宿題を忘れる者がほとんどなくなり、

家庭学習に工夫がみられ、積極的になっ
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てきた。

③ 授業のスター トから生徒どうしの自主

的活動が始まる。

④ 学習内容が速やかに確認できる。

⑤ 問題点の意識度が高くなる。

⑥ 相互理解が意欲をもり上げる。

(2)Readingバズ

教師やテープの範読を聞くことや、繰り返し練

習の後バズ練習させるわけであるが、リーダーの

指示に変化をもたせて習熟度を高めるようにす乙

(新語の練習 もこれに準じて行 う。 )
① 班全体で読む。

② ペアで読む。

a.二人ずつ一緒に読む。

b.ペ ア対ペアで読み進む。

c。 一文毎に交替して読む。

d。 対話文では役割をきめて読む。

③  トリオで読む。

ae二人ずつ一緒に読む。

b. トリオ対 トリオで読む。

c.対話文と地の文の場合、役割をきめて

読む。

d.二人会話文の場合、役割をきめて読む。

④ 一人ずつ読む。

a.左廻り

b.右廻 り

c.四人以上の会話文では役割をきめて読

む。

d.班代表の読み手を選ぶ。

イ.一人で全部を読む場合

口.分担して読む場合

(3)内 容把握バズ

内容を把握するためのバズとしては、主として

次:θ )も のをとりあげる。

イ.英語 ←一 日本語

口.大意をつかむ。

ハ.文型の比較検討

二.文法事項のまとめ

これらについて調べ、考え、まとめ、発表する

わけであるが、他の練習を主としたバズに比べ、

一般的なパズ思考過程をふむことができる。

それだけに、教師の siggestiOn資 料 (辞

書、参考書、プリントなど)の 利用、教科書自体

の参照事項の活用といった面への配慮が必要とな

るだろう。

(4)応用練習バズ

教科書の基本文、本文をsampleと して応用

練習する言語活動である。

① 身近なことを英語で表現する。

(個人→班内発表→全体発表 )

②  Question― answering
(ペ ア→全体発表 )

③ 応用対話

(班浄ヾズ→{ギ リI}モ麟表)

これにはもちろん situatiOn設定が必要 と

なるが、 日頃の小集団バズの積み重ねで自然な雰

囲気がか もし出される。

一斉学習では、せいぜい教師→生徒の一方通行

的段階止ま りの場合が多いのであるが、バズ過程

では、生徒 ― 生徒の言語活動が容易とな り、さ

らに、生徒 ― 教師の段階への高まりもみられる.

(5)練習問題バズ (chart drillを 含む。)

一斉学習では クラス→グルー プ→個人 のll■

序をふむとしても、できるだけ多 くの生徒にでき

るだけ多 くのサイタル活動を目途にするあま り、

直ちに教師→生徒の機械的drillに 入る頃向が

ある。それは次θ〕ような考えにもとづいているよ

うであった。

① バズをするのは限られた授業時間の中で

はむだである。

② 聞く態度をも重視し、数場は常に静粛で

なくてはならぬ。

③ 生徒の個人発表は、個人の努力により完

全にすべきであり、他の生徒が口出しする

ことはタブーである。

これに対して、バズ時間をおくことは決してむ
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個人思考 →



だではな く、むしろこれを足がか りとして、発表

段階での効果が飛躍的に増大する。

イ.バ ズの順序 と方法

1個人思考 |(家庭学習 )

→  全体発表

全体発表の形式は次の a～ dの中か ら、問題の

種類により、一つないし二つを選択す る。

a.個人 (答え、訂正、繰 り返 し )

b.ペ ア (問題 → 答え、答え → 訳 )

鴫同オ{目国三&T輩答え2}
d.班全体又は班対班

(答 えのコーラス練習 )

口。バズの効果

① 発表できない者がほとんどなくなり、

ドリルの進行がよどみなく進む。

②  ドリルの形式に変化があり、学習が平

板に流れない。

③ 助け合いの態度が浸透する。

④ 生徒たちが積極的に参加する。

⑤ 定着度が高い。

(6)暗 唱バズ

内容を理解した英文を繰り返し音読し、暗唱し、

暗記し、暗唱することをバズ学習θ)一環として行

うのである。

そもそも暗唱そのものは昔から外国語研究の諸

大家の推奨するところであり、言語学習にはきわ

めて利益θ)多いものであるにもかかわらず、現実

の中学校では、全員に実施することはなかなか困

難なようである。

「多くθ)中、高英語教室で readingの 固め

であり、writing θ)基礎となる暗唱が毎日の

procedures θ)一つになっていないのは残念

である。英語学習に、 もしもROyal Roadが
あるとすれば、それは模範とすべき文の暗唱とい

う、およそ原始的な方法であろう。ところが現代

っ子はこつこつ暗記することをいやがる傾向があ

＼
L夢内バズ|

り、先生もこれに負けてしまう。毎年秋ごろにな

ると各地に中学英語暗唱大会がはなばなしく行わ

れるが、その暗唱が教室で地道に行われていない

のは不思議なくらいである。

50分の授業の中でTeaget sё ntё nces
θ)structuFe drillに いたずらに時間を

費しすぎて、readingの指導はさしみのつま

み程度では、『 ここのところを暗唱しておけ』と

命じておいても、効果はない。

………0(中略 ):… ……

暗記の素材となる英文は one sentenceの
短文でなく、まとまったパラグラフ全体がよい。

前後の cOncex t文 章全体の背後に流れる思想、

感情を中学時代から読みとらせる訓1練 をしたいも

のである。」 (佐藤秀志「教室における暗唱の方

法」 )

中学生の英語の暗唱を教室で取り扱うとすれば、

基本文の短文を暗記することに終始することが多

いようであるが、私はむしろ教科書の本文を全文

暗唱させることにしている。 (中学校の英語教科

書を暗記する効用は、NHK英 会話講師松本享先

生はじめ、最近でも多 くの人たちが実証していの

(松本享「英語と私」を参照 )

これには授業時以外にも、生徒たちに暗唱しよ

うとする意識をもたせるθ)が よい。その意識を育

てるのが授業中での暗唱バズであり、そしてその

意識の高まりが暗唱バズを活発にし、実りあるも

θ)に するθ)で ある。

暗唱バズ 暗唱意識 (授業時外 )

イ.バ ズ方法と順序

班内バズ → 全体発表

a.ク ラス全体 (不完全な者 も含む )

b.班全体

c.ペ アまたは トリオ (役割をきめる )

d.個人

口。生徒たちの反応

最初は、個人または 2～ 3人で全文暗唱するこ

とにはかなり抵抗があるが、暗唱意識さえあれば

可能なことであ り、―たん暗唱θ)一番手が出ると、

あとは芋づる式に暗唱希望者が出てくるものであ

る。そして最 も学習に遅れがらな生徒までも、班

メンバーのささえによって、こうした音声面の
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productiOnがかな りできるようになる。こ

うして個人の暗唱が刺激となり、班に及び、ゃが

てタラス全員が教科書を見ずに、教科書の本文を

暗唱しようとする雰囲気につつまれるよう磁 孔
バズによる全文暗唱は可能であり、この過程を

経て英語の genius(精神 )が身につき、単な

る、無味乾燥なpattern practice では

とても届かぬ応用力、ひいては創造性が養わね̀る

もσ)と 信じる。

(7)バズテスト(dictatiOnを 含む。 )
英語科では、評価の一つとして、各課ごとに小

テストを実施する場合が多いが、これをバズ形式

でやってみると、案外予想以上の効果θ)あ ること

がわかる。教師が労をいとわなければ常に生徒の

学習能率が上るというものではない^過去の篤農

家的教師像は、もはや通用しなくなっている。学

習効果を生徒たちθ〕中で確かめあうことの方がよ

り学習効果を高めることになる。生徒自身が評価

を通じて向上してぃくのであり、これが動機づ入

積極性につながるのである。事実、教師の採点よ

り生徒の採点の方が成績がよくなったという結果
が各方面で実証されている.(兵庫県教育研修所

での研修より )

イ.テ ス トパズの方法と順序

① 問題用紙配布 (教師 )

② 各自問題に取 り組む (個人 )

③ タイマーの合図によリテストを止め乙

④ 答案交奴 ペァ )

(採点者は名前を赤で得点らんθ〕下に書

く。 )

⑤ 解答用紙配付 (教師 )

⑥ 答合わせと採点

a,(各生徒がパー トナー分を行う。 )
b。 (間違いや記入 もれがあれば、赤で

訂正又は記入 )

⑦ 答案をパー トナーに返す。

③ 各自採点結果を確認の後、答案を教師

に提出する。

口.生徒たちの反応

① 自主的、積極的に評価に取組む姿勢が

みられる。

② 疑間点について教師に積極的に質問す
るようになる。

③ 生徒たちに評価の観点が芽ばえる。

④ 生徒どうしがたがぃに向上心をもり上

げる。

⑤ 成績が向上する。

6 おゎ りに

以上私な りθ〕試案を実践 してみての結果か ら、

現場で役立ちそ うなバズ学習方法の具体例のい く

つかを述べてみたのこうしたことをすべて、つね

に学習過程の中にとり入れるというのではなく、

授業計画に もとづいて、通時、適当な組合せによ

る配分を行 うのである。

またいつ も成功するとは限らないし、自然学級

の中にはどぅしても遅れがらな能力の低い生徒 も

いる。 しかしこうした方法により、態度的目標は

もちろんのこと、学習効駒 )一般 的レベルアップ

はあったと思 う。

教師像の変遷が

① 篤農家的 (過去 )↓
② 工場長的 (現在 ) ↓

③ 経営者的 (未来 )↓
の方向にあるのを考え合わせると、バズ方式によ

る学習が、

a.学習方法の学習

b.自主共同

c。 倉J造性

d.チ ーム・ スピリット

e ttθ〕個燿u化― 集団化

といった教育の現代化にふさわしい学習形態だと

考える。そしてさらに、バズ方式による教育θ)科

学イヒ、システム化が望まれるθ)であるが、今後の

私たち教師の課題であろう。

さいごにこの拙文を終えるにあたって、私θ)思

い違いや、考え不足、思わぬ勇み足が出ているか

もしれ なぃことをぉそれています。

大方のご叱正 ご教示のほど、ょろしくお願ぃいた

します。
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第 4回 バズ学習研究集会

学 習過 程 におけ る評価 の こ ころみ

春 目井市立藤山台中学校

七

le は し
`め

:こ

単に知識や技能のきりうりだけでは,と ても満

足な授業はなりたたないと,多 くの教師が思うよ

うな時代になった。学習指導上のことは,そ の現

代イヒをめざす中で,内容的にも方法的に も,新 し

い理論や実践をふまえながら,全国各地で,意図

的な営みを通して着々とその成果が積みあげられ

てし`る。こうした流れの中にあって,私たちも学

校体告1の確立をはかり,あ るべ き教育の姿を求め

ながら,さ さやかな試みを続けているが,「教育

は性急であってはならない」ことも知っていなが

ら,行きつ もどりつ,ま まならぬ遠い旅路にある

思いもするのである。

高蔵寺ニュータウンの中にできた最初の中学校 ,

あれから3年 目,生徒も3倍以上になって 340

名,来年度は 500名 前後が予想される。あいも

かわらず生徒の転出入ははげしい。

団地の特質の多くをそのまま学校の問題点に置

き換え,バ ズ学習を基盤にしながら学校づくりに

しヽそしんできたことはいつかもふれた。 うよ曲折

もちろん現在といえどもその道程にあるのだが ,

いま私たちは,「学習過程における評価」の試み

を当面の窓口にしながら教育実践を続けている。

次元はまだまだ低い。

2.構 え の な か で

(1)指 導と評価

毎日の授業を充実させたいというのは誰にも

共通した願いなのだが, どうかすると私たちは,

指導内容とか指導方法とか指導技術とよばれる

領域に意識が走りすぎてしまう。たしかに誰の

授業でも,そ の過程でしらずしらずの間にも,

評価とよんでもよさそうなことを行なっている

ものの,決して意図的だとはいえず,ぁ るぃは

知っていながら,意識から洩れてしまうことが

ある。

指導したことが生徒に理解されたかどうか,

考えてみれば,こ れこそ授業のすべてであり,

教育方法を研究する原点でもある。だから,や

っばりそれをだいじにするのは,授業研究を進

める者の通例であろう。指導しっばなしという

ことはあり得べくもないが,私たちは生徒の理

解や定着をたしかめながら,指導を繰り返して

ぃるはずである。私たちは,こ の「たしかめJ

という評価活動の営みが,授業の中で不可欠の

ものというより「指導とうらはらの関係Jにあ

るものだということを再認識したかったのであ

る。しかしこの「指導Jと 研 価」は,単に「

うらはらの関係」というより,指導過程におけ

るサイクルなのだから「評価Jも また「指導そ

のものJだということにすぐ気づいていく。両
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者を別々にとらえ,二つを組み合わせて授業が

な りたつという発想はすでにおかしいとい うこ

とである。

一口に評価といっても,そ の角度や内容や形

やねらいはまことに複雑多岐で,簡単に説明の

しようがない。たとえば指導要録や通知票記入

のための五段階評定 もそのひとつだし,中間テ

ス トや期末テス トの処理 もまたそのひとつにち

がいない。ところが,これ らを評価のすべてだ

と思っている向きがないでもない。 辟 価がた

いへんだ」ということの意味することが,テ ス

トの採点であったりすることがあるからである。

それはそれとして意味のあることだし,たぃせ

つなことなのだが,評価とよばれるあらゆる営

みは「即時評価J力 >ら はじまり,そ れが基盤で

なくてはならないことに思い及びたいのである。

私たちが '′ まヽとりあげようとしているのはこ

の即時評価であるが,前にもふれたように,学
習の過程も同時にとりあげていかなければ実践

の進めようがない。私たちはひとつの評価活動

を話し合う時,い ろいろな授業の要素がからま

って出てくることを身をもって知 るようになっ

た。そして評価の試みが,授業のもろもろの要

素に気づかせ,それ らをい くらかで も同時に高

めていくということを互ぃに認め合えるように

なった。当然すぎるほどのことだが尊ぃことで

あった。

なお私たちはここで,バズ学習の形態が,評

価活動をいっそう容易にし,バ ズ学習のす ぐれ

た機能がここでも発揮されることを付言してお

きたいと思う。

磁)即 時評価

「わからぬことを明日に残すな」ということ

ばがいくつかの教室にかかげられている。今学

習してぃることは今理解されねばならぬ。教師

も生徒 もそのためにそれぞれの立ち場で努力し

なければならない。 ところが,今学習している

こと力ゞわかってぃるのか, わかっていないのか,

学習者がそれを明確にとらえなければ,次へ進

む手はずの考えられようのないことは明白であ

る。

1時間の学習内容は,普通いくつかの区分に

わけることができる。私たちはその区分ごとに,

生徒の理解をおさえ,た しかめて進むことを知

っている。わからなければ,わかるようにして

進まなければ教師のつとめは果たされたことに

はならない。これを怠っておぃて, もし,た と

えば中間テス トや期末テストに的確な解答を期

待するとした ら, まことにお力ゝしぃことではな

いか。わかったかわからない力)を , 何か月力〉後

になって評価し,評価されることより,今その

場で自分に確かめることの方がどれだけ切実な

ことであるか。わからなければわかるまで,対
教師,対仲間とのフィー ドバックや相互評価の

作用が繰 り返されるだろう。テストをしただけ

で,そ のことについての指導がないという評価 、

は,い ったいどうぃう意味をもつだろう。評価

は,よ り確かな学習を進めるための指導の手が

か りとして生かされねばならぬ。

即時評価……つまり,学習過程における評価

を重要なものと認識し,そ の研究をおし進めよ

うとした理由がここにある。だからといって,

中間テストや期末テストを否定するものでない

ことも再度述べておこう。なぜなら,そ れらは,

既習事項の定着をみたり,学 力の診断的役割を

果たすとい う大きな意味を備えているからであ

る。

(3)授 業へ及 露す仮説

評価の研究のみが私たちの歩みのすべてでは

ない。多角的な視野の中でこれをとらえ,総合

的,統括的なものへの口火にしていることは前

にもふれたが,私たちはこの試みがおそらくぃ

ろいろな面に好影響をもたらすであろうという

ことを期待した。

仮説  1。 教師も生徒も指導内容や学習内容を

いっそう明確に把握することができる

であろう。

仮説  2。 したがって教師は教材研究や指導方

法を,生徒は予習や復習をより的確に

進め得るであろう。

仮説 3.生徒は学習を自分のものとしてより

いっそうとらえることができるであろ

う。
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仮説 4.理解を確かめることによぅて,興味

や関心が高まり,授業が生き生きして

くるであろう。

仮説  5。 個人思考と協同思考のけじめがはっ

きりし,相互活動がいっそう活発イヒし

てくるであろう。

3.数 室 で の 実 際

評価に関する活動は,有形無形じつにいろいろ

あって,端的にそれ らを列挙することはむずかし

い。臨機応変,教師のちょっとした心づかいから

でるひとことやふたことがまことに当を得た評価

活動になることもある。即時評価とは,本来そう

いう要素を多分にもっているかもしれなけ。しか

し,た とえそうであっても私たちは,偶発や思い

つきだけをもってこれを充たしていてはならない

であろう。やはり意図的でありたいと願う。以下

をま私たちの試みの中のいくらかだが,こ れ以外の

竜との中に, もっと大切な何かがあるように思え

てならないのである。

(l》 攀饗反藤響

これは,私たちの学校が発案したというもの

ではない。こうした試みにふれなが ら私たちは

私たちなりに考えてこしらえ,そ の活用をはか

っているのだが,評価活動を進めるうえに,か

なり役立ってぃると思 っている。

6翻 X 6鍬 ×20επ6D

本片で,上下が赤と

自に分けて塗ってあ

る。机か ら落下した

ぐらいで,破損する

といったたぐいのも

のではない。たる木

を20働 ごとに切断し

たものといった方が

はやくご理解いただ

けるだろう。

次図のような一般的な流れのなかで,た とえ

ば例示のように活用することができる。

もちろん,いつ もそのことごとくに活用する

という意味であげたわけではなけ。

もうすこしほりさげてしるそう。教師は自か

ら赤になる状況をみながら学級全体の思考の進

行の度合いや,一応理解できた生徒とそうでな

い生徒を半」別することができる。生徒にしてみ

れば,自分がわかったか,ゎ からないかを自か

ら赤へ移行するという動作によって,よ り確か

に意識することができるし,全員が赤になるか,

おおかたが赤になる時点で話し合いをはじめる

ことができる。 あるいはわからない者がわかる

者に聞くこともより可能になるであろう。とに

かくフィードバックのけじめがはっきりする。

自から赤に……たったこれだけの所作がもつ

意味と価値を,私たちは学習過程での評価活動

と深く結びつけて考えていきたい。

<生徒のアンケー トから>
① 学習の効果や能率に役立っているか。

+2 キ 1 ― l -2

1年 44

2年 54

3年 58 28
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② 個人思考と話し合う時の区分が明確になっ    0 美術科の場合
たか。

+2 +1 -1 -2

1年 46 32

2 年 52 32

3年 60 28

のだ。 0裏返すときにやかましぃことがぁ

る。

(2)評 価 ノ ー ト

美術科におぃては,各 自がノートを用意し,

それぞれの項目に従って評価している。

美術ノートの実際

①「学習」……・単元に入り第一時は学習の時

間をとり学習事項をまとめる。

②「意図」……c学習を主体的にとらえさせる。

③「先生から」……。制作中に教師が机間巡視

をし,指導したことをノートさせる。

④「反省」・。…3常1作後に自分の作品を反省さ

せる。……自己評価

⑮「友だちから」……・制作が完了したら,グ

+2 +1 -1 -2

1年 53 32

2 年 40 46

3年 26 44 24

③ その他の意見

。学習の意欲がわく 。できたことが先生に    ノンープ内で相互鑑賞させる。……相互批正

しってもらえる。 0反応器のXlj点は反応     ⑥「総合」。……クラス内での総合鑑賞,教師
器がもつものではなく,我 々が持たせるも    のおさえ。

教師も生徒 も,この評価ノー トの意味と効果

をかなり高 く評価しているが,これを記録する

のにやや多 くの時間を費さねばな らないことに

意をとめていきたぃ。

0 保体科の場合

<生徒のアンケー トから>
体育活動日誌を,生徒に輪番制で記録させて    ① 作品における自分の長所や短所がはっきり

いる。活動内容を中心に,記録者の授業につい     わかるようになったか。

ての感想,記録者及び参加者の反省評価等を記

入する。記録者は,一時の活動状況や参加態度

等を考慮して総合的にとらえ5段階評定してい

る。たとえば「 4J全員が教師の指示に従い,

積極的に参カロしていた。

「 3J授業の前半はよかったが,後半になって

ややふまじめだった。

「 2Jグループごとの集合がわるく,ま た暑い

せいかだらけていたふ

たしかにこれを試みるようになつてからは,

活動 も自主性を増してきたし,意欲 もうかがえ

(数字は%を示す以下同じ )

るようになったが,ひ とりひとりを評価するた    ② 友だちとの相互鑑賞や批正に役立 ってぃる    」

めに作ったもので もないので,き めのこまかさ     か。

は欠いてぃる。改良を加えていくか,生徒のひ

とりひとりが自己評価できるような何かを別に

考えねばならないだろうと思っている。
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る。

以上の目標を達成すべ く,本年度は,数 と計

算部門を 92項 目 1588問題 として 1回 を 10

題か ら30題位までに段階別にな らべた。

数学 (数 と計算 )学力診断カー ド

0匿
憂≡≡憂彊 ABCDEは それぞれ問題数

の 20%の害」合で決定し,折れ線グラフにょ

ってあらわせるようにした。

・ 瞳墜艶聖望雷 自己の誤まった問題例を記入

し帰りの短学活で,家庭学習にこの種類の間

題をやってくることを約束させた り,授業後

の個人質問の手がか りにさせている。

・ 睡壷彊 教師または生徒が,家庭で学習をし

てきたことを確認し,それに類する問題を 1

2題提出し,正解を得た場合○巨目をつける欄

として進めてける。教師が直接指導や助言を

与えるのは,プ ロフィルのC以下のものにか

ざっている。

<生徒のアンケー トから>
。
「 自分でも気がつかなかった欠かんが見つか

りよかったと思ってぃます。」
O「質問する手がかりもできていぃと思う。」
。
「私自身がうまく使いれ 。ヽ」

(5)糠 菫 批 轟

作文指導をする場合に,相互批正をさせるこ

とがある。個々の作品の上に,半紙半折をとじ

て,読んだ者に互ぃに感想や指摘したぃことを

書かせるのだが,作品は班内を一巡すると,す
くなくとも5名 の者の批正を受けることになる。

時間のある場合や,多 くの作品に接し,多 くの

批正をさせるという意図のある場合には,班 と

班の作品を交換させればよい。つぎっぎに書か

れていく。ちっとも抵抗がなさそうにみえる。

楽しそうにさえみえる。 もちろん,漠然と批正

させるのでな く,書 くときの目的やねらいがそ

の視点となることはぃ うまでもなぃ。

自分の作品に対してみんながどんなことを指

摘し,ど んな感想をもらしてくれるだろうかと,

誰の顔にも期待と関心がみなざっている。自分

の評価と,仲間の評価とのあいだに大きな開き

のあることがわかる。どれを読んでもかなり的

確な批正がなされている。書かれたことに対す

る対話 もある。「作文が楽しくなった」ともら

す生徒が多 くなった。たとえ同じテーマで書い

ても, こんな考え方やとりあげ方があるのかと,

互いに吸収し合 うことも多い。 ものの見方や考

え方が多様化し,深イヒするのに役立つ。

ぜひ学級全体でとりあげたいような作品も,

相互批正の営みのあとだけに,容易に推せんで

きる。個か ら班,班から全体へと,学習の拡大

もスムーズである。

このような活動は,特局」に作文とぃう時間で

なくても,ノ ー トを交換し合わせて,他の考え

にふれさせるような学習をする場合にも有効で

ある。

評価活動が学習を生き生 きさせる一つのよい

例ではないかと思 う。

(6)態 度 評 価

態度評価はどうあるべきかをここでふれるつ

もりはない。態度に関心をもたせ,態度を評価

させるような配慮をすることが授業を進めるう

えでたぃせっだとぃぅことが言いたいだけであ

る。

認知目標なくして態度目標は設定されようも

ないが,態度目標なくして認知への到達が充分

であろうはず もない。所譲,学習過程における

評価の申には,こ の態度への要素が盛 られなけ

ればならないであろう。しかし,認知への評価

の中には,すでに態度も含まれているという考

え方もうなずけないわけではない。ただ,期待

したい態度を具体的にとり出し,それを意識化

させた方が生徒たちは活動しやすいということ

である。もちろん認知目標に追るための態度目
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項 目
月

日

／
岡
題
数

誤
答
数

／

プロフイノレ

EDCBA
復 習

問 題 例

確

認

15.動l唸倍 数 %o *.s,{wlcM
16.位取 り記数法 lβ爵 撒 榊 ○

17.n融 の 言十算
1タバ 引b+9019 ○

18,正 の数負 の数 5/41

19,正負 の数加法 8/f5

齢.正負 の数減法 リス



標でなければならぬ。それを学習過程の中で適

宜意識させ,評価させるわけである。たとえば

次のようにもなろう。

例①

単元  夢を語 る (作文教材 ) 3年
1.投げかけ られた作品や課題について,あ な

たはよく考えましたか。

真 く

剣 考

に え

よ た

よ

く

考

え

た

時 は
に 考
は え
考 な
え か
時 つ

に すこ

あ な

ま
か

り

考
つ

え た

み

な

か

っ

た

ま

っ
た
く
考
え
て

2.自分の感じたことをあなたは班や学級全体

の場で話せましたか。

よ た

く つ

話 も

し り

だ は

い 話

た し

い た

話るた
ししこ
た話 と
こさも
となあ
もか る
あつ

あ な

ま
か

り

話
つ

さ た

ほ み

えなどか
けつ
てた

例② O協力して実験にたずさわったか。

0安全に気をつけて作業をおこなったか。

。自信をもって話せたか。

。勇気を出して跳ぶことができたか。

これらは,た とえば先にあげた(3)自 己評価表

の中の項目として当然吸収されるべきである。

(7)観 察 評 価

これは,生徒相互でも可能な場合はあるが,

(た とえば実技を伴 うような活動に対して互しヽ

に観察評価し合 うこと。 )教室での授業の多く

では,教師が生徒に対して行なうことが多い。

1時間の学習活動に対して観点をしばり記録し

ていくとか,幾人かの生徒を観察の対象にし,

気ずいたことを記録するとかである。これ もた

しかに艮口時評価なのだし,たいせつなことなの

だが,こ れまであげてきた生徒の評価活動とは

いくらか質を異にするのでan以上はふれない6

(8)学 習 指 導 案 で の 位 置 づ け

評価活動や,評価への観点 。留意点を指導過

程欄にもりこむようにした。教師がまず意識し

なければならないからである。言うまでもなく,

授業研究をする場合の授業者の意図をより確か

に示したかったからでもある。

題 材  論理と構成 <0)機械との共存>
指導過程            (3年 )

1。 全文を通読し,文章全体の要旨をとらえ

させる。

0全文を

0前時の学習をふまえて

簡潔に

要点をおさえて

自分のことばで

書かせる。

O全文のおおよそを知っ

て以下部分読みに入 ら

せる。

。あくまでも第

1次仮説とし

てとらえさせ

る。従 って班

やクラスでの

話しあぃはlle。

詳しく読んで

得た要旨と比

較検討する第

4時の資料と

する。 (自己

評価 をさせる)

り,構成をとら

⑬

2.(1)の 文章の金容を読みと

えさせる。

|

ほ)の文章の構成を次の手順でとらえよ。

|
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文章全体の要旨をなるべく短かいこと

ばでノー トにまとめよ。

(1)の文章の形式段階 4つ について各

要々旨をとらえてノ‐ 卜せよ。



・ 概括的な文と,そ れを

詳しく説明している文

とを区別させる。
。できるだけ自分のこと

ばでとらえさせる。
。その結果を指名して板

書させる。

・ 班で話し合わせる。
Oク ラスで補正させる。

0中 心語句を確認する。

。指示語 。接続語に注目

させる。

0そ れ らがない場合は特

に意味上のつなが りか

ら追求 させ る。

eけ く通 りもの図が予想

されるので,班内で話

し合わせる。
。その結果を班 ごとに板

書させる。
6ク ラスで討議させ,で

きるだけしぼらせる。

・ 机間巡視をす

る。

O積極的な態度

で参加してぃ

るか (観察 )

・ 姿勢はよぃか

(〃 )

0要 旨か らはず

れているよう

な解例があっ

たら指名して

書かせ る。

・ 論拠をおさえ

なが ら話し合

っているか。

(観察・ 相互

訓粥五)

。クラス段階で

確認をしっか

りする。

0文と文とのつ

ながりに準じ

て考えさせる。

・ 机間巡視をす

る。 (観察視

点は同上記 )

。いく通りもの

⑮

4つの形式段落が互ぃにどう結びつき,ど
う展開しているかを 6つの型にあてはめて

考え図式イヒせよ。

④ 図が予想され

るが,あせ ら

ず十分討論 さ

せ的をしばっ

ていく。

。だぃたぃ的が

しばれてきた

ら教師が説明

し,納得 させ

る。

・ しば りされな

いときはむり

| |||::|:k聾 :f撃ィ
3.図式イヒされた構成をふまえて,(1)の文に

ついての第 1次仮説としての要旨とみだし

(前時にかいたもの )を 補正させる。

。要旨について補正した

結果を発表させる。
0みだしについて補正し

た結果を発表させる。

みだしにつぃてはで

きるだけ多くの例を

発表させ,

0要点をおさえてい

るか。    ⑤
。読み手の注意をひ

くような配慮があ

るか。

などという観点か ら

いくつかに整理させ

る。

。確認させる。

次 時 予 告

学習過程における評価ということで,つ たなぃ

試みのぃくらかをあげてきたが,そ れらのいずれ

もは,形式が整ってぃさぇすればいいとぃうもの

ではなしヽ。だぃぃち,評 /1M活動がまじめに,意欲

的に,し か亀学習は自分のものだという前提でな

されなければ問題にならない。学習のしつけゃ,

$集 団としてのモラールの成熟を期す努力の過

程のうえに, この試みは開花していくだろう。

それらを支えるものとして,学習訊し たとぇば,

「 自なら間くな,赤で開 tナ 』「 なぜそうなのか言

ってみよ」等や,学級や班が設定する“今日のめ

あて"た とえば「班長の身になろう」「○○さん

に発言させようJ等,よ りきめのこまかぃものが

あげられる。班日記の果たす役害Jも 大きい。班 日

。図式イヒが うま

くいかない場

合 も予想でき

るのでその場

合はこれを次

時に持ちこす。

O各 自のことば

でとらえた も

のを尊重し,

中心語句 など

で確認する。 |
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前時の要旨とみだしを再検討し,



記は,単に生活一般のことにとどまらず,学習中

のことが多く指摘され,学習についての反省や相

互評価の場に もなっている。

ともあれ,さ まざまな要素の中で,そ れが自己

評価であろうと相互評価であろうと,そ の活動の

基盤は,やはり「個人とペアJなのだろう。フィ

ー ドバック作用を促すために,「わからなかった

ら聞いてみよ」「わかったら説明してみよ」と,

私たちがいつ も言い続けてきたそのことが,じつ

はすべての形式に優先する評価の条件ではないだ

ろうかとつくづく思うのである。

4。 もたらされた授業の変化

2の (3)で仮説をあげた。そのひとつひとつ

について,こ こでくわしくふれることが順序であ

ることは知っているが,科学的分析的にそれを考

察する段階で もないし,資料に も乏しい。前項 3

の中で,そ の個々を通してそのおおまかなものを

けくらかあげておいたが,一応の傾向が半J断でき

るにすぎない。

ただ,漢 としたことばだが,こ の試みをするよ

うになってから,教師や生徒の,授業に対する構

えがかわってきたことは確かだし,そ れぞれの仮

説を充たす方向に動きだしたともいえる。いずれ

かの機会に,ぜ ひこの変イヒをとらえ,実践の結果

を考察してみたいと思っている。

S。 お義りそうな問題

研究ということになると, どうしても焦点化さ

れたテーマを重視しすぎ,他がおろそかにされた

り,教師や生徒に無理が生じやすいとい う結果を

招きやすい。私たちは,そ のことを心にとめてい

るつもりではある。

評価活動は,学習のどこにもとり入れることが

できるだけに,そ れを意識しすぎ,あ るいはその

させ方が好ましくないと,生徒が学習の中でつま

らぬことにこだわった り,萎縮に似た現象をおこ

してくるか もしれない。どんな時に,ど んな形で

という配慮はいっそう必要であろう。また,評価

の内容や形式を考えないと,そ のために多くの時

間や負担を,教師 も生徒も共に負わなければなら

ないであろう。深く究めるために幾度かは必要な

笏箇 ものううか,ひ とつかふたつの単元を試みて

後,挫折してしまうようでは本物とはいえない。

常時の導習活動の中で継続でき,教師にも生徒に

も負担にならないようなものを考えていかなけれ

ばならないと思っている。

もちろん,評価即指導という立ち場をとれば,

このようなとらえ方は論理的に矛盾してけるが,

評価活動への留意点をはっきりさせたいために敢

えて述べた。

6.相 対 評 価 と の 問 題

学習過程における評価は,そ のほとんどが絶対

評価である。効率をあげ;学習を充実させようと

する教師ほどこれに力を入れるだろう。しかし全

員が,い くらかも学習目標に近ずくような努力が

は らわれても,学期末には五段階評定という相対

評価が待っている。通知表云々の論議はされても

この二つの関係がはらむ問題は,本質的に解決さ

れてはいない。それに,中学校の現実はそう簡単

ではない。

みんなが学習目標に近ずき,あ るいl・■pll達でき

たとしても,ペ ーパーテストをすれば必然点数に

よる序rljは できる。そのわずかな差をもって,頭

から五段階に分けられていく。学習過程をだいじ

にし,艮口時評価や絶対評価を重視する教師にとっ

て,そ の努力がいっそう矛盾を深めていくという

のは,ま ことにやりきれぬ問題である。相対評価

のもつ意味もわかるけれど,入試における調査書

重視の方向の中で,い ま私たちはこれを目にして

はぃけないだろうか。

7。 お わ l」 に

私たちの試みは,こ れまでもしばしば述べてき

たように,ま だまだ浅薄で,と ても批半1に 堪え得

るものではないが,みんながいっしょうけんめに

なって毎`ることは本当でぁる。「毎日が充実して

ぃるJと もらす教師もいるが,み んながひとつの

テーマを柱とし,そ れに向かって努力を惜しまぬ

姿は尊い。

だが私たちは,歩みの中にあって,実践の裏に

は理論がなければならないことを強く思う。理論

に支えられながら,学習過程と評価活動の一体イヒ
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をめざし,評価基準や評価方法などに目を向けて

進みたいと思っている6ご指導が頂けるよう心か

ら期待するものである。
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筆 4回 バ ズ学 習 全 国 集 会

バ ズ学 習 へ の取 り くみ

広島県豊田郡安浦中学校

武 本 忠 義

1.転勤 して

過去数年間のバズ学習の実践校か ら,今

年度 は新しい学校に転勤した。新しい学校

にかわってみて,今 さらのようにバズ学習

のすば らしさと,そ れを創 りあげた教師集

団の力の偉大 さが感じられ る。

私の学校では,ほ とんどが一斉学習の形

態なので,ど うに も,や りに くくてしょう

がなかった。一体 ,生徒たちは分っている

のかどうか。反応がない。 しきりに肯いて

聞いているか ら安心していると,全然理解

していなかった り,生徒達 とのつなが りも

なく,一時間,一時間の授業が不安の連続

だった。

一部の生徒だけを相手にし,大部分の生

徒が無関心なのではないか とい う不安にい

つもつきまとわれた。

2。 バズ学習へのとりくみ

以上のような状態では,ど うも納得がい

かず ,バ ズ学習を取 りいれようと決意した

のは,一ケ月 もたった五月の初めだった。

五月上旬まず小集団の形態でおこなった。

小集団の班は,ク ラス担任が分けていたの

で授業で もその班 をそのまま使った。

授業の流れ として,以下の様に実践して

し`る。

(1)本時の学習すべ き目標を確認 させる。

(2)教科書・資料集か ら準備課題を出し ,

歴史の流れをつかむ。 (予習課題を毎時

間だしているので,予習か ら流れはつか

むことができる。)

(3)中心課題のなかで,重要点をバズす る。

(4)初期の段階なので,簡単な調べの事項。

年代 ,語句などについてみんなで話し合

うことか らはじめる。

(5)各 tFEで発表 させ る。 (だれで も発表で

きるよう考慮しているが,現在 ,き まっ

た生徒が発表する場合が多い。)

(6)発表したことについて,疑間や質問を

ださせ る。 (ほ とんどでない。)

(7)教師が板書 し,ま とめる。

(8)学習目標の確認。

以上の要領で,約ニケ月間やってきたが

生徒達の反応はまだまちまちである。七月

十 日に,二十八名のアンケー トをとってみ

た。その結果 ,小集団でやる授業のほ うが

わか り易 く,楽 しいとい う意見が二十名 ,

お もしろくな くむだ話しも多 くて,話し合

いにな らない とい う意見が十八名 ,約半数

の生徒は反対であった。

賛成の生徒の中には,班で学習するとひ



とりでするよりも,みんなで話し合えるの

でよい。 ひとりだとゎか らないことも,班

で教 えあ うとょくゎかる。

反対の意見を詳 しくみると,む だ口,む

だ話し,それに話しの進め方をどのよ うに

してよいかわか らない とい う意見が多 くみ

られた。

バズ学習に対して,あ るひとりの生徒は

『 以前の班 は,男女の伸があまりよくなか

ったので ,話 し合い もめったによくい くこ

とがなかった。社会の時間が くるたびどう

なるだろうと,不安だった。しかし,話 し

合いをすると少 しは意見がでる。自分の思

っていたことと,ち がう点がょくゎか り,

勉強するのに も,家で調べてみようかとい

う気持がわいて くる。人の前で自分の意見

をい うことは,勇 気がいるしちがっていた

らはずかしい と思 う気持か らそうなった。

今 ごろは,試験だったので ,そ の勉強を中

断しているが ,こ れか らもやっていきたしゝ 』

(原文のまま )

このように,バ ズ学習の目ざす ものを′

ある程度前向きに受け とめている点に注目

したい。

3.同和教育 とバズ学習

私の学校では,過去数年来同和教育に真

剣 にとりくんでいて,私 も,日 下勉強中で ,

相互点検などにより,自己変革 をはかって

いるが,こ こで同和教育 とバズ学習につい

て考えてみたぃと思 う。

まず"私たちは『 集団 』を,可能性を最

大限に開発する条件であるとともに,差別

と分裂支配にたちむか う絶対条件 ととらぇ

要求によって結ばれ達成すべ き目標を自覚

す ることによって成長するような『 集団づ

くり』に苦しんでいる。

授業にっいてぃぇば,すべての子 どもが

授業をきちん とうけたぃ,ゎか りたぃ,能

力を豊かに伸ばしたい。とぃ ぅ要求を出し

あう6さ らにそれをたしかめあい,実現 し

ようとする集団を創 りたいと思っている。

よ り具体的に,バ ズ学習を含めた小集団

のグループ学習の必要性を考えてみよう。

(1)なんで も言える学級………言いにくい

ものをもった子 (貧しい子 ,恵まれない

子 ,学習の遅れた子など )がいちばん言

いにくいことがぃぇる学級。 そのために

は,グループゃ教師の支えは無論のこと

グループ学習により,何 らかの発言をさ

せ ることが必要である。

(2)日 常の授業の中で ,遅れた子を出さな

い。遅れた子が追いつけるようにす るた

めに,仲間の力で遅れた ものの学力をあ

げてゆくことが大切である。

(3)一学級ぁた りの生徒数が多い。運動・

勤務条件の改善。差別 と選別 と競争の教

育を改める闘いを進めるとともに,学級

全体が活躍するようグループ学習をおし

すすめる必要がある。

以上 ,数例 をあげたにすぎないが,同和

教育をすすめるには,授業の改革 ,す なわ

ら,グループ学習をとり入れることが大切

であることを痛感 させ られる。

以上のよのな視点か ら,私はバズ学習の

推進者になろうと思 うのである。

(参考文献  同和教育入門 ,部落問題

入門 ,同和教育 と授業 )
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小集団を生かした

ついて一
」導』

日

日 野 申 学 校

哺ヽ鱚郎

にめじ:ま

本年度 !ま 学力の充実に重点をおき学級づ くり研

究部 と密接な関連をもちながら生徒 の自主性,主
体性を伸ばす学級づ くりの基盤の上で増ヽ集団 を生

か した学習指導は どうあるべきか ということにと

りくんできた。

理 ノ』ヽ集圏邊生か した学習指導のなら経

生徒が主体性を発揮 してひとりひとりが自主

的に生き生きとした学習をや りとげていく姿 こ

脅真の学習である。 このよ うな学習は生徒の充

実 した相互作用を爵 して生 まれてくるであろ う

し, また学力を伸ばす指導 と人間関係を高める

指導の統合をねらう小集団活動を通 した学習の

中か ら生まれるものと信 じて次の点をね らうも

のである。

。すべての生徒 を学習活動へ積極的に参加させ

た レヽ 。

。話 し合 うことによって個人の思考の健進 と拡

大をはかりたいo

O相互作用に ょって望ましい社会態度や価値観

を育てたい。

以上のヰか ら望ましい人鶴関係をたかめ学力の

向上をねらってい る。

2 小 集 団 を 生 か す学 習指 導 の手 だて

小集団を生か した学習指導では特に認知的目

標 と態度的 目標 を相互促進の関係において同時

に建成をねらう方法を組み立てなければ成果は

のぞめない。そこで小集団活動を通 して効果的

学習をね らうために次の点を基本的にとらえて

実践研究にバ、み出 した。

(1)態 度づ くり

本校における態度づ くりとは学習にとりく

むための意欲的な態度の訓練 と,生徒の相互

作用を通 してよ り効果的にするための学習の

し方の二面を統合 して態度づ くりといってぃ

る。

望ま しい知的理解に逹するためには,望 ま

しい自己成長への主体的で意欲的な態度が土

台になければならないし,そ のような態度|ま

ま さに望ま しい知的理解に達する過程で育っ

ていくものである。そこで

r)すべての生徒を意欲的に学習に取りくま

せるために,生 徒ひとりひとりが学習する

ことの意味や価値をつねに意識 させるよう

につとめる。



。代表発言について

。立場をはっきり。・。
「 私たちのグルー

プでは・・・ J

Oグループとしての意見・0。

「 私たちの

グループの多くは・… 」
。少数意見も大切に

F小

集団を使うには次の二

f響夕  0授業計画において教師がは じめから意図的

:こ とリスオしる。

。授業の流れに応 じて教師の半1断 により臨機

に とり入れる。

2

(口)学校 での学習における態 度づ くりは家庭

にまで延長拡大 されるように指導する。

基本的態度  みんなが学習に とりくも

うとする心構や学習への

意欲化

発展的態度  一つの問題解決 を足がか

りとして次の課題 を発見

しその問題点を追求 して

いこうとする態度

② 話し合いのルール

学 習の場における話し合いの目的は,思考

を深め理解を懃 なヽものにするのが主 なるね

らいである。 しか しその基盤となるものは個

人の思考であってそれが充分にお さえられた

上で小集団の思考にはいるべきである。話 し

合いの具体的な方法 として次の点が考 えられ

る。

ldl よつよい思考ができ, よりよい解決が得

られるためにみんなが話 しやすいふん囲気

づ くりを設定 しな くてはならない。

9 それぞれの発言する立場における基本的

ルールとして

。個人発言の間 く話す態度

0最後まで聞 く  e自 分の考 えとくら

べてきく  0わ か りやすくま とめる

0碧由や根拠 をはっきり  。結論をさ

きに

Iこ

。相手の意見を誘い出すよう

e倉J造的な発言を大切に

どちらの場合でも,こ こは小集団の話 し合

いをさせた方がより効果的であるという,教

師の適正な半l断 と確信の上に立ってな される

べきである。それには教師の深い教材研究 と

授業記録の実践分析の上に立った研究が必要

である。そこで:Jヽ集団の使い方として,「

どんなときに」「 どんな内容をJ「 どのよう

に」とり入れるのが効果的であるか検討して

みると,

(4 どんなときに

0ま とめるとき 0あつめる とき ・ た し

かめあうとき ・ 記憶や練習の とき

・ 相互評価のとき ・ もぅと深 く考 えさせ

たいとき 0こ とがらを砕いて徹底 させ

たいとき

(口)どんな学習内容の ときに

。既習学力を使 って主体的学習ができる内

容

0思考の過程において,生徒の反応が多 様

化するこ とを予想できる内容

0個 性的な見方D考 え方を伸ばすこ とを必

要とするような内容

。論理的思考か ら最終的に明確な結論の 出

るような内容

・ 問題点 をさがさせることによって深め ら

れる内容

い  どのよ うに

0ス イッチ学習

・ スタッフ響

3話 ♭合 い の質 をた か め全員参 加 を

め ざす た めの 授業分 析

話し合いの質を高めて,相互作用による学習

効果をあげることを,実践的に理解するた めに,

授業を通して,小集団の活動状況を分析研究 し

てみた。このため,下表のような研究授業の観

点をプリントして,全職員が共通の視点にたっ

て授業研究をおこなった。

生徒の活動 (班に おける )に ついて

話 し合ぃへの参加について



⑫ 話し合いの質の高まりについて

③ リーダーの活動状態について

2 発表態度について

3 個人→班→全体→個人の流れの中での学習

内容の定着化

4 教師の発間 と活動 (課題9小集団のとり入

れ方 )

私たちは,上記の観点にた って, 1年生の 1学

級を対象 として, 5回 の研究授業をもった。それ

ぞれの班に 1人 の教師がついて,班の活動状況を

細かく観察し,分析 した。

授業分析の研究から,判明したことは

① 学習における援助嬰係は, 単に上位者から下

位者へ といった一方的なものでなく相互援助と

してなり立1っ ている。

O 学習指導面 と生活指導面は密接につながり,

相互に作用 している。

③ 話 し合いにおける構成メンバーの役害1

イ リーダーが下位の生徒の発言の促進,ま と

め9話 し合いの質を高めるなどの役害1を はた

してぃる。 (逆 にさまたげている面もある )

口 他のメンバーか らサイドリーダーが生まれ,

話し合いのつなざ,か み合いがなされる。

(油役9倉1造役。資料役9は げまし役など )

④ 話 し合いの量 質を高めるには、 発言ボス (

発言 をひとりじめするようなもの ). 学習こじ

き (求 めるだけで, 自ら考えなかったり,わ か

ってぃても教えようとしなをヽようなもの ), 思

考の枠まめ(成績上位者の飛躍 した高度の意見

で,学習がその意見に枠づけされ,学級集団の

思考がス トップしてしま うようなこと),個 を

おさえる発言などに留意 し 通切な指導が必要

である。

O 個人か ら班 の話 し合ぃに入る時にまま,学習態

度が消極的で,発言もすくない生徒か ら先に発

言させ,ま た,で きるだけ。意見を集めるよ う

に指導する必要がある。

O 班の活動状況を争常時,できるだけ正確につ

かむために,班 メモをもたせ,話 し合ぃの状況

を記録させることも必要である。

⑦ ノー ト指導で,個人思考 (家庭学習 ),班の

意見D全体のまとめが,は っきりわかるように

指導することも必要である。

た とえば9班の意見はノー トに②の記号をつ

けるなど。

0 教科担任と学級担任との運けいを深める必要

がある。

⑨ 指導面での定着化への配慮に欠けていた。 .

(課題〕復習バス, 家庭学習, ノート指導など

で )

⑩ 相互作用に よって話 し合いの質を高め9学力

の向L定 着化をはかるには,話 し合いのルー

ルの徹底, また上記①～⑨の指導に力点をお く

と同時に,生 徒のひとりひとりが主体的に問題

意識をもって授業 にのぞまなければならないこ

と。すなわち、通切で, 明確な課題が設定 され

なければならないことがはっきりしてきた。

① 多ぜいの教師の 目で班の活動,話 し合いなど

の分析 をすることを通 して,生 徒,班に対する

浅妙認識や誤 った考え方が訂正され,生徒9班

への理解を深めることができ9 さらに小集団活

動 を授業の場にとり入れる.こ とが,有効適切で

ある ことの実証 を得ることができた。

4 課 題 を 中心 と した 授 業 の構 造 化

前節の授業分析結果から小集団の取 り入れの上

で,特に留意すべき問題 として,次のような点に

ついて確認 しあった。

。話し合いの質 を高めるには, よい課題を与える

ことが必要である。

O学習の内容や質的深さ,質的効果をあげるため

の小集団のとり入れ方を各教科で検討 しなけれ

ばならない。

O主体的な学習態度の育成とともに,学習の定着

化について充分な配慮が必要。

O意欲的に学習に参加させるためには, 全生徒が

課題・ 問題意識を持って授業に望まなければな

らないこと。

以上のょうな反省 と問題意識の上に立って,本

校独自の「 課題を中心とした学習への構造化Jを

箸%4"ダメ親1ヤ4鶴争3等 ゾれこぬ縣瞬押か7》 修参が



-

次のように考 えている。

問題課
題意識

(1)課題 鍾ついて

小集団 :こ おいで話 し合いが成立するためには

小集団 を構成する一人一人が課題 |こ 対 しての出

分の意見の持てる状態に なっていなければな ら

ない。教師は教科書を忙、とにしながあ亀9生徒

の学習活動が容易 :こ なるよう:こ いろしヽろな組み

かえをすると同時 !こ , いっ, どのょうな課題 を

与 え, どんな時に, どんな学習形態 をとり入れ

るかとい う事 を考えねば ならなぃ。

課題は生徒か ら出るものまこせょ, 数師から鍵

された ものまこせよ分 取捨選択 をして多様 なもの

か ら基本的要素を抽 出 鶴 構造化 してい くべ き

ものである。 した がって適切な課題の構成は教

師の学習指導の最も重要な教材研究の一つであ

る。

イ 適切なょぃ課題 とは

① そこに含まれる情報 を整理 し》単純化 し

やす 1/h課題であること。

② 新 しい次の課題 を生み,新 しい学習へ と

発展性のある課題であること。

③ 応用のきく,機能的な知識・ 概念・ 原理

4

本校の課題による小集団学習の一般的指導過程

H

0個人思考 向 グループ思考 0全体思考

LJ型塑■豊壼́ 11型    三
定着化のね らい=学習したことが活用応用

できる発展的な学力を身

■こつけさせる。

庭 学 習

定着化 か
ら発展

0法 員Jが 得られるような課題であること。

④ 適当な不明確 さ困難 さを持った課題で あ

ること。

⑤ 学習の定着化 を図る課題であること。

(記憶,練習評価 )

③ 課題解決への所要時間が適 当であること。

また生徒の好奇心,探究心をそそる課題 で

あることへ しか L これはあくまで一般的

なものであって,体育や音楽等実技を主体

とする教科において,ム 国語や社 会などの

教科 とはお のずと課題の 設定の しかたも変

わつてきてい る。例えば体育科における課

題の出 し方につぃて

A.正 しい運動 をするための視点 を与える。

視点を与える方法は教師の師範・ 上手な

生徒の利用・ 副読本 0写真など。

B.器械運動 。マット運動等では要点を授

業で指導 し,反復練習は自由時間の課題

にゆだねる。その場合期間は制限 してお

く。

C。 授 業に入る前の課題 として,準備運動

課題提示の

鳳 11∫ る能力  |
0概念としての理解     |
o倉1造へと発展していく力  |

口頭・ 板書 。OHP

プリン ト など



となるようなものを与えておく。

技能面だけでなく,補助 しあっていた力、

班員が真剣にとりくんでいたかなどの態度

的な課題 も与えてお く。

舜こ,授業過程における課題設定の内容ま9

「 何ができればよいか」「 何がわかればよい

か」と言うことを明示するだけでなく,テス

ト形式で例えば「 鎌倉幕府のたおれた原因を

3つあげよ」とか三角形の外角の和は何度かっ

その理由も説明せよ」とした方がより生徒た

ちは とりつき易い。そのよ うな課題であれば

授業 を終えたあとでどの生徒もきょうの授業

についてのテス ト問題作成までできるように

なる。

口 授業過程にしたがっ て授業を分類す ると

獲1  
→

1中
心 課

≦ 刊
確 認 課 題

|

経験矢口識の想  学習展開の課  学習内容 と要

起情報交換   題 目標 とされ  約 確認 し応

る知識技能を 用 次時への

獲得するこ と 発展

が期待できる

もの

ハ 課題の設定のしかた

④ 教師が設定

教師 が目標に したが って大課題→中課題

→ 小課題 を設定 し その課題 を生徒に明示

する。 もちろん小課題は中課題の,中課題

は大課題の分節課題である。

⑬ 教師が大課題 を,生徒が中課題・ 小課題

を提 出しその中から設定

③ 生徒が教師司会のもとに大課題 。中課題

を設定

単元 全体について生徒と共同 じながら全

体の見通しを立て,大課題・ 中課題の設定

を行ない,生 徒た ちはその課題に したがっ

て学習を進めてい く。

⑮はいずれの教科においてもとられる一般的

な方法であるが,生徒がより前向きに学習にと

りくむ上か らも,ま た生徒たちの考えている課

題意識をとらえる上か らも,漸次OD Oの設定

方法がとられるよ うになってきている。 しか し

生徒た ちの出す課題の中には後の学習に出てく

るもの,直接学習に関係のないものなどが出さ

れ ることがある。それらはカットした り, また

その場で解決 できるものはその場で処理 してし

まうなど,め やすから外れないように。また,

必要課題が出なかった ら教師か ら引き出すよう

にすることである。そ うでなければ教科の系統

性が失われるおそれがある。

121 小集団活動をとり入れた指導過程

指導の大要として

① 必要な説明・教示 を加えて課題を提示する。

@ まず各自にとりくませる。

⑬ 次いで小集団で話 し合レヽD 各自:こ 警あるい

まま集団としての思考 。意見を轟す。

④ 次ξま教鍮叉は生徒の指示司会によって班発

表と全体的な話し合いをす る。

0 それについて教動の補足あるいは修正をす

懸◎

0 最後まこ再ぴ彊入 :こ 亀どして書課題まこつ管ヽて

釣確認をする。

メあげられる。 もちろんこれら教科 。教材 :こ

よって差異はある。上〔こもあげたよう〔こ,基本

は個人が生きることによって集団が生きるので

あって「 話 し合ぇ 」とぃ ぅ前には必ず個人の思

考がなされるべきであり, 話 し合いが終わ ると

授業乃iお わるのでなく9も う一度個人にもどじ

てやる必要が ある。

教師一人ではとうてい生徒個人の思考:よ うけ

とれなし`力ヽ 理ヽ集団によう話 し合いでは全部こ

れを銀して個人の思考を深めることPできるの

である。

(紛 学習内容の定着化をはかゐ

個人の定着度は,つ け加え課題などで教村内

容が広がった りかなり高度化された り, あるも`

1ま焦点がぼやけた りする面があるため学習の定

着化はかなりむずか しい。 しか し生徒出身滑i学

習の主体であること。 グループによる話 し会を、

協力,援助 さら:こ 全体∫こよる話し合いな どを通

じつ 学習への興味,関心震の高まり∫ま見込せ



ない。なお定着のねらいとして,基礎的な知識

技能 も含まれるが学習 したことを基に,更に応

用発展できる学力を身につけ させる。

定着化のために留意している点

イ 発表を明確にさせる。 (自 分のものに して

むずかしい言葉は,板書する )

口 教師及び担当者 (生徒 )の まとめを通 じて

自分のメモを確認させる。

ハ グループでの話 し合いにぅ積極的にとりく

ませる。

二 復習バス 家庭学習で本日の学習整理をさ

せる。 (ノ ー トで約位置づけ )

ホ 教師が生徒のつけ加え9ま とめの焦点をし

ばって9 指導する。

ヘ ノー トの点検をできるだけする。

ト ドリルを重ねる。

チ 家庭学習として, 自主的に とりくませる。

り 授業の中で,即時評価,相互評価を押 りこ

んでいく◎

鰤 復 習バ ズ

本校では、第 6限終了後の 30分間を「 復習

バズ』の時間として設定 し おおよそ次に述べ

るような内容を実施 している。

C)復習バズのねらい

① その日に学習 したことの確認とくり返じ

学習による知識の定着化。

0 校内学習か ら家庭学習へのパイプの場を

つくる。

③ 話 し合い学習における話 し合いの技術や

集団思考の訂1練 の場をつくる。

(生徒指導の場 リーダーの動き 協力な

④

2)

①

②

③

6

どの観察指導 )

自発的に学習に とりくむ態 度を養う。

復習バ ズの内容

その日に学習 した各教科の要点を話 し合

いによって復習するとともに, さらに9発

展的な問題追求をする。

家庭学習 (宿題 )内 容p確認

復習バズの時間

30分 を復習バズとして (3時 35分から

4時 5分 )位置づけている。

(4)復習バズの方法

① 話し合レヽのポイシト

① わからなかった ところを理解する。

0 抜けていた ところをつけたす。

○ まちがって理解 していたところを正 し

くなおす。

○ 明日の課題 (宿題 )の内容を確認する。

② 話し合いの形態

形態については, その時その時に応じて

いろいろ使い分けている。

④ ペア法

1つの班が 6名 のところは 2名が組ん

で学習を進める。 しかし 1つの班が 5

名のところは, 2名 と3名に分れて学習

を進める。

○ 謝 法

その日の学習の要点を問題 にして,お

互いに出し合いながら学習を進める。

⑩″/メ鉢く〔モ lC
④ 輪番法

班のメンバ ーがllR番 で,そ の日の学習

の要約 を発表 しつつ学習を進める。

○ 自由会話法

班のメンバーが自由に発言 しつつ学習

を進める。

１で



③ リーダー法

班のうち一人だけわかっている生徒が,

班のメンバーにわかっていることを説明

しながら学習 を進める。

(D 復習バズの心構 え

時 間は 30分。そのためによほど上手に学

習を進めなぃと,そ の日の全教科をこなすこ

と|ま 無理である。そこC 効果を高めるため

のも構えとして,「 3S」 を掲げた。その「

3S_iと は,

Spe ed(ス 滲―ド) はや く,能率をあげる

SWitch(スイッチ)教科のきりかえをする

Scrum(スクラム)班 のメン難 が協 力す る

の三つである。 これ を根底に置き

④ 生徒側

3時 35分 のベルとともに,話 し合いを

はじめる。

教科がかたよらないよ うに, その日あっ

た教科 をする。

家庭学習の内容 を確認するが処理はしな

○ 獅 倶1

担任教師はベルとともに教室へ行き,生

徒の活動状況 をみる。

教科担任は授業の終わりに予めきょうの

復習バズのFp5題 を指示をする。

教科担任は 1学級か らの要請により生徒

の質問に答えた り,指導にあたる。

6 家 庭 学 習

家庭学習は,生徒の主体的創造的な学習 をね

らう自由な場であるが,本 校では,放 課後の復

習バス と翌 日の授業一一特に小集団活動 をとり

いれる場合一一 との有機的存在と して,家庭学

習も指導の対象と して重 くみている。

(D 家庭学 習のね らい(定着・ 補充・ 探究 )

きょうの授業のポィントの整理 (理解すべ

きこと,記憶すべきこと)を する。

学習内容に関連 した問題練習をする。発展

的な課題発見と問題点の発見 (予習 )

(2)家庭学習への指導

家庭での学習時間とか, 家庭学習のあり方

については個人差ということを考えて主とし

て個人指導をしているが,班内での相互批判

や励ましによる効果が大きい。

① 家庭学 習の点検

④ 教師による点検

生徒の毎日の家庭学習のようすゃ成果

な どについては,毎 日の学習ノー トの点

検や班 日誌 を通して指導助言をするよう

に してい る。

○ グループによる点検

家庭での学習時聞とかを学習内容につ

ぃての グループ相互間で点検 して, はげ

ましあうことによって習慣化するように

している。

本校では9授業一復習バズ中>家 庭学習が常に

円運動をおこ して、 それが∵本のパイプで結び

つ てヽいなければ,全体的,総合的な学習体制

ではないと思っている。そのために,いつ もパ

イプをつまらせないように, 円運3_lが 円滑 :こ い

くようにそれぞれの教師が常に留意するととも

に,各学年会,各部研究会,あ るいは全体研究

会で話 し合い,絶えず問題意識 をもって研究 を

進めている。



一  バズ学習へのとりくみ

1。 重点 目標

〔主体的生活態度 の確立 〕

学習指導 と生活指導を一元的に とらえ主体的

意識の育成をめざして、曾野木の合言葉「その

気 (曾 野木 )そ の意気、その力」をかかげ、

自己自身と他への呼びかけ とする。

目標達成のための努力事項 として「バズの基

本を身につけさせる」ことをとりあげたっ

2.実践への動機

本校の生徒は、クラブ活動には、きわめて樟

極的で 自主性、協力性もそなわ つている。この

意欲 と気力を学習面においてもとりくむため、
|

「学習習慣の形成」 ということを研究 目標 として

とりあげてきたっ

そして、どうあれば学習習慣を身につけ、主体

的に生活や学習をすすめることができるかの究

明が求められた。それは、学校全体が望ましい

学習集団として育成していく指導体制であり、

これをバズ学習に求め、実践研究することにな

っ た っ

3.パズ学習に対する構え

(1)生徒をかえる教師集団になるっ

ひとりひとりがどんなにすばらしい考えを

もち努力してみた ところで、教師集団がばら

ばらだったら、到底成果は期待で きない○

教師集団が一つの方向で行動することは、

子 どもの教育効果をあげるための手段ゃ前提

としてあるのでクまなく、教育そのものと深く

かかわる問題なのである。

今までに、数多くの教師の個人的実践記録

に接した。それは、た しかにすばらしいもの

であったが、そ うした実践記録が教師集団の

ものにまで発展した夕」はきわめて少ないっこ

のようなすぐれた多くの個人プレーの実践が

教師集団の共通理解のもとに、より高い次元

につながらないわけはなんであろう力ち 私た

ちは、もう一度、原点にかえって、教師の姿

勢について「ほんとうの教育」をするという

ことを、みきわめなければならないっ

教育の基盤は人間関係であり、その中核を

なすものは教師集団である。そして、ひとり

ひとりの教師の主体性が発揮される方向で進

まなければならないO

(2)学習主体を子どもに移す

私たちのめざす教育は、子どもに主体的な

意欲と行動力を、ひとりひとりにどうつちか

ってぃくかの追求である。

従来の一斉指導は、教師が中心になって

「させる」しかたであり、子どもにとっては

「 させられる」立場であるっおもしろみや楽

しさという条件がなくなると自動的に学習意

欲を喪失する。興味が真に意欲化し、結実し

てくるためには、それが 学習者自身lCよ っ

て主体化されていなければならない○「○○

のためlr_勉強する」「やらせられるからする」

とぃった受動的な態度が学力向上の真の要因

となりうるか疑間である。
-1中

父母 と共 に成長 す る地域 バ ズ学 習 の実 践

第 4回  バズ 学習全 国研 究集会

新 潟 県 新 潟 市 立 曾 野 木 中 学 校

(舟 越 和  吉 )



バズ学習には、子どもたち自身が、心の底
から「 やる気」になる原理がある。教育は授

業の中で子どもが、どう活動 したか とぃぅこ

とで評al‐ されなければな らなぃっ

(3)地域 く
゛
るみの教育をめざす

私たちは、バズ学習を とおして「 ひとりの

客もいなぃ」学習をめざしてぃる。そして

「 ほん とうの教育は何か」「 曾野本の子ども

をどう育てるか」 とぃった観点にたって、学

校 0家庭 P地域の三者が、それぞれ,の役害Jを

明確にし、有機的なつながりの中で教育を考

え、新しぃものを創造する。

市公民館と提携して父母を対象に家庭教育

学級を設け、子どものよりよぃ成長を願ぃ父

母 自身の学習をとおして理解を深めることゃ t

生徒・ 父母・ 教師の地域懇談会、PTA研 修

旅行、PTAバ ズ研修会、地域バズ学習等積

極的な姿勢で教育に対処する。

二 地域バズ

1.地域バズの発足

本校は生徒会の校外分団が 9つあり、大体 、

農村集落ごとにまとまってぃる。

この校外分団の指導は、従来 、毎学期のはじ

め と終 り頃に、長期体業の有意義な過し方をテ
疇マに した もので生活指導が中′心であったっ

ところが昭和 46年度末に一年間の反省がな

された時、ある校外分団会議で、次のような問

題提起が生徒の中からだされた。

「毎年 校外分団で奉仕 1/F業 をしてきた。地

域のために大入からよるこんでもらうとぃうこ

とで、地域の神社を清掃 したり、お盆の墓参り

に行く道路の水まき等をしても、この頃地域の

人がよるこんでくれないっだか ら、やってもは

りあいがなぃ。ゃる必要がないだろ うっ」 とぃ

うのである。そして、どこの父母 も一番よるこ

んで くれるのは勉強することであるとぃぅので

あるっ

そこで、姫路市の高五押学校では、町内バズ

をやってぃる)が 、参考に してはしぃと説明したっ
このことについて、さっそく生徒達は 3年生

が中ノ心になって協議した結果、地域の公民館を
つかって地域バズをやりたぃとの要望がだされ

た 。

ただ ちに職員会に報告 し諒解 を得て、 PTA
-2-

地域班長に連絡 し、父母の会力`召集され、実施に

ふみきることICな ったっ

2_実施手順

生徒が自主的に、地域バズを持ちたいと言い

だ したのは、昨年度末のことであった。実際に

発足 したのは 4月 から嘉本地域であった。

発足と同時に、他地域の代表が、その様子を

自主的に参観にきたЭそして、自分たちの地域

(校外分団 )の生徒を全員集めて協議し、まと

まると地域担当の教師に、:発足手続 きを要請す

るまでになった。

地域担当教師は、すく
'に PTA地 域班長に違

絡 し、父母の会の召集を依頼する、父母の会で

賛成成立すると、具体的な計画をたて、父母の

手で準備 し開始された。

現在までに、 5地域が、や りたぃ と言ぃだし

て、PTA地 域班長の協力で、実際に実施して

いるのは、 4地域である。

各地域 とも、週一回、2時間、地域公民館に

集まり、父母の管理のもとに運営してぃる。 ど

の地域も全員参加で、父母が 2～ 3名ずつ当番

にあたり、生徒の校外分団長 と連絡をとり学習

がすすめられる。

3.地域バズのね らい

(1)家庭教育、学校教育、社会教育の統合の広

場として、地域バズを発展 させ る。

(2)個人学習と集麹学習の統合をはかるっ

(3)自 主的な活動と連帯感を養ない、健全な集

団:活動をとおして、郷土愛をもつ子どもに成

長させるっ

(4)父母同意の相互理解と子どもたちを客観的

に理解することができ、子どもとともに父母

も成長する。

{5)生徒、父母、教師の人間関係がより深く培

かわれてくる。

(6)生徒の学習習慣が身につき、意欲的な生活

態度が養なわれる。

4.地域バズの内容

(1)地域バズの形態

① 日時  週一回 2時間

② 場F~I  地域公民館

③ 単位  校外分団

④ 参加  地域中学生全員

⑤ 班   学年毎に6人を基準



男女混成               ク 先生、父母 との連絡

③ 内容                     ケ 決定事項の交渉
ア 学習バズ                ③ バズ班

0 二教科(90分 )            ア 学年単位に編成する。
141 学年単位 (班 )              ィ 男女混成

(勁 学習の流れ                ゥ バズ長の選出

黙想→個人学習→バズ (班単位 )     工 日直、清掃分担
→答合せ               (4)教 師の役害J

イ 生活バズ                 ① 倶J面的援助者

0 同じテーマを分団長の司会ですすめ     ア 問題1/F成指導
る話 し合い                 ィ 生徒指導

(イ)話 し合いの内容               ウ 父母、生徒 との相談、助言

o学 習面に関すること           ② 軌道にのるまで直接指導にあたるっ
○生活面に関すること           ③ 教師の指導は自主的参加
○地域のこと               G 要望があれば学習や生活指導にあたる①
Oその他                 ⑤ 地域懇談会には、積極的tC参加し、話し合

(勁  話し合いの流れ              ぃをとおして 子どものよリー層の成長を共

バズ (班単位 )→ 全体 発表→まとめ     に考える。

と処置→父母の助言 、感‐想一連絡:    (5)地 域懇談会

ウ 清掃                   ① 父母と教師の話し合い
工 日誌記入                 ② 生徒と父母の話し合ぃ

(2)父母の役害J                  ③ 生徒、父母、教師の三者会

① 地域バズの運営               ④ 内容

② 会場の整備 管理               ア 地域バズの反省 要望

③ 父母の当番害J当                イ 笙活に関すること

④ 生徒の観察                  ゥ 学習に関すること

⑤ 相談 助言 感想               ェ 教育相談

⑥ 日誌の記録                  ォ 父母の学習会

⑦ その他                    力 地域に脚すること

(3)生徒の係                    キ その他

① 学習係                 5,各 地域バズの実践
了 教科毎に学習係をきめるc        (1)嘉 本地域

イ 教科担任と相談してこ学習課題プサン    ① 地域のようす

卜を 陶現する。                 嘉本地域は、ほとんど純農家で、戸数 54
ウ 解答用紙を用意する。            戸中非農家は 5戸 である。
工 班員に学習準備 の連絡をする。         水田は平均 2 haの耕作で、そのほか野菜

② リーダー                   のハゥス栽培を行ない冬期間の■～2ケ月を

ア 校外分団長、副分団長がなる0        除けば、きわめて多忙な地域であるっ
イ 当日の違営                  地域のまとまりもよく、教‐育鏡胸ノ心も高ぃ。

ウ 生活バズの司会             ② 実施までの経過
工 班編成                    3月 18日  校外分団会議でこ年度反省を

オ 学習係の選出                お こなった際、奉仕活動のことで'問題になっ

力 清掃害」当                  たことは、前述した通りであるぅ

キ 日直害J当                   地域バズを実施するかどうかで協議 した際
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最後に採決したところ、20名 中3名 の反     された。

対があったの反対の理由は、見たいテレビ     ア 個人学習とパズの時間帯が、はっきり 1

番組 と重複する。個人で学 習した方がよい

等の意見であった。

けれども、 3年生力ヽ中心になって者β合の

よい曜日や、教え合い学習の必要を説 いて

なんとか納得 させたっ

③ 父母の会

力を得るにいた った。

そこで協議し確認された ことは、

ア 公民館を使用 して学習させる。

イ 学習机がない、各家庭で、昔使用 した

丸飯台 6ケ 借りて学習机にする。

ウ 父母の当番は 2人ずつ とする。

全面的にとり入れる。

④ 生徒の組織

ア 学年毎に、各教科の学習係をつ くる。

をすすめる。

ウ 毎週土曜 日、午後 6.00～ 8.00
工 国語 社会 数学 理科 英語の五教

科を学 習するO

オ ー回に二教科の学習と生活バズ合せて

2時間 とする。

力 日直は 3年生か ら輪番に割り当てる。

キ 学習後 の清掃 は、 1年生か ら行なう。

以上のように、生徒たちは具体な方法に

ついて打合せる。

⑤ 学習バズ

五教科の中か ら、一回に二教科ずつ組合

せて実施する。

学 習係が、教科担任 と相談 して 1/F成 した

課題 プリント(学 習係の自作課題もある )

を、学習するのであるが、はじめのうちは

しない。

イ 学習内容 (課題フ
゜
リント)が多か った

り、少なかった りで時間調節が うまくい

かないO

ウ 個人学 習の時間とバズの時間が混同し、

けじめがない。

キ むだ話しが多いっ これは、何□か実施

されるにしたがって、しだいに落着きを

みせ、 2ケ月あたりから、きちんと学習

でき、むだ話しがなぃように変化してき

た 。

ク 真貪Jに とりくむ姿勢ができてきたっ

ってきたっ

⑥ 生活バズ

最初は、学習の反省程度のものであった

月に入って (2ケ月後 )次の ような内容の

話し合いにまとめ掲示した。

生   活  バ  ズ

1。 今日の学習はどうであったかっ

2.学習係に注文することはないかっ

3.地域や父母にお願いすることはなぃかっ

4。 一週間をふ りかえって反省する。

5。 今日の学 習について、父母の感想を鈍ぃ

てみる。

6.連亀

7.そ の儀

これまでに出された反省や要望をみる

ル

PTA地 域班長の協力で、地域父母の会     ェ 忘れものをするっ

を4月 2日 に開くことができた。 オ 解答を学習係が、わすれてつくらないっ

この会では、20名中 15名 の父母が出     力 学習係 と教科担任 との連絡不十分で、課

席した。地域バズ実施全員賛成、積極的協      課題が不適当であったっ

工 夏になると防虫縄が必要になるので、     ケ リーダ ーが注意 して、きちんと学習で

自治会に要求して予算化する。 きるようになってきた。

オ 軌道にのるまで教師に指導をお願いす     コ 個人学習とバズの時間区男しができるよ

る 。 うになってきたっ
力 曜 日、時間については、生徒の要求を     サ 学習係が 自作問題をだす傾向が多くな

イ リーダ や(校外分団長 )の 進行で学習     が、生徒 の要求も多様化してきたこ,で 、6

慣れなぃため もあって、色々な問題点がだ     ァ 学習をすすめる上で、柱時計がほしい。
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イ  電火丁が暗いから増設してlま しい。

ウ 数学の先生か ら指導 してもらうことは

できないかっ

工 1年生の声が大きいので小声で話すよ

う
`こ

してほしい。

オ 父母の当番は早 くきて、公民館の鍵を

あけてほしいっ

力 日直は 10分前にきて、準備をしては

しぃ。

キ 遅亥1がないように、各自注意すること。

ク 課題は復習の内容からだしてほしいっ

ケ パズは、真剣に深まりのあるものにし

た ぃ rD

コ 大変 よくゃれたっ

サ 2年生の態度が立派であったっ

シ 父母 の感想か ら

活発な発言で大変よいっ

もう少し、きちんとやってほしいっ

さわがしぃ感じがするっ

○ 皆んなが発言してよくやっている。

O 公民館がきれいになった。これはよ

く掃除してくれるのと、/1J用 する父兄

たちも自覚するようになってきたこと

ではないか と思 う○

o 真剣に学習する様子をみて、親 とし

ても大変 よろこんでいる。父母のでき

る協力は惜しまない。

⑦ 地域バズの懇談会

父母の当番が、ひとまわ りしたので、反

省会をもって、これか らの指針にするため、

教師 と父母の会を開 くことが 父母の要求

できめられる。

この日は、父母は全員出席であった。相

当関心が高まったあらわれであると判断 し

ている。

ここで話題になったことを次にのべてみ

る。

ア、自分の親が当番の日は、遅刻 しないよ

うにと子どもが注意してゆくようになっ

た rD

イ、家庭では、みられない子どもの様子が

わかってきたことと、他人との比較がで

きて、とても参考になる。

ウ、勉強の習慣がついてきたっ

工、成績が よくなってきたっ

オ、地域の仲間意識ができてきて大変よい。

力、夏休み中に映写会 を持って変化を持た

せることもよいのではないかっ

キ、夏休み と冬休みは父母と子どもが夕食

を一し ょにした懇談会を持ちたいっその

ために しお母 さん方の協力をお願いした

い 。

ク、月に一度位は、激励のために飲物を提

供したいっ

ケ、軌道に乗ってきたので教師の指導から

離れて様子をみるっ

コ、部屋の敷物が汚れているので、とりか

えてやる。

サ、部活動で、遅刻する生徒がいる。学校

倶Jで検討願ぃたぃっ

シ、地域バズが終って帰る時 、夜道をこわ

がるっ

ス、今は意欲的であるが、これか らさき、

だらけた り、問題があった ら学校 :と 連絡

をとって軌道にのせる。

セ、このまま成長すれば、青少年育成会の

子ども会にも協力意識がでて、そのよき

り‐ダ ーになることが期待 され るっ

③ 地域バズに関する調査

〔対生徒調査 〕      =
1.地域バズの勉強について

(1)地 域バズは楽 しく勉強できますかっ

1年 2年 3年

楽 しい

中くらぃ

楽しくない

(2)地域バズは、あなたのためになりますか。

1年 2年 3年

た め lC_な る

中くらい

ためにな らない

(3)地域バズでの勉強はよくわか りますか。
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(4)地域バズに父母は賛成していますか。

1年 2年 3年

賛  成

どちらでもなぃ

賛成 しない

(5)地域バズで、きみたちの要求や地域のこと

につしヽて、話し合うことは必要ですかO

1年 2年 3年

必 要

どちらでもよい

必要なしヽ

(6)地域パズで、父母が参加ヒ́ていることは、

よいことだと思いますかっ

ヽ ‐
1年 2年 3年

よ しヽ

どちらでもよい

よくない

(7)地域バズをこれからも続けたいと思いま

す か 。

1年 2年 3年

続けたい

どちらでもよい

やめたい

2.地域バズ学習と家庭学 習につしヽて

(50%以 上ならバズ優位 )

3.ぃままで、地域バズをや って

この調査で、わかるように、ほとんどの生

徒が、地域バズに参加 して よい面を認めて

ぃる。意外なのは、日頃うるさいと注意 され

がちの 1年生が、 2年生、 3年生よりも、高

く評価していることである。特に 父母が、

こぞ って賛成 しているので、その影響も見逃

がせない条件であると考える。

〔対父母調査 〕

1.地域バズは、よいことだと思いますかっ

ままを
｀ヽ 18名 18名

1名  1名
1名  1名

しヽいえ

無 答

2.地域バズの どこが よぃですか。

(1)勉 強するようになった     5名

(2)教えた り

して勉強す

(3)父母が 、

れてよい。

(4)先生と人間関係ができてよい-1
(5)子どもを理解できるようになった

(6}父母同志の理解が深まった。__

(7)地域の仲間意識ができてよい。_

(8)勉強の難 が、で資 きたっ一

(91 テレビをみなくなった。_一__

、教えられたりして、協

るのが よい。 ____1
他の子どもと比較 してみ

刀
t

6名

ら

1名

0名

5名

1名

8名

9名

1名

1年  12年 3年

わ か る

中くらぃ

わか らなしヽ

ｆつ

け

気楽にできる 142 125 60,0 289

やる:熟こなる 714 75.O 489

理

解

度

よくわかる 85.7 75.0 100 86.9

よくおぼえる 85.7 25.0 60.0 56.9
68.9

よい考えがうかぶ 571 625 200 45.6

やり方がわかりやすぃ 100 750 80.0 85.0

1年 2年 3年

開始時間はこのままでよい

週一 回で よい

一回に 2時間でよい

曜 日はこれで よぃ

五科目で よい

1年 12年

楽しくできる

|あきずにできる

ヽ ―

―

__ 3年 コ訂 項目男辱

動

機

loo 100

71.4 80。 0 796 64,3
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ほ0 子どもとの対話が多くなった0 5名
3.地域バズのよくないところはどこですか。

(1)勉強が深まっていない ―
―

-1堪

(2)以前とかわ らない       5名
(3)むだ話 しが多い        6名

(4)時間のむだで意味がない。一一-0名
(51 子どもが参加したが らない〇=一一 l名

(6)父母がみているのでいやがる。__4名

(7)夜遊びのくせがつく。一一一一~0名

(8)交通事故がノ心西己だ。      2基
(9)帰 りの夜道がノ心酉己だ。―一一一一-4名
級0道 が遠くてかわいそ う一一一―-0名
ほ掛 夕食がお くれ、子どもが腹をすか

せ、やる気を失う0       2名
性動 父母が忙しくて、めいわくだ。―-0名
樅Э 勉強の中味がノ心配だっ一一一一-1名

4.い ままで、やってきた地域バズは、

(1)開始時間はこれでよい

-18名
(2)い ままで通り、週一回でよい。

のとり方 も、学校の部活動 との関係で、冬期

間になると、問題点となることが予想される。

けれども、地域バズの基本的なね らいにつ

いては、相当認識され、このバズの効果を入

間形成 という観点でとらえていることは、注

目すべきことであるっ

(2)鍋潟地域

① 地域のようす

全戸数 56戸 中純農 49戸っ喜1業 として

養豚 2戸  他は農閑期に出稼ぎに行 く地域

でがる。

集落が細長 く、公民館は中央に位置 して

ぃる。平均 2 haの 耕 昨で、恵まれた地域

とぃえる。

② 経過

地域バズについては、先進地域の嘉本の

よぅすを参観に代表 3名 が、5月 6日 に行

き、すっかり影響された。 1週間後、地域

生徒全員を集めて、参観報告をするっ

協議の結果、全員賛成 して実施を決定す

るっ

ア、 日時

イ、場所

ウ、内容

工、その他

土曜日 午後 7～ 9時

鍋潟公民館

国語 社会 数学 理科 英語

の五教科

学習係 当番 清掃 班編成等

③ 父母の会

農繁期のため、子どもの申し入れか ら2

週間おくれて、5月 30日 、PTA地 域班

長の召集で開かれる。

出席予定者 19名中 14名 出席するO

担当教師か ら、生徒の自主的な決定であ

ることっ父母や教師の協力を要請してきた

ことであるという報告のあと協議にはいるっ

ア、父母の当番は 2名 とし、土地区の方か

ら全員順番を組む○

イ、防虫網をとりつける。

ウ、地域バズの運営委員を 4名 きめる。

工、冬期間 荒天の時は延期する。

オ、時間帯は、子 どもと相談 して、希望を

とり入れるっ

力、 6月 3日 か ら実施する①

④ 実施と考祭
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18 名

名

名

名

名

名

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

過二回が よい。

土曜 日で よい0        18
-回に 2時間で よい。____2o

五科 目の勉強でよい 一一一一-16
1五科 目以外もやった力がよい0-1
地域バズを、どう思うかっ

以上の調査結果か らみて、:ほ とんどの父母

が、地域バズの良さを認め、深い関心と期待

をもっている。

しかし、地域の仲間づくり、学習習′資の形

成等の深 まりを認識 しながらも学習の中味が、

学力向上につながっていくのかどうか疑問を

もってぃる父母が少な くない○

また、交通事故や夜通の心配もあり時間帯

クま  い
どちらで
よヵ :′ ヽ いいえ

地域バズは賛成か

父母の参加はよいか

子どもの態度や行動
がよくなったか

1父母の参加は、仕事
:に さしつかえるか

I「[1'11:11,「 1:「 :…1;意T,11:

1い きたいと思うか



ア、当初は遅刻が多かった。 0 場所は地域公民館の三階を使用する。
イ、学習態度は、きわめて真剣であるっ       l■ l 水曜日の他の会合は、さけるよう公
ウ、学習係の事前準備がよくないっ          民館長に要望する。
工、学習の時間配分がうまくできなぃっ       の 電灯を増設するっ
オ、 1年  2年にむだ話しが目立つ。        ltl 父母の運営委員を8名選び、その処
力、父母への要望 理にあたる。

○ 便所に電灯をつけてほしい。         0 6月 7日 より実施するっ
O 防虫網をl・Iや くとりつけてほしぃ。    ④ 実施と考察

キ、父母か ら ア、第一回の地域バズ
○ 勉強時間を大切にしてほしぃ。        0 発会式
○ 自転車の整理をきちんとする。          父母 7名 参力日
o´ :発表は遠慮するな。 0 電灯の増設 柱時計とりつ|す られる。
○ むだ話しが目立つ              勧 学習態度
o 熱ノ心で感心した、パズに期待する。        0 3年 生が立派であった。
O 遅亥Jし なぃょぅ気をつけてはしいっ       ○ 学年が下るにしたがぃ、むだ話し

(3)楚川地域 が多いЭ
① 地域のようす o l年 生は、男女男t班編瞑であるの

地区の中′心部にあり、純農 と非農家の害J で、混成に組みかえるも
合も半 々であるっ非農家は、サラリーマン     ィ、学 習係 と教科担任の課題打ち合せがよ
自営商工業が多い、また、ハウスも養豚も      くなぃ。
さかんである。地域のまとまりもよく、教     ゥ、課題がむずか しい

育熱ノ心である。 工、個人学習とバズの区風がつかないっ
② 経過 オ、父母に要望

4月 に年度はじめの校外分団会議で、担      o 防虫網か殺虫斉jが |ま しぃっ
当教師か ら、地域バズの話 しを聞いたが、 0 お茶を休けぃ時間に|ま しぃっ
一人も賛成者がなかった。            ヵ、父母から

4月 22日 、嘉木の地域バズを 3年生の      171 規律がよくない○
代表 4名が自主的に参観する。 (う ただおもしろいだけでは轟るっ
大変刺激され′て、5月 15日 に全員召集       学力向上にがんばってほしぃっ

をかけ、地域パズにつぃて、参観報告 と話      191 後始末をきちんとする。
し合いをもち、その結果、全員実施するこ      l・ l 休けぃ以外は席を立たないっ
とに決定する。 0 自転車の整理をする.

③ 父母の会
l■l 下足の整理がよくないっ

ア、農繁期でぁったため、お くれて 5月 2      的 父母の当番連絡は、生徒か らしてほ
9日 午後 8時に開かれ る。               しぃ。

イ、出席予定者 23名 中 13名 の父母と生      lpl 学習態度は立派であるっ このまま長
徒代表 3名

続 きするよう努力してほしぃっ
ウ、PTA班 長あいさつ           (4)四 ケ字地域
工、担当教師の経過報告 ① 地域のようす。
オ、協議 純農地域であるが、交通の便がよく団地
0 全面的に賛成であり協力する。 の入口にあり、戸数も増加しつつある。近
儲)父母の当番は 2名にする。 い将来には、住宅地になる可言E性が強い。
lpl 日時は生徒の希望をとりいれ 水躍     以前から子ども会の育成に力を入れたこと

日午後 7:3o～ 9830分 とする。     もあり、教育に対しては、熱心であり、そ
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のためのまとまりもよいっ

② 経過

4月 28日  嘉木の地域パズを 3年生の代

表が見学する。

その後、 3年生が中ノ心になって、 5月 15
日放課後 自主的に校外分団会議を開き、協議

の結果、実施を決定する。

③ 父母の会
ア、 5月 2日 午後 8時半

イ、出席者 27名 予定のところ 9名

ウ、PTA地 域班長のあいさつ

子どもたちから、自主的な要求があった

が、親 として、どう協力態勢をもつかの提

案がだされる。

工、協議

0 出席父母が少ないので、承認を得るた

め、欠席父母の個別訪門で協力を求めるっ

“

)開始時間を生徒の希望をとりいれて、

火躍日午後 6:30～ 8:30分 の 2時

間にするっ

191 地域バズの運営は、各地区の評議員が

あたる。

lll バズに必要な経費は、地域の特殊性か

ら、各生徒の家庭負担 として害」り当てる。

0 6月 20日 (火 )か ら実施する。

④ 実施と考祭
ア、第一回は、市の春季体育大会が雨天で延期さ

れた日であ り、明日をひかえて練習があっ

たため、遅亥1者 が多く、開始時間 20分お

くれる。

イ、欠席一名 (3年 )1年、 2年 は全員出席

するっ

ウ、2年生の学 習係が連絡不十分で課題がな

く、自習する。

工、 1年  3年 は意欲的であるが、少 しさわ

滑ヽ しい。

オ、父母に要望

網戸 かとり線香がほしい。

力、一年生か ら始業時間をはやくできないか

という希望がだされ る。

lS」議の結果 大多数がこのままを要求した

ので変更にはならないっ

キ、発会式

0 分団長あいさつ

親子の対話や後習の確認、教え合いの

できる地域バズのよさを説明

0 父母代表のあぃさつ

0 教師の激励

ク、注意事項

0遅 亥」をな くそぅ

“

)バ ンは、家庭で食べてか ら出席する

ようにしてくださいっ

171 学習係は担当教師 とよく連絡して課

題を研究するっ

ケ、第二回か ら全員出席

コ、学習のきまりが不徹底で、だらけた。

サ、2年生は、課題が簡単であったため、

学習の途中からむだ話しが多か ったっ ま

た、席を立つものがいて注意を受けた。

シ、個人学習を 20分予定していたが、も

う少し延長してやった方がよいっ

ス、学習係に、工夫した課題を出すよらに

との要望がだされノる。

セ、父母か ら

切 けじめがない。

0 遅刻しないように注意する。

(5)団地地域

① 地域のようす

市の住宅造成地区として、現在 500戸
入居してぃるっさらに拡大 されつつあるの

で、将来は、この地区の中ノ心的役害」をはた

すことが予想されノるっ 職業 も雑多で、自治

会 もまとまってきつつあるが、他地域に比

較 して連帝感が薄 く協調的でない。

② 経過

5月 18日  校外分団会を召集し 3年生

の提案で、嘉本の参観報告をする。そのよ

さとして、他クラスの仲間とお互いに教え

合ぃの勉強ができる楽 しさを強調するっ

1年生に反対者 5名 あった。その理由と

して、テレビがみられなぃとぃうこと。そ

こで、 3年生 が説得して、火曜 日であれば

可能ということで、 7～ 9時迄実施するこ

とに決定する。

③ 父母の会

生徒たちか ら再三 の催促で、PTA正 副

班長が、学校に来られ協議 したっそして、

生徒の希望をとり入れてやりたいが、団地

は、父母の協力態勢に問題があるので、時

間をかけて諒解をしてもら馬ためすく
。
には

できなひ ということであったっ

6月 11日 の父母の会では出席者 28名

中 11名、班長の経過報告のあとIS」議には

いる。
‐ 9 "



ア、やる、ゃらなぃは父母の態度にある。
イ、出席者 11名 なので決定できなぃっ
ウ、ど為するかは、後で個Ellに 意見を聞い

て、班長 副班長の相談で決定してもら

④ その後のようすっ
父母の半数位が積極的に賛成でありなが

らまとまることができないっT部の父母は、

賛成の父母だけで実施することを申し出て
いるが、今後長続きするものにしたぃとぃ
うことで、時FESを かけて協力態勢ずくりを

することにしたっ

(6)その他の地域

地域バズにまとまらなくて実施してぃなぃ
ところは、ほかに 4地域ある。それは、次の

理由によるものである。

① 実施しよらと努力したが、個人学習を希
望するものがぃてまとまらなかった。

② 校外分団長がゃる気がな くまとめようと

しなぃっ

③ 帰りの道が遠ぃことゃ風紀上心配な地域
であることっ

④ 人数が少なくて、学年によってはパズに

ならなぃ。

⑤ 一部の父母が、必要性を認め動きだして~  
いるが、まとまるところまできてぃなぃ。

三 むすび

1・ 戦後、地域社会自体連帯感が失なわれてぃるっ
そして今また、その必要性がさけばれてぃる。

地域バズを通して父母同志も、生徒たちもよ

リー層の人間関係を深め、地域づくりに貢献す
ることができるのではなぃかという希望をもぅ

ている。地域社会が子どもたちの心のよりどこ

ろとなるものに成長することを期待したぃ。
2.父母は教育に対して関心を持ってぃるが、現
実は学習塾、家庭教師 学校まかせでなんとか

しようとしてぃるだけである。地域バズで、父
母 と生徒がともに考えてぃく教育こそが大切で
あると思、っている。

3.現在の社会生活におぃて問題となってぃる家
庭の個別化 情報化とぃった点からも、健全な
集団活動を育成する必要がさけばれてしヽる。今
の子どもたちが、地域バズをふまえた活動の中
から白主的 o主体的な姿勢で、新しぃ地域づく
りに対処する社会人に成長するであろうことを
信じている。

-10-

4.地域バズを推進してきた学校の基本的な姿勢
は、C地域 (校外分団 )の生徒が 自主的にバズ

をやろうとするまとまりと意欲があること。

②地域の父母に協力態勢があること。③家庭か

ら、わざわざ公民館まできてバズ学習をなぜす
るのか、その意義をはっきりつかむことの三点
ですすめてきた。

また、地域バズの学習態度を、学校の授業に

おける学習ル ~ノしを基本姿勢とし学力 と人間関
係の統合を目ざして、自己実現できる人間を育
成 したいっ

5。 学校では、全分野にバズ学習をとりぃれて学
習集団を形成してきた。

地域バズ学習が、生徒の自主的な要求から組
織さわ′、教師ゃ父母を動かして実現したことは

高く評価されるべきものでぁると確信してぃる。
このよらな生徒の姿勢が学校における指導体告1

と父母の理解による協力によって、地域から地
域へと啓発されてきたことは、私たち教師集団
にとっても、大きなェネルギー源となるし、教
育の方向にも自信を得ることにもなつた。

しかしながら、当面解決しな
`ナ

ればならない

地域バズ実施上の問題点もいくつか指摘されて
いる。生徒の交通安全、教師の勤務時間 父母
の協力態勢 経費の問題 未組織地域の啓蒙、

小学校や社会教育団体との提携等の問題がぁる。
一方、この地区の特長として、各地域 (校外

分団単位 )が、みんな地域公民館をもってぃる
ことである。だから地域バズの会場で困ること
はないのしかもほとんどの地域 自治会が電灯料・
会場の使用料は無料で提供してぃる。

さらに、意識調査にもあったょうに、父母が
地域バズのよさを認め、すすんで協力するよう
になってきてぃる。また、親 自身がバズ学習の

研修を望むよろになってきた。 PTA研修会も
パズ方式で自ら体験し、問題点を正す姿勢をあ

らわしてきたっ

地域バズの目ざすものは、子どもをとりまく

地域全体を望ましい社会集団 として育成し将来

を見通した全人教育でなければならないと考え

る。

私たちは、地域バズを学校 o家 庭 o地域の三

者α)有機的なつなが りの中で発展するものと考

えてしヽる。そしてこの集団活動をすすめる中で

新 しい地域を一歩一歩創りあげる地域集団に高

まっていくで あろうと信じてぃる。

竹馬い｀地域に こそ真の教育と子どもの成長

が期待できるものと確信してひる。



第4回バズ学習研究集会

ユ  は しめ :こ

昭和 41年 、42年度に生徒指導推進校と

して文部省の指定をうけ、畔 級担任の行なう

生徒指導Jをテーマに、小集目指導の育成に

全職員■丸 となってとりくみ、L・ S・ C・ G

教育の研究と実践を進めてきた。それを母体

として、主体的学習態度の育成により意欲的

な学習活動の促進をめざして、昭和 44年度

よリバス学習の研究を進め、 46年度には授

業ノヽスの充実、さらに本年度は、バスの充実

発展をめざして、社会バス、家庭バスの研究

実践にとりくんでいる。

2 研 究 の歩 み

(1)生徒指導推進校としての研究と実践

0それまでの本校の実態

校区は、善通寺市の東半分で、 5小学校の

生徒 900名あまりを収容し、2つ の同和地

区をもっている。

校区の大部分は農村地帯で占められている

が 、欠損家庭 も多く、不適応生徒の多くは自

己統制のできない。逃避的傾向の生徒で、毎

日の学習に真剣にとりくめない状態になって

い た 。

問題生徒の数 もまた多く、 これらの生徒が

が起こす問題行動のため、教師はその事後対

策にのみ狂奔させ られる結果 となっていた。

Oテーマと研究内容

こうした中で「 学級担任 の行なう生徒指鞠

をテーマとし、生徒 自らが 自分の足 て立 ち、

自分の足で歩 くことができるようになること

をめざして、 自主的集団の育成 ととりくんだ。

生徒の自己実現 をはかるため 、小集団指導

をとり入れた、すなわち、生 活グループ ●学

習グループ ●係 リグループがそれ らで、その

頭文字 をとりL・ S・ C・ G教育 としてとり

-1‐ ―

くんできた。

生活 グループは、入学当初や年度初めの学

級意識や連帯感に乏 しい成員を学級 としてま

とまりのあるものにするためにグループを構

成 し、学級生徒の相互の人間関係の調整 と改

善を図 り、気軽に生活できる基盤 として、男

女混成班 とし、成員 の意志を尊重 して班長お

よび係員を決定する。学級は 6グ ループ 編成

とし、1夕‐ プは6～ ア名 となっている。いつ

で も、だれにで も、なんで も言えるふんい気

を作 り、成員間の切嵯琢磨 をさせるように臨

学習グループは、生活 グループよりも小さ

いグループで、よりよい話 し合いができ、自

分の能力に恥 じない、お互いに質問 し、学習

しあえる人間関係の深化 をめざし、学力の伸

長に寄与させるように しれ

係グループは、学級内の各方面の仕事を、

その生徒の興味や関心などによってグループ

で分担させ、そして、各メンバーは自分たち

に与えられた仕事にいつ も関心を持って提案

し、積極的な討議のあとで、グループ全員の

責任 として計画 し、実践 をさせるようにして

いる。

主体的学習の実現 をめざして

香り|1県善通寺市立東中学校、

度
Ｆ
瘍
カ

活
発
な
活
動

欠 点 の 多 い わ た

能力と精いっぱι

生活・学習・像 り



0研究の成果

このような教育実践により達成 した最大の

効果はt生徒が明る慨 律正しくなり、非行が

激減 したことと、生徒 と教師の人間関係が深

まり教育の成果があがってきたことでぁる。

生徒個人理解の研究にょって生徒の真の要

求を究明し、具体的な対策をとったために、

いままでFn3題生徒1と oれた者も、自'分の活動
:

の場が与えられ、明るい顔で登校し、意欲的

に活動 している。

さらに、男女わけへだてなく教え合い、疎

外生徒 もいれて話し合えるようになったので

各種グラブ活動の成果 とあいまって(東中の

生徒であるという誇 りと連帯感を持ち、いま

まで問題にならなからた友人の問題とか、学
級の問題こかが、次 に々とりあげられ、熱心
に討議を重ねるょぅにならてきた。
(2)L・ S・ oOG教育からバズ集団ヘ

昭和 41年～ 43年度にかけてのヽ各学年

に応 じた、■・ S・ C・ G教育の実践によって、

次のよっな成果 と韓 点がだされた。

② 生徒の自主的な活動が生まれ、落ち着
いたふんいざにならた。

0 集目指導の一応の形はととのったが、
対話の不足が問題とされた。

② 生活のリズム化の指導と「つなぎ学酎
の実践。          |

然上のょぅな成果をふまたて、それまで部
分的に実施されていた「 つなぎ学習」を「バ

ズ学習」 としてヽ全校同二歩調で全学級が実
践するようになった8

9 家庭学習人の意識づけ

“

)主体的な学習態度の育成

0気 がねなく楽しい人間関係

以上の 3点をねらいとして研究実践に励ん
できたが、1既成の恥O si・ C・ Gな ―どの集団
と暴なつた特徴をもってしtるのに気づいた。

今までの集団における話し合いにはt リー
ダーがいてその統制のもとに行なわれた。し
かし、自主的な活動を求めている「ノヽズ学配
では、だれがリーダーでぁり、だれがメシバ

Tで ある1と ないう区別はなく、必要に応じて
相互に何|の こだゎりもなく実施できる話し合
いが牛まれ、1各個人ギ溝足感をいだしヽて活動
しているこ   ‐

すなわち「バズ学習Jで表われる特徴は、

0 意欲的な対話

")無
秩序の■め秩序  | ‐ ユ

:

0 楽しい満足感

|で ぁり
,、

この3点は、他の集団にも転用でき
るとし、今までの L・ S・ C・ Gな どの力い・プ

に「
バス学習」の特質をねらい とし、バズ方

式をとり入れて「
バズ集団」 と名づけ、その

指導にあたった。

さらに、職員会でのバズ討議の採用、教科

学習へのノヾズ学習の応用、自習時間でのバス

学習?活用などを計画し研究・ 実践にとりく
んだ。

(3)バ ズ学習の充実をめざして

44年度は、主として復習バズを 45年度

は授業バズの研究 と実践をしてきた。その結

果、生徒相互の人間関係が深まり、学習にお

ける話し合い も活発化し、意欲的にはなった

が、話し合いに深まりがなく、発表 もかぎら

■、軍1問 もなく、形式化しマンネリ化してき
た。

教師自身も壁にぁたり進展が見られなかっ

た。そこで、Frt度 は「
バズ学習の充実」を

学校課題 とし、その壁を打破するするため、

原点にかたり学年団会、教科部会・ 全体会を

通して、バズ学習のめざす方向

・学習指導と生活指導の出体化により人間性
を高ゅる「何を知ったな」「何を感じたか」か

らFどのようにして…」「どぅして…」へ。
,自分たちの学習は、自分たちで。

・ その日に習ったことは、その日に復習6

・ 知 らないことはたずね、教えることで、い

っそう理解を深める。

・助けゎたない生徒をなくする。
・ 集団討議

`集
団思考の方法・ 技術を会得 さ

せる。

・ 瞬 るい人間関係 の樹立。

の再確認をし、さらに、これらバス学習をエ

ネルギニ
堺として、今後、どう発展させ、深

化させていくかの「到達へのスタジュール」
をムのように立てt実践へ意欲的に取りくん
ている6

バズ形態は、1昨年までに=応の形はでき

ていたが、全職員の意志統一に欠け、教師に
より教科によって差異が生していた。それら

下貫性のないことが、生徒の学習方法あ習熟

をさまたげ、さらに意欲を阻害して、いちじ
-2-



対話表街

問題発見
^t7
O* tl- - 2'
bt*rt2.

魏 3頭聞・絵

卜極 こj載議カゴ

衣人″人づくり

ノ日 ノ仕事

生活′ヾス

学習バ・ス・

悧 'ヾス

襲 験暑
咽 の

家族ヒ読書2め

な 臨 Jみ

′目′現切

角局顔と糧

1■るい

せの中

るしく学習効率を停滞 させて、進展 をはばん

できた。

到達 へのスタジュール

F/4度当初に、基本的なルジ学習汚げ 4

「
ペア方式「グ々―プ方式Jの統一をはかり

全職員の意志統一のもとに実践 している。

バズ学習ンステム

ループ方式 (話し合いのパズ )

男女各 2名 異質

以上のように基本形の統一 をはかると同時

に発表のさせ方・ ドリルの確認の仕方など、

訓練的罐累 、基本線は統一 し、全職員の研究

授業を素材 として研究・ 実践にとりくんだ。

その結果 、従来にまして、生徒の活動が盛

んにな り、‐段 とバズが進展 した。

しかし、研究授業後の反省会などで常に問

題 とされたのは、バズに参加 しない生徒がい

る、発表者 も多 くなったもののやは り限 られ

ている。発表内容に深まりがない、そのため

もう―つ授業に もり上が りがないなどであっ

た。

そ こで、「
バズを深めるための手だては一学

習への全員参加を求めて」を研究テーマとし

て、学年研究部会・ 開発委員会・ 現職教育研

究部会 などで熱心に討議を重ねた。

ベア方式 (ドリルのパズ)男女 異質
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発 表



その結果 次のような チェッタ・ タヮー

やカー ドが開発 された。

チェック・ タフー

空かんを利用 して、黄色と青色にぬりわけ、

話し合い中は黄色を上にして、 4人タループ

の中央で世話係の机の上においておき、バズ

が終ると、世話係力溌 表者の机の上に青色に

してお く。 この操作によって教師は、世話係

がだれか、発表者がだれかと確認ができ、色

わけによって、現在、バズ進行中か、バズが

終了してまとめの段階であるかがチェックで

きるようになっている。黄色のところには、

思考を深めるための手がかりになることばを

入れてある。

すなわち、チ ェック・ タワーのはたらきは 1

確認 ― 世話係・発表者

反応 ― バズが進行申か、終ったか、理解はヽ

深化 ―
『 ことば』によリバ女を深める。

以上の 3点 があげられる。

メモカー ド

メモ用紙を常に用意 しておき、自分の意見

やま とめたことを簡単に書 き込む。

個人思考をすすめる上で、能率化の点で効果
が大きいι

資料 カー ド

思考を深めるのに役立てる。

手引きカー ド

各教科で学習をすすめる上での手がかり

チェッタ・ タヮーは各教室に常備されてお

り、メモ カー ドは生徒全員が もって、資料カ

ー ド・手引カー ドを不J用 して、生徒たちは、

意欲的に、活動的に、全員が発表し、学習に

参カロして、深まりのある学習がなされている。

昨年末に発行された「東中新聞Jに生徒た

ちは次のように書いている。

わが東中が「
バズ学習Jを始めて 3年にな

る6このパズ学習の歩みの中に、本年度は新

しい試みがい くつかとり入れられた。
バズをさらに深めたり、合理化 したりして

い くための手だてである。

思考の方法 とバズの進度を示しているチェ

ック・ タヮー

学習内容を深めるための資料カー ド

話し合いや自分の考えをまとめるためのメ

モ カー ド

鑑賞のための手引きカー ド

などがそれである。ここにそれらを使って

の感想をF・5いてみることにする」

「 チェック・ タヮーには授業で行なうバズを

より深めることができるようにと話し合いの

項目が順に並べて書いてある。

始めのうち、私たちは、そのタワーの扱い

方、利用っ仕方がはっきりつかめず、先生に

「 はいチニック・ タヮニ」 などと言われて、

あわてて青にかえすというぁりさまだったが、

今では、みんなタワーの利用価値を知って、

先生の鈴を待ちかまえているくらいでぁる。

正直なところ、初めは、めんどうくさいこ

とをゃり始めたと思ったこともあるが、今ま
でなんとなくバズをやってきたのが、チェッ
ク・ タフーにょり、どんなことについて、ど

のように話畷)い を進めたらよいかがはっきり

して、話しあぃがスムーズにいき、楽しいく

らいである。」「 資料 カー ド、それは 1日 に

言うと社会の産物などを表や文章など、わか

りやすくまとめたカー ドである。

このカー ドは知 らず、知らずの うちに、私

たちに大きな影響を与えている。

まず 1つは、このカー ドをもとにして、ゎ

かったことを話 し合いするとき「私はこうい

うことが わかったゎ」「 この意味がわから

ないんだけれど、どういうことかなあ」など

具体的に疑問点を出し合い、自分の考えを、

みんなに知 って もらうとともに、お互いに理

解 し合 うことができる。
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2つめは、資料を探し出すために長い時間

をかけるより、 1目 見てす ぐわかる資料カー

ドを使えば授業をスムーズに進めることがで

きる。

私たちは、資潜 カー ドの利点を生かし、も

っと積極的に育ヒ率的に、このカー ト
゛
を利用し

ていきたい と思 う。」

「
バズをしている時、ただ次から次へと話し

てい くょリメモ用紙に書1き ながら、 自分でも

う‐度確認することができる。そして深く考

え直せる。

みんなが、お互いにメモを見せ合うことに

より、どこをどうすればよいか、とい うこと

が よくわかる。

発表のときも、何 もみないて思い出しなが

ら発表するよリメ■を見ながら発表した方が

能率 も早 く次のことへとりかかれる。」

5 復 習バ ズ のね らい と位 置 づ け

畔 習のしかたがわからない」「 どのよう

にして学習してよいかわからない」という生

徒が意外に多い ものである。

家庭での生活 も、その日その日の思いつき

で生活 し、宿題をするのがやっとで、予習は

おろか復習さえもしない生徒が多い。それが

毎 日の授業に意欲を欠き、やっとついていく

とい う状態であった。

そこで、家庭学習をしない もののために、

帰 りのギ活 の中で、一日の学習における問題

点 とか、宿題への意識づけのために、学習グ

ループで話し合いをさせ、それを「
つなぎ学

習Jと名づけて実施をしてきた。

き ょう学習したことは、その日のうちに理

解することを目標 として、「復習バズJで、

き ょう学習した教科の柱・内容を明確にし、

疑問点をだしあい、お互いに解決し、また課

題の確認 と、その学習方法について話しあい

家庭学習へのつなぎとしている。

お互いに話し合うことによって、落伍者を

なくし、励ましあって、仲間とともに向上 し

学習の方法を身につけ、学習効果を高めてい

くことをめざしている。

(1)ね らい

復習バズのねらい として、次の 3点があげ

られる。

ア 人間関係を高める。

協同学習により仲間意識を養成し、集団

の成熟をはかり

望ましい社会的な態度や行動の発達をは

かる。

イ 主体学習態度の育成

学習の方法や態度・ 習慣を学ばせ

家庭学習へのつなぎとする。

ウ 学習効果を高める。

9)位置づけ

土曜日を除 く、週 5日 間、清掃後、短学活

の前 20分間を復習にあてている。

le・

………………°00。……
L

授業
~→

:復習バズ |→ l家庭学司

|      |

き ょうの授業でのポイントをおさえ 家庭

学習につないでい く。それが明日の授業に生

かされる。

4 復 習 バ ズ の 経 過 1

昭和 44年度 に、それまでの「 つなぎ学習

を「 バズ学習」 として実施 した。

当初は、各学級によつていろいろな方法を

とった。

・ 学習グループで、班長が各人のむずかしか

った教科をきき、教科 をしぼ って学習する。

・ 同じ教科 の復習するものが集まって、グル

ァプを作り、お互いに疑問点の解決をはか

る。

二学級全体で教科 をきめて学習する。

また、週に何回かは教科を素材 としないで話

題になつた、ニュースとか映画・ 講演なニ

また長学活の議題 とならないで必要 と思われ

ることなどを素材 として、グループで、感想

を話しあった り、解決 した りした6

これらの実践の中で、いろいろな
―
問題点が

だされた。

話 し合いができない。

話し合 う方法がわからない0

リーダー と個 とのや りとりに終始する。

集団の人数が多す ぎる。

問題をみつけることができない。

劣等感をもたせるような話し合いになる。

参加せず、参加 しても意欲がない。

これらの問題点の解決のため、学年団ヘ

現職教育部会で討議 し、意志統一をし、生徒
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どうしの相互訪問などにより、ひとつひとつ

解決していった。

|その結果、教科委員 (各教科男女 2名 )を
選出した6

教科委員の司会で、学級同一教科 で進める。

その日の重要教科を教科委員の話し合いで

とりあげる。

授業時の内容を「柱」「 内容Jに整理すれ
ペアで練習後、テス トを行なう6

1 ことが提案され、全学級同=歩調で進んでき
た。  |  |

5■復 習バズ の充 実
‐

(1)授業の充実

き ょう学習したことはその日のうちに理

1 解する年とをめざして、復習バズでは、き
|よ う学習した授業内容を確認 し、疑問点を

解消し、家庭学習につながなければならな

い 。

授業内容を確実に1独握すれば間題はない
‐ が、それは不可能なことである。各教科担

任の授業が興味深 く、生徒ひとりひとりに

|よ くわからせるものであるこ,と はもちろん

であるが、生徒がきょぅの授業の柱・ 内容
■どまとめられるようなものでなければなら

:  ない6   1:  |
鬱)家庭学習へのつなぎ

■ 今日学習した教科の学習内容の重点をお

さえ疑問点を解決し、家庭で学習するわけ

であるが、 20分 FElの短時間では、きょぅ

学習した全部の教科については、とても話
.:し

あうこ―,と ができない。

‐,そ こでヽ家庭でどんな方法で、 どのよう

■1に してまとめ、学習するのか、すなわち、
きょう|の家庭学習につぃての計画が必要に

:な るo  l    ‐

20分間のうちの最後の5分間をとって

きょうの家庭学習につぃて話し合い、計画

をたてるょう指導 してぃる。全員が生活の

リズムノー トをもぅて、き:ょ うの計画を話
しあいなが ら記入して、1家庭学習、の意識

づけを行なう。

習朝|の学活で、,お互いに確認をしていく
のである3  1   1  1 : :

(3)生活 リズムノニ ト   .  ■ ‐

1日 の生活をど:う するか、その1日 ばった

… 6-

りの生活でなく、毎 日が計画されたもので

あつて こそ充実した生活といえる。すなわ

ち、 リィムのある生活ができなければなら

ない。

1日 の生活の中で学習を計画することが

ほん とうの実行につなが るのではなかろ う

か 。

この ノー トに識 することによって、 リ

ズムのある生活 を作 り、生活の向上をめざ

している。

学校 と家庭 との連絡簿 とし、毎日持参 し

週 1回 は提 出させる。そして、教師 と生徒

との対話の一場面 として活用 している6

(4)復習バズの時間に週 1回は生活バズを行

なっている。

お互 いに話し、1聞き、いつでも、だれ と

で も、1仲よく話 し合 う。話 し合い活動を通

して、お互いの理解ができ、望ましい人間

関1係ギ‐育てられる。班ィート・ リズムノー

ト・ コラムノート・映画・講演・ 演劇・ ニ

■―スなどを素材 として、ぉ互いに意見交

換 、感想発表をし、話し合うことにょって

1 自己の向上 と人間関係の深まりをめざして
い る 。    

‐

6 復 習 パ ズ の実 態

(1)1年の復習バズ

1年がもつ復習バズのねらい としては、

,お互いに相手をみとめ、教えられたり、教

|えたりし、助け合って、ひ。とりのお客さん

| もつ くらない学習面での仲間づ くり、授業
での意欲的な学習態度の育成、そしてふん

い気づ くりと、学習の方法を身につけ、家

庭での自主学習が効率 よくできることでぁ

.る 。        i

経験の少ない 1年生に始めから型を示し

''て の指導は、かえぅ.て意欲をそぐことにな

る。

最初は ドリ々 的内容のものを取りあげて

機械的に、ペァパズ ,グ ノレープバズのヲ1麻

を積みかさね、一方教科でのバズと相まっ

て、技術的な面の指導に力を入れている。

各グル■プ内で、問題をだしあい、そし

て ドリ′́をしてい く:のを主体 として実施し

てい く。この過程で、いろいろの問題点が

あげられるが、ィ各グィレ■プでどう解決して



いるか、また、みんなでどうやればよいか

を、生徒との話しあいで解決 してい くこと

が大切である。

次の段階
‐
として、き ょう学習したことを

き ょうのうちに理解をさせる。きょうの授

業のポイントをおさえ、重要点を理解して

家庭学習につなぎ、家庭での学習の:方法を

身につけさすことをねらって、教科委員の

司会で、同二教科で、次の要領でおこなっ

た。

以上のような流れを主体 とし、学級独自

の方法で実施し、家庭学習の方法を身につ

けさせる。

学級担任の適切な指導 と教科委員の養成

生徒 どうしの相互訪問などによって、なれ

あい、マンネ リ化を防ぎ、実のある復習バ

スを実践 している。

9)2年 の復習バズ

1年生の復習バズの経験をもとに、自主

学習の態度育成を大きなねらいとして、次

のような要領で実施 している。

グループ別・教科別の復習バズである。

教科はグループごとに話し合いで決定し、

き ょう学習した教科の柱・ 内容・重要点の

確認と疑問点の解決は、 1年生 と同じであ

るが、学級全体で行なわないで、短時間で

はあるが、い くつかの教科について話し合

って効率をあげている。そ して、家庭学習

の計画に うつるのであるが、 この点を最 も

重視 して指導を加えている。 この教科では

「どこをtど のように学習すればよいか」

「 き ょうは、 これだけ家 で学習 しょう。」

とい うように話し合いで、き ょうの学習内

容 を申し合わせ、 リズムノー トに記入する。

自分たちで課題 をつ くるわけである。そし

て、それが、明朝の短学活 で、相互に点検

される。

このようにして、自主的学習態度の育成

をねらってい るのである。

しかし、 ともす ると、 うわすべ り、なれ

あい、形式化、 マンネリになりやすい。

グループごとの発表・ 相互訪問・ アイデ

ア交換・ 教師の指導 などにより、励ましあ

いながら実践 している。

棒)3年 の復習バズ

就職・ 進学をひかえての学年であるので

家庭での自主学習 と学力の向上 をめざして

進めている。

躍日によって教科 (国・ 社・ 数・理・

英 )を決定 し、 3年間の学習のまとめのテ

キス トを用いて、教科委員の司会で次のよ

うに実施 している。

き ょうの授 |き の うの家庭 |き ょぅの家

業の内容確 1学習での疑問 1庭学習内容

認と疑問点 1点の解決  |(授 業とテ

の解決   |      |キ ス ト)の

申し合わせ

テキストの復習バズと家庭学習の教科は

内容については、学年団会で系統的に学

習できるように計画 し、各クラスに流して

いる。

学級担任は、 リズムノー トを通して、ま

た、毎日の各グループ内での指導を通して

個人指導を強化 している。

柱

▲▼
内

容

・ 教科委員の話し合いて、教科決定・

指示。

・ グループで話し合い柱・ 内容をまと

め、発表・全員で確認。

疑

問

点

●グループ内で疑問点の解決。

●グループで解決できなければ全体で

角牢瀕篭。

重

要

点

ミ

重要点 を、グループでまとめる。

重要点の発表・ 全員で確認。

グループ ●ペアで重要点 の ドリル。

計

画

・ 課題の確認・課題解決方法の話し合

い 。

・ 家庭学習の計画。

・ リズムノー ト記入。

月 火 水 木 金

復習バズ 英 国 社 数 理

家庭学習 国 社 数 理 英
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7 ま と め                 なんでも、だれ とも話し合って、助け合って、

以上が私たち教師集団と生徒たちが、実践   実践しているこの教師集団、生徒たちが、

した足あとである。               「 ょぃ学校は よい学級から」

自主性の見られなかつた生徒たちが、自主    「 ょい伝統は 2年生 の手で」

的に、積極的に、お互いに手 をとりあって、    「 ょい学校は みんなの力でJ

毎日の活動に真剣にとりくむょうになってき   をもットーに、さらにファイトをもやして、

たO                     いっそうの努力を続けたいと思っている。

しかし、これらの成果の上にたって、今後

の実動をどう求めるか、どう壁を打破するか

いろいろの問題が山積みしている。 しかし、
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第 4回 バ ズ学習全国研究集会

学 力 向 上 と 臨 主 学 習 の 定 着 化 を あ ぎ し て

復 習 バ ズ を 通 し て

一

愛知県春 日井市立坂下中学校

l 本校 のあ らま し

回重止A量線に縦断Aれ二埜      南東

に高蔵寺ニュータウンの鉄筋の偉容が見渡せる。

ブルドーザーの騒音とともにょ室国地が急ピッチ

で造られて棒る。北方に内津峠があり,峠のむこ

うは岐阜県 1/Cな つて構る。そんな星麦重近鰹丘駿

地 醒 巡 簸 轟 国 五 垣 聾 嶼 撃 饉 曇 募 ,ヽ菫 越 独 登 ん 崚 辺 彗 諄 曇 今

主血盆血ムるシこのように国道の騒音をのぞけば

市内でも最止重燃藤雄K恵血れた地裁を校区にも

ってれるのが本校である。

′観 模校である。 しか し,今 まで静かであった,

この地域にも              日ご

とに新 しい家が造 られま失尊o奪よ」ま目に見えて

いる。職量数重二土ム止皇酪壁三名上金量ユてら

金温Dバズ学習に取 り組んで以来,ひき続 き在職

している職員は,わずかに一名のみで全 〈新 しい

メンパーに切 り替え られている状態である。

2 復 習バ ズ の設 定

日ごとに変貌しつつある本校校区の実態である

が,バズ学習に目をむけた当初は,ま さにの生鮮

そ こに育 った塩

。その裏をか

えせば                 に

上蜂≦ム威轟減蝕螺感蕪蛯舞興幅嬢)ま た裳選轟∠

■

0家
庭での学習も全 くむずかし榛状態であった。 こう

した実態をふまえ「なんとか しなければならない

Jと いうことで, よりより話 し合幹を進め,その

方策の一つ としてバズ学習方式に目を向けたので

ある。各教科 においてはパズ学習方式を進 める一

方。第六時限終了后に復習バズの時間を四十分間

設定 した。そ して

ヽ

3 復 習 バズのあゆみ と位置づす

(1)発足時

復習バズの最初の姿は授業后の十分間を利用し

各バズ分団ごとに一 日の学校生活の反省を中心に

話 し合 うとい うことで あった。

バズ長中心に 日常生活の問題は生徒自身の手で

できるだけ理解 させるようにし, この生活バズを



通 して人間関係 を高めるとともに自主性を高める

ことも願 った。

(2)そ の後

40年度 より土曜 日を除 く週 5日 間,第 7時限

目の 4o分間を復習パズにあてるようになった。

生活バズか ら話 し合いの内容がかなり教科学 習

の範囲まで及ぶ ようになり, この時点で現在の復

習バズの形態が整ったわけである。

o―一日の復習の しかたを全クラス統一 して行なう

や り方

o国社数理英の五教科に教科委員をおさ教科委 員

を中心に行なうや り方

o各学年 ごとに大体の型を設け,それに基づいて

進めてい 〈ゃ り方

o各タラスの独 自性にまかせるや り方。

等々棒ろhろ な方策が講 じられ今 日に至 ったわけ

であるが終始全職員の考えの根底 となっていた も

のとして,

上図のように教科学習か ら復習パズヘ3復習パ

ズか ら家庭学習へ,家庭学習か ら翌 日の学習へ と

関連をもたせ,それぞれが順調に回転 してね〈ょ

うにしたいという考え方である。その回転をより
/~4ム ーズにするための一種の潤滑油的存在になる

のが復習バズになるゎけである。また, 40分 の

復習バズの中に必ず生活バズの時間をとり入れ,

お互に一日の反省をするとともに相互の人間関係

を高めるべ 〈役害Jり をもたせることも忘れなかっ

た。

4 復 習バ ズヘ の取 り組 め方

復習バズは授業の発展 として行なわれるもので,

さらに家庭学習へ持ちこまれていくものである。

家庭学習は, あくまでも自主的な学習である。
自主学習としての家庭学習がしっかりできるよう
になれば,明 日への学習態度もでき,授業中の態

(2)

度,理解度,話 し合いの深まりも一層の進歩が期

待され, より高率な学習効果が得 られる。生徒達

が しっかりした轟的をもって自己にあった計画を
たて能動的に学習にたちむかう姿こそ自主的学習
態度である。この態度の育成こそ最 も重要であり,

かつ徹底に困難な問題でもある。それだけに現職

教育等に学級の実状などを持ちよって研究しぁぃ

指導じ育成するように努力している。

現職教育では次の点を留意している。

o教師集団の共通理解をつくるとともに復習
バズヘの意欲的な取 り組み方を考える。

o学校全体としてのミニマムをかさえて,共
通な場をつくる。

○学級の問題点の話し合いゃ情報交換の場 と

する。

これらの留意点を考えて,現職教育を行ない研
修を深め,更に現職教育め場で話 し合ったことを

学校全体の基盤 として, これをふまえた上で, あ
とは学級の特色あるュニークなアィデアのもとに

復習パズの運営が担任によって行なわれるように

なつている。また担任をもたない教師には,たぇ

ず仮想の指導案 を考えて発表 し,教師全体が同一

歩調で進めていけるように考慮 してぃる。小規模

校であるので教師集団の共通理解を深める話 し合
いは比較的よ〈できる。その利点を大いに利用 し
て研究を進めている。

5 各学年の復習バズ ‐――実践と計画
一

◎  1学年の復習バズ

(1)学年目標

生活バズを中心に置き,生活態度の向上をはか
る中で,学習に対 しても自主的に働きかける態度
習慣を身につけさせる。

(2)時間配分 (年間計画 )

年間計画

第 1学期
学校生活になれ,ま とまりぁ

る学級をつ くる。



oバズ分団,学級,学校での約束9 きま

りなどを知 つたり,つ くりあげたりし

ていく過程で,集団の中の個人の存在

を自覚させる。

第 2学期

学校行事等にとりくむ中で,

主体性をつ くり, あわせて望

ま しいクラス意識の高揚をは

かる。

o水泳大会,体育記録会,音楽会,バ ン

ーボール大会などの行事が数多 く催 さ

れる機会 を生か し,それ らに進んで参

/Jnし た り,ま た。 よりよいものにする

ための話 し合いを通 して1主体性を養

い。あわせてクラス意識の高ま りを培

わせる。

第 3学期
自分にあった学習計画を立て

実践する力を培 う。

o第 1・ 2学期でつ くられた態度的なも

のや習慣化されたものを礎にし, 自分

をよくみつめ, 自己理解の認識の上で ,

より確かな学習計画の立案 と実践する

力を高め, あわせて,パ ズ間の相互作

用を活発化させる。

時間配分 (30分 )

10分 一一生活学習日記 (個人の反省 )

↓
10分 一 クラス反省 (全体の反省 )

1'分 一 復習と家庭学習の計画9確認

ここに掲げた時間のEIE分 と項目は,―クラス

のfljで ある。

バズ学習を進めるにあたっては,各クラス年間

計画 (学年の計画 )をふまえてすることになっ

ており,内容については,学級の独自性にまか

せられている。

(0 復習バズの内容

a 生活・学習日記について

毎日の学校生活で特に印象に残ったこと

を感想的に書いたり,学習についての記録

を書 くことにより,各人,一日の学校生活

を反省 じ,明 日への自分にプラスになるよ

う,そのあり方を考える。

(日 言己夕1)

o いつものことだが,私は朝そ うじにとり

かかるのがおそい。だか らいつ も清掃委員

から注意される。そのためバズの平均点が

少 し下がるので,みんなにとてもすまない

と思 う。いつもおくれて 〈るわけは,朝ク

ラブ練習をするか らだ。私は 1年生なの

で最後に着がえをしなければならない。

そのために着がえが終わるのはチャイムが

鳴 り終わってか らになって しま う。

家庭での勉強

英 先生にもらったプ リントをする。

数 負の数,正の数の加減乗除法をする。

社 気候についてまとめる。

縄文s弥生文化をまとめる。

o 大変悪い日であった。理科の顕微鏡をの

ぞ く時,特製の双子葉植物のプンパラー ト

をわってしまったことは誠に悲しいことで,

これか らも顕微鏡を吾が班だけ見れない

ということになると班員に大変迷惑な状態

になる。 日比野先生にも小声でわびたが ,

聞 こえたか聞えなかったかわか らなかった

ので,清掃の時あらためてわびようとした

がみえなかった。担任の長谷川先生にも言

わなかったのであらためてここに記す。

b クラス反省について

生徒の話 し合いによって決め られたバズ評

価項 目によつて,パ ズ分団の評価をし,最優

秀バズ分団をきめることに より,ク ラス全体

の質的向上をはかるようにしている。



バズ評価 カー ド

忘れ物

麟 中  トーートー斗一――トーー日

生活バズを確立 している。学習において も,授業

過程にバズが取 り入れ られ,全員が学習に参加 じ

成績のふるわぬ生徒 もっバズメンパーの力で引き

上げるように している。 このように,バズ学習の

ねらうものは3生活バズの基盤の上に成 り立つわ

けで,バ ズ学習の効果をさ らに深めるために復習
バズがある。 この復習バズの時間を明確 に設定す

ることによって,学校生活 の唆とめと家庭での学

習のつなが りができる。さらに,その 日に学習じ

た内容の要約9確認をすると共に,自 主的に学習

をする態度を養なうためにある。

(2)実施内容

復習パズの実施方法は, 1学期に体市tづ 〈りか

ら初まる。新 しいクラス編成をした当初,互いに

生徒問どうしを知るために,生活バズで,話 し合
いを多 く取 るように し, 2学期は,教科の復習を

中心に行ない, 3学期 には,学力をつける復習パ

ズを計画 している。一 日のうちの復習バズの時間

は 30分で,最初の 10分～ 15分を 1日 の反省
の時間にあてる。バズ長 を中心 として 1日 の学校

生活をふ り返って良か った点9悪かった点を順に

違 って話 し合 う。そ して,話 し合った事をバズ分

団の中で交代にバズノー トに記録 し, どのように

反省点を解決 していったらよいか話 し合 う。バズ

で解決できない場合,タ ラスの問題 として話 し合
い,互いにバズの意 見を出 し合 う。重要の内容の

場合は時間を多 く取る時もある。バズノー トは,

復習バズ終了後,担任に提出する。担任は,その

記録にもとづいて意見を述べる。だか ら,パズ内
の人間関係や,考え方が理解でき,指導の資料に

もなり得る。

バズノー ト記入夕」

1日 の反省が終ると,今 日学習したどの教科 を

優習するかを3各バズ分団ごとて話 し合いで決め

曜 日

勤
ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｔ
ｌ
上

０

１

２

３

４

５

清 掃

規液 タ
まとまり

全体の反省

各バズ分団の評価にあたっては,評価があま

くならないように常に配慮 してぃる。

C 復習と家庭学習の計画 と確認

1日 の学習で不明な点 1/Cつ いて話 しあい8

互に理解 しあうようにしている。

家庭学習の計画のめゃすをつけるようにする。

(4)家庭学習のとらえ方

「 その日に学習したことは,その日のうちに

解決する」 とぃうことを念頭において,復習
バズでたてためゃすに したが って,今 日の学

習内容をさらに拡大 し,深化させる。

(5)問 題点 とその方向づけ

家庭学習の評価の場 をどこに見いだすかと

いうことと,評価基準をどのようにするかに

ついては今後の研究に待つほかはない と思 う。

◎ 2年生の復習バズ

(1)ね らい

1年生で生活バズをつ〈り3復習バズを経験 じ

た.2年生になって,教師と生徒の約束の上に立

ってバズが分団をつくり上げ,学校生活の一 日を,

この分団を基盤に行動している。清掃当番0給食

等,互 いに協力し合いぅ人間関係を深めなが ら1

(4)

今週のパズの目標

理解できないところを積極的に聞こう。

○月○日

。そうじが協力してできたので早く終った。
・理科の時間,話 し合いがまと政らない。答

えがまちがったが,活発だった。もう一度

家で調べることにした。  等

月



る。バズメンパーは,同一歩調で学習するように

している。一 日で多 くの教科が有る場合,重点的

に時間をかけて復習する教科を決める。教科の内

容で9家庭で一人でできる場合は,家庭へ回わし

思考を要するもの1ポ イ/卜 の確認等・ 互いに話

し合 って理解できるものを扱 う。話 し合いの仕方

であるが次のようにしている。今 日学習した事で,

どんな事を理解すればよいか,その為には, どん

な内容をかさえるかりそれを全員で確かめ,理解

で きない人を助ける。話 し合 った時のポイントや 9

自由に問題を出し合った時に書 く,自 由ノー トも

用意 しているクラスも有る。

バズメンバーの活動の中で中心的になるパズ長

の活動は,パズ長がすべて万能ではないから,ま

とめ役 として位置ずけし,学習する教科で得意の

生徒が リー ドをしていくように指導 してれる。次

に,の こりの 5分 を明日の準備及びD家庭学習の

内容や,その他の連絡事項にあてる。教科の中で

問題をすべて解決 したのではないので3残 もた問

題や,教科の予習課題をどのように事前に準備 し

て行こうか,計画を立てさせる。

(3)家庭学習のとらえ方

学校での授業は画一的なところがあるが3学習

は個人に始まってlEl人 に終わる。そ こで, 自分の

特性を生か し,自 分に合った独 自性のある学習を

すべきである。復習バズで3家庭での計画を立案

させ,実行させる指導は,次の様である。

家庭学習の内容は,復習バズでできなかった事

や=必要だと思 った事を,再度確かめる。次に,

問題集や,テ キス トを使用 して9応用を深め,実

力をつける。三つめに,明 日に必要な学習の予習

をする。教科によって,準備の仕方はまちまちで

あるが,理解で きるところと,で きないところを

分けるだけでも,予 習はなり立つ。けれど,授業

での終 りに,次時の予告 に教師か ら与えられた予

習課題に意欲的に取 り組む と,次の授業が非常に

理解 しやすい。以上,生徒 の自主性を重ん じてっ

計画をされるわけだが,担任の確認 も必要である

のでDク ラスによっては,ノ ー トによって検閲 し

ている。けれど大切な事は, 自分の実力をつける

ために,強い意志をもって努力をするということ

と復習バズで,互いに話 し合 った事を実行するこ

とに意味がある。パズメンパーの話 し合 いに深ま

りができるのは,やはり,個人,個人が真剣に家

庭での学習をしなければならない。家庭で学習し

て来た事を次の日の朝の短学活の時間に,生徒相

互で確認をして,問題点や, どんな内容をして来

たかの話 し合いをしている。

(4)問 題点とその方向

どんな方法でも、クラスで統一 して行なうと,

かならず,生徒の能力差が生まれる。そこで,互
いの厳 しさが欠けて くる。少しでも楽にやりたい

と思 う生徒は,パズの中でも9 クラス全体にも影

響を与える。

次にクラスごとで復習バズの内容が異っている

ので,学習委員が,生徒会の時間に,各 クラスの

現状を知らせ合h発 表 し合って,互膝1/C参考 1/C

宏る点をクラスにもち帰る。 こうした生徒の自主
llEAEを 大切に取り上げて,復習バズの本質を,生徒

自身の手でつかんでい〈ようにしたい。

◎ 3年生の復習バズ

(1)3年生の復習バズのねらい

生徒自らが進んで自主的に学習するということ

は最も望ましいことであるが,容易には到達でき

ない。

3年生の復習バズは, 1・ 2年生と趣を異にし,

過去 2年間に悟ってきた人間関係の成熟を基盤に

して3自主的学習態度育成へのアプローチとして,

次の 2つの柱をたてて行なっている。

①  l日 の生活の反省をする生活バズ

生活態度を中心に生徒が相互に話し合 うこと

によって,自 己理解を深めるとともにバズ分

団や学級への連帯感を高める。

② 自分にあった家庭学習の計画をたてる

前 日の家庭学習の計画とその実践報告に対す

る情報交換を行 うことによって, よりよい家

庭学習の計画をたてさせ,意欲化,能率化に

持続性をもたせるようにする。

(2)復習バズの時間配分

以上述べた ように, 3年生の復習バズは,生活

バズと家庭学習の計画をたてることの二つか らな

っており,生活バズには じめの 10～ 15分,残
りの 15～ 20分 を家庭学習の計画をたてる時間



に配分 している。なれ 後者については,進路指

導をふまえて概ね次のような年間計画をたててい

る。

・ 1学期¨¨その日の学習の復習を中心に計画
。1学期末～夏休み～ 2学期前半まで・・・・「基

学J(1年 か ら3年までの総まと

めの問題集 )の 1・ 2年の内容を

中心に復習

・ 2学期後半か ら ・̈。「基学」 (生徒に与える

参考書 )に よる弱点補強の学習を

しつつ 3年生の学習を進めて実力

構 成する。

・ 3学期間・・・・プ リントなどを通 して総仕上げ

をす る。

但 し, 3年生の学習内容 の復習はすべての項 目

に含まれている。

(3)復習バズの内容及び実施方法

ア 生活バズ ー 【バズノー ト)

バズ分轟毎に 1日 の順をかって反省意 見を出

し合いまさらにそれを明日などう生かすかにつ

搾て話 し合 う。記録係 (輪番制 )は個人の意見

ではなく,バズ分国の総体的最意見をまとめて

バズノー トに記録 じヵ担任教師に提畠する。

6月 23日 (金 )記 録者 M・ I

国語 ¨"坂下中学校につ仏て調べることにな

っていたので,パズ分団ごとに取材にいっ

た。私たち 3班はてぎわよく校長室へ行っ

て年表をみて, どのようになってきたかを

調べたり,他の先生に聞いて資料集 めをし

た。 自分たちの学校 1/Cつ いて知 っているつ

もりだ ったのに,知 らない ことが多いのに

気づいた 一 とぃ ぅのがみんなの感想。

この次の時間は「わが坂下中学校につい

てJの紹介文を書いて出さなければならな

い 。

英語 "・。今 日はきのうとちが って,みんな単

語,熟語のテス トの勉強をよくしてきた。

けれ ど,いい点が とれなかった。 3班平均

6.2。 で もきの うの平均 6.0よ リチ ョッピ

リよかった。

原因 ・̈・ 3人が動言可の変化の勉強をウッ

カリしていたため。       |

L6(3):めず らしくガ漱 君がぃっもょり予

習をしっかりゃってきたので,活発な話 し

合いができ, よくまとまった。家庭学習の

計画が よかったのだ。

次はL7だ。プラクティスのP 38の要

5(2)～ (3)点をみること。 ― トテス トL
Fightノ

音楽 ・̈・笛の二重奏3 とてもきれいにできた

ハ あとが悪h一 先生が ピアノをひいて

その音符をノー トにか 〈ことをゃったがな

かなかできなか った。 これをどうするかつ

数学 ¨ 二̈次関数,練習問題をみんなとても

いつしようけんめい解ぃた。

答 ゆミ書いてあるので,答がおか し吐 きは

教えあって解決できた。

掃除 “・・歩道橋・ 階段をは くだけだか らあま

り掃除の必要はないみたぃ。雨が降ると水

がたまるので,今 日は水をいちばん下まで

落 した。

全体的 にみんな、ょ〈協力 し,収穫が多 く

"空
でも晴々 した。

パズノー トからのある 1日 の記録である。形式

は画一化 しないで自由である。

担任教師は, このようなパズノートからその日

の生活のいろいろなできごと,生活の動向3問題

等を知ることができる。この記録が単なる結 果の

報告にとどまることなく, 自らが行動 した結」長の

反省から,行動しようとする計画に発展すべ く,

「原因は?,理由は?,それをどうしたらよいか

?,ポ イントは何か?,それでよいのか?J等々
の指導

`助
言を朱書きして翌朝返してやっている。

イ 家庭学習の計画 ― (家庭学習計画カー ド)

生活バズ終了後9家庭学 習計画カー ドを もと

に,前 日の計画と実践報告が様々な角度か ら話

し合われる。できた ところ (成功感 )3で きな

かつた ところ (反省点 )。 その理由¨¨等々。



家 庭 学 習 計 画 カ ド

6月 23日   金曜 日

今 日 の 学 習 予 定

数学のテス トの下調べ

2 今 日の復習 ( 社・ 国 理 )

問題集  数

4

時 間 酉己 分

反 省
一一一一ロ 画

〇 午後 8:00～  9:00 数学のテストの下調べ

〇 9:10～ 10100 今 日の復習 社・国 。理

〇 10:10～ 11:00 数学の問題 P32
○ 11110～ 11:30 宿 題 (英語 )

X 11:30～ 12:00 読  書

(今 日の課題 )

英語P40を よ〈よんでくる

(そ の他 )

帰宅後,水泳着を坂下までかいにい く

家庭科の準備 を忘れない

反  省

で
き
た
ら
そ
の
場
で
記
録

(夕」)

こうした中に,遂次生徒個々に応 じた より効果

白擁 学習方法,時間配ふ ポイントのおき方 (要

領 )等が 見い出され,実践意欲をそそる新たな計

画が うみ出されてい くわけである。

(4)復習バズの評価 と問題点

生活バズはさておいて,学習以前の家庭学習の

計画 (実践 )の話 し合いは,家庭での個人学習を

前提とした鍵であり,極めて重要である。

3年生は学習しつつ 1年か らの既習事項をまと

めていかなくてはならないので,周到な計画と実

践力をf国人学習 (家庭学習 )に委ね られることに

なるわけで ある。

実施数 ケ月を経て得た主な評価 と問題点を以下

カー ドは表紙を
つけて冊子 とし
て各自が もつ

計画はその日の
復習バズで立て
る

次の復習バズで

記入 し次の計画
への足がか りと
する

に記 しておきたい。

<評 価>
・宿題,用具等の忘れ物が激減 したo

・各教科,掃除3その他担任教師の目の届か女

い時,所での生徒f固 々の活動,パズ活動など

カミ記録 としてよくつかめる。

・男女に関係なく相互理解ゃ協力が自然の形で

よくできるようになった。

・ 1学期を経たが・ マンネ リ化の兆候 もな く以

前 より自主性がでてきた。

・生徒個々の家庭での学習の進度9量がグラフ

により明確に把握できるようになった。※
。家庭へ帰ると時間害Jの なかった生徒 も,最低



1時間の学習が定着 しつつあること。

〔注〕※毎週金曜 日に過去 1週間分の家庭

学習計画カー ドを,「基学」は随時,そ
れぞれ担任教師に提出さ也 進度を各教

科毎に色分け してね りつぶ してぃる。

<問題点>
・能力差による進度,学習内容の質に差がぁる。
。自主的学習態度をつける要因は他に何がある

だろ うか。

0ま と め

それぞれの学年の実践を中心にのべてきたが,

榛かにも, こういった研究の積み重ねの困難さを

認めざるを得ない。

生徒をとりまく環境は日に日に変動し年ごとに

生徒は巣立ち新し偽生徒に入れかわっていく。職

夏の構成メンパーも年々きわかえられていく。こ

ういつた現状をふまえ,いかにして全生徒 と全職

員が一つの目標にむかって進み,それをどう積み

重ねていくかということ。ここ二・三年新 しね年

度を迎えるたびに,そ ういった体勢を整えるのに

時間のかかりすぎるのを痛感 している。

深淵と急流をおりなす一つの流れをもった体勢
こそが,それを現実に結びつけてくれるにちがぃ

ないと思う。

各種の問題点をかかえ9茫然としていることは

許されない。既得の知識のみにとらわれず, とに

もか くにも前向きの姿勢で実践 し続けることこそ

がわれわれのつとめであると心に銘じている次第
｀

である。



―バ ズ 学 習 の 実 践一

学校課題 剛綺事をは識し積極的に

甕餞や解決意ことつく毅蓋縫」一奄轟鐘して

北海道量見沢市上幌向中学校

:よ じ 鰺 に

昌 治

純農村地域から都市近郊の住宅地として変容しつつ

ある私共の校下はその内味は、まだ農`村地域としての

風習が根づよい。

こどもたちもその風習を受けてか、問題意識に乏し

くまた協同して解決しようとする意欲も少い、このよ

うなこどもをどのように指導したらよいのか従前も幾

度か討議し、試みられたが、決定的な方法は考えられ

なかった。只試みとして、 2～ 3の職員が小集団学習

を始めていたが肝心の生徒が思うようにのってこない

という′脳みが出された、然し全体の話し合いではその

ような方法がこどもたちに自ら学ぶ学習態度、自主的

な生徒会学級会に発展させられるのではなぃかという

結論になった。たまたま、昭和45年 12月 に市教委より

「学級づくりJについての指導研究の指定を受けたの

を機会に学習にも生活態度にも主体的に然も協同して

生活するこどもにするためにバズ学習をとり入れるこ

とになった。45年の3学期はバズ学習についての研修

が始まり幾度か討論の結果46年 度より復習バズを核に

したバズ学習の実際指導を行いお互いに授業を見たり

本を読んで研究したりの連続であった。

46年度にこの発表を行ったが、参観者の殆んどはパ

ズ学習の実際を知らない方が多く、「変った研究だ」

「面白い研究だJ「こどもの活動からみて変ってきて

いるのではないかJと の批半]はいただいたが、私たち

の期待していたような指導を得ることはできなかった

47年 2月 に北海道旭り|1市東小学校での上川管内バズ

学習研究会に出席して種々教えられることが多かった

今回はからずも全国大会に出席して当校の実際を報

告しご指導をいただける機会を得たことを喜ぶと共に

今後の発展のために詳細にわたってご指導とご批判を

いただければ幸甚である6

本 校 の 概 況

I 本校の位置

本道の中央部岩見沢市 (空知支庁)にあり岩見

沢駅より電車で5分バスで 10分、札幌寄りの場

所にある。

岩見沢市は石狩平野の東部に当たり人口73。 000

札幌と旭川の中央に位置し、交通の要地として発

達し、現在大学 3高校 6を有する文教都市として

極めて重要な役割 りを担っている。

また近くには、三笠、美唄、夕張の各炭題を控

えている上幌向は岩見沢市の衛星在な存的にあ

り、穀倉地帯であると共にベツトダウンとしての

発展が期待される。

女́
算
野
久

Tl下



2通学区域について

(1)交通の激しい国道・踏切 りを通らなければなら

ない生徒は5割強で交通安全については特に指

導を要する。

0)導学距離の平均は 約 3,2キ ロで2キ ロ～5キ

ロの生徒は約 4割であるo

3職業について

(1)農家戸数 6害1弱 、給料生活者 (公務員、国鉄職

員、会社員等)は 3害1強である。

鬱)開校当時は純農村地域であったが、近年宅地造

成が進み郊外住宅区域化と共に給料生活者が年
々増加してぃる。

(3)閉鎖的な考えが残り刺激の少ない文化性に乏し
い地域だが生活程度は中位の家庭が多い

保護者の主な職業

農 業 63戸 国鉄職員 9戸 公務員 10戸

会社員 17戸 業 3戸 その他 13戸

計 115戸

父母の教育に対する関心について

昭和22年豊中学の分教場として発足してから
今日の独立校舎落成に至るまで、校地の整地、植
樹、施設拡充の奉仕作業等父母の熱意と努力は絶

本なものがあり、年 1回定例の父母による奉仕作
業は毎年継続され、学校の施設の充実に大いに貢
献している。したがって教育に関″きも高く、学校
に対して非常に協力的である。

学級編成及職員数

4

研 究 実 践

I 研究の歩み

第 1年次 昭和 45年度

第2年次 昭和46年度

第 3年次 昭和 47年度

①岩見沢市学級経営指導

研究の指定を受ける

②本校の生徒の実態を分

析調査する

(3理論研究を進める

①実質的に研究に取りく

む

②バズ学習方式を採用、

基本的な内容を理解し

指導体制を確立するた

めに復習バズをとり入

れた。

③新指導要領の移行期で

もあり、教科課程の検

討もふくめて研究

C中間発表の形で研究会

を開催 (46,10。 22)

⑤学校価評を実施

生徒の変容をたしかめ

る手立ても含め、本校

の学校経営体制にメス

を入れ、その改善を図

る意味で実施

⑥ 3年次への研究の手立

てを検討

①継続研究としてバズタ

イムの内容を更に深め

その効率をあげること

②バズを教科指導にとり

入れ自ら学ぶ姿勢と教

科指導の内容の高まり

をはかる

(基礎教科 5教科を基本的

におさえる)

③研究の成果を校内発表

の形で指導主事訪間に

合わせて実施する

(47。 11月 2日 )

④評価方法を研究する

-2-

一］
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―

|―
―

公務補

計 33 1ヨ 蔦
合  計 127 合 計
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学校課題の設定 とその解決

人間愛の豊 かな生徒

自主的な生活態度を築いていく生徒

社会連帯の自党 と社会正義を身につけた生徒

勤労 と責任を尊び奉仕 につとめる生徒

真実を求め積極的に学力向上 に努力する生徒

心身共に健康で礼儀節度の身についた生徒

地 域 の 実 態

。通学区域は広 く平均 3 klll

。純農村地域が郊外住宅区域化

し給料生活者が増加

e閉鎖的な考えが残 り刺激の少

ない文化性の乏 しい地域

・ 教育に関心高 く極めて協力的

。学習面 においてみず か ら課題 を

見つ け解決 しよ うとす る意欲 が足 り

りない。

=進んで討議 に参加 したり自分の意見

を進んで発表 したりすることが不十分

も利己主義の面がみられ協調性に

乏 しいところがある。

・ 与えられたことは責任をもって果

すが自主的に行動する面に欠ける

物事を意識 し積極的に実践や解決

にとりくむ生徒

・ バズ学習による学習   ・ 連帯感をもった

態度 と学力の育成     積極的な自主的

活動の推進

・ 勉 強や仕事 に熱心でねば り

強 い生徒

o自 分の義務 を確実 に果た して

い く生徒

・ 善悪 を区別 し強 い意志 をもう生徒

e自 分の意見 を物 お じしないで

言 える生徒

教 師 の ね が い

。全職員が学級づ くりの喜び,学習指

導の喜びをやりがいのある共通の喜び

として努力する。

・ 授業形態の変革と学級づ くりを基盤

としたきめこまかな指導によって生

徒の変容を期する。

学年学級経営

中学校生活を理

解 し中学生徒 と

基礎学 力の向上

につ とめる

。個性 の発 見と

伸長 につ とめ る

と共 に道徳 的心

情 と判断 力を

養 う

・ 正 しい人生観

と国民的 自党 を

に 重 革 [:悔

健康安全指導

己の健康保持 に

力す ると共 に

達や友人の安全 |

っいても積極的 |ヨ

注意しあう態度 を
|

養 う
。体力づ くりとサ

ーキツ トコーナ

ーの活用

・ 業間運動の計画

1実施

・ 交通,学校安全

1曇[已1ォ評の

学校行事

学校行事の精選

につとめる

。生徒の自主的

自発性を生かす

よう指導する

。行事のあり方に

ついて倉」意工夫

する

・ 生徒の参加する

場や役割 を明

1確 にする

己の行動に誇 り

と責任 をもたせる

。全体計画,年間

計画の推進 と改

善につ とめる

・ 指導法の研究

を深める

・ 資料の整備 と

活用を|ま かる

・ 評価の研究に

つとめる

生徒指導

自主活動を通 して

友情を育て励まし

合 う学級会;生徒

会 に育てる

・ 学校のきまり,

しつけ礼義 ,

間的節度 につ い

て徹底 す る

0生徒理解 と教育

本目談 による(国 人

指導 の徹底

・ リー ダーの養成

・ 常任委員会の指

導

・ 特殊生徒 の指導

・ 進路指導の計画

的 実践

・ 学校行事への参

加態度 の指導

自主的 に学習 に

取 りくむ態度 を

育 成す る。

・ 学習 の きま りの

徹底

・ 学習方法 を徹底

・ パズ学習

・ 予習的課題学

習 の援助

0家庭学習の定着

・ ノー ト使用の指

導

・イ固別能力別指を

の推進

0指導法学習形

の研究

0視聴覚教材教

具 の充実活用

・ 読書指導の徹底

鋼 員の理解 と協

力のもとに連帯責

任をもった意欲白t

な学校運営に当た

る

。学校課題解決の

ための計 LIl樹 立

・ 学校評価 による

運営の改善につ

とめる

。運営の能率化と

事務の簡素化を

はかる

。施設 。設備の充

実 と活用をはか

る

・環境の整備業化

につとめる

望ましい人間関係のもとに校内研修体制の改善充実にう とめると共に学校課題

解決のための時間を工夫 し絶 えず研修 を深める

学 校 環 境 の 整 備

-3-

学 校 教 育 目 標

生 徒 の 実 態

父 母 の ね が い

道徳指導



② 研究組織

,校 長

企画運営……研修委員会 総体的な計画と推進につい

ては研修委員会があたる

教務部長が リーダーとなる

実践指導……生徒指導部 学級づくりを基盤として推

進するので指導部があたる

研  究  教 務  部 学習の研究

諸資料の収集とまとめ

各種研修会への参加計画

ン上本校の生徒の実態から考えて、課題を解決する

手立てとしてバズ学習方式をとり入れ、学校生活の全

般を通して指導の力′点とした。

4 -年を経緯しての考察

2年次の研究とは云え、この課題に取りくんでから

まだ日が浅いので顕著な変容は勿論みることはできな

い。また変容をたしかめるための科学的な評価資料も

手がけていないので客観的な分析はできないし、変容

を期待すること自体が早計かもしれない。

現段階でのたしかめは極めて主観的で然も抽象的で

あり危険性があるが、我々の話し合いの中から生徒の

日常生活の観察を通して考えられる点は

① 話し合うという基本的な姿勢ができそきた。

② 小集団を単位とする仲間の結びつきがみられ、

学級集団としての運帯的な動きが芽生えてきた

③ 問題意識をもつようになってきた…ということ

である

バズタイムを設定し開始した当初は生徒の二部には

「 こんなことをして何か利益になるのか」「むしろ自

分で勉強した方がよいJ「おもしろくない」∴。などと

いった雰囲気があり、リーダー的存在の中にかなりこ

の風潮があったことは否めない、学習ということを前

lEに打ち出していく時、そこに集団や仲間としての意

識が働らかない場合は学力的に上位の生徒ほど自分の

からに閉じこもりここに教師の指導性なり援助のあり

方が大切になるわけだが我々は何度もそのような障害

にぶっかりながら只今実疱中なのである。

徐々に極めて遅々とはしているが、背を向けていた

生徒たちが次等に前向きな取りくみの姿勢をもってき

たことが感じられる。また、小集団を組織し、パズ学習

(バ ズタイム)と の組合わせから少しずつ話し合いの

姿勢や積極性がみられてきたし仲間意識が芽生えてき

ていると思われる。只、ここで大事なことは学習にお

いてもその小集団だけがやればよいというのではなく

学級全体が学習するのだという問題意識が共通の課題

としてなければならない。

つまり集団的な主体はどこまでも学級全集団であS
小集団が主体ではないということであろう。

したがって小集団の内部に向って結集されていくと

いう閉ざされた活動を基本とはせずにつねに学級全体

へ向って問題を投げかけ活動を押し広けていくような

開かれた集団でなければならないと思われる、次に今

まで与えられた仕事だけに留まっていた活動が少しず

つ積極的な盛り上がりをみせてきているし、また新し

いものを手がけることに無気力であった姿勢が次第に

主体的な動きをみせてきているように思われる。

Ⅲ 本校のバズ学習の実際

1 バズ学習の受けとめ方とバズをとり入れた理由

バズ学習に関する様々な文献を参考にしながら本校

としての態度を決定した。

「バズ学習は一斉学習の仲間であるつまリー斉学習

の能率や効果を高めるための一方式てあるといえる」

…この定義から本校としても基本的に一斉学習の‐形

態として提えている。

バズ学習だけが特別なことを狙っているものでもな

いし、またあまり力みすぎては反って負担になり効を

急いで失敗に終ることも考えられるので見通しをたて

ながらも地道に進めることにした。

教育の可能性は学級や学校という集団の中でこそ見

出されるという考えに立ってみるとき俗に一斉学習と

いう慢然とした体制や形態の申では大切な要素が見落

されている。いわゆる学力と人間要係はそれぞれ帰t々

3 研究体制①  t

二 i4こ

生徒教師の血の通った結びうき
|



百培われるという考え方である、したがらて学力を高

める■とと仲よく
'協

力しあう:こ とは必らず しも同一の

学習活動の中では同時に求められなかった1き らいが

ある。  | :     「  |

|その点iバ ズ学習は 学ヽ習は学級集団で行なわれ

るという事実を踏まえる申でヽ認知目標と態度目標を

:同時に達成しようとする考え方でみるところに本校と

しても着目したわけである
´
6いわゆるバズ学習では生

徒同志そして教師と生徒との人間関係を極めて大切に

していると|い うことでありヽ そこから様々なあつれき

やまさうや対立を経な力
=ら

も人間性を高め同時に自ら

学ぶ倉1造性ゆたかな生徒を育成するねらいがあるとこ

ろに本校の生徒の実態から考えて、この方法をとり入

れることが最良の方法であると判断したわけである。

2 バズ学習の設定

146.年度は教員の異動によって理論研究も振り出し

に戻った形になり、教師の共通理解が早急に得られな

い面もあリバズとは何かというところから出発しなけ

ればならなかった。     .    1
理論的には理解できてもそれを実際にどう切り込ん

でいくことがよいのか、いろいろな疑問や迷いが交錯

したものであるo   ヽ

とに角、1や ってみようということで7月 より始めた

つが放課後の復習不ズであった、復習を中フトに進める

形態ではあるが、本校の生徒の実態も踏まえて先づ話

し合わせ:る 基本な身にっけ,さ する|と ,あ り、,どんな

こ4で も班を単位として話し合える仲間づくりからと

いうことでそ―の名もパズタイムとした。時間的には25

分間を設定し、・]日 の生活反省をも含めてとり扱うと

いうことであった。r

25分間という短時間の中で多くを求めることは無理

であり期待することはできないが少くとも学級の仲間

づくりの基本的な姿勢や態度は培えるものと考えたわ

けである。

3 バズの内容|   ‐       :

◎ バズダィムの視点として

① :4～ 6人の班をつくり班単位で話し合う

―明るい人間関係の養成一

:②  il日 の生活を反省する

.1      'T自 己反省と共同評価一

自分たちの問題を自分たちで考え解決する

|   二自主的建設的態度の育成一

協同学習の基礎をi養 なう    :
1‐ .■ 、 ‐学習意欲と能力の向上一

男女の正しい協力と理解を深める ::
「・ ∵男女の理解と社会性の向上∵

◎ 具体的には             ‐

① 復習バズを中′さに行なう   :
:② 男女混合の班とする

(異質の班構成であり班の間は等質である)

③ り早ダーを各班におく

④ 班毎に話し合う題材は自由である

⑤ 学習を原則とするが生活上の問題でもよいし時

によっては、学級会活動に切りかえてもよい

③ 話し合った概要はイミズノ∵卜に記録し、家庭学

習の指針にしたり、質問事項のまとめにする。
|

◎ 教師の指導態度として   1   :
① 教科の内容に触れぬことを原則とする: ■: |

② 担当教科の質問であれば勿論応ずるが、その場

合でも単なる個人の質問には応じないようにす

る                  1
③ 直接の指導は内容に殆んどふれなぃで

イ 話し合いがどのように進められているか

マ リーダTの り:T:ド ヤキギ,:な I‐
,■ 三

ハ メンバーの参加態度はどうか ::
二 他の分団との連携はどうか∵。をみる

.…黙与のような考え方でバズタイ今‐な印始したす然

し、様 な々問題にぶっかった?響 朱`団の形成に
:lィても

|り
守ダーとして適格な資質をもっているもが少なく形

式的なものにならざるをたなかっきらいがある…

そうであるだけにバズの必要性が生まれたのだが,。
1

話し合いの訓練ができていない生徒に|と って当初は

戸惑いを教せ何から手をつけたらよいのか、95分間を

1日 の反省と、行なうべき教科の選択に終:る .こ ともそ

の班によってはしばしば起こったことではある。今に

してみれば幼稚ではあったが貴重な体験であったと思

われる。        1 1  1「
本年度は昨年の反省に基づき25分では短かいという

ことで40分 とした。教科の単位時間t45分 |し、・5分

間の余剰をバズタイムに移行した|わけでぁるご

※ 一週間の計画

BIr:
りLダ ニの養成

土 テ ス  ト 五教科(基本的問題)

4 バズタィム
‐
の実態1 1_、

:

1但)1ギスタイ4の澤営|(その1)■・
13‐午キ組 (担任

長谷川邦雄)      ・ ・  .1 ‐

①開始 学級委員「これからバズ学習:を始‐ゅます」

②バズ 各班長は「班長 (リ ーダT)が司会して運

班員の協力
意欲と創意の涵養

③

④

⑤

-5∵

パズタイム実施



営してぃく

・ 今日の反省 (主に生活反省)

。今属の行なう教科の決定 (生活反省で

終る場合もあるし問題によっては学級

会活動に切りかえることもありうる)

・・ 教科の柱を話し合う。

・各班で自由にバズ学習を行なう。

内X法 (二人バズ)そ の時の教

輸番法(瞳バズ)鷲寒澄否?
自由会議法 (自 由バズ)定 事管

を決

③ まとめ学級委員から「 今日のパズ学習をまとめ
てどださい」班長が司会してまとめる

学級委員 「 今日行なったことを発表してください」

生活反省

バズの内容

課  題

判らなかったこと (後で教科担任に聞く)

④ 終了 学級委員「 これで今日のパズ学習を終り

ます」

※バズノートは各班に与えバズの要点反省事項、

感想、質問事項その他何んでもよいから書くことに

なっており記入は輸番制になってぃる

Xバズノー トは翌朝担任の机上に置き毎日担任が

目を通すようにしてぃる。

121 バズタイムの運営 (その2)。・・3年 B組 (担任

石塚喜法)各班共教科を統一した場合 (あ る日

のパズ風源 )

① 開始 学級委員「 今から英語の復習バズを始め

ますJ

※あらかじめ教科委員と連絡をとり教科

を決めておく

全員  「 おねがいします」・。・座礼

② バズ (全体バズ)

英語教科委員 「今日の英語の大きな柱は何で

すか l班言ってください」

1班  Fgo+動名詞の使い方ですJ

教科委員「動名詞の文を言いたしてください」

イ 今日学習したところを Text+何
ベージを開いて読んでください。

口 各自のノートに赤鉛筆で記入して

ください

ハ 理解しにくいところは…やノート

に抜き書きしてください。

各班「名詞の形で主語、目的語になること」

…をま:と める。

教科委員…例文板書

|「 Reading En81ish is difficult」

「 They went shoppi瑶 」

(こ の2項目になるのにずい分手間どった)

教科委員「 では後で練習問題を出しますから、そ

の前にまとめてくださいJ

「各班で黒板に書く英作文をやってく

ださい」

「 時間があぅたら班毎に問題を出して

対人法でやってくださぃ」

・,0と 指示し、時計が 5分たったらやめ

るように云って自席にもどる。

※ここは復習の中核であるし、内容もかなり多い

ので、授業中に習ぅたとはいえ、そう簡単には

まとまらない。

「 動名詞の用法を参考書でまとめましよう」

「大事なことが三つあります。それを話し合って

まとめてください」…。というように指示して黒板に

1,2,3と 項目だけでも書いていくともっと整理でき

たと思われる。

※担任が感じたことについては終ったあとで助言

をしたリバズ長会議などに或程度反映しておく

③ まとめ て議 )

教科委員が黒板に小テス トの問題を示した。

イ 彼は川の近くにキヤンプに行った。

口  R iadillg a bicycle is easy fOr us

「 いずれも班で話た合ってバズノートに

書いてください」…とつけ加える

④ 終了 学級委員「 これでバズ学習を終ります」

全  員「ありがとうございました」

⑤ 短学活 1 今日の学習から課題の確認

2 班日記の発表、その他 下ピック的

なテ早マによる話し合い

3 伝達その他 (各係や担任から)

5 教科学習のパズ

本年度から昨年の復習バスを足がかりとして、本格

的に教科指導にバスをとり入れることにした。

昨年も何回か研究授業をして校内的に検討したこと

であり、またバスタイムのお蔭で案多抵抗なく導入す

ることができたが、まだ手がけた段階であり、解明す

べき点が山積している。

本校としては先づ五教科 (国社数理英)を基本的に

バス学習の対象として捉えてみた。そして基本的にお

さえていることは

①学習の流れの中に2及至3回のパズをとり入れる

②バズと教師の全体指導の関係を明確にする。

③バズが総てではないのでバス学習に適する単元

題材を選択する。

④課題の与え方を的確にするということである。

-6-



話し合う素地は昨年のバズタイムや学級会活動

で一応出きているのであ師のおろし方さえ的確

であれば、かなり効果が期待できると思われる

がいろいろな行事などがさくそうして我々の研

修時間が満足にとれないことが一つの障害であ

る7月 から始めたばかりなので、走り始めたマ

ラソンランナーの様にまだ気力に満ちた段階で

l 学年 学級

指導者 村屋日出入

1年 A組男子23名 女子18名

あるが、オーバーワークにならぬよう本校なり

のマイペースで進めたいと思っている。

本年度は10月 を一応めめどに研究を進め11月

初旬に道の指導主事を交えて校内研究会を開催

し研究運程の成果やあやまりをチエツクして更

に推進の足がゝりをうかみたいと考えている。

法に反省を加え、より効果的な方法を発見し、意欲

的な学習態度を身につけさせる必要がある。

こうした観点から、効果的、能率的な学習法はど

うあったらよいかを考えさせ、自分に適した方法を

見いださせるためにこの題材を設定した。

4 指導目標

1 先輩や級友などの学習のしかたのすぐれ

た点を学びとらせ、自分に適した学習法

を考えさせる。

2 学習上に必要な態度や必がまえについて

理解させる。

導級学 著旨

計 41名

2 題 材 名 私の学習法

3 題材設定の理由

中学校になると小学校時代とはことなり、教科担

任制であり、また小学校時代になかった教科なども

あり、学習内容も高度になる。そのためにいままで

の学習とはずいぶん勝手が違い、生徒にもとまどい

が見られ、学習上にも色々な悩みが生じてくる傾向

にある。そのことが原因で学校生活も消極的になり

学習意欲も低¬ヽするきらいがあるので、自分の学習

5指 導 過 程

過 程
|

主 容 1形 態
|

生 徒 動活内な
留

…「前活動

資料提示

資料́提示

確  認

次時予告

各自の家庭学習の状況を作文さ

せておく

各自 (2～ 3名 )の家庭学習の

状況を発表させる

アンケートの結果を発表する

(家庭学習の重要性を強調 )

家庭学習が思うようにできない

理由について考えさせる

家庭学習上の問題点を自分なり

に解決した体験な どを話し合

い、よりよい方法の発見につと

めさせる

各班の意見に対して質議応答す

る

先輩や同級生 の体験 を提 示す

る

学習上の諸問題を′きにためず積

極的に教師や級友に相談するこ

とが大切であることに気づかせ

る。また自分の学習法に反省を

加え、自分に、適した方法を身

につけさせる

職場を知る

ノートに (抽象的にならないよ

うに)具体的に自分の学習状況

をかいておく

自分の家庭学習の状況を発表す
る

家庭学習の重要性を確認する

自分の家庭学習上の問題点を追

求する

問題点を集約す

自分の体験や望ましい方法を考

えノートにまとめる

班長が司会し、体験や望ましい

方法を話し合い班の意見を集約

する

各班の発表に対して質問、意見

をのべる (班対個人 )

各班の意見や資料を参考にして

自分に適した家庭学習の方法を

再度考える

確認のためノートする

級友と自分の家

琵裏軍窪禁彎畠
くように′きがけ
る   i   l
家庭学習の重要
性に気づき、自

貧轡否嶺馨写:
意欲をもたせる

各班の意見に耳
を傾け、質問事
項をメ、モする
自分の家庭学習
の方法を改善す
る手がかりを見
いださせる。

人

斉

個

斉
　
人

一　
個

議討

班長が司会 し、

る

人個

斉

吝

個別本目談ヤこより
解決する

6評 価 1 
籠暴桜

ミ
磐霧冨匿醗賢撃懲劣理を与寛そぃたか:

をつかんだか

す 7-

否雰置彊t電車善涯喜覧曇理事阜ボふ;



(2)国 語 科 学 習 指 導 案
日 時 昭和46年 10月 22日

生 徒 3年A組 男19 女21 計40名

指導者 中村伸幸

単 元 名  古典に学ぶ

単元の目標と計画

① 単元の目標 o辞書や参考書を利用して、

古典や古典について解説し

た文章を読み、古典を正し

く理解するようにする。

・昔のすぐれた作品に接し
′

昔の人のすぐれた文章表現

の特徴を理解し、進んで古

典に親しもうとする態度を

養う。

・解説的な文章を正しく速く

読んで、要旨を正確にとら

え、まとまった意見や感想

を持つようにする。

② 指導計画 13時間

古典に親しむ (本時 2/2)

4指 導 過 程

『源氏物語』と『枕草子』   5
つれづれ草          5
いずれの書を読むとても    1

3 題 材  古典に親じむ

① 指導計画

(1)古典に対する読書経験を中ンと、に話し合う。

単元を概観して、学習目標や内容を理解す

る。

(2)「古典に親しむ」を学習する。    1
全文を通読して、段落の要旨をまとめ、相

互の関係を理解するc

・古典とは何か

。古典の価値

。古典と現代文の違い

・古典の読み方

② 本時の計画

目 標  0古典を学ぶことの意義・方法について

理解する。

・読解力の向上をはかる。

球
ゞ
亀

過  程 1形 態 動 1善
0本時学習の中″さを明確にさせる

O「古典に親しむ」の全文を通読

して段落にわけさせる。

O大意をとらえさせる

0古典とはなにか

0古典を親しく読むことでわたし

たちはどうなるのか

古典がけっしてや さしいもので

ない第 1の理由

どんな読教方で古典を読むのが

よいのか

O学習のまとめをさせる。

O板書事項をノートさせる

O『源氏物語』と『枕草子』

教科書で確かめる。

段落に分けながら、どういうこと

がらが書かれているか考える。

発表する。

「永久の生命力を持つ」とはどう

いうことか話し合う。

「古典の語るままに理解する」

とはどうことか話し合う。

要点を確認しながらノニトする。

指示語の対象、接

続語の働きに注意

させる。

人

決

力

解

努

着

斉

史句背景などを調べておく

解説文の文型に注
意させる。

―は一である

一とは一のことで

ある

2古典の性格やそれを学ぶ意義、古典に接する

次時予告

評 価 1 文章の要旨を正確に理解することができたか。
態度について理解したか。
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第 4回 バズ学習全国研究集会 マ藉マ紆

復

"パ
ズ 鍛 ね らも` こ運 営

1, は じ め に

本校をとりまく地域は、第 3回の集会でも発表しま

したが、農業戸数が全体の47%を 占めるという数字の

示すように、農業中心の地域であります。農村特有の

封鎖性がまだはばをきかせているというで、生徒の実

態としては、温和で従順である反面、気力に乏しく、

根性に欠ける傾向が今だに抜けされない。

こうした中で、昭和45年度から、本年まで続けられ

ている研修のテーマを、自主性を育てる、というもの

を選んで、研修を積み重ねてきた。

昭和45年度

「進んで活動する生徒にするには、どのような

指導をしたらよいか。」

昭和46年度

「 ひとりひとりをのばすバズ学習の実践」

0学級づくりをどうすすめるか。

e教科の中でどうバズを活用するか。

・ 復習バズをどのようにすすめるか。

昭和47年度

「 ひとりひとりを伸ばす学習の実践」

良S

・ 学習集団としての学級づくりをどうすすめるか

0バズを生かした授業の創造。

0効果ある復習バズをどう育てるか。

バズ学習と1年生から取 り組んだ生徒も、もう今年

は 3年生となった。本校におけるバズ学習の歴史も 3

年の歳月を重ねたのである。

本年、他校から転校 してきた 2年生は、班日誌に、

次のように日]象 を書いていた。

「三笠中でやっているバズ学習方法は、前にいた学

校でも同じようなことはやっていました。でも、三笠

中のように、どの授業にも取 り入れて真剣にやってい

ませんでした。

帰 りの時にやっている、復習バズというのは、この

前はじめてやってみて、とでも勉強になると思いまし

た。やっていなかったら、家で復習をしているの人の

ほかは、一日にやったことは覚えなくなってしまいま

す。だから、学習しているうえで、復習バズはとても

大事なことなので、中学生としてぜったい必要だと思

います。」

バズ学習が、本校に根を張 り、その芽をぐんぐんと

伸ばしてきているように感ずるのは、私ひとりではな

いと思う。

静岡県掛川市立三笠中学校

一
-1-
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2,復習バズのねらい

昭和46年度より、名古屋大学の塩田芳久先生の御指

導を受け、引き続き本年 もお教えを受けてきている。

塩田先生の御指導の中で得た「復習バズのねらいJは

こんなことだと解釈し受けとめている。

復習バズのねらい

(1)家庭家習の調整

(2)き よう習ったことの確認

(3)学 習態度の育成

去る7月 12日 (水 )に校内研修会をおこない、わざ

わざ名古屋から塩田先生をおまねきして、御指導を受

けたときも、特に、ねらいの中でも「学習態度の育成」

という面の重要さを強調されていたように思った。

態度目標は、学習でこそおこなわれるべきである。

今日は、この授業に対して、こんな態度で望んでやろ

う0と いう、構えをもって授業に接するのと、ただ慢

然と望むのとでは、効果の異なることは明確な竜とだ

と思う。このことが、即ら自主性を育てることと結び

つくものではないかということを教えられたように感

ずる。

2年担任の教師の受けとめ方

<復習バズのねらい>

復習を学校で行なうことの利点として「 より早い時

期にくり返し復習できる。」 ことと、「小集団でやれ

る。」 ということですが、この利点をふまえて、ょり

効果を上げるためには、復習バズのねらいを教師も生

徒 もともに明確にしておかなければならない。

さて、学級での復習バズのねらいを何にするか。と

いうことですが、小さなねらいから進めようと思い、

「 きよう学習したことの確認」を中心にすえて、進め

ることにした。

1年担任の教師の受けとめ方

<復習バズのねらい>

lCでは 1年生という段階で、お互いに名前 も生活

環境、考え方 も知 らない同志が多いことや、宿題だけ

が家庭学習ではないと知 りながらも、実際には、自主

的な学習をやっている者が少ないという実状から、こ

の復習バズのねらいを次のようにおさえたい。

① 今日習ったことの中から、わからないこと、疑

間として残ったことを聞くということを窓口に

教えあうという行動を通して人間関係を深める

② 個々の自主的な学習態度を育てる。

3年担任の教師の受けとめ方

<復習バズの (教師のおさえ)ね らい>

形式的ではないバス。内容がその日の復習というこ

とにこだわらず、学習においての個人対集団、集団対

個人の動き (学習内容の効率化だけでなく、内面的な

つなが りとか、個人対集団、個人対個人の有機的なつ

なが り)を重視したい。

等々、学級担任として、「何のために復習バズをゃ

るか」ということに対しての受けとめ方は、学年によ

り、個々の教師によってもぃろいろな取 り組みをして

いる。日常の学校生活の中で、ゆとりがないと言いな

がらも、日課の中に、20分 ～30分の復習バズの時間を

とり入れていることについては、そこに何 らかの意義

を見出し、生徒にとっても貴重な時間とならなければ

ならないと思う。

現在までの実践の中で、生徒の声として、「何のた

めに復習バズをゃるかJと いうことが、くりかえし話

し合われてきた。ょり効果的なものにするための道は

まだまだ続しヽているQ
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3.復習バズの運営

而I班ピ_く:彊薩
1し三 亜 _年

C組の実践夕211

① 生活に重点をおいた第一回班づくり

4`13 3班

今日は、わたしたちの班が当番でした。みん

な張 りきっていました。ご用を聞きに行 く順

番だとか、お茶、牛乳を運ぶことなど決めた

今日のわたしたちの班は、まとまりのある班

だったと思う。まとまりのあったのは、当番

だったからだと思います。当番の仕事を協力

したからです。

生徒は、日直の仕事を通して、清掃を通して、あるい

は、ほんの小さなことでも1つ の活動を通して班のま

とまり、班という集団の力を意識してい くものだと思

う。しかし、その活動をただそのまま続けていくだけ

では、マンネリ化し、集団の力という意識 も低 く、

「 もっと協力 しよう」「がんばろう」などという抽象

的な反省が班日誌に見られるようになる。

「一体、協力ってなんだろう。どんなことをするこ

とだ」と投げかけ、「昼食時、12時 29分には席につこ

う。こんな簡単なことに心が合わせられなくて、協力、

協力と大げさに言うまい。」 と提案した。

班目誌には、抽象論でなく、「 こうしよう。J とい

う自分の考えを書 くように注意していったところ、い

ろいろな提案が出されたが、具体化したのは、まず次

の 3つ でぁった。

C静かにする時の合図を作ろう

。班長会議を定期的に開こう

・ 清掃の点検をしよう

特に、3つ 目の清掃に関しては、校内の清掃コンクー

ルに合わせ、学級内で盛 り上が り、整美係が中心とな

って、各班ごと点検項目を決めた。

5。 15

今週は、清掃コンクールなので、みんなしっ

か りやった。

わたしたちのやった西ろうかは、とてもきた

ないので、みんな協力し合って、きれいにや

った。 もしも、それが×だったら、へんだな

あと思うぐらいです。それと数学のテス トの

点もよくなってきた。組 も班 も、落ちついて

きたので、だんだんよいことが出てきた。

清掃の点検評価 とともに、日直の評価 もするように

なった。評価されることにより、班活動の結果がより

具体的となり、班ごとに努力のあとが見 られた。

「 よい班とは、悪い班とは」ということで話し合い

をもった。各班の実状のわかってきた 5月初めである

話し合いに出た大まかなものは次のとお りである。

よい班とは

0協力して助けあう班

/c― の人の立場になる。親切に教える。

清掃やバズがしっか りできる。

能率よく仕事ができる。時間どおりできる。

話 し合える。気軽に聞ける。楽しい。

0班のめあてがしっか り守れる班

0進歩のある班

。一番よい班にしようと努力している班

・ くふうのある班    他

力
　
に

協

い

女

れ
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悪い班とは

。自分勝手をしてバラバラな行動をとる

。1人の人ばか り仕事をする

・ 班の仕事がはかどらない

・ 実行できない。

・真剣に相談にのってやらない

これらの話し合いのあと、すぐ次のような文が班日

誌にのせ ら●L/た 。問題点を自分たちで見つけていった

のである。

5。 8 5班  正次

1ぼ
くた ちの 班 は、み ん な助け合っていな

:

t出 さないといけない。          '
5。9 621E 栄理子

よい班とは、という話し合い後、どの班が 1番 よい

だろうかと班の評価をすることになった。評価の内容

としては、先きより行なわれていた日直の評価 も含め

て次のような項目とした。

1, 班のめあて

2,班日誌

3, 生 活

4, 小テス トの班平均

帰 りの会で各班ごと反省し、○×で記入していった。

班のめあてが具体性を欠 く場合や、毎日は点検できな

いような場合にF.5題 が出てきたが、点検をはじめると

共により具体的な内容へと変化していった。

しかし、生活面の点検には、まだ問題のある点が残っ

て い る。

5,16 7班 房 子

② 学習の向上をめざして第 2回 班づ くり 6/19

問題を残して第 1回 の班は解散した。第 2回 の班

編成は、第 1回 の時とほぼ同じであったが、班長

が班員を選ぶ時、はじめ副班長になれる異性を選

ぶこと、から合った場合は、本人の意志で決める

こと、あとで全体を見渡してかえることもあると

いう内容がつけ加えられた。

新しい班で、班長をはじめ全員で一番の班をめざ

してファイ トをもやした。帰 りに残って学習する

班もでできた。
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(2)復習バズの 3か月 (2年 C組の実践例 )

復習バスの運営については、本年度の出発も、各学

年 0各学級ともに独自の運営をもって、そのクラスの

特色に応じた方法でおこなわれてきた。

復習バズも一年生の

復習バズも一年生のときの経験の上にたってはじめ

たので、各クラスでの方法 もことなり、そのため、 4
月の当初「復習バズ」をどのようにやっていくかを生

徒に話し合わせた。その結果、班ごとに教科をきめ、

班長がバズ長になり、各班ごと独自の方法で復習 した

学習委員長である学級代表は「 はじめ」「おわり」の

指示をするだけ。

しかし、その後の話し合いの結果、今までの反省と

して

① 教科委員の活躍の場がない。

② 学級同一教科でないので、とな りの話し合い

がじゃまになる。

○ 復習をやっているという感じがないQ

④ 4人グループでは、疑問点の解決 もできない

場合があったり、全体バズの必要 も感ずる。

の 4点があげられ、

以上のような理由から、学級同一教科の復習に移 り

現在に至っている。

(3)現在の復習バズの方法

A 班づくり

・ 編 成

・ 男女混合・異質

0班員-4～5名

。編成方法

。学習意欲 。活動意欲をもりあげる組みあわせが

必要である。

e期 間

。2か月をもって移動させる。

B 復習バズの方法 (20分 間)

。時間割は、土曜日に発表

。1日 1教科、学級同一で

く進 め 方>

1)学級代表 (委員長)あ いさつと、教科の指示

2)教科の学習委員による進行

・ 個人で学習の要点確認

3)班バズ

・ 班長がバズ長となる

・ 復習と疑問点のほり出し

。話し合いから、解決へ

4)全体バズ

・ 疑問点の解決へ

5)小テス ト

6)閉会のあいさつ (委員長 )

(4)復習バズの流れ (3年 A組の実践例 )

教科委員 今から数学の復習バズを始めます

きょうやった柱はなんですか

きょう

逆

三平方の逆

三角形の求め方

どういう三角形か

三角形の形の求め万

発表してください。 1班 2班

三角形の断定

三平方の逆

2つ でたけれど、どちらですか。

逆をやったもんでできる

つながっている

杉村 判定というのは、あとじゃあない ?

どっちにする?

教  委 2班

2班(内 山)三平方の定理をやったもんで、断定ができ

たのだと思う。

本

山

本

山

村

本

笹

内

笹

内

杉

笹

班

委

班

班

委

教
　
１
　
２
　
教

-5-



4,問題点を残 して

lCの復習バズは、まだまだ問題だらけであるお

くれている子のひとりS子は「今日はバズない、あ

あうれ しい。」 と叫ぶ。なぜかと問うと「ためにな

るにゃ、なるけえが、班のしゅうが、へんなこと言

うもん。」 人間関係を深めることをうたいながら遅

れている子にとっては、教えてもらってわかった時

よい点をとった時の喜びよりも、つらい何かがある

のだ。問題は深い。

どのようにしたら教科委員を、復習バズに生かせる

か、バズの進め方にむだな時間はないか。各班ごとに

各教科をリー ドする責任者のような者を作った方がよ

いか、等、考えなければならない点が多い。

1年生担任の女教師は、上述のように問題点をなげ

かけている。

1日 6時限の授業を受け、やれやれと言う間もなく

「復習バズの時間」が待っている。考え方によれば、

その時間を遊ばせてゃったら、その方が効果的だと言

う論理 も成 り立つかも知れない。

だが、やはり、それ以上の効果をあげようと、私た

ち教師は、まだまだ悩みの消えぬ日が続 くことであろ

う。
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全員発言 による全員全力学習

高知県安芸郡奈半利 中学校

1.研 究 経過・ 現在 の実践 内容

2.入 学 当初 の 指導 につ い て (1学 年 )

3.学 級 に お け る班 活 動 は い かに あ るべ きか。 (2学 年 )

4.班 日誌 を通 しての ホ ー ム指導 (3学 年 )

1  研 究 経 過                  なのか。」等に:薫点がしばられノ,「生きたバ

正常な授業が出来ないほど荒ねノていた学校をなん   ズ。」の追究が以後の課題 となり,「全員発

とか正常な授業ができる学校にしようというので,   言による全員全力学習。」をテーマとして ,

バズ学習方式を取り入れ,職場が一致 してその実践   取組みが行われノ,現:在 に至っている。

を行うようになって 5年が経過 した。

昭和42,3年 ,学習,生活とも,絶対落伍者を o 現在の実践内容 (全 員発言による全員全力

出さない方針で,復 習バズを中心に,一 日の学習内   学習)

容の重点を理解 。暗記 。ドリルと教科委員を中心に   1.教 師の指導態度

指導 し,そ の結果,学習する雰囲気も表れてきた。    r)教 材研究を充分行い,指導重点を明ら

昭和 44年度以降,復 習バズの方法の徹底,バ ズ    かにする。

を教科へ取り入れ′る,教科委員,班長等のリーダー    伸)全員発言の学習が進められるような一

指導 ,生活バズの重視 一一の4つ を重点として指導    般的なパターンを創造する。 (発 言,発

事     にあたった。                     表がなければ学習が進められない型)

その結果 ,生徒の問題行動も殆ど無くなり,学習    い ロングバズ,シ ョー トバズの使い分け

生活とも整然と行わね′,正常な学校に立ち直ってい     話し合いの課題をはっきりさせる。
‐     たが,昭和 46年 12月 ,2学期末の職場の実践反    0 教師は結論を急がない。班や個人の発

省の中で ,「 われわれのや っているバズは,生徒が学     表を多く,そ の中より結論を生み出させ

校の主人公として,学 習,生活とも,生 き生きした    る。

生徒集団を育てている事になっているのかどうか」   問 次時の課題 (重点)を はっきり与える

という疑間が出され,「学習の主体は生徒である。     (家 庭学習と関連)

学習をまおれたちのものだ。」「バズで狙 っている人   か 教科委員と密接な連絡 ,指導を行い
,

間関係 ― 班,ホ ームの解放 一 とはどういうこと    教科委員の活動の場を広げる。
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(い 班長会等を組、1哉 し,学 習に対する班の間

題点や長所 を点検,質の向上をはかる。

" 
落 ちこばれの恐れのある生徒や班に対す

る指導 と,芳I内 ,班間の批半J激励活動をし

くむ。

2.班長の仕事 と任務     ‐

r)学習バズの話 し合いを能率的にラー ドし,

話し合いの結論を出す。

ロングバズ・―(5～ 6分集団思考)

ショー トバズ (20秒～1分 )

簡単な事柄

(→ 発言がかたよらないように,全員が発言
出来るために発言者や発言順をきめる。

(恥 しい ,自 信が無い。 ～勇気と自信 と喜

びを。 )

い 発言権 を取る。 (大きな仕事の一つ。 )

0 発言権を取 った他班の発言がモタモタ し

たら発言権を奪い取 る。

鰤 他班 の発言,発表に対 し,す ぐ反応する。

「はい,そ うです。その通 りです。」

「○班は……と発表 しま したが,ゎ た し

の班では一 :… と思います。その理由は」等
々 。

^ 
遅れ ている生徒 を班員 と協力 して引き L

げる。

(卜)班競争によるテス ト等の平均点 をあげる

ための指導 ,世話をするこ、

l■l 班の学習点検 (課題 ,提 出物その他)

(り)班の仕事を責任をもってやる。

lkl ホームロ標を追求する中′らになる。

ク⇒ 班?人間関係,団結を高める中心になる。

" 
他の班の長所に学ぶ。

3.班員の仕事 。任務

り  1日 の学習で最低 2回以上は発表する。

伸)班長に1/2カ し,班の仕事 ,班 日誌の記入

等を行なう。    ｀

い 班内の自己批半1,相互批半Jを 行い,fbl々

の向上と班の質を高め,班から落L者を出
さない。

4.教 科委員の仕事 。任務

教科委員は,教科に責任を持 ち,復 習,予習

を十分に行い ,指 導力を十分持つ。

イ)始業時 (前時の重点の要約を行 う。 )

。教科委員が重点 と,そ の内容を説明するc

O教科委員が重点を述べ ,そ の内容は発言権をと

った班に発表させる。

・ 教科委員が重点に従 って簡単な練習, ドリル的

なものをさせる。

以上のいずれかを行 う。

lpl 本時の学習の議:題 を確認する。教材 内容により,

教師の助言の もとに堂習を進める場合 もある。

夕⇒ 自習学習を進める。

。あらか じめ指示された場合は ,そ れに従 って進

める。

。指示のない場合

本時の柱立て―伊人,班 で学習―班発表→理解

できたこととできない事 を整理する。

0 壁掲示 (1週間の学習内容 の重点の要約 と作問)

水曜 日作成→土‖1→ 日説 明一月曜 日にテス ト

5.生活バズ

。復習バズ終了後 ,全員発言学習についての 1日

の努力目標を班毎で話し合い ,そ の内容をホー

ムヘ発表 し,そ れに対 し他の班より批半む。評価

活動を積極的に行 う。

0班 日誌 (後 述)を 重視して指導 し,討 議の場を

作る。

l以 上が,本校の研究経i量 並びに実践の概要である。

実践の概要でもゎかるょぅに,わ れわれは,子 ど

もの成長発達は,学 習生活 を一体にとらえる立場を

とる。一体ということは→学習弩生活―ということ

である。

全員発言とい う学 習時における子 どもの態度な り,

人間関係が,班 ,学 級の人間関係 を根本的に変革 じ

つつあるとい うのが,現状である。

以下 ,各学年の段階に応 じ,そ の実践の概要を述
べて大方のご批半Jを 儀jぎ たぃ。
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2 入学期におけるバズ学書の指導 (1年 )

E13 生徒の現状

本年の入学生は 2校 1分校から93名 である。小学

校時代には,小集団学習指導を受けてきたと聞いてい

たが,入学式当時のようすから,①落ち着きがなく私

語が多い。②特に女子のザワザワが目立つ。③ リーダ

ーになる人物がいない。④明るいが幼稚な面がある,

など,今までの入学生と特に違わないが,以上のこと

が,教師集団の一致 した感想であった。

Aは ,「中学生になっての決意」でこう書いている。

「略……小学校のとき,ぼ くは発表を余 りしません

でした。中学生になったので発表 したいと思います。

中学校にはバズ学習というものがあるので早く慣れて

がんばりたいと思います。先生もくわしく説明して下

さい。 ・………・」

この作文でもわかるように,期待 と不安 ,あ せりで

不安定な状態であった。

〔の 指導 目標決定

生徒たちの現状分析をもとに,学年団 として次のよ

うな目標を設定 した。

① 中学生活に早 く慣れる。 (バ ズ学習中心に)

② 生活基準 (生徒会で決定したもの)を守る。

③ 生きたバズ学習を進める。

・ 解放された (差 rllの ない)班づくり

。班での協力 (自 己批半り,相互批判,遅れた者の引

き上げ。)

。全員発言で活発な学習

。教科委員の指導 (質 れる,責任 。リーダー。)

③ 具体的な取り組み

① 班編成…最初は教師が,次から生徒たちで

② 週日程…全校朝会 (月 。土)学年集会 (水 )

1週間のまとめ (水 。午後教科委員一壁掲示)

ロングホーム (月
。7時限)全 校クラブ (火 。7

時限)

まとめ発表………豆テス ト (土・帰りのホーム)

③ l日 の流れ…朝のホーム (10分 ,学 習,生活目

標決定,出 欠確認,連絡など)

帰りのホーム (30分 ,復 習バズ,生 活バズ,連絡

など)

④ 代表委員 (男女各 1名 )の仕事

・ 号令 ,出 欠確認記入,学年集会計画 ,

ホーム,全体のまとめ,代表委員会参

加等

⑤ 教科委員の仕事 (各 教科 1名 )

。本時のまとめノー トヘ記入 。復習バズ

の指導 (ま とめ ,作問,答合わせ)

。前時の重点の確認と本時の授業内容の

確認 。1週間のまとめ。自習時の指導

。各教科の先生との連絡

(明 日の予定 。宿題など背面黒板に記

入)

⑥ 日直 (全員輸番)の仕事

。朝 と帰りのホームの司会 。日直日誌反

省記入 。黒板消し戸 じまり机の整頓

⑦ 班長 (各班 1名 )の 仕事

。班の仕事 (学 習,美化,新聞……)に

責任を持つ,班 員の世話 (落伍者)

。全員発言の世話

③ 復習バズ (1日 1教 科約 20分 )

。全員が全力でルリくむ。 。生徒が自分

たちでやる。 ・ バズノー トを全員持ち

各教科の重点 目標反省 バズの問題

例,解答を記入する。

⑨ 生活 (反 省)バ ズ (班で 5分 話し合う

発表 5分 )

。班ノー トを班日直が記入 (司会班長)

目標反省,発 言回数,問題点など発表

※ 以上はすべて模造紙へ書かせ,教室

へ掲示 し,全員に判るようにしてある。

E43 ある 1日 の生活

☆  8。 10予 鈴なる (生徒教室へ入り,昨

日の反省に選き,本 日の学習,生活目標

決定の話 し合いをする。司会 日直,代表

委員出欠確認 し氏名を記入)

。職朝を終え,教師入室 目標確認 連絡

1時間目の準備指示 生徒準備する。

☆ 8.25チ ヤイム (ホ ーム終 り)教科委

員,宿題の間と発表する生徒名を黒板ヘ

- 3 -



運妻く。

☆  8.30 チヤイム (1時間 目数学始まる。 )

教科委員前へ ,代表委員「姿勢 ,礼 」の号令。

「 は じめま しょう。」教委「 きr)う の重点はP

67の 10, 1の 加法の符号の扱い方です。同

符号″)と きは……判 りま したか。」 (質 問あれ

ば討議する。)

「 前に名前の出ている人はや って下さい。」

「答合わせをします。C群間を読んで答を言っ

て下さい。」

C「 の (~4)+← ‐5)十 (-7)=-16で す。

合 っていますか。」

「はい」。…… (質 問が出ると教科委員が教える。

それでも不明のときは「 3分 間班で話し合って

下さい。」とベルタイマ=を まわす。 3分 間終

了のベル。「 3班 言って下さい。」「・……とな

ります0」 「判りません。」「他の班で説明で

きる人。」「ありません。」「先生説明して下

さい。」………ようやく教師の出番となる。教

師説明後「今のところを2分間隣接バズで確認

しなさvヽ。」「 5班発表しなさい。」

5班「・
1・
…です。」 ―――(略)一

教 師「今日の重点は①一②―③。宿題はP78
の問, 3.4教 科委員は後の黒板へ書いておくこ

と。 2時限目の準備をすること。終り。」

「姿勢,礼」終りましょう。」

(気のきぃた生徒 は, 1時間目の重点をバズノ

ー トに体み時間に記入する。 )

☆ 6時限目終了 。掃除 10分 (こ の間に教科委  ④

員は今日の重点を黒板に,71Jl題 を小黒板に書く。 )

。放送 (5分 )代 委「放送の間ける姿勢になっ  |
て下さいo」 (全 員姿勢を正し, 目を開じる。

l放送部前に出て内容をまとめ発表)……・質問補

足 1… …聞き方の評価

☆ 復習バズ (司会日直……教科委員重点発表」lJ

題の答合わせ……全員バズノー トヘ記入する。)

☆ 生活がズ (日 直「今から5分で反省して下さ

い。」「 1班から。…・・」「学習目標は守れまし

た。生活目標はBさ んが
:・・・

1・ 忘れ物はDが 。……

発言日数は 32回 ,放送の間き方◎掃除は全員

・……」 7班 まで続 く。

日直反省のまとめを発表,終 ると各班が忘れ物 ,

発言回数,テ ス ト平均点など表へ記入する。教

師 |「 今日の生活のまとめ,注意点,そ の他連絡

「挨拶」で終り。「 日直J戸 じまり,机の整頓

(代委)出欠数記入

0 家庭学習の指導

「全員発言」による生きたバズ学習の基礎 と

なる家庭学習2時間 ζ生活基準)を 定着させる

ため,家庭学習のたすけ (全校で 1部 ,1年で

1部 )を 配布 ヒノ,記録表に記入することにして

いる。 (月 2口点検)

ま とめ

連絡帳 (月 2回発行)を通 じて

「 2時間勉強はがんばってや ってお ります。」

「最低毎 日30分はやるようになりま した。」

「家庭学習計画表も自分か ら進んでやれるよう

にな り,な んとかや っています。」など,父母

の報告が聞けるようになり,こ のことが発言回

数最高 1日 60回 ,最低 17回 となってきたと

i考 えられる。

成果 と教訓

1.バ ズ学習形式に慣れ ,学 習態度 もやや落着

いてきた。

2.差別的言動が少 くなってきた。

3.自 主学習が出来 ,発表力,批判力もついて

きた。

4.学級全体の団結が強ま り,援助もできだ し

た等評価できる反面,2.3年と比べると ,

1.学 習態度 ,私語 ,姿勢等

2.能率的なバズ      :

- 4 -
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3.班競争 (発 言回数 ,豆テス トの平均点による遅れ

た生徒全の援助批半J)

4,場面に応 じた集中力 (全 力の持続性)の不足

など克服すべき点も沢 山今後に残 されている。

E73 生徒の中間総括文から

「 2班 としては,初 め発言できなか ったが,後 に

なって,だ んだん発言回数が多 くなってきた。バズ

の時 ,線や字を書いている人があ ります。だか ら,

休み時間を利用 してや ってい くつもりです。」

(班長 T)
「バズの話し合いの リー ドというのは ,わた したち

の班はバズがうまくい っていなか ったので班長の役

目が果せなか ったけれども,バ ズがうまくいきだし,

わたしもバズの リー ドをするようにな りました。・・・

…発言回数 も多 くな ってきま した。……わた したち

の班 を lBの 中で 1番いい班にす るために,私語や

手誉びをなくして行きたい と思 う。 (班長K)

「 わからない 人に少 しずつ教えてやり発言をS、 やす

ようにしている。始業時には例を出 したりして重点

を説明できだした。本時の重点は先生が言ってくれ

るので,そ れをもとにして書いている。……なるだ

け自分が間違わないように している。成果は前にりは

大分皆の手が上がりだし,質問 しても答えられるよ

うになったことです。」 (数学教科委員M)

③ 今後の取 り組み

径輪の浅い 1年担任集団 (1～ 4年 目)は この 4

ケ月,全校教員の援助を受けなが ら,十数回の意志

統一 を行ない「 バズ学習形式を覚えさせる,慣れ さ

せる,意義を判 らせ る」ことを歪1達 目標としてや っ

てきた。                 :
どうや らその目標は不 十分ながら達成できた と考

えている。 しかし,克服すべき,も っと伸ばすべき

ことは山積 している。

1常に教育の基本を見失わず ,教師集団 ,生徒集団 ,

父母集団の連携を深めながら,未 来を荷 う子ども集

団作 りに励みたいと思 っている。

父母や,生 みヒから,「 先生 らあは団結 しち ょる ,

自分らあの要求行動もなかなかや るけんど,先徒の

教育や親の要求もどんどん取りLげてやって

くれるよ。」と評価される教師集団を目指し

て今後も努力していく。

3 学級 に お け る班 活 動 は しヽか に あ る

べ きか

(2学年)

「学年目標」

○創意工夫をモットーとし,自 主的に物事を

解決する態度,力 を持 とう。

○常にクラス学年全体の立場に立って考え,

自己批半1,相互批半Jを 行ない向上しよう。

「努力点」

○全員全力学習を行ない家庭学習を習慣づけ

る。

○全員発言を行ない ,教科委員の指導と,そ

れを支えるクラス全員の努力

○批半1は 常に暖かさときびしさを持つ。

以上の目標に立 って,具体的にどうとり組ん

だか,次の要目について報告する。

需 班の編成について

□ 班活動について

コ 点検と相互批判

四 班競争一全員発言表 ,テ ス トー覧表

圃 生活や学習へのとり組み

内 学年集会

〔〕 班編成について

学級で,学校目標,学 年目標を受けてクラ

ス ロ標についての討議がなされる中で,1年

で築いた成果の上に立 って,班学級の中で ,

互いに協力し,団結 し,金 力でバズ学習の向

上にあたるという意志統一を行ない,さ らに

その活動を具体化するために班編成をどうす

るか,班 の任務をどのように組み立てるかと

いつ点でとりかかった。

具体的には,班編成委員会を作 り,原 案を

作製,全体会で討議,承認,決定という方向

をとる。

班編成委員会は,議長 ,学 級委員,各班長

で構成,班は学級生徒数 26名 で6班編成と
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一

し
'4名

班が 5,6名 班が 1で構成。班の名称 と

その役害」(後述)

班編成の経過は,学年当初 ,第 1回 の編成委員

は,日 標を受けて各教科委員,班長を軸 とし,班

長は,それ/ぞ れ班員の指導 と活動を保障する任務

を持 って,学 級の体 tllを 確立することを目標とし

て編成にとりくんだ。

この中で ,問題点と lて 出てきたことは, 1年

か ら2年への学級編成で新 しいメンバーになった

ため,班 員間の人間関係 (1年当時の仲良 じグル

ープ)に ついての配慮という点から,特に相互批

判のない状態か ら,学 習時の雑談 ;班内のなれ合

いなどが起 り,班 日誌で ,私語 ,手遊び,意 見が

出ない,な どが出され,班内での底辺の要求がく

み上げ られない,班の活動が形式化するなどの問

題が起 り,た て直 しが必要になった。

lケ 月後 ,りI長 の指導 ,班員の団結をどのよう

にす るかという点で;班長会を持 ったが,班替 え

をするとい うことで問題 が解決するとい う観点

(構成員の組み替 か――既成の人間関係 をバ ラバラ

にする)か ら全体会に提起 し,討議不足のまま編

成替 えを決定 した。

ここに,班編成の問題点は不 明確なまま,当初

の目標を再確認するという具体的なとりくみなし

の編成委員会が開かれたことにより,無作為の編

成 とな り,そ の後班活動の面で,りI内 での協力関

係が見られず,援助を必要とする者が発言しない

とい う状態になった。

編成後十数日の学級会で,あ る班から,「 わた

したちはいつもボロ班である。 しか し,生活面で

はいろいろ対策 を立て実行 したため向上したが ,

学習面で,どんなに努力 しても,教 え合い協力で

きない。」 とい う問題 が提起 された。そこで,学

級全体でこの問題 を解決する方向で討議がなされ ,

さらに班長会では,教 え合いができない ,班 の平

均点が悪い ,発言ができない等の問題把握 と,学 ‐

校全体で とりくんでいる全員全力学習 ,全 員発言

にどうとりくむかとい う点で討議がなさね′,問題

提起以外の班か らも同様の問題が出された。 とく

に ,学 習面で遅れたなかまをどのように包んでい

くかとい う点で話 し合わされ/,班編成を再度行 う

ことに決定した。

編成委員会では,前 日の班長会を受けて,日 標

達成のため全員発言にどうとり組むかで班での助

け合い学習をどうするかという点で話 しがなされ

た。学習面で援助を要するなかまを,M君 ,Y君 ;

T君 ,○ さんと具体的にあげ ,さ らに ,一人一人

の特徴 も含めて人間関係の面からも追求 しながら,

誰に誰の グループが任務を持 って当るという方面

で,ややもすれば多数決で解決 しようとする傾向

を排除 しながら,2時間余の討議の末 ,原 案を作

製 した。

その後 ,ま だf閣 々の班で,数多 くの問題 を含み

ながらも,次 のような班日誌の傾向が見られるよ

うにな っている。「 S君のことについて班会を開

き,S君 は今までわからないところを聞かなかっ

たが,わ からない事は開 くとい う決意をさせた。

でも,班 員がS君の前や横に座 るのがいやだとい

っていたのでは,S君 には間 くのがつ らか っただ

ろうし,女子が 5人男子が 1人 なんだから,も う

1人男子がいて,わ か らない所 を聞いてあげれば

よいのではないだろうかと思 う。わた したちも努

力 して,男子 と同 じぐら,い ,S君の気持を理解 し

てあげたい。」

教師としては ,り1日 誌の記録の中で問題点は何

かとい うことを見′つけ,そ の問悪点を班に返す作

業と,や はり,生徒 自身の自覚的な意見を尊重す

る立場で,や ヽもすれば ,誤 った方向での討議が

進め られる場面も数多く見られノることに対 し,あ

くまで生徒自身が問題を自覚するまで待つことと,

班 の一部に問題を投げかけ,その生徒が自覚する

中で研や学級に対 し働きかけ,闘 う姿勢を重視 し

て行かなくてはな らない。

E23 班活動について

4月 当初,6班 を次のようにきめ ,そ れぞれの

班員が自主的に意見̀を 出 し,班長を中ノいに仕事の

内容を確認 した。

r)生活班…服装の点検,生活基準に照 らした行

動の点検
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美化班…学級の美化 ,掃除の点検,評価 ,道具

の整頓,花の世話 ,落 書き点検

体育 (レ ク)班 …学級のレクの計画 ,実施

学習班 :・ 。学習態度の指導,次の学習 ,テ ス トの 間

予告,家庭学習,宿題の調査,テ ス ト

の平均点

問 報道班…学級新聞の定期発行 (月 3口)情宣掲

示,放送の間き方確認

ら 会計班・・:会計処理 ,貯金の世話,画 用紙の一括

購入など            :

0 点検と相互批半1,班競争について

報道班を例にとれば,月 3回の新開発行がなされ ,

現在第 10号 を発行しているが,毎 回その内容や形

式がよくなってきている。これはその班員の能力と E53

も考えられるが ,実は第 1号からの内容を批判し援

助し,次回の発行を確実にせよとの他班からの要求

活動がその要因と考えられ/て いる。

また,班競争については,現在各クラスで,全員

発言を目1票 として,班毎の発言回数点検表とテス ト

平均一覧表が利用されている。

発言回数点検表は発言をしぶり恥かしがる生徒に

発言の機会を与えなれさせるのに大きな力となって

いる。それも,班員の支持のもとに発言させること

を狙いとしている。

これ′により各班の自発的発言が増加した現在では ,

回数よりも内容,質の向上を目指す段階に来たこと

を生徒 自身が気がついている。また各教科のテス ト

平均一覧表は,教師が実施したテス トも生徒が作製

実施したテス トも全く同じように取り扱 っており,

各班が平均点を日1し学習班がまとめて記録する。

この狙いは成績の優劣を競うのではなくて,他の

班との比較により,自 班の長短を知り,班内の遅れ

ている者を援助 しその成績を引き上げることにより

援助する惧1も 向上することを狙いとしている。生徒

たちは自分の成績にこだわらず班内に出し班長は公

表する。「 自分たちの班はいつも最低だ。これはK

君がいるせいだ。……」こんな意見が班日誌に出て

くる。教師は援助の重要性と班の高まりの必要性を

助言する6単に点取り虫的競争ではなくて,卒 直な
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成績公表の競争が,班 クラスの団結向上に役立

っていることは大いに喜ぶべきことだと思う。

学習生活へのとりくみ

全員発言を狙いとする学習を指導 して以来 ,

生徒たちは学習を自分たちのものとしてとらえ

以前に比べて学習が生きてきた。

教師に指名されて,いやいやながら返答する

のではなくて,進 んで発言するようになれば意

欲的な学習になる。そのことが生活面での行動

に結びつき,是非を半1断 し,自 律的に行動する

生徒のバ、えてきたことは指導の成果であると思

う。

学年集会について

班や学級の活動がクラス全体の中で確認され,,

さらにそのことが学年全体 として,学年 目標 と

ておしてどうであるかを確める場せ して学年集

会が持たれている。

毎週水曜 日に学級委員が中心 となって運営さ

れる。討議される内容は各 クラスの週 目榛や当

面している問題を学年全 体 としてどうとらえる

かとい うことを基礎に置いているが,現在まで

は集会の持ち方が単調で内容をもっと考えてみ

たらどうかという意見が出さガ1/て その検討 を始

めている。また集会での発表者は固定せずその

日の日直が行なうこととし,集団の中で ,自 分

の意見も含めて口頭で発表する能力と態度を養

ない,学 級における全員発言とい うものと一致

さす方向を狙 ってとりくんでいる。

学年の問題を学年集団の中でたらえ,解決 し

ていこうとい う意識が生徒の中に広がり,こ れ

を成功さす意味においても学年集会の持つ意義

は大きいと考えている。

(口 )

村
・
０



4 班 日 誌 を 通 じて の ホ ー ム 指 導 (3年 )

0 学校 目標を生徒 のものにするための学年

ホームロ標

最終学年を迎えて,生徒一人一人が 2年 間のバ

ズ学習の経1験 を基礎に,豊 かで倉1造 力がた くま し

く,団結 した学級集団 。学年集団を作 りあげるた

めに,十分な時間とホーム討議を重ねて次のよう

な学年,ホ ームロ標を設定 した。

「 バズ学習をi麗 して人間関係を深め,自 分の

進路を早く確定し達成するために全力で努力し

よう。 」

この目標が単なるス ローガンでヤまなく,生徒 自

身の血 とな り肉 となるための具体的な取 り組み方

として,次の努力目標が考え出された。

① 全員発言による全力学習で各教科 ともに取 り

紳む。

F)2時 間以 ヒの家庭学習で予習,復 習をし学

習を自分たちのものに しよう。

0 発言,発表の態度や発言内容 ,質問の質 を
争 0(l

高めるために集中力のある学習態勢を作る。

② きびしさと暖かさと励げましのある班ホーム

作りに取り紳む。

r)自己批判,相互批判を中′いとして,班 ,ホ

下ムから落ちこぼねノのない仲間態勢を作る。

P)差 別や暴力は,た とえ小さなことでも見1の

がさず,ゆ るさない。

これ′らのことが毎日の学校生活で,生徒たちの

中に,ど のように展開され/,仲「事どうしがどう評

価 し認めあい成長 しているかということを教師の

立場で把握 し指導するための資料として,ま た生

徒どうし′がきびしい自己批半U 相互批半Jを する手

がかりとして,班 日誌を活用することにした。

E23 ホーム班の解放をめざす班日誌 (全 員発言    ③

学習を高めるために)

生徒全員の瞳が輝き,ホ ーム全体が「発言した

くてたまらない。」「学習は自分たちのものだ。」

自分たちで積極的に進めるものだという自覚 と積

極性 ,仲 間意識 を養 うために11日 誌は不可尺の

ものである。

班日誌 を通 して仲間 と仲間,生徒 と教師の生

きた人間関係がつ くられる。 (教 師の班 日誌に

対する意見の記入)レ わヽば班日誌は班 ,ホ ーム

の生きた集団を形成するためα)パ イプ役をして

いる。このような役害じりを持 っている班日誌指

導の観点について箇条書的にあげてみる。

① 学習の主人公は生徒 である。集団思考をも

ととした全員発言学習を自主的 ,積極的に行

い,全員全力で学習と取 り組み,仲間どうし

信頼 しあい保障 しあいながら学習内容 を高め

るてだて

② 学習,生活 ともに絶対に落伍者 を出さない

班 ,ホ ーム作 りをはかる。

③ 班の向上が個人の向上,f闘 人の向上が班 ,

ホームの向上と不可欠であることを事実を通

して認識 させ ,厳 しい自己批判,相互批半」と

励まし等によって人間関係を向上させ ,学 力

の向上をはかる。

④  「正 しい人間関係 とは何か。」 ということ

を追究 し,「 生きたバズ学習」を進めていく

てだて

⑤ f聞 人,班 として学校生活での取 り組みを具

体的におさえ,そ の問題点や成果を絶 えず個

人,班 ,ホ ームに明らかに しながら成長をは

かる。

③ f聞人のかくれた能 力,すば らしい思考 ,発

想等を引き出し評価する。

⑦ 暴力,差別を許さない平等で何んでも自由

にものが言える生き生きした解放されたホー

ム,班作 りをはかる。

③ ホーム,班 目標を朝,帰 りの生活バズの中

で追究 し,そ の達成に取 り紳む。

1 具体的な班 日誌指導

1.班員に順番に書かす。

2.日誌の内容については,全員発言,班の人

FE30関 係の高まりはどうなっているか,生活や

学習でどのような成果や問題があるかなど:

-8-



0

具ケf的 に事実をあげながら,自 分の意見や感想を

おりまぜて書けるよう指導する。

3.朝 の 15分のホームの時 ,班で内容 を確認 した

後 ,ホ ーム主任に提出する。■の課題は帰 りのホ

ームで討議 し,方針,対策をたてて処理する。

4.ホ ーム主任は感想 ,蔵1見1を 書き添 え,週 1,2

回 くらい班 日誌をプリントし,各班の成果と問題

点を明らかに し,班またはホーム討議の資料 とし,

班 ,ホ ームの向上に努める。

成果と問題点

1.成 果

① 学習が積極的にな り,全 員思考 ,全 員発言 の

学習が自分たちのものとして,生 き生きとでき

るようにな った。

② 家庭学習で予習が 1分にできていないと全員

発言学習はでき
'`い

とい う自覚ができてき,家

庭学習を積編的に行 うようになった。

③ かなり内容σ)あ る班 日誌を大部分の生徒が 2

～ 3ペ ージぐらい書けるようにな った。

④ 班 ,班員の進歩 した点や問題点が滴確につか

めるようになってきた。

⑤ 学習の遅 11′ ている生徒に対 して,班 としての

てだてができだ した。

⑥ 謝1内 での批半J活 動,■ と班 との批判を通 して

班 ,ホ ーム全体の人間関係が高まってきた。

⑦ 遅れている生徒の発言やテス トの点数などで ,

班 として評価 し,認 め励ま してやることにより

「班の荷物に自分はならないぞ 。/.ノ 」 とぃぅ自

覚 と学習や生活に対する意欲をもち積極的にな

ってきた。

③ 班 日誌が完全に生徒たちのものになり,生徒

自身書く喜びを味 1つ うようになってきた。

⑨ 班日誌が11,ホ ームの成長の記録 として定着

した。

2.問 題 点

① 書く内容が抽象的で自分の意見,感想などま

だ不 十分な生徒

② 自己成長 ,変革のために,自 分の立場で書く

誓

'点

を十分に把IFヒ′ていない生徒。

③ 仲間の批半1を 受ヤ■とめ,自 分が決意 し方

針を出し′てく、三 日坊主に終 る僣1向 のある生

徒。

飼 資料 (■ 日誌)生徒の生きた姿を

1.数学の時間は発言がなか った。発言権を

とろうとしたが取れ/な か った。これ/は 声を

出して目立つように しなかったからだと思

う。学 習はまじめにできていた。

英語の時,本 田君が竜分から発言‐したこと

は良か ったと思 う。結果はまちがっていた

が,そ れでも自発的に発言したことは本田

自身の進歩だと思 う。 しか し,全体 として

発言数が少い という事は班長の責任もある

と思 うので,も っと早 く発言権を取るよう

に します。

班全クfが少 しざわついているような気が

する。班員どうしで注意 しあうことはある

が,た まには聞いてくれない時がある。 で

もそれはたまに寄うってほとんどの時は開い

てくれ′るので,こ れノも少 し進歩 したんでは

ないかと思う。 (中略)下 村は発言の面で

まだ積極性がないが,近頃は班の話 し合い

にも参加できだしたようで ,こ れか らは発

言もできるようになるだろう。本田は今日

の英語のテス トで百点だったが,こ れンはや

ればできる事を証 明したもので,そね′だけ

の力はあると思う。わた したちの班は近頃

他の事:で も班のまとま リカ]で きていると思

うので,発 言もまもなく多 くなるだろうと

思うし,多 くしなければいけないと思 う。

(4月 26日  3A)
2.最初発言は 1目 1回 がや っとでしたが ,

現在では多い時には 1日 5回以 Lも できる

ようにな りま した。その原因は最初は家庭

学習などが不 卜分だ ったので,発 言の機会

があっても発言出来なか ったが,現在では

家庭学習も十分にできているので発言も積

II麟 1に できだ している。
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全員発言を始めて向上した点は,①学習に集中

できて発言も内容の高い発言ができるようにな

りだ した。②答えでまちがっていた ら恥 しいと

いう気持 ちがあったが,今はもうなくなった。

③発言することによって自分のわからなかった

所な どがわか りだ したので勉強が面白くなって

きた。ぼ くの意見としては,全員発言は絶対に

必要であると思った。それは,自 分のわか らな

い所を友だち,先生に開くとす ぐわか りだ した。

それか らというものは,豆 テス トで最初あまり

いかなかったのが,今ではかなりできるように

なり,向 上している。バズ学習による全員発言

をするために班にな っているので,班内での協

力,教え合いなどができているか らだと思いま

す。今は個人が向上し,班が向上し,ホ ームが

向上したと思う。

このことから,ぼ くたちはさらにバズ学習と

取 り細み ,力 をつけるためにどんどん発言 して

活発な学習活動を続けていきたい と思います。

(6月 12日  3B 野 口 貞幸 )

3。 今週は 4班にとってとても良い週でした。今

までの努 力が少 しずつ実 ってきて,色 々な進歩

があらわれてきました。

4月 に班を結成 してか らず っと今まで長い間

ぼくたちの班の問題点であった「女子は積極的

でない。」とい うことも今までの努力のかいが

あって,ついにそのことか ら脱出する事ができ

ま した。 4班 の女子 といえば ,積極性がない と

か,発 言が少いなどという事がす ぐ頭に浮んで

きていた と思いますが それは,ほ んのこの間

まで″)こ とで,今ではムうホームの女子の中で

は目立つ存在にあると思います。

ここまで くるには他の班員やホームの皆の批

半むや励ま し,協 力があったか らで,そ れ以上に

自分たちで努力したか らだと思います。何事も

最後 までや る気にな ってやればできる。

こうして日誌でそれを評価 した り,ホ ームで

皆が静帥Iし てくね′ることも女子にとっては大き

な自信になることだ と思います。 (中略)益岡

も進歩 lノ てきたと思います。

ぼ くが発言するように指名すると,何 の抵抗 も無

くオーケー して発言できるようになったし,時には

「 ぼ くが発言するから発言権を取 って。」と力】言う

ことがあってぼ くも驚いている。女子が進歩 したこ

とに刺戦されて益岡も頑張 りだしただろ う。 (後略)

(6月 25日  3A班 日誌)
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第 4回バズ学習研究集会

学 級 会 活 動 と そ の 運 営
<班 日 記 と 共 に 〉

高知県 室戸市立古良り:1中学校

1 本校の実態

“

)地 域

人情淳本卜で勤倹をもっく 広くその住民性

を評価 されてきた土地柄である。古い殻の中

に清新の気を合わせ持つ町民性であるべ こ

の安定した本町と隣りあたせの同和部落は対

称的に不安定である。後に平地なく, 前に広

がる海は, 近年次第に不況に追われ 他の地

域でも大同小異だろう力、吉良り|に おける―

般部落と同和部落との格差は大 きい。

(→ 学 校

生徒数 215(54),要 保護生徒 22
(19),準保護生徒 10(9),()は 同禾「部

落。我が校が県下的な 厄介者の代名詞のょ

うに見なされているのは,ま ことに残念であ

る。進学率にしても,生活態度にしても,決
して市内の他校に劣るものでな く, 生徒の大

多数は堅実その ものである。それ:ま,毎年学

校目標の設定に当たり,礼亀 掃除態度よし

の評価が鐘るのはヤセ我慢ばか りではなぃと

思う。やはり大多数の1子供達‡ま昔からの河民

性を引継いできていることを感 じる。唯一部

に不安定な者が残ることも確か弯 竹の姿は

10年にもなろうとしているのに, いまだに

すっきりした解決にEllら てなぃ。この解決に

は学校教育の中だけでは, どうにもならない

問題が残 されている。一部の者れらの生徒の

家庭のほ とんどが欠損家庭であり, 周囲から

再差rllさ れている家庭である。周囲から白vヽ

日で見られ 生まれ落ちたままの姿■ 基本

的な生活態度も与 えられないままの多感な子

供が, 自分の権利のみに 目を向けたときの姿

はお よそ想像されるわけである。学校教育の

中で その数を増さないよう努力するのに懸

命といったところで 彼等の同激には家庭的

な愛情に欠け,地域の支えもないことキま確か

弯 家庭に自分の占める位置がなく, せめて

若いエネルギーを発散さそうとすれに 周囲

から白眼視され 彼等俗安住の場所は学校で

ある。学校とは自分達のエネルギーを,時に

は不満をブチマケる場所である。こんな彼等

を学校から追い出したと通ろで問題解決には

ならないのである。

盆 研 究の 流 れ

46年度は本校にとって配念すべき年であ

った。新校舎の建 築も終 り,来年度からは移

転する運びにならた。 1轟 校舎も4月 には解体

し姿を消すわけであ亀 26年餞 吉良ガ1町

の教育を支 えてきた殿堂である。 しかし, 冶

め間の半分の年月は問題をかかえた月欝であ

り, なおその少なくなも半分の年月は苦朧

満ちた明け暮れであった。暴力が巣食ンヽ 1地

獄の鐘〃ルミ鳴ってマヽた時代である。先任の血

のにじむ努力と, 生従Ⅲ 父兄の悲願力徐々に

実:を結鋭 やろと正常校への光明を見出す今

日を迎えることの出来たことをせめて毛の I日

絞舎への鮨いとしたぃ気持である。問題行動

の起る原因は多岐にわたるも公教育で受持つ

領域lR 子供に学力をつけることに帰する。

お客様 として見捨てる授業からは問題行動

は消 えない。又 教師の力にも限度があるし
,

生徒 |ま多数の仲間と共に生きていることを思

えば自分を取り巻 く仲間から受ける影響 を教

― 十 一



育の場に活用することは時には教師以上の力      が多 く, 自分達で克服していこうとぃぅ積
も期待できる。この観点から, 本校のとりあ ―    極性に乏 しい。

げた班による小集団指導が生まれた。 45年     10生 活バズのきっかけとして使える。
度からバズ形式による復習学習をとりあげ全     ○班活動 学級活動における人間関係を高め

員参加出来る学習に取り組んでおり, 本年度      る手だてとすることができる。
はその形式を一般授業へも持ちこむとともに,     ○班会で発言しない子供も書くことができる。
東部中学校から学んで帰った班 日記による生                              o
活指観 学級集団作りを組み合わせることと      以上いくつかあげため、 一方の心配 として

なった。従来本校には個人ノー トの指導があ     o生 徒の負担 教師の負担がふえる。
った力ヽ 東部中学校で見た班日記に:ま, 全教     o内 容によっては返って問題をひきおこし暴     '
師が これにどうして気づかざったろと共鳴      力ざたまでに発展するのではないか。
したものである。しかし 今の本校の実体か     ○ヽしたがって 暴力を恐れ 形だけで 素通
ら取り組む危険も感 じたこ 目をつむって生      9ヒ /て深まらないのではないか。
徒の中へ投げこんでみたわけである。        などと ぃろいろ考えられたが とにかく生

徒になげかけてみよう。ということで実施に

3 班 日記 の実施へ            踏み切った。

我々が学んだ春日井市立東部中学校では,     4 班 日記 の歩 みの 中力ゝ ら 経 6年度)

班日記を蓄く意味について

○個人の問題を全体の問題 としてとらえて行      0 1年 生の班日記より

く。

10書 くことによって問題を客観的にとらえて         ※ 班日記で生きる ※

行く。                  (9月 9日 ) K子
○目標の達哄 学習活動促進のために役立て      個人反省 :私 は近頃班活動がいやになった。
る。                         ェ学期になると人が変わるからなじめないの

(O教師が気付き得ない生徒の心や行動を知り     かなと思う。学習時間けんかカラ ぃのも,一
また生徒相互の理解が深まる。          人一人の性格がわかってぃないからだと思う。

0個人, 班 学級の成長過程み記録されて行     私はよく考えて少しでも良くしていきたいと

くo                   思う。
:○ 教師と生徒の心をつなぐパイプの役害1をす      M君 へ :な にかと言うとSさんに「勉強せ

る。                       ぇJ「 こんなことがわからんかJと 言ってぃ

○生徒の生活の中に思想が育って行く。       ることを耳に します。 自分もそんなに言われ

たら良い気持は しないでしょう。ものを言 う

先方にとっては貴重な資料である 班 日記     時にはよく考えて言 うように。ノでもSさ んに     轟

をむりに数冊借 りて帰えり, それぞれむさぼ     教えてやることだと思う。これからも続けて

,読んだ。そして実施にふみ切った主な理由     ゃって下 さい。 (以下略 )

としては                          (10月 4日 )  M男                  =
10東 部中の班日記を書く意味と 生徒の班日      個人反省 :近頃また前みたいに人にいやが

記の内容が かなり結びついている。        らせをするようになった。 自分でも悪い と思
(0個 人ノー トの指導では, 移1師 と1人の生徒     ってぃながらやって しまう。こんなことを し

との対話に終って しまう。            てvヽ てはどこぇいってもさらわれる。今後絶
○個人ノー トでは ゃやもするとつげ口や      対にやめたぃ。・

何とかしてもらいたいといった消極的な面      班員へ :皆んな僕をさけようとしている。
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どんな時でも,の けものにしようとする。 S

さんとKさ んに聞きますが,こ れか ら僕がき

ちん とやれば,仲間に入れてもらえますか。

人に相手にされない くらい悲しく, くや しい

ことはない。 Sさ んは ,僕 と何かやるともの

すご く嫌がる8Kさ ん もSさ んと大体同 じだ。

それか ら○君に聞きますが,分 裂をされて理

由を聞かないのはそれがわか っているからで

す。だから僕は協力 しているのです。ぶ じょ

くするような言い方はやめて下 さい。皆んな

僕 と仲良 くして下さい。僕をみすてないで下

さい。そ して三班 を良くしていきましょう。

おねがい します。

評 :大変 よい反省だ。 回だけでな しに態度で

示そ う。君の努力をみんなに理解 してもら

ってがんば って下さい。よくかいたぞ。ノ

″一人一人 をみんなで生かそう。一人一人

がみんな と生 きょ う″ とい う学校目標の考

え方にたって班で話 し合いを広めて行こう

。/苦 しい時には前進 している。ノ

※ 班 日記は結ぶ ※

(Sさ ん )

今日は何と良い日だ ったろう。ホームの時

間,皆 にせめられているKさ ん,そ りゃ悪い

事 もあるか も知れない ,で も脅んなに皆んな

で よってたかってい じめるようなことは断呼

と して私は反対する。理科のテス トの時,い

けない迫ととはいえ本 を見ていま したが,6
年間余り勉強 していないKさ んに何がわかる

と言 うんですか。ホニムの時泣いているKさ

んがふびんでした。私 も泣きたい ような気持

で した。それで私はついK子 さんとい っしょ

に自分 も勉強 をしました。その後のさわやか

な気持,何んとも言えませんでした。帰りは

ほんとうにはればれとしました。

評 :よ くや ってくれ ました。脅れ をあなただ

けでなく,他の人に も竹れぞれできるよう

に動きかけて下さい。あなたの行為は生涯

Kさ んの胸に焼 きついて消えないで しょう。

(Nさ ん )

Kさ ん,あ なたは今の班の方が少しましで

しよう。 でも私達はあなたを助けなければい

けなくなるでしよう。どっちにしろ皆は皆で

助け合わなければ
｀
いけないと思うのです。そ

れは普段男子があなたをからかったりした時

私達は笑っていました。そんなこと関係ない

と思うのですが,私 も小学校 5年生の時。 あ

なたよりひどくい じめられ,毎 日泣いて帰っ

た日が多いくらいあなたの経験 をA・Eっ ていま

す。嫌われて,男子にてがわれて″でも私は

泣 く時どうしたらい じめられなくなるだろう

と思って泣きました。初めはあなたのように

男子を追っかけまわ していましたが,皆 は私

が怒っているのに笑って喜んでいました。脅

して 6年 生になった時,一人になりたい と先

生に言いに行きました。そして余 り人と話さ

ず,2日 目は皆私のことをかまいません。竹

れから私はか らかわれるのは皆 と私が相手に

なるから,そ してい じめられるのは皆より大

げさに言うからだと思いま した。す ぐ怒 った

んじゃ男子の追いかけっこのお遊びになるだ

け,あなたも男子をどなりながらitLい かけな

くても自分で考ぇ,帰 りのホームでまとめて

言いなさい。からかう人も相手にしないでや

めるかもょ。

評 :あ なたはそういう事に気付くのですから

大 したものですね。班員でどうしたらKさ

んが皆にい じめられないようになるか,叉
班活動がうまく行くか話し合って下さい。

(→  2年生の班日記より

% からみ班日記 ※

(6月 26日 )

俺が外出 しても,妨害しても,班長が注意

しない。そんなことで班長がつとまるか,そ
れに女子の無駄話が多い。女子は自分のこと

を棚に上げて,俺の悪いことばかり言う。ま

た男子は掃除をしないと言 うが,女子はどん

なにまじめにやっているのか。授業中に大き

な声を出すのは,班長と女子に腹が立つ。ま

ず班長だ。男のくせに弱々して,も っとぴし

っとすれば良いのに,も っと注意 しなけ りゃ

皆|ま 良くならないし,勉 強も身に入らない。

注意 したらおこると言うが,勉強に関係のな

-6-



いことを言 うた ら注意せえ (S夫 )

(6月 24日 )T男
外出者が 自分が何をしてい るのか,そ れが

良いことか悪い ことか を知 って書いているの

だろ うか。それを承知で外出するとはもって

の外だ。外出先は知る限りほとんど隣 りの組

で,物を借 りに行 くのだ。 2～ 6回 ともなる

と いくらなんでも自分 の していることがわ

か りそ うなものだ。

(6月 26日 )H子
班長は無駄話 を しても注意 しない。外出 し

て も注意 しない。私が「 おこりJと 言っても

F言 うたって聞かんJと 言う。そんなこと言

わないで注意 してみて,それでも聞かなかっ

たら意地でも聞かすょぅにしたら。前にもS

君が書いていたが,も っとび しっとしろと言

いた くなる。 S君だって案外注意 してもらい

たい と思 っているん じゃないか しら。だから

頼れるぴ しっとした班長になって下さい。

(6月 29日 )

俺はあんまり言えないけ ど,思 っているこ

とを言わ してもらう。本当はもっと注意 して

もらいたい。だけ ど班長が,それは言うのを

やめよう。俺の思 ってぃることは,注意 して

もっと良い班に してもらえた らF・ .・・・・。,。 俺が

こわいならこわいでぇい。腕づ くでダメなら

回があるじゃないか。 口でこいや。 (S夫 )

(6月 5o日 )T男
今月,気のついたことは 始めのうちは外

出が多かったが 下旬頃から急に静かになっ

た。静かといっても大きい声は 日に一度はす

るようだ。今 日は珍 らしく掃除 を良くやれた。

今日は珍らしくSは まっ先に廊研 をふいてい

た。これが続 けば 1人 2人と増 えて行 って不

参加者はいなくなるだろ う。む りなようにも

思 う。そこを何 とか続けさしたい。皆は班長

班長 とい っているが,班長だけが注意すべき

ものか。

(7月 2日 )

やっぱり新しい班はいいね。Y君は俺がわ

からない時は教えてくれるし, Y君 はやさし

い。外出や無駄話をしたら注意 してくれるし,

俺の求めていたのはY君かも (S夫 )
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※ 反省班日記 ※

(12月 18日 )M男
オ レたちの組では,班 日記を帰 りのふ―ム

で読んでいる。聞いてみると,班のいい こと

やわ りいことを書いている。ほかの班の人た

ちのをさんこうに してかかなければならない

と思 っているが,文 をようつ くらんがに,よ

うかかんがやけんど,ゃ ってやれないことは

ない。や らずにできるわけがないと思 ってか

いてみる。 オレの班はむだ話が多いcむ だ

話はォレとKが してい る。それでものた りな

ぃ時はJと か ら西か らもいっしょに しているO

いけない ことだ と思うがようやめない。する

と思 う気はあるけど,友だちが朝はさむい の

で朝のふきそ うじはいや。勉強は どの時間も

前をうつ してぃる。社会の時間はうつ してい

るときとうつ してない時がある。勉強 してい

る時,オ レらが しずかな時にほかの人がむだ

話 をしたらやかま しくてはらが立つ。オ ンが

した時 も ほかの人がは らがたつ と思 う。オ

ンらは前 をうつ しているだけだが,ほかの も

のは前もかいて,あ たまにもはめる。やかま

しいことをすこしずつなお してぃきたい と思

う。家でも勉強するときもあるが,勉強をす

るといったら英語の本文をうつすだけだ。ほ

かの ものもすると思っているが,ほ かの勉強

はむつか しく,か んがえなければならないか

らいやなんだ。きまつの時家で勉強 していた

らと思 った。

(12月 2o日 )S子
今学期最後 の班日記です。だか ら反 省を し

ます。この学期は なんとな く過ご して来たよ

うで,忙 がしすぎたようではっきりわか りま

せん。 しか し,忙が しい忙が しいと思ったこ

とは確かです。いろいろな大会,運動会,文
化祭 ,41a学旅行 と, この 4ヶ 月足 らずの間に

大きな行事が四つ も五つ もお しよせて来ま し

た。私が今迄ビ初めて経験 した忙がしさです。

みんなもそうだったと思います。 しか し,

それだからと言って,壁掲示やその他の班の

仕事ができなかった理由にはな りません。壁

掲示は どうでしようか。 この学期何枚できた



でしょうか。私は今のやり方ではどうも壁掲

示は週一枚はできないと思う。た とえば 委

員長か誰かに壁掲示の責任を持たt絶 対に

水曜日なら水曜 日に作らなければいけないよ

うに決めて もし正当な理由もなぃのに作 ら

ないなら全体討議にして話し合 うようにした

らと思 う。けれど こういう私 も全体討議で

手を上げて意見をレ`うことはできません。み

んな恥かしいと思っているようです。 5学期

には全体討議でみんなが発表できるようにな

らなければいけないと思う。そうじはこの頃

みんなが参加できだした。 しか し協力 し合っ

て手ぎわよくとぃうところまではいっていな

レゝ バズ学習も良くなってきた。数学の時は

特にできている。復習学習もまあまあだ。こ

の班 日記も とうとう毎日1ページ書くこと

を守 りとおすことができた。それも全員が喜

こぶべ きことだと思う。

←⇒ 3年生の班日記より

※ 班目記は呼びかける ※

(12月 5日 ) M子
10日ほど軋 A夫君の個人 ノー トを先生

が読んでくれた。それにはび らくりするほ ど

の決意がかかれていた。みんなもそれにはび

っくりしただろ う。でも一週間もたたないう

ちにもとにもどったようだと思う。お ととい

の国語の時間に呼びに行くと「やってもなん

ちゃあならん」とか「 わからん」とか百 って

いた。それに新しい班になってから掃除に全

然参加 しない。前の班も通うだったのだろ う

か。 あの個人 ノー トを書いた時は参加してい

たのだろ うか。また A夫君!ま新 しい班にな

ってから班の仕事の分担をした時 自分から

ずっと一ケ月間予定調べをやると言った。三

人ともそれに賛成 して発表した。 しかし妙

日に まじめに書けていない。書かないかんと

言うと,少 し書いた力、 やゃこしいと言って

すぐやめて しまった。 A夫君が個人 ノー トを

書いた時は,本当に決意していたのだろうか。

どうしてこんなに早くそれができなくなるの

か。A夫 君は弱虫だと思う。予定調べにして

も調べて来て議くにも40分位で済む。その

上自分からやるといっておいて,昨 日からお

ととぃ A夫君は音楽室でピアノをひいてい

た。そうじをしいというと「 ひやいわあJと

いってピアクをひいている。私は思うのだが
,

ピアノをひくよりもみんなで力を合わせ■
そうじをした方が暖くなると思う。A夫君は

あまり掃除をしないから, それを知らないの

だと思う。それに掃除や復習学習などに積極

的に参加することか れ みんなとの協力もし

あうことがで亀 よぃクラスができるのでは

ないだろうか。

―― 、中 略 一 一     ‐

A夫為 苦しんでぃるのは君だけではない。

勉強も少 しずつ, 1日 に 50分位でもやって

いると気が少しでも晴れると思 う。そうじも

できるだけ参加して, みんなと伸良くしてい

くことが大男だと思う。 K夫 乳 授業中発

表する時もっとはっきりと思っていることを
パッと言ったらどうですか。言おうかやめよ

うかと思ってい ると, なんだかはがいたらし

くなる。違っていた らそれだけ覚えるのだ し

ご冶ごそ してぃて徳になることもなぃもそし

ていやなものはいやP よいものはよぃと,は
っきりしたらよいと思う。この間 A夫君が

腕ずもうしようと言った叱 しぶり しぶり

やっていたが, や りたくなかったらいやと言

つたらよいと思う。K夫君も勉強したいとい

う気持はあると思います。遊 ぶのにひきずり

こまれずに, 勉強する方にひきず,こ んであ

げるよう努力した らよいと思う。

※ 班日記を考 える 機

(7月 15日 ) H雄
昨日で期末テス トが終った。まだ返しても

らっていないテス トもぁる力ヽ 僕のテストの

結果は思っていたょりできていていいきもち

だった。それから日記について悪口を書く。

僕だけの意見ですが,班 日記を蓄いても, ろ

くに意見もないし 討議もしないのに, こん

なのを続けていても意味がないのではないで

しょうれ もうこんな日記はやめてほしい。

僕の態度が変わってきたのも, この班目記が

- 5-



始まってか らだと思う。でも,吉良メ|1中 の先

生クまこんな班 日記がいいものだと思っている

ので しようか, この班 日記がいいものなら,

すべてのものがいいものになるはずです。ょ

その学校の していたことをまねていても,み
んなが認めるものでしようか。一部の人だけ

が認めても,班の誰かが認めなければ,班 日

記とはいえません。すべての班員が参加でき

るならそれでもいいでしょうが,どこかに認

めない人がいるはずだと思う。こんな班日記

なら班日記とは言えないだろう。

僕はこの頃掃除には全然参加できていない。

その理 EIJは 言うのはよしておこう。そして,

学習態度も前にくらべて随分悪くなり,今で

は,学習に全然参加してぃない。これも言う

のはまたとしておく。班員の人が怒るから,

今日僕 は,帰 りのホームの時席をたって図書

室′音楽室へと逃げた6逃げた原因は女子の

班員にある。毎日の勉強がなんだ。ホームが

なんだと毎 日思う。

僕 は今までにこればあ長い文を書いたこと

がない。これで終りたい と思いますが,班 日

記の件について,ょ その学校がいぃと認めた

ものをまね したのですか? それなら,よ そ

のや つていないことを僕たちで決めて,そ れ

を高めていきたいなと僕は思います。僕は班

目記については大反対,こ んなのはやめろ,

班日記追放

(注 )こ の頃,班 日記に対する不満,し んど

さ1/■ Hの みならず多くのものに潜在してい

た と思うが,廃止 ,改善 をはうきり打ち出

したのまま,彼が最初であり,班 日記の意義 ,

在り方を再考さす上で叉 とない機会と考え′

ホームで全員に投げかけることにした。

まず, 日記に書かれた彼の疑間点を分析っ

感想"意見を書いてや った上,班会で読ま

せ,ホ ーム全体へ提案さそうとした。 とこ

ろが,彼にとっては面白くなく,外へ飛び

出す結果となった。班員や多 くの仲間の力

で,彼を教室へ呼びもどした後,班日記 と

彼の一連の行動について,班,全体での討

議がなされた。以下は班 日記に書きとめ発

表された主な意見の一部である。

-6-

(班日記の意義と在 り方について )

○ 班日記について今まで何の疑問 も抵抗も

感 じなかったことについて,自 分でも意義

のある班 日記でなかったょぅな気がする。

それを今か ら考 えてみたいが,やは り,班
日記は続けるべきだと思 う。 H君の気持も

全然わか らないでもない。

○ 班 日記についてはこれからも続けていっ

たら良い と思 う。それは,私 の班でも掃除

に参加して くれなかった人も参加 してくれ

るようになった。これも班 日記を続けてい

るお かげだ と思うcま た,悪い点 :ま 班匿記

にかいた りして,こ れからもなお してい く

べきだと思 う。そ して,みんなの心が通 じ

合 うのではなぃだろ うか。

○ 班 日記はみんなの意見をきくため,ク ラ

スのため,吉良り|1中のためにかかすことの

できない ものだと思 う。 たとえ東部中か ら

まねをした といって も,班 日記はみんなの

意見や班の問題点のあつまるところである。

そ して公開 してメ意見,問題点の最大の解

決場所であるから班日記 を続 けていくべ き

である。

(Iの所属する班の結論 )

○ 班日記は,そ の日に書いたノ、だ |す で,み
んなが考 えなかった。今までの私達 |ま 反省

すべきだと思 う。でも,班 日記は同でも書

いて,み んなの気持がわかるの1ま 良いこと

ではないだろうか´そ の内容 を班のみんな

が意見を鶏 し,全体討議 し暮ナれば,自 分

に関係のないことだといって聞きのがすの

はいけない道とだ と思 う。

○ 班日記はもちろん討議が必要だと思 う3

それが十分でないのは誰の責任とも言えな

い。個人個人の責任なので, 自主身すに参書

し,他の人の意見をきいて,自 分の悪いこ

とも少しずつでもなおしていこぅ。

(菫の行動について )

○ 班日記 を書くのがいや なの1ま 君だけ じゃ

ないので,な んぼいやでも今 日みたいにば

ぶれてほしくない。

O I」Iに 協力 してやって下さい。rfiさ んが自

分の責任のょうに思っています。H君は他



の人に迷惑をかけても良いので しょうか。

私達の班はそうではないと思います。

、O IEl人 の問題でなく,班員の問題だと思う。

もちろ& そのためには個人個人の自覚が

あって通そ班が成り立つぺ 個人を生かす

には班員の協力がいると思う。わざわざ班

学習している意味がない。

綺 班日記の指導の中から

tO (前略 ) 工学期には, パターンのマ

ンネリを防ぐたo 批評 らんに色 々と工夫

をこらしたが,時間不足と学習不足から満

足なものまま得られなかった4各 班より重

点目標の 1～ 6が でだし 各班員も班 日記

で何かをつかんだような気がする。自分の

ホームでtt 班作り,1学習作りにこの班日

記が果 した役害1は 大きいと自負している。

これか らの課題は班作り, 学級作 りをより

確かなものとすると同時に,討論1/Fり に
,

わくを広げたいと自分自身に闘約束してい

る昨今である。 1年担任 A

o 班日記が実施 されだしたが 6月 の末。最

初ほとんど毎日言い上げ 軽蔑悪口雑言の

書きなぐり, 全くウソザリすることの連続

だがこれでいいんだ。これでいいんだ い

つ 日か誰かが何かに気付き変るだろう。

今はこれでいいんだ と希望的観没Jを持った

りした。 しか し毎日が勝負だ次の日迄おい

ておくことができない仕事なのだが・…・b

それから数ケ月, 子供達は変ったのな 考

えてみれば気の長い話 しだ。 1年担任 B

O (前 略 ) 個人 ノート, 班日記 面接

などの結びつきこく 不安定な鰯々への精

神衛生的処方であ 9, lEl々 を集団への導入

であり, ひいては個人,集団の思想化へと

もつながって行く牛歩路とも考えている。

ともかく,書 かれだしたら(権威とは無縁

の仲間から), 聞き出 し(多少ふざけぎみ

だが ), 書きだ し(反発もあろうが ),そ
してひいては 行動的 (全 くの自主性から

は未だ遠くても)に なって来るものではな

いだろうかと理論めいた感情が毎日の班日

記の中から読み とれるよ うだ。

2年担任 C

O 班 日記指導の中で一番訴えたいのはSさ

んの人間的な成長である。私は彼女をで。

2年 と持ち上が りで教えているが, これほ

ど変わった人は珍らしいと言 って も過言で

はない。 1年の時は, 成績は大変よく, 指

導力もあると思われた生徒であつた力ヽ 自

分の殻にとじこもり, 自己中心的な言動が

多かった。班学習 班活動の取りくみなど

も, 現在のそれ とは比べものにならない。

その Sさんが 2年になってから積極的に

班の通と, 学級のこと,学校の追とと目を

むけ考えるようになって来た。 (中略 )

この班 日記につレヽては 書かせるための

時間の問題 また後の処理の問題 と, いろ

いろあるが, 子どもたちが,自 分のまわり

をとりまく問題にめざめ,対処していく態

度を養うのには, 非常に効果があると思 う。

2年担任 D

O 班日記を調き, それを班会で討議するこ

とだけで全て問題が解決 し 生徒が成長す

るように思われるかもしれないが,班 日記

以外に色々な要素 クラスの集興 親子の

対説 家庭訪鶴 教師の援助… …・・…。が働

いて生徒は成長 していくものです。 (中
略 )でも班の団結を強め, 生徒の変化への

動機 をつ くり, その向上を定着さすのに班

日記は一定の力を示していると思う。班や

クラスの向上のために 1～ 2時間考えなが

ら書いた 日記を基にして班討議にはそれな

りの深み,き び しさがあり,互ぃに班員を

理解 しあうものと言えます。

5年担任 E

O Hの班日記に刈する訴 えは, 学級に大き

な反響を呼Q 無意識に書き, 討議にして

も不充分だったことについて 反省の機会

をもたらした。また, 同時に彼自身の行動

― ア ー



についても, 批判が瀬 えられ 彼の再出発
の 日ともなったと考える。 5年担任 F

い 精神健康検査の概観

生活の深層を認識できて初めてその指導
組織化が期待出来るものではないだろうか。

子供を知ろうとして実施したのが本検査であ

る。たまたま 本絞では小集団による協力関

係を指向して「バズ学習」を研究してぃるが

それにしても, その少数の中で「阻害感J力
=

介在するとした現 その集団は, ただの集ま

りに過ぎないのではあるまいか。 二年生に

精神健康検査を実施したのにもやはり理由が

あり,「 2年 生の生活を最重視 して取 り組み

たい。」は 端的に言つて,問題点が一番多

ぃとみてのものであり, その健康度は外観す

るだけ,或いは感じたもの■ 生徒観は適切

でなかった。 1人 ひとりの生徒を, 全員が

「知る」, これが生徒への当り方を一つにす

る事につながろうし それが問題行動の多い

職場での教員の姿勢でもなけれヤ北tらな力つた。
2年生の精神健康度の検査の成績は, 偏差

値に換算出来ない者が多く, このプロフィー

ルを信頼出来るものか疑った。総体的に女子

に問題が多く, 長所もさることながら短所が

かなり問題となっている。ただ短所の中で情

緒不安定がそれほど問題になっていないのは

どういうわけか。情緒不安定な者は少なく,

他は無関心を装ってぃたのではないだろうか

と思われる。 2Aに つ レヽて はi最近の状態を

どう見ることが出来るへ 班日記の関連もふ

まえて第 2回を実施してみた力、 その分布の

偏りは殆んどなく, ダイヤグラムの面積も小

さく, 全体的に落ち着きがみられていること

になると思う。殊に「対八“的親和度」につい

てみると,感情的で自己統制がうまくいかな

い生徒が激減してぃる札 注目される所であ

る。全体を通して言える事は「良い生徒J

「大人しい生徒」と目されていた生徒が 混

舌Lし た学級に諦れ ないしは無感応な生活を

していた点がうかがえ, 今後注意していくべ

きではないだろうか。その点 2年の場合:ち
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話し合う場が出来, 隣りの意見に耳を傾ける
バズの初期の目的 基礎が出来たとみるべき

ではないだろうか。班日記の成長 と比較する

事が望ましぃと思う。

thl 班日記に対する生徒の意向

班日記開始日  ―――_4“%月 19日

第一回アンケー トー_46年 7月  8日

第二回アンケー トーーー46年 1月 14日
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5 47年 度の取 り組み

イ)目標と実施方法

A 班日記のねらい。

○班に生き班を高めて行く。
、O仲 1笥 の気持を知り,仲間と共に考える。
O一人の狭い考えをやめて全体的視野で。
○班ヘクラスヘ建設的な意見を出す:

○自主的な学級作 りのパイプにしよう。

B 班 日記をかく諸注意

○全員が必らずかく。
、O不真面 目な態度でかくことは仲間をうら

ぎることになる。

O事実だけでなく自分の考え,対策を。
O「 Aさん」「 3さ ん」でなく個人指名Q

動
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.0私的な感情でなく, 班 学級f/D関 連で。

0自分の行動や態度に対する反省を。
10班 活動で得たり,苦労 した経験を。

C 班日記の方法

班内輪番制く 家に持ち帰り, 書いて来て

朝のホームルームで提出,主任教師は帰り

のホームルーム迄に読み 評記入の上帰り

のホームルームで各班へ返し 生活バベ

学級討議にかける。以上を正常ルートとし

ている。

D 班 日記の活用

○ 班会発表

ホーム主任の評 を得た班 日記は, 帰 りの

ホームルー ムで返 され, 次の当番が班会で

読み上成 生活バズが展開される。

○ 学級会発表

ホーム主任の指示のあったもの, 学級全

体に関連のある班日記は 全体会へ読み上

げて全体討議に引きつがれる。

○ 学級新開発表

当初は主任の意図的な配慮として, 参考

的な内容のものを学級新聞の原稿にまわ し

ていた力ヽ 本年度の傾向として 各学級と

もに,班 日記を一編は生徒自身の選択での

せている現状で,学級交流 校内交流の役

害Jを 各学級新聞が果している。

(口)47年 度の班日記から

1年A tt   U 枝

今の班は明るくておもしろい。でも ただ

おもしろいだけでなく, 決まるところはちゃ

んときまったほうが気持がいい。でも 今の

班は少 々友達だし, ちょっとH同志だし,同
じ部で練習しているので話がのるらしく, な

かなかやかましい (なるべ く話しかけない

ようにしたい )前 の班で私も班長だったか

らTち ゃんの気持よくわかる。いざとなると

何でも「 ハイ,班長Jだったら腹が立つ,だ
から1人 1人が班長になって平等に仕事をす

るべきだ。でも全部じゃなレゝ 班にはやは
'

リーダーが必要だから, そこのところはよく

理解してもらいたい。私達も全部班長まかせ |

でなく, 復習学習の1買 もちゃんと決めてや り

たヤ、 なるべく………・・じゃなくて がんば
｀
っ

て協力するからTち ゃん しっか りね。

1年Btt   V 恵

私はだいぶ前にN君 のことをこの 日記に書

きました。だから また蓄 くのはなんだか悪

いようですが,N君が少 しもよくならないの

で, また書きます。前にも書いたように, N
君it数 学の時間はとても静かです。そのく

t 国語な どの時間になると きまってうる

さくなります。なぜそんなにちがうんでしょ

うか ? やっぱり先生が変るからでしょうな F

でも, 私はそんなことはうるさくなる理由

にならないと思います。 N君 も数学がまじ

めにやれるんだったら, 国語や他の授業もま

じめにやれると思います。いくら先生が変っ

ても N君さえやる気があれば どうってこ

とはないと思います。N君 は 自分から勉強

ができないようにしているようです。だって
,

毎時間のようにノー トを忘れてきます。/―

卜がなければ: 黒板に書いてくれたことも書

けません。そうすれば みんなより, それだ

けひまになります。その時間が退属だか ら
,

へんなことを言った りしているのではないか

と思います。だか ら毎時間 ちゃんとノー トを

持って来、 みんなといっしょにノー トをし

たらいいと思います。

それから たいがいの人が N君が変なこ

とを言 って笑わせると,す ぐ調子にのって笑

います。だか 転 N君がまた言 うんだと思い

ます。N君 も気をつけなければいけないけれ

ど,ま わりの人も, もっと気をつけなければ

いけないのではないかと思います。

――班員の意見 ―一―

今まで何度となくN君のことがでました。

N君は反省したその次の 日は まじめにし

ています力ヽ それからは,ま たいつもの調子

にもどっています。N君が なぜみんなの勉

強のじゃまをするのかわかりません。一度徹

底的に クラス全体で話 しあってみたらいい
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と思います。 (当 日話し合 う) ろか。毎週日躍 日の午后 NHKで 「中学生
日記Jと いう番組がある。それは, ぁる中学

5年 Att   S 吉 校の一クラスの道とが描きだされてvヽ るベ
僕は今まで「 ゥソJを ついていたかもしれ あれほど問題の多いクラスは少ないだろう。

ない, 何度 も無駄話をやめる, まじめにする     テレビだから わざと問題 を作っているのだ
と班員に言ったことだろう。僕がそんな事を     ろう。 しか し もし問題が起きて:も, あの人
言ったと思うと ものすごくはずか しぃ。で     たちくらいに,みんなが真剣に, 問題は問題    ・
も 約束するよ。今まで僕のためにつくして     だと思レヽ, それを解決する努力をすれば: ど
くれた H挙 れ Uさ花 T乳 ほんとうに     んなにかクラスが良くなることだろう。テレ
ごめれ―僕は最後まで君たちの言うことを聞     ビのようにとは言わない力、 みんな もっと     い
いてやる事ができなかった。ほんとうにごめ     問題だと思 う気持が必要だと思 う。
ん。でも もぅ約束するよ。 どんなに僕の事

を思ってくれたか その君たちの気持は忘れ     6 おわ りに
ない。ありがとう。君達は最後まで僕を大事
にしてくれた。新しい班になっても無駄話は      (1)心からの対話がなけれ銭 問題ははみ
しないだろ う。掃除はみんなといっしょにす       出していく。
るだろう。そして勉強もまじめにするだろう。

それから みんなといっしょのことをゃる     (2)学 習保証のなぃ呼びかけには問題児は
だろう。これが僕のできるすべてだろう。そ       耳をかさない。

してまた 9班の人達が僕におしえようとし

たことを 僕一人でやりとおす。また s‐Dり      (3)精神的な結びのない班学習は形式的ι
とおさなけれ|ず

｀
ならないと思う。いやでも

,

なぜなら いままで僕といっしょになった班      (4)た ゆみない呼びかけが 問題児を呼び
の人達にせめてものっぐないをしなくてはな       起こす。

らないから。ありがとう 今まで僕を大事に

してくれた人達b逼 れも
「

され Uさ れ      (5)認 められ からみに入った時 間題児
T君 のおかげかもしれない。なぜこんな事を       が目覚め 動きだす。
思うんだろう。今日の僕はすこしおか しャゝ

ふつうの時はこんな事は思わないのに, なぜ      (6)訴 へることで自然と自身の行動もひき
だろう。・……・・ぁ りがとう班員の皆 さんノ        しまって来る。

5年 Btt   E 子                (7)が っちり組んだ班の結びが学級を民主
毎 日毎日書いてぃる班日記。 もうだれが書       嶋 自主的に前進させよう。

いても同 じようなことば
｀
か り書いてある。                             _ 増

「無駄話が多かった。掃除ができた, できな      以ム,班日記とともにの学習設計を思考じ
い。」な観 もうそろそろ,新 しレヽ,一歩前     学級経営を押し進めているもの武 遅 た々る
進したことを考礼 書き,実行する時に来た     歩みだが 「 からみ」 から 「結び」 へ     '
のではないだろうか。それが何なのか私には     「結び」 から 「前進」。「建設」 への
わからない。全 この班日記を書こぅと思っ     階段を登 りかけたものと考えています。
て, 前の人の書いたのを見て思ったことであ

るが, 私たちにIt こんな班日記に書く問題

ば少なすぎると思う。問題が少ないというこ

とは, 進歩していなぃとぃうことではないだ

‐ 1 0-



第 4回バズ学習全国研究集会

1.学 級 の 性 格

3年 A組、男子13名、女子16名、計29名 。彼ら

は 2年時において、特殊学級 (8名)を入れて3

学級であったのを特殊学級を廃止して新しく2学

級に編成がえして発足した学級である。

学級担任として共に生活する中で感じたことは、

男女の仲が大変悪いこと、掃除など奉仕活動をい

やがること、時間が守られないこと……など、全

ての問題を利己的に処理し、クラス (み んな)の

立場を全く無視してしまっていることである。あ

る生徒に「どうして掃除をサボッている人に注意

してやらないの」と尋ねると、「どうせいうてもき

いてくれないもんJと いうあきらめムードである。

授業中にわからないところを話しあわせてもお互

いに協力してやろうという気配は少しもみられな

い。「あっしには、かかわり合いのないことでござ

んす。」といった態度である。

そこで、この個々ばらばらな学級集団に揺さぶ

りをかけ、自分と学級集団のかかわりあいを認識

せざるを得ない場づくりに取り組むことにした。

2,班  編  成

この場づくりのためには学級を小集団に分ける

必要がある。そこで、クラスを5つの班に編成す

ることにした。

学 級 会 活 動 と その は 営

(学級集団づくりをどうすすめていくか。)

広島県豊田郡木江町立木江中学校  道 先 彦春

班編成にあたっては、男女混合であることを要

求するだけで自由に班をつくらせた。この一つの

条件に対する抵抗が大きく、なかなか話しあいが

つかない。そこで先ず「 くじ引き」で決めて、そ

の後で変わりたい人はお互いの話しあいで変わる

ことにした。

このようにして一応班は出来たが班内での座席

の位置が決まり落ち着くまでに 1週間以上もかか

った。と同時に当番活動を通して女生徒から苦情

がではじめた。「男子はナボッて仕事をしない。

はじめから男女 緒に当番をさせるのは無理であ

る。はじめの内は男女別々に当番をさせ、男子が

ある程度自主的に出来るようになった段階で男女

一緒1/4させるべきである。」・・・等々、班内の矛盾・

ゴタゴタが現われはじめた。

男女のかかわりあいを班内にもってきた意図も

このゴタゴタをおこすためにあつたのであるが・・・

3.班  競  争

この班内の矛盾・ ゴタゴタを班iと 班iと の矛盾・

ゴタゴタに結びつけ、生徒の目を他の班へ、学級

集団そのものへと向けさせるように班競争をとり

入れた。競争をしくむのに、学級で目標を決め点

検することにした。

目標を決めるにあたっては

(1)だれでも努力によって、達成できるもの。



(2)結果が容易に把握出来るもの。

この二点をふまえて、次のように決定した。

○目標 (点検項目)

(1)遅刻をしない。

(2)チ ャイムが鳴ったら早く席につく。

(3)始業前に教科書を机上に出しておく。

に)約束の時間内で掃除をする。

15}掃除は協力してやる。

○評価の基準 (各項目5点満点)

{1)1名遅刻のとき2点、2名以上は0点

12X3)1名できないと3点、 2名以上は0点

に)時間内にできなければ 0点

(5)1名 ナボルと3点、2名以上は 0点

4。 評価 の しか た

班競争は、ただ競争させ、順位をつけて終わる

のでは意味がない。生徒の意欲をかきたて、進ん

で競争に向かわせるように仕向けなければならな

い。そのため、一番悪い班を 1つだけ明らかにし、

つとめて「ボロ班」「 ビリ班」というように感情的

な評価を投げかけるようにした。

評価のしかたは廊下の掃除当番になった班から

2名 出て、その2名 が点検項目にもとづいて行な

い、その結果をもって短学活でビリ班とその決定

理由を発表することにした。

5。 歩  み

班競争をはじめて最初ビリ班になったのは 1班

だった。その日の反省会は感情的になって不平不

満をいうだけで終わった。

「どうしてわたしら悪いこともしないのに反省

しなければならないの?」 (K女 )、 「 3班は授業中

は話 (マ イナス発言)ばかりしているのに、わし

らの班の方が静かで良かった」(S男)と か、「今度

週番になったときは 3班 (週番班)を ドベ班にし

てやる。」(K女、S男)と いったとんでもない発

言が出てくる始末だった。授業中騒がしいことも

短学活で取りあげるようにすればどうかと提案す

ると、「どうせやってもだめだ。」(S男、K女)と

受けつけてくれない。

最後まで反省らしい言葉は一つも間かれなかっ

たが、自分達の班を自覚し、他の班の存在を意識

しはじめたのは事実である。

三日後の 4月 21日 の班日誌には次のように書い

ている。

今まで僕たちは自己主義で協力性がなかったの

で、これからはお互いに協力し助けあっていきた

い。そしてどの班よりも伸のいい班にする。

先生ヘーー ドベ班になった時に先生がいるのは

かまわないが班の反省にはあまり口をだしてほし

くない。なぜかというと、班の反省でこれが一番

いいことだと思っても先生が目を出すと反省には

ならないと思う。

班で反省したことを翌日の目標にし、それでも

だめだったらまた反省する。そうすることによっ

て班全体が進歩していくと思うから……。

4月 26日 ―一今までは協力性がなかったが少し

でも協力しようという気持がでてきた。これから

も協力してもっと良くしたい。この班で守る目標

を話しあった。

(1)協力する。

(2)男女仲良くする。

(3)一つでも悪いことがあったらどうしてそう

なるのかをみんなで話し合う。

最初はビリ班になったら15分間班会議を開いて

反省することになっていたが、「 ドベ班になっても

いいわい。J(S男 )と いう声が出るようになって

ビリ班になったらその翌日の給食当番をするとい

うことになった。更に、 1週間でビリ班になった



回数の多かった班が給食時のエプロンを洗うとい

うことも決まった。

く5班の班目誌から〉

5月 17日 一一最近 ドベ班の回数が多く、給食当

番をやらされるので学校生活が面白くない。

折角男子が真面目になってきたのに、いつもこ

んなふうだと男子はグレて全然何もしなくなって

しまう。私達のことも少しは考えてほしい。

5月 18日 ―一男子は自分達の責任なのに少しも

反省しない 男子はまったくいうことをきいてく

れないし、もう男子のことについては責任をとり

かねる。

このときの5班は遅刻は多いし、掃除の協力は

ダメ……と、いろいろ問題をかかえた班であった。

班長のK女はじめ女子はこうはいいながらも実に

よく取り組んでくれた。そのかいあって、少しず

つ男子もK女の情熱に応えるような様子がみえだ

した。班がえの日の日誌に「 S君も遅刻しないよ

うになってうれしい。」とK女は書いている。

5月 19日 一一今まで私達は注意するばかりで何

も具体的な取り組みをしていなかった)今度から

はどうしたらよくなるかをもっと考えていきたい。

S君 (遅刻が多い)はみんなで誘ってくること

にした。O君が引き受けてくれる。

5:旺のようにハンディをもった班ができたこと

もあって、評価の仕方を少しかえてみた。いまま

での管理的評価につけ加えて、指導的評価をとり

入れることにした。

○どんな取り組み方をしたかっ

・ 取り組みがよければ +10点

・ 少し取り組んでいれば+5点

○週番に命令権を与える。

・ 同じことで2回注意されたら-5点

・ 一日に 5回以上注意されたら-5点

○週番班の逆点検

・ 視点一一(1)仕事を正確に果したか。

(2)公正であったか。

不信任動議成立の場合-10点

(班 1票、2対 2の とき不成立)

○優秀班とビリ班の両方を決定する。

く短学活 の記録〉

その日は5班 と4班が同点でビリ班ということ

になった。

議長:あすの給食当番はどの班にしてもらいます

か 。

K男 :5班は先週ビリ班1/~Cな った回数が一番多か

ったのに、エプロンを洗ってないので明日は

5班にしてもらったらいいと思います。

議長 :い まの意見についてどう思いますか。

I女 :エ プロンを洗ってなかったということとこ

れとは関係ないと思います。それはきのう (

月曜日)出すべきことです。

議長:ほ かに意見ありませんか。(各班で自然にバ

ズがはじまっている。)それではこれから3分

ほど各班で話しあって下さい。

その時の5班の話し合いでは、エプロンを洗っ

てないから当然だというのはK女だけだったので、

4班 も一緒にすべきだとの結論になった。

あとは、その問題からはずれてピリ班になった

ことに怒りをもやしはじめた。総攻撃をうけたの

はS男だった。

「 S君は遅刻が多いがもっと自分から気をつけ

て遅刻しないでもらいたい。」(K女 )、「どうして

早く来ることが出来ないのですか。」(M女 )、 「毎

日試験勉強をしているので朝どうしても遅くなる。」

(S男 )、「いままでも醤亥Jし ていたじやないか。」

(0男 )、「夜になると目がさえてくるので早く寝



一

られないから…」(0男 )、「それに給食当番もナボ

ルことがある。もっとみんなに協力してほしい。」

(K女の声が荒々しくなってきた。)追求が厳しく

なりかけたとき時間ぎれとなった。

議長11班から意見をいって下さい。

1班 :エ プロンを洗ってなかったという意見が出

たが、 Iさ んのいう通りいまごろいうのはお

かしい。だから2つの班で協力して明日の当

番はやったらいいと思います。

(2班 3班 もだいたい同じ意見であった。)

4班 :わたし達も二緒1/tや ります。

5班 :エ プロンを洗わなかったのはわるかったの

ですぐ洗いたいと思います。

その後で給食当番をさせることについての是非

がでかけていたが、職員集合のベルで帰らざるを

得なかったのは残念だった。

数日たった土曜日の放課後、5班の班長と1班

の班長それに I女 の二人がきて、 ドベ班になった

ら給食当番をさせるのはおかしいからやめてもら

いたいという申し入れがあった。罰当番の形で仕

事をさせるのは好ましくないということである。

もっともな意見でこちらが反対する理由など一つ

もない。

月曜日の短学活でそのことが提案された。給食

当番をさせることについての是非が論議されるも

のと思って期待していたが、彼女らの提案があっ

さり受け入れられて、かえって二人のいいたかっ

たことはみんなに理解してもらえなかった。

翌日、T女は班日誌に次のように書いている。

罰当番をとりやめてほしいといったが、きよう一

日だけみても掃除にも授業にも協力がなかったよ

うに思う。……みんなはどのように考えているか

書いてほしい。

〈1班の班目誌から〉

6月 14目 ―一優秀班になれなかった原因は女子

の協力がなかったということで、S君から注意さ

れた。せっかく男子が一生懸命やってくれている

のにわるかったと思う。

S君は班がえで 1班になった。この2o3日ずっ

と優秀班であったので自慢していた。この日はよ

っぽど腹がたったらしい。

最近授業中も少しはパズができるようになって

きた。

〈短学活の記録 (週番の逆点検)〉

議長 週番について何かありませんか。

○男 僕がチャイムが鳴っても席についてなくて

減点されたが、あれは椅子に画鋲があったの

ですから減点にすべきではないと思います。

週番 画鋲を同じ班の人がわざと置いたのだから

当然減点にすべきだと思います。

K女 他の班の人がおいたのであれば減点すべき

でないかもしれないが、今日の場合は週番が

正しかったと思います。

(O男あっさり認める。)

N男  1班の男子に対してはきつく注意 (言葉使

いがきつかった)し て、4班のの女子に対し

ては少し注意しただけで減点しなかった ,

M男  3班も騒がしかったのに注意しなかった。

1班 と5班に対しては差別です。

週番

S女

議長

S女

授業中は気づかないときもあるし、他の班

も注意してあとから週番へ連絡してほしい。

それも威点の対象になるのですか。

どうしたらいいと思いますか。

それをいれると、いい加減に注意しあって

かえってやかましくなると思うから注意はし

ても減点にはすべきでないと思います。

ほかに意見ありませんか。(ガ ャガャ……)議長



いまのSさ んの意見とさっきのN君の意見に

ついて各班で話しあって下さい。………・

結局、S女の意見通りになる。N男の意見174対

しては騒がしいときはきつくなるのは仕方ないと

きもあるが、今後言葉使いには気をつけるという

ことになった。

議長 週番が公正でなかったと思う班は挙手して

下さい。 (結果は 2対 2で不信任動議は成立

しなかった。)

〈各班の取り縄みから〉

● 取し合いがうまくいかないから席がえをする。

この前は席がえのことで意見が一致しなかった

が、これからはもっとみんなが勉強できるよう

な席順にしたい。

● N君は当分漢字ノー トを提出していない。今

後はやってきていない人がいたら班全体が残っ

て全員済んだら帰るようにする。

● 授業中に教え合う。

● 今日から試験勉強にとりかかる。みんなでや

ってくるところを決める。

(み んなの目標一-50点以上とる。)

K男一一数学 (問題のポイント、方程式)

A女一一国語 (プ リント、漢字 2ペ ージ)

● わからないところがあれば明日学校でみんな

に聞く。

● 勉強をしていなかった人には、放課後みんな

で教える8

以上各班の取り組みから主なものをピックアッ

プしてみたが、指導的評価を試みるようになって

各班での取り組みも少しずつではあるが進んでき

ている。

しかし、評価するときに取 り組みとその結果を

混同したりして、短学活がなかなか進行せず、い

たずらに時間がかかることが多くなった。そのせ

いもあってか、点数制に非難の声が出はじめた。

6月 28日 の 3班の目雲志から一一先生は点数をつ

けて僕達を良くしようとしているのですか。僕達

は点数、点数ばかりで他の班に憎しみみたいなも

のをもっています。これが班というものですか。

僕達は憎しみをもちたくありませんからやめても

らいたい。先生は強制的に点数制にして僕達をし

めつけている。これでは僕達に進歩はないと思い

ます 」

そろそろ「ぶちこわし」をしてもいい頃だと思

ったので、翌日の短学活でこのことをとりあげた。

3班から先に意見を聞くと「点数制はやめにする。

もし今よりだめになるようだったらまた考える

という条件つきのものだった。他の班の意見も大

同小異であったので 7月 から点数競争はやめるこ

とになった。

今後は彼らの主体的な取り組みを期待してしば

らく様子をみたい。

7月 1目 校内話し方大会が生徒会行事として催

された。 3Aから各班を代表して5人の生徒が意

見を述べたЭ次の文はその内の一つである。

協 力 につ いて

3年 A組 5班代表 ○ ○ ○ ○

ぼく達の学級は現在班活動を行なっている。も

っとも自主的に始めたのではありませんが協力性

を高めるためとにかく取り組んでみたのです。

この3ケ 月間いろいろなことを行なってきまし

た。学級内の行事はすべて班ごとに取り組みまし

た。たとえば、学活なども計画表にもとづいて、

班ごとにとりくめるものは班で計画をねり、その

ときの責任班のもとで実施してきました。



また、私達の学級は班どおしの点数競争を行な

っています。この点数競争とは競争する目標と評

価の方法を決め、それに従って点数をつけていっ

て一日で一番点数の多い班を優秀班と決め、その

反対に一番点数の少ない班をドベ班と決めるので

す。こんなことをして、どんな効果が得られるか

というと競争することによって一種の対抗心がお

こリドベ班になりたくないという気持ちが出てく

るのです。そのため班活動を行なう前よりもずい

ぶん遅刻もへり、そうじ中も熱心になりました。

今度は、学習面について話したいと思います。

僕達の学級の授業態度はあまり良くありません。

ワィフィ、ガャガャとっても騒がしいのです。そ

こで、僕達は週番に注意された班はその日の得点

から減点することにしました。これもあまり良い

方法とはいえませんが前よりは注意されるごとに

大分静か1/4な った。

でももっと肝じんなことは、静かになるという

ことよりも全員が同じように内容を理解すること

だと思います。だから授業中はなるべく班内でお

しえあい、納得いくまで話し合うことが必要です。

しかし、このことはまだ僕達の学級ではあまり活

発でありません。

一―――― 中  略 ―一―――

以上班活動のことについて述べてきましたが、

みなさんも学級をもっと有意義なものにするため

に班活動をはじめてみて下さい。

班は騒がしいからだめだと思っている人は最初

からあきらめないで積極的にとりくんでみたらど

うでしょうか。きっと最後には班活動を行なって

良かったノ班とはすばらしいものだ/と 考え直す

ことができると思います。 (おわ り)
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創造力 を高めるバズ学習
一―一人間性育成の場としてのクラブ指導 ―一一

兵庫県尼崎市 日新 中学校
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課外クラブ (野球部)と バズ学習
において相互作用の関係を強調し表面化させ

個人か ら全体べ、そして個人べの望ましい人

間関係を育成 し、各自の自主性を伸ばし育て

る事が最も必要であると痛感 したのである。

教師は指導の基本的な態度として「 手は離

しても、目は離さない」との態度で臨み、ク

ラブの目標から練習計画の総べてまで、生徒

の計画を尊重して実行させる事にしたが、そ

れはあくまで全員が練習に参加し、おちこぼ

れのない状態を維持する事が教師と生徒間の

約束事であった。

(3)バズ学習の実際

ア クラブの目的、基本的態度の理解

① 野球を練習 して何を学ぶか→心身

を きたえるが、特 に忍耐強い人間となるた

め。

② 上級生は→心から尊敬される先輩

になろうЪ

③ 下級生は→真面目であることに誇

りを持とう。

④ 3年生は全員が選手であり補欠は

なし。

各生徒が、独立 したポジションを分担 し、
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れるように

クラブ活動

際をとりあ

を考えたい。

名、それ以

名、それ以

中の上が 9

8名、それ

中の上が 6

7名、それ

弱く:ス ポ

団であった。

や練習過程



対人法
'(1対 1)で鍛え合う姿には劣等感や

差別感は全 くなく「 下手でも熱心である」態

度目標こそ尊ばれる習慣が形成された。

イ バズ学習の実際 |.   1'■

2年生で抜群の技能があっても選手にはな

れす1 3年生で極端に運動神経が鈍い生徒で

|も 代表となるからには、さぞかしのんびりと

:し た練習風景であろうと想像されるが、実際

,は 全く逆であり、各グノンTプで火を吐く練習

を自分達で定めて実行 していた。

教師は、困難な問題の相談役であるに過ぎ

ない。 3塁手と遊撃手、 1塁手と 2塁手t投

手と捕手、レフ トとセンターとライ トの トリ

オの組合せも生徒達の計画であり「 ここは俺

の責任あるポジションだ」の誇りと自覚から

であろうか、まことにすさまじいまでの号令

となり、注意となリア ドバイスが飛び交らて

いる。      ■         ‐

i「 出来ない処は1出来るようになろう」と

する努力が、難 しい事をあくまで追求する姿

に、指導者がノいを打たれる事が度々であった。

きびしいアドバイスの追求に、よく耐えてい

る姿が可愛相な位であるがゞ好意を持って聞

ける心の中が出来てきた事が人間関係の高ま

りを見せた。

●また、
1上

級生の、ひたむきな練習に、下級

生は感動 し、上級生と下級生の間に和 と尊敬

.と 思いやりの心情が生れた。集団意識や集団

の良さも自覚され、そこから責任感、連帯忠

協力、1意欲、自主性等の社会性 も芽生えた。

それはやがて教科学習までに及び、学級委員

に選出され情緒も安定 し見違がえる程の人間

-2-

的な成長が切磋琢磨によらて生れたのであるι

ウ  リータ
゛
一:と メンバー

生徒の自主的な活動を促す場合に特に大切

:|な 事は、 り■ダ|の存在であろ う。 リーダー

は小先生であってはいけないといわれるが、

チームの人間関係の中心であり、 リーダーシ

ップが有るか無いか、即ち素養、力量、統率

力の有無がチームの浮沈の鍵であるといえよ

う。                          :

話 し合いの方向や発言者の順序等を指示出

来る能力も必要であるが、人間的に公平さ、

親切さ、思いやり等の条件が特に必要である。

り下ダTを指導することは特に大切であるが、

リーダ丁と並行してメンバーの指導を忘れて

はならない6各班の リーダーは交替制であっ

て特別の能力はなくてもよいが、クラブ全体

のキ ヤプテンの場合は、発言の指示能力の他

に技術的長所と精神的長所が認められ人間的

に安定 しているという事が重要であろうし

特に体育クラブの場合には、練習は身体的

にも精神的にもすべて苦痛が伴う事が多い事

から、自ら先頭に立ち他を リー ドする必要が

生 じてくる。そこでキ ヤプテンの権限を重視

して皆が協力する体制を作ってやる事が、指

導者にとっては考えられる。又他の部員に増

して常に接触指導 し、 厳 しい生活態度を要求

しなければならない。    ■ |

教師の指示の有無にかかわらず自発的に、

帰宅後のシヤドすピッティングやバットの素

振 り、スチーィンの体重の移動等 も全員が共通

理解のもとに課題としてお互いに復習を1し た

事であるが、これらは皆 りTダ下の指導力の



‐r:Li:「 :1,「下γ
④ 3塁手の手備位置は 3塁バTス斜前方

6mにする。         .

⑤ 外野手の定位置後方からの本塁送球は

総べて投手がカットする。:

⑥ バント守備は、総べて投手にまかせるも

(新 しく考案した特殊な攻撃の事例) .

① 全員ゴロ打ちと、バウンド打ち以外は

行なわない6

② バンド戦法は全く使用しない。1  1

③ :ラ ンナー出塁後の攻撃は、 90%を ヒ

ットエンドランで行なう。年間に1回 も監督

が個人プックをせず、生徒がグル∵プで練習

をして、年間 3回の大会に 1回 は優勝又は準

優勝t、 陸上駅伝大会も毎年優勝。

練習方法は、個→集団→個 (グルニプは、

1人対 1人の対人法が最も多く、次に4人 1.

組織のバズ形式)である。  ‐ 1  1

(4)校風への影響と野球部

試合後は、勝敗よりも、自分のプシーは守

備と攻撃に、十分な効果を発揮する事が出来

たかどうか、反省の材料として成長をはかっ

ている。          |

ア 試合中は相手チ■みを1全 く野次ら|な

いで味方チームを励ます声援の方法で行なう

のが伝統とされつつある。声援:や応援とは味

方を励ます事であって、決っ.し て相手をやじ

る事ではないという事が身について,き た。

イ 朝登校後は直ちにグラウンド及び続

きの運動場、外庭、中庭、校門の水撒き。朝

から新鮮な清らかな感じを出している。その
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事が発端となり、各クラブが、又各教室でも

日番の清掃活動につながり「
ゴミーつない学

校」の標語が生徒会活動の運動のきっかけを

つくったのである。  |
ウ 礼儀と言葉づかいが正しく節度があ

る。職員室等の部屋への出入の際は「 失礼し

ます」の挨拶が全校生徒へ侵透し、クラブ未

加入の生徒さえ当然として挨拶と会釈を行な

う。来校の方々や、校内ですれちがらた際に

も極めて自然に
「 今日は」の挨拶が出るのも

又地域内に於いて、目上の方々等への挨拶が

好感を持たれて居り、生徒自身が喜びを感得

している。

教科学習も、バズ形式を採用するのが増加

し、全校クラブ等殆んどがバズ学習形式をと

り、集団を通して個人を高め:望ましい個人

の影響で集団が高まり、生き生きとした学校

生活が築かれながら発展している。

以上課外クラブにっいて考察してきたが、

これと必修クラブとの関連につぃて本校の現

状を述べたい。

2。 必修クラブと本校のとりくみ

必修クラブ即ち全校クラブの目標は、教師

と生徒および生徒相互の人間的な理解を基盤

とする教育活動であり、望まtい集団活動を

して豊かな充実 した学校生活を経験させる為

の教育活動である。究極的には、人格の調和

的な発達をはかり、健全な社会生活を営む上

に必要な資質の基礎を養う事である。

-4-

本校においては、 46年度の 2学期から試

行的に全校クラブを実施 し本年度の出発に備

えて研究をした。 しかし施設、予算t時間設

定に関して他教科との関係t'本時間に対する

認識等完全に解決されたとは言いえない。

実施に当たり、生徒及び教師の希望を調査

し<生徒…… 60%が体育部希望。教師……

70%が文化部希望>調整をして生徒 60%
を体育部へ入部させ、雨天にも活動できるカ

リキュラムを作成 して発足したのである。

新 しく本年度か ら各部平均予算額 5,000

円程度が市教委から配当され:不足分は各教

科の備品等を使用 して実施 している。実行委

員会が申心となり、活動時間は本質的に授業

時間の中の 1時間として充実 した教育活動を

展開しようと共通理解を深め確認して実行 し

ている。

各部の展開の仕方としては、その殆んどが

バズ学習方法を採用 して、教師と生徒が話 し

合い研究 し年間計画を立て進行 してい.る :特
に運動場を使用する体育部では、狭い校庭を

多 くの生徒が利用出来る為にと、新 しいルー

ルを考え、新 しいゲームが出来る球技も生れ

ている。 (バスヶットとハン ドボ_ル との組

み合せ等)。

必修クラブには、現在残された問題がいろ

いろとあるが、指導の一うの方法 として、バ

ズ学習を十分に生か してt今後―層の努力を

し、できるだけ望ましい方向に前進したい:

以 上
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なぜクラブ活動が必修として設定されたの

だろう。

駆〕従前の教育を広い立場でふりかえってみ

ることにしよう。   |
① 生徒自から学ぼうとする欲求を満足さ

せていなからたo

そ うした中での知識は生命 と結びつか

ないo

② 概念を劃一酌:同形的ぅ単調。無味な

方法によって指導 したため生徒ひとりひ

とりの独自な生 きかた直接経験を無視 し

ていた。

③ 性急で無雑作に,広 く、浅く、知識を

与えた,そこには落着きと透徹性とをも

って知識を自己の生命に同化させるもの

はなかったo

本校においては、

過去 7年間自主協同性を伸ばす学習に

取りくんでみて

④ 問題に対する敏感さ(問題の発見)が

ない。

⑤ 思考に新しさがないo

異質の導入は出来ても再組織して新 し

い見方、考え方が出来にくい。

⑥ びったりしたもの(優雅さ)が取り入

れにくい。

① 不適応児がいる⑤、⑥の項目(創造性)

ばか りに傾注 していると.初期の段階の

習得をさせる段1階を忘れが ちである。 1,

っともこの ことは倉1造性の育成に当然含

まれることである。

ある日生徒にこんな調査を行ったこと

がある、一 日で一番楽 しい時間はいつか

と、たずねると最 も多

"ヽ

ったのはクラブ

活動、 2位は昼食時間、 3位が休憩時間

と答えているo

もっとも楽しい時間として活躍する姿

を分析 してみると、

知 る

。自分から動き新しい考えをつけ加

えていく。

。いろいろな動きから、よい動きの

知識を深めていく。

見つける、

・ うまくいかない所をみつけ出し、

直し方を正夫している。

・ 友達の動きを見て,よ 棒動きを取

り入れて⌒ヽく。

試みる、

・ 新しい考えをもって自分にあった

動きをみつけていく。

・ 身につけた考えや動きを、 くらし

の中に取 り入れていくo

こうした活動は生徒自身興味をもち自分

自身何か学び取ろうとする強烈な欲望と体

験とによって新しい動きのイメージにと変

容していく、そtDi体験の中で、一貫する不

変な基礎的、根本的な真理と秩序とを発見

し,本質の把握にと成功する。

このクラブ活動こそ古き教育の改造者と

して新 しく設置さオ1´たのだと思 う。

またこの学習方法こそすべての学習指導

の原理であると思う。

籠〕 学習指導原理

① 学習の仕方を学習させるとい う原理

(問題解決 )

現代の各種文化内容はきわめて高度に

発展分化し、ますます複雑な度を加えこ

れに応じて社会生活の内容や組織もます

ます混乱しつつある。こつため生徒達は

よりよく生きるための学習をしなくては

ならない、科学や技術の進歩の速さに歩

調を合わせながら種 の々社会問題や文化

的遅帯を乗 り越えさせなければならないo

以前は学習内容が単純素朴であったた

め二定の修業年限をもって学習させ、切

実緊要な問題はなおざりにされていた。

彼等が最大の関心と興味をもつ問題につ

いて解 こうとする自由と機会 もうばわれ

ていた.だから生徒は倦怠と嫌悪、不満

と反抗、無関ノ心と無気力とを感じた,そ

こには独力で問題解決するなにものもな
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いぅそこで新 しい学習指導の原理は彼等

が最大の興味と関′さを抱ぐ問題を彼等に

見つけさせ解決させなくてはならない。

この原理に従 うものはクラブ活動である。

クラブ活動の出発は当然不可能 → 可

能に、不完全 → 完全にするように問題

の発見からはじめなくてはならない。そ

のためには

0 強いモヤモヤを起こさせる場をつ

くる。

・ 友達のプンーをみる。
。何人かのプレーをみせどの動

きがよしへかと言秀ぅ。

○ 新鮮な教材課題をぶ っつける。

・ 自分より少し上手な相手と代

ってみる。

未知のものに対して大きな感動や

疑問を生ずる。

O ひとりひとりのFHl題をみんなの問

題に高める。

・ コートを書いてゃったらどう

力す るとワクの外に出さない

ようにするためにはどうする

か、新しい疑間を感 じ。また

いままではよく出来ていたの

にと矛盾も感じてくる。 ……

と問題発見をさせ。つぎに問

題解決へと迫まらなくてはな

らない。そのためには,生徒

自らがそれぞれ抱く目的や問

題に照らして。それらに必要

な資料ゝ手段も方法。経験等

を各自独自な個性と得意な能

力とに応じて互いに分担協同

してし蒐集しあるいは分解 し、

統一しながら。それぞれ生徒

が抱く目的の実現に必要な知

識を必要に応 じて習得させる

ことである。

例えばルールがわからない。

ルール集をみるよう指示をす
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る → 読み合ってみる → こ

とばが分らない → バンー等

の過去の経験に移 して考える。

あるいはテニス部でぁるもの

に聞いてみる。そ してみんな

の結集によって習得 してい く。

このように相互の意見、反

省、を もとに目的実現の方法

と態度、力とを身につけさせ

る。

教喜市もともに学びある時は

共感を示 し生徒が切実に求め

るものを与えてやる。教師の

指導、助言t指示はそのま ゝ

生徒の自発や 自学にと結びつ

く。

そこで生徒の習 う一つ一つ

う́ことが真に彼等の魂に浸み

入 ってそtD血や肉となるので

ある。習 う一つ一つの ことを

確実にわが ぃDに してい く、

このように女目何にして目的に

達するか、それに必要 な方法

はどんなに してえられるかと

い う問題解決の仕方を究極の

目的にする生徒 /D学習は喜び

と落着 きと自信とに満ちてぃ

る。そこでは、新 しい もの と

古い ものとを強固なバン ドが

結合している。

② 直観と体験の原理 (見つける)

先にも述べたょぅに学習に新 しさがな

く同々めぐりして進展 しなかったのはな

ぜであろうか。

911え ば,合理的な動きを理解 しようと

思って、「友達の動きをみてよい動きに

しよう。」 このとき。友達と自分の動き

のちがいが。直観的にわかることがたい

せつである。いいかえれば異質がわかる

ことである。そのためには相手を見る力

を養 うことがたいせつである。例えば、



ス トロークは、足の動 き、 リズムは、 …

と自分の動 きとの関係で見つ↓す出すこと

を忘れていた。感性の受容性あるいは感

性的な知覚の練習のみに片寄って雑多多

様な感覚印象に秩序と統一 とを附与 じこ

れ′を確実明瞭な知識にまで高めることが

たいせつなのである。

だから。生徒の印象.経験は支離滅裂

なものになって同々めぐりを し同 じ次元

で発展 し創造への橋わた しにはならない。

直観 とは、

○ 不確な場における予感の成立

0 言語化 しない信念と理解

○ 環境的諸現象についての映像的な認

知表象

このように直観その ものの うちに構

成的、基本的作用、すなわ ち思
:准 作用

が含まれてぃるので直静を陶冶するこ

とは先に も述べたように感官印象を自

分の思考体制CD中に組み込んで、自分

の見方.考え方を再構成するところま

で もちこまなくてはならない。夕Jえば

良いス トロークの使い方は、足さばき

が良 くなくてはならない。

この ことを心理学者シュプランガー

は「 自己から抜け出て再び 自己の うち

に取 り入れ拡大 し獲得すること」 とい

っている。 これを助成する作用を学習

指導の原理 としているOこ の根本の力

は理解で、_いかに生徒に理解 させてい

くかは、体験 あるいは直観である。

何をどの ように直観 さすかぃ

○ 直観はその場、その時にいちばん必

要なものでなくてはならない。

(解決の方向に思考を発展させる可

育ヒ性のある もの )

○ 自分はこうしよう、こうした棒とい

う願望を含めた もの .

〇 心の中の ものをすべて出 してイメー

ジのとお り動いてみる、そ こで、 イメ

ージと動 きの異なりをみつける。

○ 自分の過去のものを総動員する。

○ 類似的なものにおきかえてみる。

4/Fllぇ ば太陽……スタニト。

このとき。太陽・・…日光浴、まつ

かといった因果的、接近1的 関係の

ものにはおきかえない。

クラブの時間にはつねにこのように

したいといった願望をモ,たせ、体を動

かせて謬‖練をし、そ してそれをお互に

もちよることにした。このように,

直観 1曇 来たとい うことtま抑制を うけな

いて一つの過程をきびしく追求すること

で自発性を保存 している0こ にゝ生徒自

身の体験を学習の出発点としなくてはな

らなレ、

③ 表現の原理 (バズ学習 )

直接の原理に対 して迂目的、間接的で

ある。

表現は発展.深化、拡大、明瞭化、さ

せるものでなくてはならない。

そ し′てそれらiま人間本来の生きかたで

あって、私 とあなた、私 と彼 と相手によ

びかけ相手の応答、共鳴、批判を求めず

にはぃられないのである。そ してそのた

めに必要な力と素質とは人間に与え́られ

ている、自分は自分tD呼びかけに対 して

相手はどん なに応答、反:なさ批判するか

を予想 し、叉理解 しつつ自分の呼び掛け

を根手に正 しく印象づけようと努力する、

このような構造を もつ表現を学習原理 と

して活 l羽すれば体験や体験の直観 と同 じ

ように生徒の理解 と発展をよりかためよ

り確実にすることができる。

ふつ う表現 といえば「 不安、喜び、怒

り、不平.不満、同情等」の ものとは異

なるもので、この区別は私達ははっきり

しておかなくてはならない。心理学者・

リットはこれをあえてIX別するため発展

を象徴運動 と呼んでいる。

私達はバズをさせます.すると参観者

はよくものを言い
｀
ますねとかっしやる。
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発言させてぉけば自主性,自発性が育

てられたかのごとく錯覚をおこす。

かしやべ りだけに終って、たいせつな

こと、彼等がいかに成長 したかというこ

とはt FE5題 にされていない、これでは彼

等の自発性、自主性とが陶冶されたこと

は考えられない。こ でゝ先にも述べたよ

うに新しさがない。同 め々ぐりをする、

こんな学習では力がつかない。たしかそ

うだと思う。いくらクラブ活動は生徒の

自発活動であるからとても同じであって、

そこには思考体制が異質の導入 (他の人

の意見等 )に よぅて再構成され新しい見

方t考え方、感じ方表現が自他ともに納

得し認められたものでなくてはならない。

やがて構想の段階にそれは発展する。

これらはあらゆる多くの機会に言‖練し

なくてはならないそのためには、

適切な助言

① よいところをみつけて励ます。

② ここは少し直せば…………」

③ 特に問題になる点について学習させ

るJ

④ 「・…。でない場合は」観′点を変える。

⑤ 「・―・どこからそんな考えになった
か」

③ OOと 比べてみせる。

などのことを時に応 じて行った。

絶対に「まずいね」「 だめだね」などの

言動はつ ゝしまなくてはならない、表現

意慾を減退さす。オニバーかもしれない

が,これ一つだけを教師が守っていけば

表現力は減退 しないと私は思っている。

表現力を高める指導の過程 一 教ETF

計画をたてさせる 挿摯さを乞

助言

資料提示

助ゴ 評価一 )藤繭
とくに話 し合いは多くO/D機会にもたせ

るぃただ しこの話 し合いは彼等の要求に
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応 じて自然発生的に設け、声援を送るよ

うなことからはじめ―
/1t人のフォーム

を矯正してあげ よう→ ……計画1自分

の願望に対 しては一→ と反省する中で話

し合いを発展さすよぅにつとめている。

しかし1日態依然として再生産的に考え

技術の注入にのみに陥っていると、新し

いワザにぶつかった時にはたしてそれを

受けることが出来解決できるであろうか。

この姿は人間本来の固有の姿ではなく

人間の体験や生命ではない。

このような生命体験を表示するために

は努力、精進なくては獲得できない。

なんら手 もとに既成完結したものはな

い。それらを彼等がみつけるためにも

量iZtt   F薫
曹ム

この苦闘のもがきこそ偉大な発展を示

し普遍的なものになる一)(構想段階 )

表現において直観による体験は客観化、

深化、拡大化を受けながら高次の体験と

なるこの意味では逆に表現こそまさに体

験す直観v/D改造者、倉J造者、完成者であ

るというべきである。

体験vD直観 と直観作用とは互いに円環

を描きつつ同一自分のうちに廻転浸透し

ている。

直観で体験したものは集団とのかかわ

りあいの中で自問され、修正され、付加

され、補強されてゃがて法則化し普遍的

なものへと発展する、こ でゝ当然集団づ

くりに領注しなくてはならない。

④ 社会化の原理と個性化の原理

個性の発展はどんな条件と内容とを必

要 とするか。

個性や71F4人
差を伸ばそ うとする学習は

社会性を助長せねばならない、逆に社会

性を発展させ ようとすれば 自然個性や個

人差を予想 じこれに立脚 した指導でなく

てはならない。



その社会性を助長するにはただの集ま

りであっては社会性は育たない。よい社

会とは、能力.素質.興味、関ノ心、発達

段階等が比較的同 じ(する集 りで、お互

いに与えら与えられるとい う授受の関係

を形成し、このような集団で個性と個人

差とは伸ばされなくてはならない。

この原理に従えばクラブ活動は同好の

集まりでも上級生、下級生とい う中でぃ

ひとりの生徒は,同一の問題についてそ

れぞれ異なる観点と異なる方法とによっ

て解決し努力する。そこで種々の見方と

方法とを会得するoこれがまさに個性と

社会性も個人差と普遍性の関連と相互援

助を生み出す学習形態である。

このことによリクラブのグループ作 り

も強い興味。関ノ心を示すように配慮する

必要があると思 う。

そこで本校においてのグループ作りは

・ 技能の同じ程度のものをグループに

するもそこには同じ程度の問題をもつ。

・ その中でも異質な考えをもつもので

構成する。

例えば、部活動のサッカニ、野球,

庭球というようクこ。

0 性格も考慮に入れる。

このように学年を異にする生徒達は、

まことにうるわしく,相互援助、相互の

尊重、責任感等が養われる。

生徒の反省にもグループ作 りをして大

変楽 しくなったといっている、またクラ

ブ教師との親近感は一層強くなった。

以上学習指導の原理の上に立って新し

いクラプをどう創造さすかを考えてきた。

しかしこの中には諸々のFn5題をか えゝて

いる。まず週一時間でクラブ活動の目標

にある興味関ノ心の追求が出来るのであろ

うか、追求ということになれば当然部活

動にまで発展させるのが望ましい。

ただしこれには現段階では困難な点が

ある、がいつかの日にはこの夢が実現す

るよう努力しなくてはならない、そ して

この問題への追求はすべて教科でおこな

われている研究の成果であって、いま一

歩ふみ込んだのに過 ぎない。これからも

よき創造者として直観、表現、集団作り

にメスを入れなくてはと念じている。

S47、  7. 20
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1は じめ に

教育は人間が人間になる過程であるといわれて

いる。教育の本質に違るにはいろいろな教育の方

法があろうが、パズ学習がめざす究極の目的も、

そこにた,ど りつくことに変りはない。バズ学習の

姿として、認知的目標と態度的目標とが同時に学

習の場において達成されていくことが教育の本来

の姿に近づく道につながると考える。

しかしながら、日々の学習指導の中に見られる

目標達成についての認識においては、ややもする

と認知的目標の達成の比率が大であり、極言すれ

ば、認知的目標達成のみが教育の姿であるかのよ

うな錯覚さえ起す教育の現場である。

われわれ′は、教育が人間を価値あらしめるよう

成長させるものであるという原点にかえって、そ

こか ら出発しなければならなねとし、バズ学習が

ねらう同時達成の原則にしたがって、人FHlを価値

あらしめる認知的目標と態度的目標の同時達成に

ついて、評価の面から研究にとりくみ、その中で、

態度的な面の評価の試みを、評価の基準、測定方

法の確立をはかるという面か猥 体イヒ歳図ってき】亀

態度的な面の評価は困難とされ′ているが、われ

われは、教育がなされるところ必ず評価がなけれ

ばならず、教育が態度的目標を有する限 り何とか

してその評価のあり方を究明する必要があると考

える。

研究の内容としては、集団構造の面を、集団と

してのグループあるいは学級全体のあり方を評価

していくという立場から、態度的目標についての

評価の基準、測定方法を、個人を中心としたグル

ープのせまり方から評価 t´ ていく立場で研究をす

すめてきたのである。

2 評価についての基本的な考え

われわれは、教育実践の場でヾ評価という言葉

を常に用い、実際に行 つてき ているが、評価の

意義についての明確な理解なしに用いることが多

いのではなかろうか.それであるから、われわれ

は、まず、評価の意義を次のようにまとめた。即

ち、教育評価 とは、教育において、立案された計

画に基づいて指導されてい く過程において生ずる

児童の学習や、また教育計画など、教育に関する

事象が有 している価値を、教育の目的や要求や価

値観に照 らして測 り、判断することてある。

そ こで、本校がとりくんでいるバズ学習の中で

以上述べた基本線にしたがって、バズ学習によっ

て達成されるべな目標を念頭において、評価の基

準、測定方法を研究 していくことである.何 らか

の評価用具を作成することにより評価としパズ学

習の望ましい姿へ到達で きる足がかりとしたい。

こ 具 体 的 な 研 究 方 法

われわれは評価の研究にあた り、

(1)評価の観点をどのようなものにする力、 (評

… 1-

nll定 方 法 の 確 立 を Iま か る た め に

長 崎 市 立 磨 屋 小 学 校

(江 口 勝 介 )



②
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「
(3)指導の中で生かしゃすい評価用具 (評価用具

の作成 )

(4)結果をどう奎とめ、指導の中にどう生かすか。
(処理と解釈と活用 )

という4つのごとを評価の研究の手順としてと

りかかる。さらに作成されるべき評価用具は、で

きうるかぎり妥当性をもち、かつ信頼性があるも
のにしょうとぃう考えである。

そ こで、具体的には、次の 4つの ことがらを中
心に研究にとりくんできた。

(1)集団状況の成長度を評価すること。

(2)集団の中における個人の姿を評価すること。
(3)即時評価 (認知的・態度的 目標の両方をふく

めた評価 )

(4)児童に よる自己評価

次に、これら4つの研究について順を追つて述
べることにする。

(1)集 闘状況の成長度 を評価す ること

① 評価目標の分析・評価基準の決定
われわれは、バズ学習を実践する中においてグ

ループの行動、様子を より科学的に観察すること

が必要である。われわれ は、グループがよぃふん
いきで、より倉J造的に活動し、グループの成員が
それぞれ自分を活かしながらうまく活動している
かどうかをとらえたいと考えた。
そこで、まず、集団観察の方法を確立するにあ

たり、観察の観点を決定することからはじめた
最初、 12の観点をひろいあげることができた。

しかし、さらに考察を深めた結果、次の アつに
観点をしぼることになった。すなわち、集団活動
の印象、集団のまとまり、集団活動の組efL、 成
員の相互関係、リーダーのリードの仕方、1教師に
対する反応、他集団への態度、のアつである。は
じめは、これら7つ の観点で、よい。ふつぅ。ゎ
るいの 5段階でチ ェックし半ぅと試みたが、観点
の具体的内容がわからぬままにチ ェックするのは
正確さの上で問題があると考え、観点を5つ の段
階に分け、その内容もあらわして評価用果をつく

… 2_T

うた。それが表①②の集団観察チ ェックリス:卜 で

1あ る,11 ギ ーギ
② 評価の方法と場

評価の方法は、観察者が評価の基準の5段階を
十分控擦し、あるt/tは、観点の表を手ラ|き としな
がら、チェッタリスト(表② )に Oを つけていく
方法で、ここで大切なことは、評価の基準になる
ア項目のそれぞれの 5段階を観察者は頭の中に正

確に きざんでか くことである。それは、正確な観

察 を可能にするためである。

観察場面は、バズ場面、 とくにグループ単位の
バズ場面である.(これはバズ学習 とい うことを
頭においての限定で あり、他に遊びの場、掃除の

場、係 り活動の場などにも利用できるものと考え
る。 )

(2}集 団の中における個人の姿を評価すること
① 評価菫標の分析と評価基準の決定

バズ学習をすすめる上で、態度的 目標は、指導

過程の中で指導がなされているのであるから、評

価 も何 らかの方法でなされなけれ′ばならない。わ
れわれは、態度的目標について評価することによ

り、バズ学習の実践が よりよく行われ、人間関係
が・

ど鐵 向上 したか を知るために、この研究 を

深めた。
われわれは、評懸基準を決定するに先だち、評

価 目標の分析を行 う。本校lrcぉぃてめざす児童像

は、 自主性・会」進1生 ・協議駐 をも つた児童・faであ

るから、 この 3つの柱をもりこんだ評価 目標を分

析する。それ も態度的 目標の評価に限定 した。評

価 目標の分析は、指導案の立案の際に授業 とね う

具体的事象を もとに、態度的 目標に もとづいた評

価目標を定めてい つた。 この分析は、態度的 目標

(指 導目標 )な してはできないことでぁり、われ

われはまず、この態度的目標を 3つの柱をもとに

指導目標という見地から分析 してつ くりあげれ
それも各学年により到達度に差があることを授業
を通 して知り、低 .中・高学年 と、発達段階に合
つた態度的目標 (指導壌標 )をつくつた。すなわ

ち、

“

)低学年一‐相手の話を考えながらよく蘭い

てなかよく話し合い、深めて学習する.



(口)中学年一―相手の考えや意見をよく聞いて

自分の考えを深め、相手の立場をよく理解し

協同して学習をすすめる。

円 高学年一―全員参加による課題解決をめざ

し、協同して学習をすすめる。

われわれは、授業の際、これらそれぞれの態度

的目標を評価目標として、これ らの目標を5段階

に尺度化してチェックを試みる。しかし、チエッ

タする段階において 1つの観点の内容が多すぎて

観察者が正確にチ ェッタできなねことがわか つた。

そこで、これらの目標を分析した結果、聞く。

話す。考える 。という5つの領域から評価目標を

とらえることにする。さらに、聞く。話す 。考え

る、をそれぞれア,内容的なもの、イ,態質的な

ものにわけて、それぞれの評価目標を分析し決定

する。この評価目標をさらに5段階に分析し、 5

の段階を評価目標として、観察の観点とする。こ

うしてできあがつたのが表③O⑤の個人観察チ ニ

ッタリストである。

② 評価の方法と場

観察者は、個人観察カード(表③ )に 工リメね〆―プ

単位の個人のチエックができるようにする.その場

合、①で述バた評価の観点を観察者自身十分理解じ

ておくことが必要で、もしそれができなければ、評

価の観点の表をもとにチェックしていくことが、客

観性 `妥 当性をめざすうえからも大切である。

評価の場は、授業の中のバズ場面である。 1時 Fn5

の授業の中で、バズ場面は、そ う多くあるものでは

なく、また、バズの時間も数分というのが普通であ

るから、短時Fntの限 られた中で多くのグループ内の

個人個人をチエッタしていくことは無理である。そ

こで、前もって、授業に入る前に、どのグループを、

どのパズ場面でチエックするかをきめて観察にあた

ること力運 ましい。

(3)即 時 評 価

即時評価を、授業の流れの中にかいて行なうこと

により、児童の学習成立を確かめて意識づけ、さら

に学習内容の定着度を高めること、また児童の学習

意欲・ つまづさを知り、その時間における個別指導

のチヤンスを得る ことにより、児童の学習意欲を高

め、より高率の高い指導を行 うこと、さらに、教師

… 3-

自身の指導の反省にも役立てることを即時評価で

はねらっている。

① 評価基準の決定

貝「時評価の評価目標は、その時 FEl内 の認知的自

標と態度的目標のいずれが、あるいは両方を、そ

の時間の指導の目あてと関連して定める。それて

あるから、即時評価の場合、評価の基準となるも

のは、教科・教材内容によつて違 つてくるし一律

に定めることはできず、大まかに、態度的なもの

と認知的なものの両面から評価基準を定めること

を原則とし、あとは、日々 の指導計画にしたがっ

て評価基準を教師自身が時間単位で定めることに

なる。これらのことを考慮に入れながら作成 した

のが表③である。

② 評価の方法と場

次に評価の方法であるが、時間ごとに評価の基

準を定めておいて、 1時間の授業の中のどの場面

で評価するかを定めて授業にのぞみ、評価の場で

児童の挙手により、あるいは観察によリチエック

リストに言己入していく。即時評価をするにあたっ

ての教師の考え方であるが、とくに態度的な面の

評価であるが、態度的目標の指導がヽ指導過程に

おいてなされるなら、当然、態度的な面の評価が

必要であり、評価は授業の一部分であるのである

から指導過程にもりこまれなくてはならないとい

う考えを、とくに即時評価にあた つては強め実践

することが重要である。そ して、チエッタを終え

たら、結果を児童にも公表し児童の努力のあとを

教師と児童共々にたたえ合い、至らない面は指導

していくというようにする。

(4)自  己 評 優

自己評価により児童は自ら学習状態や態度など

を反省することができる。 これは、今日の学習場

面においては最も有効な評価であるとされている。

それによって、児童は自らの目的追求の意欲を

得、自己改造に結びつ くからである。だから、自

己評価の場合、結果よりもむ しろ過程において目

的追求の姿勢をもたせることが自己評価のねらい

とするところである。

① 評価基準の決定

自己評価においては、原員じとして、評価の基準



は、児童自身に定めさせる。それは幼稚な内容で

あつても、児童に身近かな目標であり、 目標追求

の具体的な内容にもつながるからである。ただし

基準を定めるにあたり、バズ場面の話し合いのめ

あて と限定し、態度的目標についての意図も含む

ような方向づけをする。
｀
そこで、低学年では、今

のところ教師が基準を決めてユるが、できれば教

師と児童との話し合いに ようて、さらにltt児童 自

身によつてというような方向に進むようにしてい

る。中・高学年でl・■ごグループ単位で話し合いに

よ‐うて定め、流動鯰
｀
なもめとしている。すなわち、

あるグループで定めためあてが達成されると、あ

らたなより高始 基準を定めるとい うことである。

それであるから、できあがった評価基準は、低

学年を除いて、学年により、学級にょり、さら1/C

はグループにより、その実態に応じて異なるもの

とな つている。

o 即時評価の評価基準の一fll

(第 3学年 )

Aグルーカ め爽 __な っとくのいくまで

聞き、 よく発表する。 がで きた。
Bグループのめあて一― ダル ープを助け、人

に親切で、よく手を

あげる。

(第 5学年 )

Aグループのめぁて一一人にわか りゃす く意

見を述べ 、人か らの1

質問・確認などに よ

つてさらに自分の考

えを深める。

Bグループのめあて二_ふ
f今学墾F隻雫準

入らない人に自信を

つけてやる。

② 評価の方法と場

自己評価は児童 自か ら評価 してい くものであるF.

から評価 しやすい ことが前提であり、チ ェッタ リ

ス トの形をとる。このチ ェックリス トt/6形式も、

低
1・

中・ 高学年それぞれら発表段階に適合 した も

のになるよう3つの形式にした。

これ らは、個人の感度の変化を見るものである

か ら個人別につ くり、さ らに、それをグループご

とにまとめ、自評 価をしながら相互評価もでき

るようにする。こうして評価されたょうすは学級

全体に公表されることにょり努力を うながすもの

であるから、学級全体をグループごとに集計して

学級全体のようすがわかるような(表③ )に まと
めるようにする。

次に評価の場であるが、評価の場をそのつども

つということが原則ではあるが、実際止は無理が

いく.自 己評価は じやすいこととぁわせて評価の

場も持ちやすいようにすることが必要である。

そこで 1時 F85の まとめのあとすぐするか、それ

が無勤 場合には、一日の授業がおあったぁと、

すぐに5分～ 10分の自己評価の時間をもって行

うようにする。

結 果 と 考 察

われわれは、授業を通 して、以上述べた 4つの

評価用具で評価を試みてきたが、その結果、次の

ことがらをそれぞれの評価用具について知ること

(1)集 団観察チエ ック リス ト

① 長 所

ア,グループのふん囲気、生活の様子などが吟

味される。

イ,得られた結果を他の評価物と比較検討がで

き、その場合、集団の動きや発展や児童の態

度などがとらえ られる。        ‐

ウ,個人観察チ ェックリストの得点と関連が梁

いので、甲面でらヽィャTイtと ら4られる,i`
○ 短 所

ア,短時FEl内に多くのグループの評価がむずか

しい。

イ,授業しながら観察評価するには無理があり、

他の観察者を必要とす登ゃ ::     ■■
ウ,観察の観点をしつかりわさえて観察しなけ:

れば、正確さがなくなる。

(2)個 人 観 察 チ ェ ック リス ト  i
① 長 所

ア,集団に■けるlm人の態度的目標への姜 タ

方の様子を具体的に把握できる。̀
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イ,集団観察チエックリストと関係づけて、集

団と個人の成長の様子を見ることができる。

ウ,個人を通してグループの様子も知ることが '

できるふ

② 短 所

ア,短時間で多くの児童の観察評価ができない。

イ,担任が観察する場合、先入観が入 りがちで

あるから、評価基準をしつ力・りおさえて評価

することが大切である。

ウ、観察にさい して、観点の理解が不十分なた

めに、観察がなめ らかに行かず、時間がかか

り、その時間だけ他の児童の指導がおろそか

になることがあるめで、観察者の上達と、指

導過程における評価の位置づけを明確にする。

(3)即 時 評 価

① 長 所

ア,その場で指導Ft役立てられる。

イ,指導目標を意識して指導ができる。

ウ,児童の学習成立を確かめ意識づけ、さらに

学習内容の定着度を高めることができる。

② 短 所

ア,評価基準を計画的に指導目標 との関連にお

いて決めなければ無意味な評価
iと

なる。

イ,時間内に評li3の位置づけを明確にしなけれ

ば、評価の機会をもつことができな くなる。

(4}自  己 評 領

○ 長 所

ア,児童の目的追求活動の力となる。

イ,児童 自魯自分の学習の反省ができ学習への

1 意識づけが強まる。

ウ、評価の基準が身近かで具体的であるから実

践とつながりやすい。

工,評価の基準を児童の実態に即して高めてい

くことができる。

② 短 所 1 ‐   :

ア,点があまくなる傾向がある.

イ,マ ンネリズムに陥リカミちである.

われわれは、これまで、 4つの観察法の作成と

内容の吟味ということを中心に研究を進めてきた

が、 これ らの観察法には多くの問題点がのこされ

ている.

先づ、これ らの観察法のそれぞれの特性を生か

して、他の評価法などとも組み合わせて、児童の

実態把握がよりよくできるような方法を考えなけ

ればならなれ

次に、評価は学習指導の一部といわれながら、

指導の方に重点がおかれがちである。評価しにく

い用具にもその理inの 1つはぁると考える。そ こ

で、できうるかぎり容易に観察評価されるような

用具や内容へ と改善 していかればならなれ

第二に、われわれが研究してきた評価は、態度

的目標の中における、主に対人的な態度面の評価

方法である。そこで今後は、教科にたちむかう態

度や課題にたちむかう態度の面の評価の方法につ

幌ての研究も深めなければならない。

第四lC、 この研究では、観察評価 した結果の処

理、解釈、さらにはそれを学習にどう生かすかの

研究にとりくむまでにいたらなからた。これも今

後の研究課題である。

最後に、これら4つの評価用具によって観察評

価 した結果は資料としてのこし、さ らに継続的に

観察評価を行 つていくことにより、今後の学習指

導に役立てる必要がある.

5お わ ン に

望ま しい学習集団への高まりを態度的目標の追

求の面からしぼ つて評価しようという試みは簡単

にできるものではない。われわれは、この研究 を

通して 4つ の評価用具を作成 したのであるが、そ

れらを実践の場に うつして日も浅 く、用具そのも

のについても、作成の過程では吟味に吟味をかさ

ねてつ くり上げたにもかかわらず問題点が残って

いる。           1    1
今後ヽわれわれは、この 4つの評価用具の研究

によつて生 じた問題点を実践を通して解明し、さ

らに処理の仕方、活用の仕方、指導への役立たせ

方などに検討を加え、 よりよい評価基準 ,測定方

法として改善 していき、バズ学習が望ましい姿で

実践化されるよう役立てていきたい。
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表① 集団観察チエックリストの観察の観点

項 目 難 点観

一
・、
集
団
活
動
の
部
象

５

４

３

２

１

全員が活発に活動に参加し、楽しそうにいきいきと動いた。

大部分の者は、活発に活動に参加し九が、やや積極的な協力に欠けていた

成員が仕事にとりかかつたが、形式的でただ与えられた仕事を消極的に行なった。

大部分の者は、かつてに活動し、ごくわずかの者のみが仕事を遂行しれ

集団盤してまとまらず、混乱して無秩序でありヽ ばらばらにかつてなことをした。

二
、
集
団

の
ま

と
ま
り

４

３

２

１

孤立児はま つたくなく、すべての子 どもが喜んで集団活動に参加していた。

互ねによく相手を認め合っていた。

孤立児はまつた くないが、時に積極性のみられない、つまり消極的に協力する群 熟 i亀

集圏が二つぐらいに分烈したり、特別な子 どもと対立することもあつた.

集輝活動に無観心な孤立児がいた。それに注意する子 もいなか つた

集団から排斥された孤立児がいたり、対立がたえなかつた。他の成員の地位を下げよう

とした。

三
、
集
団
活
動

の
組
織
化

５

　

　

　

４

　

３

　

　

　

２

　

　

　

１

全員が集団の 目標を自主的積極的にたて、また、その目標を理解し、責任の分担を明ら

かにした。

全県が集剛の目標を理解 していたが、責任の分担がはっなりしてt/・ なかった。

集団の目標や、、責f_fの分担について一部を除t/2て 、多くの者があいまいな状態にあっ

て消極的に動いていれ

一部|・

~Cは
、目標や責任が理解されていたが、多くは無関心、争い 。かってな行動ばかり

していた

醒標 もはっきり全員に意識されず、組織化もされず、逆に緊張ゃ争いが見 られた。

興
、
成
曇
の
相
互
関
係

全員が互い 1/C助け合 ir.協力しあっていた

大部分の者が助け合喝 力しあってt/輔鬱ミごく少数の者の間に対立や競争がみられた。

約半数は協力し、相互に扶助し合って松たが、他は対立、競争、無関心が見られた。

わずかの者を除いて、互いに対立 したり、競争を示 したり、また相手lFt無感心であった

だれもが相手に無関心であった り、競争心ばかり示し、ばらばらであった。

五
、
リ
ー
ダ
ー
リ
ー
ド
の
仕
方

５

　

　

　

４

　

　

　

３

　

　

　

　

　

２

　

１

リーダーは自分の意見を主張せず、メンパーの意志を尊重し、よいふん囲気の達成につ

とめ、メンパーは リーダーに協力した。

リーダーは、たt/tていメンバーの意志を尊重 したが、時に自己主張をはげ しくすること

もあつた。

リーダーは、成員をほめた り、おだてた多して、リー ドしたが、時にみずか らの役害1に

さからい、教師やその他の有力者にたよろうとした。時に成員からからかわれたり、ひ

やかされたりした。

リーダーはゃゃ力酪ョ的、専衛1約で、かどかし、非難二罰などを用いて成員を支配しようとした

リーダーはま つた く支配的・専諸J的で、時には暴力を用いた。

… 6-



表② 集団観察チエックリスト

磨屋小学校   学年  組

日時 校時

人員 1男   名・女  1 名 計  1 名

教科
ギ  1指 導教師 | 1観 察者

1実施の しかた 1.観察者は、観察の観点 (別紙プリント)を熱知した上で観察にのぞれ

2.観察場面をきめてチエックしていく。

3。 得点の欄に各班の合計を記入する。

4。 各欄のあいているところ1/C、 特別目立つことがあれば記入する。

例  4成長の相互関係

⑤ 4321
1 11 11
それぞれよく仕事をやつていたな :

項 目 雛 点観

ニヘ
教
師
に
対
す
る
反
応

教師が注目すると全員親 しみをこめた表情をしたり、話しかけをしてきた。

二・三の者が教師に恐れや極端な服従的態度を示し力が、多くは親 しみをこめた表情

を示した。

心からの親しみというより、へつらつたり、表面的な愛想をふるまう傾向が強か つた。

教師に対 してほとん撫 関心であ換 房議納でありヽ 呵家霧:こそ動 さくれようとする者もいた

教師に対して全員が閉鎖的であり、反目的であった.

七
他
集
団
へ
の
態
度

他集団の成員ともきわめて積極的に交わ り、協力的、相互扶助的であつた.

他集団か らの交渉があれば、協力や手助けをした。積極的でなか つた。

他集団との交渉はすつた く形式的なものであつた。

他集団に対しては、その活動にまったく無感心であった。

他集団の成員とは対立的、閉鎖的、反 目的であ つた。

1, 集団

活動の

印 象

2.集団
のまと

ま り

ユ 集団

活動の

組織化

4.成員

の相互

関 係

5.リーダL
の リード

の仕方

6.教師

に対す

る反応

Z 他集

団への

態 度

得

　

　

点

備・問題とし
た子どもの

活動状況
考 。その他

54521 54521
11111

54321
1_||11

54321
1      1     1     1    1

54521
11111

54321
1  1  1  i J

54321
11111

54321
111鼻 Fl:子 11

＼  / | Fl,子 1
lil」

l」i」:11

| |

54521
1      1     1     1     1

54521 54321
11111

54521
11111

54321
11111

54321
11111

54521
11111

54521
1 1 1 1J

54321
11111

54521
11111

54321
11111

54321
1血

54321
11111

「

／
／//
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個人観察チエッタリスト

表③ 指導目標及び評価目標

表④ 個人観察の観点 (高学年月 )

(ア・ イ はそれぞれ内容および態度を示す )

警 指導圏標 領 域 標目価評

低

相手の話

をよく闘

いてなか

よく話 し

合い、深

めて学習
する。

闘

く

ア

イ

話の内容を正しく聞きとり、要点をつかむ。
正しい姿勢で話し手を見ながら話のおしまいまで聞く.

大事なことをかとさずllE序 よく話す。
進んで自分の考えを自然な態度ではっきり話す。

言語

十
′

ア

イ

考
え
る

ア

イ

内容にそって、おょその見通しをたてることができる。
相手の考えをうなづきながら聞き、自分の考えと比較する.

中

相手の考
えや意見
をよく聞 ,

いて自分C
考えを深
め、相手
の立場を
よぐ理解
し、協同
して学習

聞

く

一
話

す

ア

イ

ア

イ

相手の考えの要点を正確にとらぇて聞 く。

自分の考えと比較整理しなが ら聞き、わからないところは質問する。

鋼題にそった内容を順序よくまとめて話す。
相手の立場 も考え、自分の考え もなっきさせて、わかるように話す。

考

え

る

ア

イ

相手の考えのよきをとり入れ、自分の考えとてらしな 考えをさらに深める.

協力しながら、グループ全員の考えが深められるようにする。

一局

全員参カロ

に よる課

題解決を

目指し協

同して学

習を進め
る。

聞

く

ア

イ

それぞれの要点や問題点・共通点な盪 適確にとらえ、見通しをもって聞く。
自分の役害1り を理解し、協力的に相手を受け入れながら聞く。

話

す

ア

イ

要旨や要点の明瞭なFpl題解決へ迫る効果的な発言をする。
自他の役害Jりや立場を理解臨 し方をし、脚 地位を訪 ようとする。

考

え

る

ア

　

　

イ

それぞれの考え方を理解し、対立・矛盾・不明盤 をほ り下げたり,秩序だてたり
す為

自発的に俸 の考えを拡げたり深めたりL´、それをみんなのものにしょうとす為

領 域 段 階

闘

―
―
ァＦ
Ｌ

蓑訴彗ξ」fJ通〔書預電L驚驚鷹薪
にとらえ、見通しをもって聞く。

話の欄略は聞きとるが、目的に応じた取捨選択が足りない。
要点や要旨をとり違えて、聞き落す。
まとまりのある聞き方ができず、話の再生が困難.

イ

自分の役害Jり を理解 し、協力的に相手を受け入れながら聞く。
自分の一方的な気持を押え、相手の話 し易さを考えながら真摯に聞く。
開くべきときは聞いているが、相手に対する配慮までは至らない。
終りまで十分聞かなかっり、話の腰を折つた りする。
無視・無関心・又は、相手によっては態度をくずす。

要旨ゃ要点の明瞭な、問題解決へ迫る効果的な発言をする。
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話

す

考

え

る

ア

相違点や類似点を明確にして、まとまりのある発言をする。
平板な話し方で、強調点やまとまりが足 りない。
要旨が不明確か、又は、結論づけが欠ける。
断片的、まとまりを欠く。

イ

自′池の役害Jり ゃ立場を理解した。話し方をし、級友の地位を高めようとする。
自分の発言回数や時FElを 整理し、相手の立場を考えて話す。
自分の考えゃ意見を自分の ことばで、こだゎ りなく率直に話す。
進んで発言しようとしないか、又は、自分だけ何回も発言する。
寡黙か又は、他を無視した話し方をする。

ア

それぞれの考え方を理解、対立 矛盾、不明確さを

'■

りさげたり、秩序だてたりする。
問題解決に沿って、取捨選択 した り、関係 づけた りしようとする。
相手の考え方と対比 して、自分の考え方を吟味する。
矛盾や問題点に気づかず、見通 しなつけ得なぃ。
他の考え方をあまり理解で きず、まとすりがなt/2.

イ

自発的に個々の考えを拡げたり深緩 りし、それをみんなのものにしようとする。
他の考えのよさを積極的に取り入れ、協同解決へ役立てようとする。
自他の考えの適否に関心をもち、種五に確認 し合うとする。
他の考えを無批判にとり入れみか、又は団執して他を受け入れない。
逃避した り、他を無視 したりして考え合いから脱落する。

相違点去

泰Э 個人観察カート
゛

年  組  班

※ 総 合評定 は次 の よ うtrCし てす る。  総  点     評 定     総  点      評定

6～ 10-― -1    21～ 25-― ―一 -4
11～ 15-_… 2    26～ 30   1ず  5

16～ 20-――-3

-9-

月   日

教 科

曇

聞  く

54321
1i!_艶

5432電
lJ_| | |

54321
1_J I I I

54321
11、 二

54321
L雌 |

54321
LIl l i

イ
54321
1‐止 L

54521 54321
11111

54321 54521
l11嬢

話  す

ア
54321
11111

54321 54321
L  l  i  l  l

54521
」_ | |  | 」

54521
1 : | ! |

5452電
ll       i      l       i       t

イ
54321
1 1 1 1 1

54321
1 1 ! | |

54321
1_ J 1 1 1

54321 54521

考 え る

ア
54321
1 1 1 1 1

54321 54321
1       1      1       1        1

54521 54521
1          1        1         1         1

54321

イ
54321
11111

54321
1         1        1         1          :

54521
11111

54321
11111

54321
11111

総 合
54321
1111!

54521
|

54321
1_11!|

54321
11!||
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△ふつ う  X目 あてが 守 られ なか った )
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第 4回 バ ズ 学 習 研 究 集 会

子 ど も の 主 体 性 を 開 発 す る バ ズ 学 習

(バ ズ学 習の基本性の追求 と効果の拡張 )

・

・

轟

l.本校 バズ学習研 究の希い

子どもの主体性、倉1造性を尊び、子ども自身の

持ちまえを発揮させることを願って、人間と人間

の接触交流を行いやがては心の琴線にふれる質の

高い、効果的なバズ学習を行うことにある。

2.磨 き合 う学 習をめ ざして

子どもがたがいに磨き合 うということは、わか

らないことを聞いたり、教えた りすることではな

い、ねば り強 く、それぞれの意見をたしかめ合っ

て、練り合っていく事にある。

集団思考は集団メンバー間の思考が、考えのく

いちがいや矛盾を契機に、つぶ し合ったり、補い

合いながら集団討議 される。その結果として、集

団の課題は、正しく解決され、集団成員個人の思

考は深まり、能力は高まると考 える。まずそれに

は、集団討議のきわめてきめこまやかな基礎技術

訓練が必要とされる。そこで、各学年に応 じた態

度 目標をきめ、さらには、話す、聞く、考える、

の観点から、より具体的に指導計画を立て、学習

方法の見つける指導 と合わせて考察し、実践する

ものである。

１

０

◇

―

―

―

―

―

―

０

１

１

１

１

１

０

◇

０

◇

李
◇
や
0
◇
0

電 ____0◇ _0金
―

◆
― ― ― ―

◆ ◆ 金 ◆ 金 ◆ ◆ ◆ 金

李
0
|
|
|

滋賀県神崎郡五個荘小学校

(1)バ ズヘの参加

何んとしても、「話さない子」「 話せない子」

が「話す子」「話 したい子Jに育たなくてはなら

ない。「話 さない子」には、その子をとりまくム

ー ド、本人の気質、環境等々、原因があろうし、

「 話せない子」の原因には対人間関係や、話 し合

う内容がわからないこと、また、身体的、精神的

能力的なものが考えられよう。「話せない子」「

話さない子」に、そのなかまたちが、話せる様に

応援 し、話 したことを認めてやれる人間関係づ く

りにまず専念することにある。

(2)バ ズ学習をささえる態度目標

学級のなごやかなムー ドの中に、話 し方、聞き

方、考え方の討議をすすめる上に基本的な技術訓

練が要求される。各学年ごとに、話す、聞く、考

える、の観点をきめて、より具体的に指導案を立

て、学習方法謝1練 と合わせて考察し、実践するも

のである。

ア.低学年

0楽 しく話 し合いに参加できる。

イ.中学年

0話 し合い、わかるまで考える。

ウ.高学年

0話 し合い、求めて考える。

-1-



態度目標の実践計画例 一-3年 生

話す…… 0こ とばは、はっきり、わかりや
11●  すく話す。

ll｀ 0大切なことは落 さず、まとま り
｀
、 ごとに、くぎって話す 。

0わ からないことは、互いにたず

ね合 う。

聞 くl…
… 0発表する人のことばや気持ちを

ヽ よく知って聞こうとする。
・
0要点をとらえて聞 く。

考え方:… 0比べながら、そのちがいや特徴

1ヽ、 を考える。

｀
'0共

通点を発見 したり、別の見方

1でも考えて見る。

O予想を立て、結果からも考察す

る。

さらに具体化 して、バズ学習の学習方法を見つ

ける指導の重点とし、尚この目あてを月別配当表

に指導計画を立てる。

話す 0グループ

開 く

4人が課題にそって、考えたことを

しっかり話せる。

0個 人

・相手にわかってもらえるように工夫

して話す。

0大事なことを、ぬかさずに話す。

0ま ちがえた時は、そこを正 してから

話す。

0わからない時は、たずねた り、補っ

たりする。

・ 要点をしっかりとらえて聞 く。

・相手の話 しがはっきりしない時や、

わからない時は、そこを指摘して、

もう一度質問する。

・上手な話し方をした時、正しく答え

られた時はほめる。

ハズ メンバ ー

・ バズ長の指示に従い、きま りを守っ

て話 し合 う。

・ 弱点はお互いが助け合い、い じめけ

なした り、いやな思いをさせないよ

うに気 をつける。

バズ長  ・ 何を話 し合うのか、何を考えるのか

をはっきり指示する。

・ 終わ りの合図をしっか りして、まと

める工夫をする。

月別指導計画例

4

月

0こ とばのはっきり

した肇

「 意見をいいます J

「 考えを…J

「 つけた しますJ

「 冶れキま― です」

「 粘たずね します」

「 ～ は何ですかJ

Oわ か らないことをグ

ループでためては、

互いに話 し合 う

0だれかが話

せばだまら

せる習慣。

0人の話の中

か ら問題点

を発見する

よい聞き方

ま鐸 。

0グルーフの

進歩表作 り。

O発表の少な

い子の指導。

話

し

合

い

目

目

目

麗

(3)バ ズ謝1練

学習の深まりのために大事なこと|ま 、自分が考

えていること、思っていることを、どう表現する

かである。話し合いの方法や発表の仕方を訓練す

る事によって、自然 と小集団の中で自分を知 り、

友だちと自分の関係 を意識 して、話し方、聞き方

で得た方法を活用 しようとするものである。

低学年の話し合いや、発表にヤま、声の大きさ、

正確な発音で言うことや、態度としては、聞く人

の方を向いて話す、話す人を見ながら開く等、基

本的なバズセッションのための基礎的なヨ1練 を重

-2-



ねる。この様に最初は子どもに形式を知らせ、次

第に子どもの中から新しい形式が生み出し、高学

年になるに従って、思考の深化を見るバズに発展

させるものである。

「 予習課題についての考えを話 し合います ―J

「 意見を集めます ―J

「質問をためます ―」

「 ちがいを見つけ合います ～」

「考えをまとめます ～J    、

「たしかめ合います～J

この様にしてバズリーダーは話 し合う話題を示

し、バズメンバーは互いに協力して話 し合いに参

加 しなければならない。教師は主として学習内容

にかかわる発間と、主として学習方法にかかわる

発間や指示が、集団思考を深める手だてとして必

要である。

(4)学習方法を見つける指導

本校は学習計画によって学習課題が設定され、

次時の学習課題解決にそなえて、予習課題を子ど

もと共に考え、意欲的に目あてをもった学習を、

より計画的に、自分の考えを整理しながら、個人

学習をするものである。そのためには、学習の方

向づけとしての学習方法を身につけていなければ

ならない。学校での学習にも同様である。

-3年 生 (算数科)

①む ③べる(Dじなこと(3わけたこと
0からないことOを書く(うえを文に書く

今までの問題と比べたり、資料を使 ったりして

図式化し、わかったことや、わからないことをは

っきりさせ、みつけたことはノートに書き、発表

できる様にしておく。習った例を見て、自分でた

しかめる。ノー トの使い方を工夫 し、大 じなこと

には赤線を引く。叉その単元を通 して、先行知識

の想起の方向づけを行ない (学習する観点がその

単元を学習 しようとする態度となる)、 課題解決

の視点を、子どもと共に方向づけるものである。

例えば

0何かを見つけてからとこう

0何に目をつけたらとけるか、考えてからとく

0角や辺に目をつけて考えよう

0く り上がり (く り下がり)に気をつけてする

0か さなりに目をつけて考えよう

0変わ り方のちがいを比べながら考えよう

0長さ (重 さ)に 目をつけて解こう

等々、

以上教材や学習課題の内容に応 じて、異るもの

であり、固定するものではない。

3.話 し合 い求 め て考 え る

(1)主体的学習をめざして磨かれた子ども

価 倉|

値 造

あ ゆ

る た

主 か

体 な

性 計

画

′
ｌ
∫
′
′
‐
′
―

訓
「
キ
ー
「

―
キ
ー
キ
ー
‐―‐

＼ 、

キ
鶴たずねる キ  |
←)気づく

 
「

1儡百
1楽 話 話

し し し

く合 合

話 い い

しわ 求

1合 か め

|い る て

|に ま 考

1彙碁[
|で え

」

(2)態度目標 と認知 目標

態度目標の基本としての柱は、低学年では、授

業の中で楽しいと感 じ、学習に参加する姿勢を示

した時、叉感 じられた時、これが「求めて考える

」という、思考への芽ばえを示しているものと考

える。さらにひとりひとりが「たずねるJと いう

態度が育った時、やがて主体的に話そうとする学

習態度への変容が期待できるものと考えている。

活動的な中学年では、助け合い、教え合って、

気づきながら、「 わかるまで考える」という学習

に対する積極的な姿勢を目標としたものである。

さらに高学年では、五個荘教育の目ざす「話 し

合い求めて考えるJ望ましい態度の形成をはかる

ことにおいたのである。
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そこで主体的学習に到達するそれぞれの段階に

おける協力学習を推進し、効果的なバズ学習の研

究に努力するものであるが、それには学級内の人

間関係を改善 したりして、学習参加が積極的にな

るようもり上げたり、生きた個人学習のための学

習方法を深めた り、さらには学習の場の構成等の

研究を進めた6

しかし学習への参加と学習の成果とは必ずしも

並行するものではなく、そこで学習の認知目標 と、

態度目標 とに分けて、あらためて両者が相互に促

進 し合って同時に達成できるように設定 したので

ある。

それらをより効果的に達成するためには、その

教材に対する児童の学習経験を整理 し、組織的に

構成する。態度目標は2面から考え、■つは教材

独 自の意欲的なものlA)と 、学習全体の場に共通す

るものlB)を もうけた。即ち■時間の学習を進める

ための課題を、いくつかの分析課題に分け、その

分析課題の■つ ■つを見つめる態度要素の結集し

たものである。分析課題をそれぞれ解決してい く

事により (態度要素の働きかけとで)新 しい概念

新 しい課題理解を生むことになる。この様にして

両者が (態度目標と認知 圏標)同時に効果的に達

成するものである。

(3)明 日の学習に生かされる課題作 り

ア.予 習課題
―~f習 課題をさせる事は、これまでの学習で得た

学力を駆使 して、新 しぃ教材に意欲的にくいつい

ていくわけであるから、従ってこれまでに修得し

た学習のンデ ィネスは、予習する事によって、さ

らに動的に高められるものと考える。故に今まで

の宿題的な考え方とは、おのずから異なるもので

あることは、いうまでもない。そして、わかった

ことや、わからなしヽことが明らかになることによ

って、その解決が自らの課題意識 として強 く意識

され、そこに必然的に自主学習への動機づけがな

されてくる。本校では予習課題によって、動的ン

デ ィネスを高め、問題意識を明確にすることをね

らいとしている。

イ.課題づくりの柱

И 予習課題が、中心課題に生かされること。

に)全員が動的ンデ ィネスを高めることができ

ること。

191理解要素が考えられ、子どもの思考に適す

ること。

ウ.学習課題の設定

学習課題は、その教材の指導 目標、指導内容、

指導計画、子 どもの既習事項を総合的に検討して

い くつかの課題を設定する。低学年ほど具体的で

高学年になる程、数理的内容の面が濃い課題とな

る。子どもが問題を意識 し、学習活動を開始する

には、課題と事象、即ち子 どもに具体的に示す事

がらと、子どもの先行経験の想起にある。学習課

題 をいかにして子どものものにするかが問題であ

る。そこで■時間の学習の中で中心 となる課題と

その前後の分析課題を考え、その課題は、子ども

がいかなる先行知識 (理解要素)と 、どんな観点

で (態度要素)解決しようとするのかを考え、予

習課題を生み出し、意欲的にとりくむものである。

‐ 分析 課題

い くつかの学習課題が設定されると、問題の意

味や、目的を正 しく理解 し、課題意識が高まり、

目的にしたがって解決の方法を考えることになる。

そこで■つの課題を組織的にいくつかの分析課題

を作って、その個 の々分析課題から何を理解させ

ればよいのかを考 え、そのための必要要素を考察

する。その時、もちろん、児童の既習知識や学習

態度の要素は、欠く事は出来ない。そうして■時

間の授業区分 (か まえ.か くにん。バズしまとめ .

準備)の 中に位置づけるのである。

九 理解要素 と態度要素

提示された課題 をいくつかの段階に分析 した分

析課題 と関係のある知識や経験の想起がなければ

解決は生まれるものではない。そこで教師は、子

どもの実態を出来るだけ確実にキャッチし、分析

課題の目的に合うように、系統的に配列 したもの

を理解要素 (既習知識や経験)と いう。もちろん

理解要素を使 って分析課題 を理解しようとするの
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であるから、その都度態度要素の働きが、おのず

か ら生 じるものである。バズ中における学習のね

ば りや、対人態度も含まれる。この様にして、個

々の分析課題が、教師と児童、児童 と児童の相互

作用によって、解決の道をたどるのである。

力。分析課題理解 と認知目標

各 解々決された分析課題の課題理解は、授業の

は じめから順に新しい概念を生み、身につけてい

くことになる。そ してその積み重ねが、本時の認

知 目標へと到達する。さらに次時の課題解決へと

発展することとなる。このことはいうまでもなく

バズ学習における思考過程の構造化である。

(2)バ ズの位置 とバズ要因

課題があ り、予習によって中心課題にせまろう

とする時、子どもの思考活動を活発にするには、

授業の中で、どこにどのようなバズをさせればよ

いかを明確に指導者としての計画を立案すること

が大切である。本時の授業の流れを、分析課題か

ら考える時、子どものもつ理解要素と、態度要素

から、こんな形のバズが必要であるという、バズ

要因が生まれるものである。(本校の学習の流れの

中で言うバズは、授業の中心的存在をなすバズを

示すものである)課題意識が共通化 し、集団思考

による必要があると思われる場を、あらかじめ予

想し計画を立て、場に応 じて行 うものである。

4。 バ ズ学 習の 学 習構 造

(1)バ ズ学習の基本形態

0かまえの段階

・ 予習課題から、個人学習の結果を話 し

合い、本時の課題に対する考え方、視

点を明確にする。

・教師の援助 としては、常に自分の考 え

方と比較させ、相手の発表や話を聞こ

うとするような「 発間の工夫Jをする。

・ 個人学習の診断の意味からバズによっ

て学習結果の話し合いをさせる。

0か くにんの段階

0本時の学習課題を把握し、解決方法に

ついて個人思考をする。

・個人思考のたしかめや、深めるバズを

する。

・ 教師の援助としては、常に考 える足場

を明確にしてやることである。

0バ ズの段階 (中心の)

・個人思考で理解、発見したことがらを

グループごとに課題に対 して話 し合い

共同思考をする。

・教師の援助としては、要点をおさえ、

観点をきめて話し合 うことや、考え方

をはっきりして、発表すること、仲間

で補足 したり、修正したりしかたをわ

からせる。

0ま とめの段階

・ 理解 したことをもとにして、さらに応

用や適用をはかる。

・ 教師の援助としては、理解 したものに

さらに追求しようという場面の設定を

すること、必ず、次の学習への足場を

つくる。

0準備の段階

0本時の学習の結果や、学習計画にもと

づき次時の学習課題を知り、予習課題

を設定して、その学習に対する方法の

分析をする。バズにより個人学習がで

きるように話 し合いを深める。

0教師の援助としては、予習課題の学習

についての方法、内容理解、思考過程

を明確にすること等について、助言 し

全員が了承したかどうかを知る。
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(2)バ ズ学習 学習方法 (3)バ ズ学習の学習構造図

容内

（
３

年
）

いに参加する

自分で課題 を

しっかりしる

学習方法に し

たがってF「5題

をとき、深め

合 う。

次時の学習課

題を知 り、予

習課題及びそ

の分析につい

て話 し合う。

0予習課題で、わからな

いこと、発見したこと。

O予習 した自分の考えを

発表 し、考え方をたしか

め合 う。

0解決方法について、よ

い点と誤 りを見分け、誤

りについてはその原因を

しらべる。

0課題を読んで、わかっ

た点、わからない点をは

っきりする、さらに共通

の課題をもつ。

0いつもどんなことに問

題になっているのかをし

っかり矢目る。

O不完全な解答や誤答に

9見つけた解決方法で、

類似問題をとき、練習 し

理解を深める。

0共同診断をして理解を

深め合 う。

0本時の学習の反省をす

る。

0次時の学習課題につい

て知 り、予習課題 をきめ

学習方法について話 し合

う。

0課題 をノー トに書きた

しかめる。

児 童 の

理解要素

い解決方法を |ち がいを比べ、よりよい

考 える。 方法を見つける。

「

‐‐~~

〔新概念〕

第 2バ ズ

ノｆ
‐
‐
‐
‐
，＼

度

素

態

要

(ま とめ )

(準 備 )

分析課題
|

理  解
|

|

|

〔新概念〕ま とめ

|

|

↓

次時課題

予習課題

|~
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5.バ ズ学 習 の基 本性 の追 求 と効果

の拡 張

昭和47年度は、さらにバズ学習について研究

し追求 しようとするものであり、バズの原点にも

どり、さらに基本的な考えに立って、子どもの思

考活動を、何をどの様にさせ、どう高めていくか

をしっかり見つめ、さらには、子どもの思考要素

の関係づけを考え、磨き合い、ね り合っていこう

とするものである。もちろん、研究教科も広げて

国語科.算数科。理科の3研究委員会を組織 し、

今までの算数科で研究 したバズ学習を基に、実践

するものである。

(1)国 語 科

ス 研 究 主題

読み深めの過程におけるバズ学習

イ.研 究重 点

子 どもの実態をみつめ、教材を検討 し、バズを

効果的に使うことにより、ひとりひとりの子ども

の読みを深めていく。

ウ。課題にとりくむ視点とバズ要因

・ 指導計画から生み出す課題分析を、子ども自

らのものとしてどの様に意識づけるか。

・ 子どもの興味や関心、先行知識や資料の活用

等を、課題解決のJJ― にせまるための方向づけ

をして、どのように指導するか。

0課題解決のためのバズ要因をよく考え、深め

るためのバズを、どこでどんなにさせるか。

(2)算 数 科

ア.研 究 主題

思考を深めるバズ学習

イ.研 究重 点

数学的な物の見方や考え方を育てるためには、

思考要素を確実につかませ、さらに関係思考を深

める理解要素の活用と、態度要素による課題への

主体的な思考へ深める。

ウ.課題解決の視点とバズ要因

・課題貝pち 中心課題 と予習課題は、先行知識想

起 (理解要素)を意欲的にし、学習の場でど

う活用し、どんな時に変容 し、概念化される

か 。

0課題思考の要素の把握のさせ方と、態度要素

F13ち 関係づけて考える方向づけ等、思考を深

めるバズのさせ方はどうするか。

(3)理 科

ア.研 究 主題

科学的思考を育てるバズ学習

イ.指導の重点

子ども達自身が、自らいだいた「疑間や矛盾」

を自らの力で解決 していく、課題のとりくみと、

バズとによって、科学的な物の見方や考え方を育

てたい。

ウ.指 導 過 程

①     ②     ③   ④
予習課題―→問題把握 ―>予想一―)仮説

L難 .継 → 暑察
環 雉 予習課題 )

二 課題意識の高め方とバズ要因

・ どの子も課題解決の意図をもち、意欲的にと

りくめる予習課題について

・ バズの視点をきめて、予想や実証、準備や方

法について、ねり合い、科学的思考を深める

場の設定はどうするか。

・実験 .観察の結果を考察し、本時の学習の反

省から、次時の予習課題への動機づけや関連

をどのようにさせるか。

6。 今後 の バ ズ学 習

昨年までは、算数科の指導の中で、バズ学習を

とり入れ、学習態度の形成 (話 し合い求めて考え

る)を 目ざした。さらに本年度は、研究教科の場

をひろげ、3教科でとりくむ事になった。課題、

児童の既習事項、そして態度の3つの柱をより深

め、より広げるために、バズの根源をさぐり基本

性の追求をめざして研究を進めていくつもりであ

る。今、教育器機利用の問題が、教育関係各方面に

問題になっているが、本校では、OHPの利用の

みを焦点に、課題提示や、児童の作品そのままを

学習の広場に出し、思考を深めた り、バズ活動を

より活発にする手だてとして、研究を進めようと

している。今後は、あらゆる教育活動の中ヘバズ

が浸透できるよう研究に努力するものである。
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第 4ロ バ ズ学 習全 国研究 集会

主 題 未来対応力をめざすパズ学習

一 初 めに 一

未来対応をめざす経営饉標の確立こそ暉動する

学校が先まれる.このための経営のコア…………

それな。ゎたしたちは。“対話のある学校 "と した。

子どもの未来対応力……・・・自己統合力,意志伝

達九 自己啓発力…・:・

…こんな力をつけるために

バズをとりいれた。

自己統合ヵ

それは.行動的に行動 びけい子どもたちに強

い意志力によつて正しい行動:、 と自制できる力。

意志伝達力

それは,す ぐれた創意.深い愛情などを,う
まく表現することにょって相手を説得する力.

自己啓発力

それは,自分の考えと他人の意見との交流 に

よつて。自らの考えを深め広板 自己変革ち 力.

「 何でも言える● 「 だれても話しかけてくれ

るJ……・・子 どもたちが,一個の社会人として学

校生活を営れ よかよ童人間騨係を保ちつつ成長

を遂げて行くためには.どの子どももグループに

所属しているとい ,安心感と.グループの一員と

しで働く場面が与えられることが,個性●完成に

如何に必要なことかは言,tで もないと思う.

“対話・ それは,教育経営0あ らゆる場面におけ

る基調として学校の■動を期したい.

善通寺市立筆岡小学校

1.全 体構 想     ___

2.生 活 バ ズ
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3.学 習バ ズ

教師の発問助言
t

1/3時間

子どものパズ

〔グルづガ警べ 7)|
1/3時間

‐子どもの思考と

_作業 1/3時 間

みん な6D

し か め

追求する子どもの姿勢

o自 分の考えをノートに書 く。

lo自 分の疑間な点をつきとめる.

o自 分の考えを主張 し検討 して

もらう。

o自 分の考えの根拠を明確に述

べる。

o簡 単に結論をださずた しかめ

0友人の考えとの共通点・相違

点をはっきりさせる。

o話を焦点イヒしていく。

私
鳳
「
ｄ
‐ゴ

塾
類
躍
群

《思考の交換 〕

力
化
究

働
機
ギ
摯

「期
i興

1菫

白紳申議

一日
躍
自
丁
―
‐‐Ｆ態
闘
園
覇

「
彗
彙費
主

釉ぶ|

o要点をノートする。
「―
―
―

曜璽:

基 本 的 パ タ ー ン

仮
議
を
立
て
る lo・思いつきを■とめる。

`思
考のた くわえ )

oわか ったことを明確にする。

発 展

下 学 年1 1上 学 年
|

。課題の要点をとらえる。

o条件をならべる。

えをつ くる



4.発展のスケジュール 3か年計画

模索とプランづ く
・
り

庁
―TI本 米 対 応

`力
を つ け る

自 己 統 合 力

学習をバズで

・研究態勢

指導・運営・研究の二部利

文 字 パ ズ で 1

対 話 の あ る 学 校

生活にパズを

開 発
:へ

の 実 動

パズ場面の設定

・ パズ用具の作成    :
・ トラベン層紙の活用

・0耳 Pの充足と活用法の魏

発  ‐ ′

●グループ黒板の作成

・ 分時言十の設置

日課表の変更       | ・ バズノートの指導と点検 .

・ パズ妻1間 の特設による指導 : ・ グループノートで指導 と対

とヲ1練          1 話

・パズ場面の拡大      l ・父兄 との対話とPR
清 掃         1 0職 員日誌

給 食   :
遊 び   :    :

・ バズヘの環境設定

・学年相応のバズ内容

・パズ/― 卜の変容

・ バズによる行動化

・ チェ″タリス トの開発

・環境設定への児童の意見

・父兄との対話をとかして習慣化

定着 の評 価 と第 2 次 プ ラン作 り

・教師の発問助言  1/3時 鶴

子どものパズ(グループ・ベァ )

1/3埓1場

子どもの思考と作業

1/3時「虜

・ パ書 習の基本的バメーンの完

成

・定着バズで確認

第 2年 目 略fr1 4 6年 度

第 3年 目 昭fi1 4 7年度実 動 と 変 容



F

5.具体化のための重点課題

(⇒ 朝のパズ

① ねらい

相手の話 したことに応答できる.

0 ねらい達成のために積みあげたもの。
ア 相手の話をよく聞く。

イ 相手にわかるように話す。

ウ うなずきなが ら聞ける。

工 自分の考えが言える。

オ 話題の転換ができる。

③  システム

8:15  8:18         8:28            8:35

朝 札 ズ 朝 の 会

放 送

による

朝 礼

ダ′レー/
′く   ジヾ

全体

ノくジ《
歌

健
康
観
察

お
知
ら
せ

調
　
　
査

冗
生
の

話

(0 清掃バズ

① れらい

言つたことは する.

② れらい選成のために積みあげたもの

ア めあてを見つけることができる。

イ 自分の分担がきちんとできる。

ウ 自分でやくそ くしたことは 必ずする。

工 できないときは「助けてJと 言える。

オ おそい人を 助けられる。

力 ら し|う けんめいやったことが喜ヽる。

キ 奉仕の気持ちを育てる。

③  シス テム             ~十
~

1113    1115        1116   1:24 1:27   1:30

レ コー ド t,v J*llz ソコー ド *tva'*tv

違

蟻

始
め
の
パ
ズ

め
あ
て
の

確
　
認

清 三作
分業
前終
予了

掃 告

・・・終
チあ反わ
工す省 り

'C)のク計 バ

画 ズ

③ 学習バズ

① ねらい

どの子も学習に参加できる。

② ねらい達成のために積みあげたもの

ア わかるまで開ける。

■ 自分の考えが持てる.

ウ 自分の考えが言える。

工 つけたしができる。

オ バズができる。

カ バズに参加した喜びが味わえる。

(0 ′

'ズ

ノート

① ねらい

話ができるように書 く。

② ねらい達成のために積みあげたもの

ア 話 したいことが書ける。

イ 話すことをそのまま書 く。

ウ 話せるように材料を集める。

工 広い視野で素材を求められる。

オ 見つけた話題 をす ぐノートできる。

力 毎日書ける。

6. バズの効果

(D どの子の意見も間けるようになった。

② 物事を注意してみるようになった。

(0 自分の考えが まと板 書けるようになった

0 みんなの前ではずかしがらずに話せるよう

に な った。

(0 全体の前で司会ができるようになった。

(0 人の行動をみて自分と比べるようになった。

0 どの子もパズに参加できるようにな。つた。

(0 リーダーとして行動できる力が向上した。

③ 批判はしてもあたたかみがある。

(10)先生がいなくてもパズができるようになった。

(11)自 分の部 たことを実践しようと努めていだ。

(12)集団で協力して発表するようになった。

(13)グ =竹―プ活動を参加し,特に底辺の子が救

われた。

(14)友だちをよく理解し,人間関係が向上しれ

7.問 題 点

(1)ノ ーЮ瞭数に くふうが足りない者がいる|

(a 先生から言われると発表をするが 進んで

発表てきない者がいる。

(31 日では言えても 行動になるとむずかしい。

(0 深く じっくりと落ち着いて考える態度が

足りない.

8。 今後の課題
(D 生活バズが行動力に高tっ たか。

(2 学習パズが やらされバズから脱皮したか。



第4回バズ学習全国研究集会

日 記 ィヾ ズ を 核 と し た 生 活 指 導

〔■l はじめに
一般に教育には、二っの働きがある。一つは、

知識や技能を習得する「陶治Jの働きであり、一
つは、人格を形成する「訓1育Jの働 きである。あ

らゆる教育活動は、この~つの働きが、同時的に

行なわれなくてはならない。
バズは、この「

・
陶治Jと「訓:司 の統二への焦

点であり、「陶治Jの面は、主として、バズ課題
の系統的配列、編成の上に支えられ、「訓育Jを
主要に行なう面では、学級集団の質の高さによっ

て左右されると言える。
バズをtい 発ヽに全員のものとし、tヽかに、子ど

もをハッスルさせてぃくかを考えていくことが「
教育の科学Jであるとするならば従来行なわれて

きた断片的ツメコミ的なバラバラの知識でなく知

的興味を堀りおこすに足る,系統的に筋道をたて
られち 優れた、豊かな教材を用いることは勿論
子 どもが、真に、主体的に学習にとり組むよう育
てられなければならない。すなわち、集団思考の

組織化 としてのパズを展開していくことでt子 ど

もたちが、主体とな り、互に、思考 しあい、論争
しあい、評価しあう流れとして位置づけられ展開
されるべきである。

そのため、子 どもの身近な日々の問題を課題 と

して取 りくむことから、バズヘの興味を起こさせ
バズ訓練を通 して、更に「教科J領域にたかめ、

児童の充実 した相互作用を通して、全人的な子 ど

もとして伸ばしてヽヽく。

すなわち、学力を伸ばす指導 と、人間関係をた

広島県竹原市立忠海東 /JR学 校

(藤 村  旭 )

かめる指導を総合し、指導の全体的な成果を目指
する指導体制としていく。

E23 研究のねらい

人間は言葉においてのみ人間であると言われゝ
言葉は精神の鼓動であるとも言われる。

この言葉について考えてみると「話 しことばJ
は、相手が補 つて聞いてくれた り、文形式が とと

の つていない場合が多いので思考ができにくい と
い う面がある。 この反面、書 くとい うことは、書

かす ことにょつて思考ができてくるιまた、その

書いたことを内面から手がけてい くょぅにすると

本校の実践している日記指導tま F人間的にふとら
す指導Jと なると考えた。書く日記とパズの接点
を内面化への手がかりとして「日記バズJを次の
ようにとらえた。

①′個人 日記には、子 どもの社会や 自然のことが

らや現象があふれているc

②個人日記は、自分が見たり、考えたり、感じ

の実現の過程に「日記バズJを位置づけるこ
とができる。

― ユー



夕1事

E53実 践

バズ使用前

本校では、バズ使用前、 日記を書かせる目あて

を次のように、とらえていた。

事 rl1 1

ひとりひとりの子 どもの心理 と生活を知 る。

○きよう、Aさ んと、Aさ んの家で、勉強をし

ました。 1時間しました。初めは、算数の予

習をしました。あとは、国語の本読みンしま

したAさ んと、「また、あしたしよう。Jと

言つて帰 りました。

o国語辞典で、親友 というのを調べました。

もう、ひとつ心友とい うのがのつていました

それには、心を許しあつた友だちと書いてあ

りました。考えたら、私は、悲しいこと、く

やしいことを、すぐ、 うちあけられる友だち

だと思います。私 も毎こんな友だちがほしい

です。

o私は、望みをかなえてくれる班が、一番ほし

い。それは、なやみがいくらでもいえる。そ

のなやみを、みんなで解決する。だから、望

みをかなえてくれる班がほしい。

o先生、体育の時間に、なぜ、男子の組だけか

えて、女子はかえなかつたのですか。不公平

です。理由があつてのことでしようから、私

が Fなぜ、きてくれないのですか。Jと 聞い

た時、答えてくれればよかつたのに、ひきよ

うです。

oき よう、先生が、パツパときめてしまい、自

分で Fち よつと、待つてください。Jと も言

わないので、のみ こまれてしまい ました。

私は、いやだ。

o体育の時、先生は、ア カの女子を体育そ うこ

に入れて、出られなくしてしまい ました。ぼ

くは、その時、「今は、遊ぶときではないの

でやめてください。Jと 思つた。

生活に対 して、目をひらかせるために課題
をだす。

o班学習について書いてください。

き よう、班学習の時、 4年の復習をした。

何のためにしたか。それは、友だちのため、

自分のため。A君、B君、Cさ んが「すい直
。平行Jの意味がわからないのが、わかつた

し、私も、前、やつた所で、すい直の意味が

は つきりわからなかつたが、よくわかるよう

になつた。A君たちのおかげで、わからなか

つた所が、よくわかるようになつた。あ りが
とう。

A君は、わかつてきたせいか、とても、楽

しそうにやつていた。A君が、一番よく質問

した。そのせいもあると思 う。Dさ んや、私

も楽 しくなる。でも、B君はひとつも質問を

しない。だから、Dさ んが、わか りやすく説

明する。B君んは説明していることを、しつ

かり聞いている。その時のB君は、目も輝い

ている。B君 もよくわかつたといつている。

― ― 一一一後略 一 ―――――一っ

事 例 4

作者をとりまく学級 。学校、地域の人々の

間に、共有の価値ある作品として生かす。

oき よう、私は、こうい うことに気づきました

それは、人のい うことに気づきました。それ

は、人のい うことをい う前に、自分を考えて

みるとい うことです。人のことばかりで、自

分のことをたなにあげている人が、私のクラ

スの中にいると思います。私 も、その中のひ

とりです。たとえば、人のことばかりいつて

いると、解決できるけんかも、解決しなくな

ります。だから、まず「自分Jそ して「ひと」
と考えるようにします。

朝の会で話しあ う。__→ 同じようなこと

はないか。__→ まず、人の意見を聞こう。

まず自分の意見をいおう。

事 例 5

本人の意図しなかつたところに、生かすべ

き価値をみつけてやる。

きよう、私たちが、理科室で笛の練習をして

-2-

事 例 2



いるとA君 とB君が、笑わせてじやまをしま

す。私たちは、 となりの部屋へ行 こうとしま

した  笑 うのは、自分もそれを認めている

ということだと思い、全員で、がんばりまし

た。私たちが、笑わないのでA君が、「 かえ

(問題 )日 記

発見バズ 0深めバズ

(書きかえた )日 記

らんか。Jと いつていきました。これからも

まじめにやれば、じやまもできなくなること

をおぼえておきます。

クラスのきまリー→あい言葉 一→まじめに

じやまなし。

日記バズの過程 (モデルタース )

書いた目あてをはつきりさせる。

疑問点や自分の経験と対比させながら問題を深

く見つめさす眼づくりをする。

再
び
問
題
日
記
よ
り
深
め
る

実
行
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は

多面的なとらえ方が多面的にな つたか。

人間 として太 つた とらえ方ができたかo

書 かれた目あてをどのようにして実現するか。

十~~'日 あてに対 して実行 したか。

どんな実行の在 り方であつたかo

事

問題 日記が提出され、課題が与えられて、

(発見されて )、 児童の一連の活動のなかに

思考の高まりや、態度の変容が、期待される

課題が設定されると、各自が発想し、その

発想に対して、いろいろの吟味が加えられ、

分析的に追求 していく過程が、思考をねる過

程であり、創造力を高める過程 となる。

Aさ んの願い

きよう、私が、朝ごはんを食べるとき、ぉ

かあさんに、「はやく、ごはんを食べなさい

く
゛
ずく

゛
ずしなさんな。Jと、注意された。私

1/Cは 、このようなことが、一週 間に203回
あ ります。そんな日は、 どうも、心がす つき

りしません。おかあさんは、 よく、 しかると

思います。

発見バズ・ 深めバズ

P Aさ んは、何時頃、起きたのですか。

A 7時 過 ぎ。

ごはんはち何時頃、食べたたのですか。

7時 30分頃です。

もつと、早 く、起 きられないの、私は 6時

30分頃ですが、Aさ んは、何時に寝 るの

ですか。

9時頃 寝 るんよ。

そんなら、私 と同じ頃じやね。

うちは、 もつと遅い、 10時頃、で も朝は

ゆ うゆ うよ。

Aさ んのおかあさんは、やさしそ うなのに

よく、叱 つてんねえ。

妹は、 どうしよつてじやつたん。

妹は、もう食べていた。

おかあさんは、会社に行 つておられるね、

会社は何時から

8時 です。

そんなら、 7時 30分頃食べ よつたら

しかられるんよね。

そ う、そ う、あたりまえよ、 うちでもそん

な時は、Aさ んと同じやけえo

おかあさんは、何時頃、起 きてん。

-3-
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さあ 6時半 ごろじゃろ うよ。

おかあさんの気持ちになってみたらよい

と思 う。

そ うだ、そ ぅだ、さんせい。

どうしたら、おかあさんの気持ちになれ

るかね。

P それは、ぉかぁさんの ことを、 よく見る

とよい。Aさ んセよ、朝、何時に起きてか

も、は っきり矢日つてないんじやから。

(他の者、 うなず く )

PttAさ ん、それで、納得できますか.

A はい、ぉかあさんの朝のようすを書いて
み ます。あすは、ぉかぁさんとい つしょ

に起 こして もらお ぅ。

評 価 パ ズ

PttAさ ん、おかぁさんの朝の生活を見て、
どんなに思い ましたか。

A おかあさんは、大変だなあ と思い ました

私が、おかぁさんだつたら、や つば リヒ′
か ります。

T Aさ んのおかあさんへの見方が変わ った

オa。

後  略

発展 した日記

お とうさんは、 6時に起 きて、 ごはんを 6
時 40分頃までに食べて、 7時に会社へ行 き
ます。 8時に行 く時 もあるそ うです。

私や妹は、 7時頃起 きて 、7時 15分～ 7時
30分頃 までに食べて、 H集合場所に行きま
すQ

実 践 バ ズ

PttAさ んは、おかぁさんに、協力 したいと
百 つてい ますが、どんな、協力を考えて
い るのですか。 また、みんなも、考えて
なてあげたり、 自分の家での協力のこと
も考えてください。

A 私は、食事の手伝いを したのですか。
D どんな手伝い ?

D Aさ んは、起きられないんじやなぃ。
A ち ょっと自信はないけ ど。

D 私は、あすから、茶わんを運んだりしょ

う、 Aさ んは どう。

A そ うね、それなら、 7時に起きてもでき
るしね。

P でも、 こぅぃ ぅことは、家の人みんなで

話 し合つてきめるほ うがょぃと思います

それは、ひ とりだけ、実行 しょうと思 つ

ても、 うまくヽヽかなヽヽし、

P長私 も、さんせい。家の人 と話 し合 つてき
めたらいい、それは、私たちも、家庭科
で習 つた家の仕事を、生活設計 に書いて

来 ることに したら、 どうですか。

(み んな、さんせい )

T 家の人、みんなの生活設計をすると、実
行 しやすいと思 うけど。

D ゎか ってぃます。家庭科で習つたから。

実行 日記 I

私は、 もう少し早 く起 きて、食事の茶
わんを運んだ り、おぜんの上の用意を し
て手伝い ます。お とぅさんとは、ちょっ

とむ りだけど、ぉかぁさんと話 しながら

食事をします。妹は庭をはきます。その
ために、家庭科 で習 つた生活設計表をつ

くりました。

※Aの生活設計表
6時

朝のごはんの時要求 して夜のごはんの時
話 し合い ます。

実行日記Ⅱ
私は、 このごろ、す っと、生活設計表のよ

うに実行 しています。朝、おかぁさんは「 ょ
くやつてくれるわJと 、ぃうので、はりきつ
ていますが、妹が、机の上をかたずけている
と、よく、しているねえ、あんた、おねえち

二 4-
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やんだから、きれいにしなさい。Jと 、いわ

れるのが、いやです。私は、妹が、とくだと

思います。おとうさんは、私をぐずだといい

ます。

この日記より、Aの不満が、家庭内にある

と判断して、家庭訪間を行い、解決方法を見

出すべくとり組んだ。

Fさ え′のむしやくしや

よくしかる

20坪の教室の中でバズを と

なく、教師も参加 し、A子に、

するよう要請 し、そのなかで、

とが明らかにな つた。

りあげるだけで

家庭バズを実践

次図のようなこ

母

姉に気をつかつている

(父が妹をかわいがるので )
７

な
く

／　
か
き

´／
き
は

ノ́ヴ

劉
【
戦
赫
『
恥
働
ぃ
ぃ
易
一日日刈
）

は
ぶ
て
る

f母饗Б2｀ち
ま
い

き

ょくび な`
//′

/

姉 よりかわいい

父

姉 よリハキハキヽ` う

なお、このとり組みから、親の持つ子 ども

への意識が見なおされ、A子の家庭に、正し

い家庭教育への方向づけがなされていた。

o親は自分の生活のなかに、子 どもをひき

入れてしまおうと思 う。強い権力とか気

持みたいなものをもつていた。

o子 どもを、ロボ ツトのように思い、私の

言 うことで、ロボ ツトがいつも動いてい

くという錯覚をしていた。

o早く起きなさい、 ごはんを食べなさい。

く
や
ずぐずしなさんな、忘れものは、ハ/

カチは一一―一と、こんなことを言 うこと

が、教育だと思つていた。

o親は、自分の気持ちで、子 どもをかわい

かつたり、怒つたりすることが多い。

o子 どもの不満から始まつて、親としての

自分の生活態度に気がついた。

oこ ういう、話し合いを重ねて、理解 しあ

い、お互いが導教しあう家庭がつくられ

なくてはならない。

oお かあさんはいけんよ、 自分のたい ぎい時

は私に用事をさせるじやろ。勝手じやねえ。

oそ れは 、どんな時

oき よう、ち やわん洗わ したろうよ。

oア イロンをかけていたのでたのんだんよ。

o私も勉強 しなければいけんのに。

o勉 強する時間じやなか つたでしよう。それ

におがあさんも仕事を していたんだから、

手伝 つてくれてもよかろうよ。

o私は、遊び時間じやつたんよ

oそ れは、わか つていたんだけど、ち よつと

たのんだんよ。そんなにきめたとお りにや

つてないでしよう。

oそ うい うて もね。遊びたいがね。

oその気持ちもわかるけ ど、かあさんも、つ

かれていたからね。あんた も、つかれてい

る時はたのむ こともあるでしよう。

oそ ういえば、そ うね。じやあかあさんは頼

む時理由をい つて、私がそれを納得 したら

-5-

1親
・
子 バ ズ

家 庭 バ ズ



手伝 うことにしたいけど、どう。

0じ やあ、おかあさんも理由をいうから頼む

ね 。

0ほ しい とやるとい つたのにシ_ル くれまい

よ。

0そ 人ノなことい うたおぼぇないのに、ぃ うた

んなら気がかゎ ったんよ。

oえ えよ。えぇょ。教科書やぶ つてゃるけ (

とめていると泣きだす。 )

0おねえちやんにい うたる。

0ど うして泣か したん。

o教科書やぶ くぃ
°
うたんよ。

o泣かすのわるかろ うよ。

(い つしょに勉強していると、互いにノー

トに○ した り×した りする。 )
―何日かたつて_
一方がノー トのへ りlF_わ るさを書いたので

また、話 し合 う。

0ど して書いたん

o前にや ったろ ぅょ

oこ のようにしつこくゃらない とぃ ぅことを

きめ ようよ。

例 算数ノー ト

o机の前には つてぉこぅょ。

o守ろ うね。

<親 の 感 想>
親 と子のパズを して、子 どもに不満を言わせ

てみると、子 どもは自分の思 うようにならない

ことが不満だ と考えている。私たちは親 として

子 どもと話 し合いを してみたら、子 どもにも、
わか つてもらえたと思います。

家庭の中で、 自分の意見 もいい、人の意見 も

聞 くとい ぅことが_番大切であ り、不満の解決
方法ではないでしょぅか。子 どもとのパズで私
たち親子は、解決への道を開きました。
これか

‐
らは、 自分の意見は何でも言えるように

子 どもと約束をしました。

親の意見 も子 どもに十分わかるように親 も努力
していこうと思います。

このような、 日記パズは、班バズでノー トづ

くり1/C発 展 し、次のようなノー トが生まれつつ

ある。

ええらた
‐
‐

しだ
一

０

月 日

1月 学 校 で の 学 習

平均点のだし方

(O+n+A) =平 均 点

3× 4=12
88-12=76
88+3=91
91× 4=364
88× 5=440

学校での学習を中心に復習し、よくゎかったところは赤丸をする。ょくゎからぬところは青
丸をして、班学習の時や授業の質問バズの時に解決する。

… 6…

た習

中

心

と
め

問
題
■

学
級

の
ま

〓△

３

＋

÷

口
♪釧

モ
獅

１

２

ま

騨臥独
自分の考え
解
決
例
⑥

A076点



14   11          4

46    7    11 行

各

自

海
の
た
だ
中
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鋼

色

塩

分

と
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鴫
のかたま
一塩

海

の
た
だ
中
を

た
だ

一
せ
き
の
船
が
行
く

赤
銅
色

の
洋

ふ
く
を
着
て
い
る

男
の
子

各
自
に
く
ば
る

海
水

の
塩
分
が
こ
び
り
つ
く
。

ｌ
ノ
イ
ヽ
ヽ
１
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／
ｔ
＼
、
ノ
／
ヽ
＼
、
ノ
／
　
‐ヽ
ヽ
ノ
／

＼
、
／

け

私

の
考

え

調

べ
た

ンコ

　

一
　

　

例

　

　

　

文

夕1 国語のノー ト

終 わ り に

1)多数の児童が 日記を通 して、

を発見 し、その解決にあたろ

でてきた。

2)多面的な見方や考え方ができ

3)日 記を書 くことを苦にする子

なくな つた。

4)バズをいろんな場で使お うと

れる。

以上のように、日記バズを通 して身につけつつ

ある問題発見、解決への態度を児童の全生活への

意欲づくりのひとつの基盤にすべくバズを深めて

いきたい。また、仲よし的にまとまりやすい集団

を学級のだれとでも連帯を基底とする集団の姿に

高めていきたいと願つている。
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第 4回 バ ズ学 習研 究集 会

社会鏑探究力をつけるためのバズ学雪のあ り方

姫路市立安室だヽ学校 吉 圏 武 男

(1)は  じ め に

教育の中で今問題にすべきは、この急速な社会

の進歩の中でいったいどんな力を児童につければ

いいのか。換言すると、現在の学力とはいったい

何かということと、人間を尊重するという立場よ

りひとりひとりの児童を一斉学習の中でどのよう

に生かしているかということである。

図示すると

この縦と横の考えをどう調和させるかというこ

とより学習指導法が考えられると思う。

そこで探究力という点とバズ学習という点より考

えてみたい。

(2)社 会 的 探究 力 とは

社会的な探究力とは、社会的事象に対 して主

体的に取 り組み、社会の本質をねばり強く探究

している力をいうのであって、換言すると情報

爆発の社会の中で情報を分折 し、選択 し、生産

していく能力と態度を身につけていくことであ

る。

このような力や態度をひとりひとりにつけよ

うとすれば、どうしても考えなければならない

ことは、どのような学習過程を組むかというこ

とと、ひとりひとりをどのように学習に参加さ

せるかということである。

(3)学 習 過 程 の モデ ル ケー ス

ー思考場面の設定と小集団バズの位置づけ―

バズを形より考えるとカレーカミズと全体バズが

あると思うが、ここでは4名 より6名 を主体と

-1-

指

導 (統一 )

0… 00学 力

会科 …。探究力

ひとりひとりを生か

した学習指導



事実の提示

課題の設定

予想をたてる

仮設を設定する

… 2-

学習目標にせまる典型的事

例を提示する

予盾・ 疑間・意外性・ おど

ろき等より学習問題をつく

る。さらに分折課題も設定

する

(あつめ・ 広めるパズ )個

人の考えを出し合って、い

ろいうの視点より予想する

話 し合うことによって気づ

き、修正 していく。柔軟な

思考の トンーニングの場議

(全体バズ)集めた考えを

出し合って統合し、学習目

標 を見通す仮設にまで高め

る

(深めるパズ )た しかめる

方法を吟味 し、情報・ 資料

を選択吟味 して、パズによ

ってたしかめていく。

統合・ 関連・ 比較等の思考

がねらわれて概念の形成が

なされる

概念を形成 し、その吟味を

全体パズによりすすめてい    (2)
く

発展的拡散思考を練る場で

ある

グループの編成は次の点に留意する。

重[成績 
友関係

主ゝ T『i:I奮鴛
編成がえをする。

するグループバズについて、学習過程の中に位

置づけて考えてみたい。

モデルケースをあげると

以上が位置づけの原型であるが、もちろん学年

により、教材により、児童の意識の流れによっ

て変えられなければならない。広めあつめるバ

ズは3分～5分程度で深めるパズは 10分～

20分 程度することによって個人の考えが集団

によって高められると考える。

(ら せ ん型発 展 )

1恐考の高まり

予想 一二仮設―一検証一―概念一―発展

(朦 ) (籍 ) (転移す
る力→

に)ひ とりひとりを生かす手だて

(1)ノ ー トの形式をきめ有効に活用する。

個人思考→集団思考→ 個人の考えの確度が

原貝Jであるので、個人の考えをはっきりする

倒階がたいせつである。それをもとにして出

し合ってバズをする。

学 習 課 題・ t      )

自分の考え・ (        )

つ け た し・ (      )

ま と め・

ノ

ー

ト

例

た しかめる

概念の形成

と 吟 味



◎ 思考の類型  ◎ 能力

(◎ は今後の課題としている )

(3)話 し合いの訓練

(5)実 践 例

1。 4年 社会「 江戸時代の交通Jの あらまし

本時の目標 : 旅人がいろいろな苦労をし

たのに、川に橋がかけられなかったのは技術

の低さや、江戸を守ろうとする幕府の考えの

ためであることを理解させる。

関所とよくにていると思う

機械がすすんでいないので工事がし

にくい

流れが急すぎ、工事が危いのだ

お金もたくさんかかるし、お金がな

かったと思う

工事の材料にもこまったと思う

人足のもうけがなくなる

予期 していた以上に多くの予想がでた。こ

の中にはその価値から考えると、極めて低い

ものも含まれているが、このステップのねら

い、すなわちできるだけ視点を広げ多面的に

思考するという観点から考れると、ひとつひ

とつ意味があり大切にあつかわなければなら

ないと思う。通切な思考場面の設定とともに

こうした構えが児童の考えようとする意欲や

話そうとする意欲を換起するものと考える。

4。 「いろいろな意見がでたが、このう

ち大事なものはどれだろう」という発

間により仮設へと高めていった

(ステップ )

装 の  1.

提 示

予 想 3.

する。

２を

む

―
―
―
―
１
１
サ
寵
”
―
―

二枚の資料とスライド(大井川のわ

たしのようすと今の大井川 )を 提示し

イメージの具体化をはかり、昔の旅の

困難性を認識させることによって、間

題構成をはかった。 (比較手法 )全体

「なぜ、大井川に橋がかけられなか

ったのだろう」をノートに書かせ、確

認した。

このステップに「集めるバズ」 (広

げるバズ)を位置づけた。児童ひとり

ひとりができるだけ多くの視点より考

え、思考を広めることを意図した。

個人思考→ 集団思考→ 個人思考

三   三   ↓
(ノ ート)(乃いザバズ)全体バズ

ノー トより児童の考えをみると

* 橋がないと敵が江戸をせめにくい

* 敵が川をわたっている間に江戸の方

か らせめられる

あや しい者がいた らそこで調べ られ

る。将軍が安全だ

敵を川でとめられる。だか らわざと

かけないのだと思 う

全 体

譲
:な かったことが軸 こちがいない

5。 たてた仮設を検証する段階である。

資料 (三条大橋・ 日本橋・ 京都・ 江戸

間のおもな川のわたり方のようすを示

したもの )を 用意し、深めるパズを位

置ずけ、考えの深まりを意図 した。

グ ル
ロ ー プ バ ズ

-3-
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⌒ :技術が低いこともあるが、幕府が i
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さらにそこで話 し合われた内容を全体バ

ズによって概念へとまとめていった。

* 江戸時代にも大きな橋がかかってい

る

* 技術が低いからかけられなかったと

いったのは、まちがいだ

* でもやっぱり今とくらべると技術が

低い。全然関係がないとはいえない

と思う

* 江戸に近い川には橋がない。京都の

方にはある

* 江戸に近い方は、ほとんどわたしで

橋がない

* ああ、
｀
そうや、江戸に近い川には橋

がないでしょう。これは江戸が守 り

やすいように幕府がそうしたんだ

* 関所も江戸をとりまくようにおいて

あった。そのこととよくにている

(他の児童もうなづ く、関連 した意

見が数名より出される )

概念を これらの発言と児童の反応より、一応目

つか■ 標にせまり得たものと判断し、板書によ

りまとめて終った。平板な授業で指導技

術のまず さばか り目立ったが、一応つぎ

の二点だけはよかったと思っている。

◎ 学習の遅れがちな子が、何 らかのかた

ちでグル‐プ活動に参加できたこと。

◎ 児童のたてた仮設と資料の具体的事実

が児童たちによって関連づけられ、思

考が深まっていったこと。

-4T

実 践 例

2。 6年 社会「熱帯のくらし」のあらまし

本時の目標 : ボルネオに比べてジャワの

人 口密度が高いのは、自然条件のちがいだけ

でなく、住民の力による産業の発展があるの

だろうとい う仮設をたて、検証計画をたてさ

せる。

(ステップ )

義 の  1.

提 示

人口分布図を提示 し、地図からジャ

ワとボルネオのちがいを読みとらせる

ことによって問題構成をはかった。

全 体

ワボルネオ

↓

赤道上

大きい島

人口粗

二者を比較するこ

ジャ

↓

睡
力
‐‐†

的に生 じてきた。

2。 「 ジャヮはボルネオに比べ人口密度

が高いのはなぜだろう」

赤道より少 し下

小さい島

人口密

とによって問題が必然

このステップにあつめるバズ (広げ

るパズ )を位置づけた。

個人で思考させ、各自ノー トに書かせ

(児童のノー トより )

H O住 みやすい地形だから

●ボルネオはジャングルが多いけ

ど、ジャワは少ないのだろう

●ボルネオは赤道の上にあるけど

予

す
想 3.

一
．
寺



一一
一

や
／

亀
・

ご
ヤ

・ ジャワは少 し下にある

M ・ 産業が発達している (米  さと

うきび だいず ゴム )

・ 赤道からはなれている

●ジャングルが少ない

・ ジャワ島は交通機関がある

・ 開発がすすんでいる

それをもとに集団 (4人 グループ )で

思考させて、できるだけ多くのわけを

みつけさせことを意図した。

このパズによって自分が気づかなかった

新しい視点を見出せるほかに、個人がぽ

つんと考えていたことが理由づけされた

り、他人の意見と自分の意見が関連づけ

されたりして、個人の思考が波紋がひろ

がるようにひろがっていると思う。

グループバズのあとの話 しあい

(個人の考 えの確立 )

意見を出す時に既習事項、地球儀 0地

図帳などのその根拠をつけて発表でき

た。

ここで発表された事項を板書 し、 自然

的条件にわけて予想された各項 目を整

理 した。

↓
餓 こ

高める

警
▼

　

　

＊

ウ
▼

　

＊

4。 「 いろいろ出たが、いちばん大きな

わけはなんだろう。これをみて考えて

下さい」と、予想を仮設に高める資料

として地勢図と気候図を提示 し、考え

させた。 全 体

(地勢図を人口分布図にかさねる )

・ 地勢図を見たところでは、どちらも

山があるし、川もあってそうちがわ

ないみたい

●ジャングルがひらかれているという

ことは、開発されているということ

と通 じる

(0。 Ho Pに より、先にパ リクパパ

ソをうつしジャワを予想させてから、

ジャフをかさねる )

・ 予想とちがって高温で変化のないの

は同 じ、むしろジャワの方がいく分

高めである

・ 降水量が少ないの Iま あっているとこ

ろもあった。乾季がある

まちがいがわかって、次の仮設がすん

なりと出た )
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* 文にまとめてみよう。

三 自然条件のちがいだけでなく、 :

古くから開発されて産業が進ん

でいるからだろう

検証計 5,「たしかめるには何を使って調べる

画をた  とょぃだろう」と発問してグループ毎
でる餞

に資料の選択の方法を吟味させ、検証

計画をたてさせた。
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